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概 要 

 

1.  目的 

 目的は鉱物資源分野に関連し、エドゥアルド・モンドラーネ大学（Universidade Eduardo Mondlane 

(以下 UEM)）及びテテ工科大学（Instituto Superior Politécnico De Tete (以下 ISPT)）において、地質・

鉱物及び関連試料の観察や分析など、適切に実験・実習が実施できる体制と環境を整備すること

で、持続可能な鉱物資源開発促進に向けた教育機関の体制を強化し、学部専門課程における教育レ

ベルを国際標準まで引き上げることである。 

 

2.  対象及び実施内容 

 本プロジェクトの対象及び実施内容は次のとおりである。 

 

 対象機関： 

・鉱物資源エネルギー省（Ministry of Mineral Resources and Energy） 

・エドゥアルド・モンドラーネ大学（Universidade Eduardo Mondlane） 

・テテ工科大学（Instituto Superior Politécnico De Tete） 

 実施内容： 

・ベースライン調査による研修内容と供与機材の選定 

・選定された供与機材の調達及び設置 

・供与された機材を利用した本邦研修及び現地研修による教員の育成 

・供与された機材の維持と管理方法の確立 

 

3.  実施工程 

 プロジェクトは 2015 年 4 月から開始され、第 1 フェーズは 2015 年 4 月～12 月、第 2 フェーズは

2016 年 1 月～2019 年 12 月の間に行われた。本プロジェクトの全体工程は次のとおりである。 

 

 
プロジェクト全体工程 
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4.  活動内容（2015 年～2019 年） 

 2015 年以降実施した本邦及び現地研修等、活動内容は次のとおりである。 

 

 第１フェーズでの活動 

ベースライン調査（2015 年） 

 

調査者 

・コンサルタント：田中耕一、菅原豊和（石炭エネルギーセンター、以下 JCOAL）、根岸義光、松永絹

子（三菱マテリアルテクノ、以下 MMTEC） 

 

現地及び本邦研修（2015 年） 

 

第 1 回本邦研修 

 研修者 

 ・UEM：Dr. Estevao Inacio Sumburane、Dr. Daniel Luis Ibraimo、Mr. Sérgio Ezequiel Goenha 

 ・ISPT:：Dr. Bernardo Miguel Bene、Mr. Arcenio Alberto Ivone Chapot Era、Mr.Antonio Ngano Antonio 

Lisboa 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：今井亮教授、高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一、菅原豊和、斎藤純子（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

第 2 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：今井亮教授、高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一、菅原豊和（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

  

現地（第1回） 5/25～6/5

内容摘要/日程

ベースライン調査（保有する実験資機材、カリキュラム、実験室、スキル、ほか）

UEM ISPT

本邦（第1回） 10/4～10/24

現地（第2回） 11/30～12/11
機材最終選定
モデル講義（鉱床学、石炭分析、地質マッピング）

機材最終選定
モデル講義（石炭分析、日本及び世界の石炭情
勢とエネルギー政策、石炭地質学、マッピング）

実体顕微鏡、反射実体鏡、分析前処理資機材 示差熱分析装置

内容
摘要/日程

国内関連大学、研究機関、企業視察

供与機材の決定（6月～12月）
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 第２フェーズでの活動 

現地及び本邦研修（2016 年） 

 
第 2 回本邦研修 

 研修者 

 ・UEM：Mr. Terra Eugenio Gove 

 ・ISPT:：Mr. Gilberto Rogaciano Goba Sabonete、Mr. Robate Miguel Cardoso Banda、Mr. Terra Eugenio 

Cossa 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：今井亮教授、高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一、上原正文、斎藤純子（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

第 3 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：今井亮教授（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

第 4 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、根岸義光、宮池周作（MMTEC） 

 

現地及び本邦研修（2017 年） 

 
  

UEM ISPT

実体顕微鏡、反射実体鏡、分析前処理資機材 示差熱分析装置

実体顕微鏡、反射実体鏡、分析前処理資機材 示差熱分析装置

現地（第3回） 8/26～9/9
機材に係る管理・運営調整
モデル講義（鉱床学）

機材に係る管理・運営調整
モデル講義（石炭分析と利用、有価金属回収）

本邦（第2回） 9/26～10/21 薄片作成実習 示差熱分析装置試験実習

現地（第4回） 10/31～11/11
機材に係る管理・運営調整
モデル講義（鉱床学、リモートセンシングGISによ
る石炭資源探査技術）

機材設置及び取扱指導
石炭地質調査指導
モデル講義（石炭中の硫黄、有価金属回収、資
源地質マッピング）

供与機材の調達
（1月～3月）

供与機材の輸送
（7月～12月）

摘要/日程
内容

UEM ISPT

現地（第5回） 5/15～5/26
機材設置及び取扱指導
モデル講義（鉱床学、空中写真、石炭鉱量計算）

示差熱分析装置によるシュウ酸カルシウム測定
実習、石炭地質調査指導、
モデル講義（示差熱分析による石炭解析利用）

本邦（第3回） 7/3～7/28 X線回折試験実習 示差熱分析装置試験実習

現地（第6回） 10/30～11/10
機材取扱指導、カリキュラム内容検討
モデル講義（熱水鉱床学）

示差熱分析装置によるガス化反応試験実習、カ
リキュラム内容検討、モデル講義（石炭化学と利
用）

摘要/日程
内容
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第 3 回本邦研修 

 研修者 

 ・UEM：Dr. Estevao Inacio Sumburane、Mr. Sergio Ezequiel Goenha 

 ・ISPT:：Mr. Albuqurerque Leonardo Rimua、Mr. Robate Miguel Cardoso Banda、Mr. Terra Eugenio Cossa 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：今井亮教授、高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一、上原正文、斎藤純子（JCOAL）、宮池周作（MMTEC） 

第 5 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：今井亮教授（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、宮池周作（MMTEC） 

第 6 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、宮池周作（MMTEC） 

 

現地及び本邦研修（2018 年） 

 

第 4 回本邦研修 

 研修者 

 ・UEM：Mr. Hernani Vitorino Nhatinombe、Mr. Sergio Ezequiel Goenha 

 ・ISPT:：Mr. Neves Semente Jemuce、Mr. Pedro Domingos Dauce 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一、上原正文、斎藤純子（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

第 7 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、宮池周作（MMTEC） 

第 8 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

UEM ISPT

現地（第7回） 5/28～6/5 薄片作成機材取扱指導、カリキュラム内容検討
示差熱分析装置による工業分析及びガス化反応
試験実習、カリキュラム内容検討、モデル講義
（石炭ガス化と応用）

本邦（第4回） 10/1～10/26
ジルコン抽出・解析実習
X線回折による鉱物同定実習

示差熱分析装置試験実習
滴定分析実習
CS分析実習、ICP分析実習、AES分析実習

現地（第8回） 11/19～11/30
ジルコン抽出実習、カリキュラム内容検討
モデル講義（日本の熱水鉱床）

示差熱分析装置による反応速度解析実習、カリ
キュラム内容検討、モデル講義（石炭の酸化）

摘要/日程
内容



 
 

-xvi- 
 

 

現地研修（2019 年） 

 

第 9 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

 

最終セミナー及び最終モデル講義（2019 年） 

 
第 10 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

 

 上記研修は、本邦（日本）で年 1 回、現地（モザンビーク）で年 2 回行い、実際の研修では次項

で示す供与機材を利用して行った。 

 

  
UEM における実体顕微鏡を利用した岩石からのジルコン抽出方法の指導状況 

 

UEM ISPT

現地（第9回） 5/20～5/31
ジルコン抽出実習、カリキュラム内容検討、実験
成果外部公表準備、モデル講義（日本の熱水鉱
床）

示差熱分析装置による石炭ガス化特性解析実
習、実験成果外部公表準備、マニュアル改訂・教
材作成作業、モデル講義（石炭からのバイオス
ティミュラント化合物の合成、石炭の自然発火）

摘要/日程
内容

現地（第10回） 11/11～11/15

JCCおよび最終報告会の開催
モデル講義（日本の熱水鉱床、石炭酸化、石炭からのバイオスティミュラント化合物の合成、石炭の
自然発火）

摘要/日程 内容
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ISPT における示差熱分析装置を利用した石炭試料の速度解析方法の指導状況 

 

5.  供与機材 

 供与機材はプロジェクト開始時に行ったベースライン調査で実情に即して選定された。このうち

UEM においては、地球科学的な分析のための前処理や地質調査のための事前解析のための機材とな

った。一方 ISPT においては、石炭の分析に繋がる工業分析のための機材となった。 

 UEM 及び ISPT に供与した機材は次のとおりである。 

 

 UEM への供与機材 

・実体顕微鏡（ニコン SMZ1270） 

・反射実体鏡（トプコン SOKKIA MS27 及び MS16） 

・定温乾燥機（ヤマト DVS602） 

・電気マッフル炉（島津理化 MPL310P） 

・電子天秤（島津理化 AUW220, UW420H 及び UW1020H） 

・各種分析用資材 

 

  

実体顕微鏡（ニコン SMZ1270） 
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反射実体鏡（トプコン SOKKIA MS27 及び MS16） 

 

 ISPT への供与機材 

・示差熱・熱重量同時測定装置（島津製作所 DTG-60） 

 

  

示差熱・熱重量同時測定装置（島津製作所 DTG-60） 

 

6.  供与機材の管理・運用に関する手順書の作成 

 2016 年以降、モザンビーク及び日本にて実施された短期研修において供与関連機材の管理・運用

に関する実習が成され、同成果の一部として研修者により手順書が作成された。作成された手順書

は以下であり、作成された手順書は学生実験での指導テキストとしても利用可能となっている。 

 

① 鉱物分析（UEM 対象） 

・「薄片作成マニュアル」 

・「Ｘ線回折試験装置利用マニュアル」 

・「岩石からのジルコン抽出マニュアル」 

・「走査型顕微鏡（SEM）によるジルコン解析マニュアル」 

② 石炭分析（ISPT 対象） 

・「示差熱分析装置利用マニュアル」 

・「示差熱分析装置メンテナンスマニュアル」 
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・「示差熱分析装置トラブル対処マニュアル」 

 

7.  カリキュラム用指導テキストの作成 

 上記の機材利用に係る手順書に加えて、機材利用以外の実習で得られた基礎的な内容についても

学生指導用テキストとして研修者により作成された。作成されたテキストは次である。 

・「モザンビーク産石炭の化学分析」 

 

 本テキストの内容は、成分分析の基礎となる滴定分析、多成分の同時分析が可能な原子吸光分析

及び ICP 分析からなり、学生への石炭分析指導の一環として作成された。現在 UEM 及び ISPT では

学生指導カリキュラムを改訂準備中であるが、本テキストは ISPT における改訂カリキュラム内に

同名の講義として盛り込まれる予定である。 

 

8.  研修による成果及び課題 

 UEM 及び ISPT を対象に実施した研修項目、成果、課題は次のとおりまとめられる。 

 

研修に基づく成果及び課題（UEM） 

実施項目 成果 課題 

岩石薄片及び鉱物研磨片作成

方法 

・作成方法と作成に関わる資

材の維持管理方法が習得され

た。 

・作成がルーチン化され、外

部機関から作成依頼を受託さ

れるようになった。 

・維持管理のためには作成に

係る消耗品が常に供給される

必要がある。 

→計画的な予算申請を行う。 

岩石・鉱物の観察・同定方法 ・X 線回折装置による観察・

同定方法が習得され、装置の

扱いと同定方法について、同

手順が学内にフィードバック

された。 

・X 線回折装置の運用と維持

管理のためには装置の原理や

操作法の理解と運用・維持管

理体制の構築を UEM 独自に行

う必要がある。 

・X 線取扱管理者を要する。 

→装置を理解した上で運用・

維持管理体制の構築が可能で

あることを確認したうえ、取

得予算を申請する。 

年代測定に係る鉱物分離方法 ・供与機材を利用したうえ、

岩石からのジルコンの分離方

法及び資機材の維持管理方法

が取得され、学内での分離作

業がルーチン化された。 

・UEM においてルーチン化さ

れた方法を維持し、同方法に

よる分離精度を外部に認知し

てもらう必要がある。 

→方法について学外公表を行

う。 
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→ジルコン年代測定やジルコ

ンを利用した研究について、

教員の海外留学での研究内容

とリンクさせ、共同研究を行

う。 

・ルーチン化の維持のために

は分離に係る消耗品が常に供

給される必要がある。 

→計画的な予算申請を行う。 

鉱物資源を対象にした地質マ

ッピング方法 

・基本的な地質マッピングで

はなく鉱物・エネルギー資源

に特化したマッピング方法が

習得された。 

・鉱物資源全般の教育につい

て、本分野の専門教員が少な

い。 

→教員の海外留学や留学を介

した共同研究により鉱物資源

に係る調査・研究を学内にフ

ィードバックする。 

石炭資源を対象にした地質リ

モートセンシング調査及び鉱

量計算方法 

・衛星画像や空中写真判読に

係る供与機材を利用した石炭

資源の調査方法と同結果を利

用した石炭資源の鉱量計算方

法が習得された。 

・石炭・エネルギー資源分野

の教育について、本分野の専

門教員が少ない。 

→教員の海外留学や留学を介

した共同研究により石炭・エ

ネルギー資源に係る調査・研

究を学内にフィードバックす

る。 

 

研修に基づく成果及び課題（ISPT） 

実施項目 成果 課題 

供与された示差熱・熱重量同

時測定装置を利用した工業分

析及び石炭評価方法 

・装置が供与・設置され、装

置の操作と維持管理方法が習

得された。 

・測定の再現性が確認され継

続的な利用が可能となった。 

・装置を利用した学生への指

導が成されるようになった。 

・測定による石炭評価方法の

基本が習得された。 

・今後多種の石炭等試料の測

定を継続し、独自に評価を行

う必要がある。 

→日本の大学への留学や共同

研究により測定と評価に係る

経験を積む。 

→経験と共に測定・評価の精

度を向上させるため、本分析

と評価を教員の海外留学での

研究内容とリンクさせる。 

滴定分析及び関連分析方法 ・分析の理論と方法が習得さ

れた。 

・本分析は今後の教育と研究

を次の段階に進めるために必
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・方法について、テキストが

作成され学生への指導を行う

準備が成された。 

要な項目である。そのため、

習得した分析方法を ISPT 内に

て独自に行う必要がある。 

→滴定分析については、モザ

ンビーク国内で調達出来る関

連資材を準備し ISPT で試行す

る。 

→高性能分析機器による多成

分分析については、分析機器

の運用・維持管理体制の構築

が可能であることを確認した

うえ、取得予算を申請する。 

石炭ガス化特性測定・解析方

法 

・供与・設置された装置を利

用し、テテ産を含む石炭の特

性の把握方法が習得された。 

・測定・解析結果について

は、今後論文等での公表を準

備中であり、今後 ISPT での研

究能力のプレゼンスが高めら

れる。 

・ISPT 独自で測定・解析と論

文作成を行う必要がある。 

→類似研究の継続について、

教員の海外留学での研究内容

とリンクさせ、共同研究とし

て ISPT 自ら論文発表等を継続

する。 

石炭資源を対象にした地質マ

ッピング方法 

・基本的な地質マッピングで

はなく石炭資源に特化したマ

ッピング、石炭露出箇所での

石炭資源の評価方法が習得さ

れた。 

・学生教育について、地質学

の専門教員が少なく現状では

カリキュラムも不十分の状

況。 

→教員の海外留学や留学を介

した共同研究により鉱物資源

に係る調査・研究を学内にフ

ィードバックする。 

・岩石・鉱物薄片作成・観察

に係る基本資機材の設置と維

持管理可能な体制が必要。 

→運用と維持管理体制の構築

が可能となった場合、予算申

請を行い調達・設置する。 
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9.  今後 

 UEM 及び ISPT の現状に基づき、今後両大学が独自に行なっていくべき事項は次のとおりまとめ

られる。 

 

1）UEM 

・今回強化された岩石・鉱物・化学関連実験室の維持・管理の継続 

・研修成果（大学内での鉱物分離手法の構築等）の公的発表による地質学分野における対外的なプ

レゼンスの確立 

・現行教員の留学先である地質学、鉱床学、地球物理学の分野での海外共同研究の活発化と継続 

・共同研究に基づき今後設置を要する実験機器等の選定と確保 

・機器設置予算取得のための関連教育・研究の意義についてアピールの活発化と継続 

・資源の絆による留学経験者の学内における連携 

・MIREME 等関連機関との連携 

 

2）ISPT 

・今回設置された示差熱・熱重量同時測定装置の化学分析室による維持・管理の継続 

・研修成果（供与機材によるテテ産石炭ガス化特性）の公的発表による石炭エネルギー分野におけ

る対外的なプレゼンスの確立 

・現行教員の留学先である石炭エネルギー学、選炭・鉱山学等の分野での海外共同研究の活発化と

継続 

・関連基礎教育・研究に基づき今後設置を要する実験機器等の選定と確保 

・機器設置予算取得のための関連教育・研究の意義についてアピールの活発化と継続 

・資源の絆による留学経験者の学内における連携 

・MIREME 等関連機関との連携 
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第 1 章 序 論 

 

1.1  業務の背景 

 モザンビークは 1975 年にポルトガルから独立したが、以降 16 年間におよぶ内戦により、民主化

が円滑に進まず貧困と紛争の悪循環から経済は停滞した。1992 年の内戦終了後も低成長が続いた

が、ここ数年は年間経済成長率 6～10%という世界的に見ても高いレベルの成長を持続している。

国内では依然として多くの開発課題を抱えているものの、近年では資源分野などで極めて大きなポ

テンシャルがあることが確認され、国際的に注目を集めている。 

 中でも近年、テテ州の原料炭開発、カーボデルガド州パルマ沖のロブマガス田における天然ガス

開発等、民間企業を主体としたエネルギー資源開発が進められており、本邦企業も一部権益を保有

して開発に参画している。この中で当初、テテ州で採掘された石炭は既存の鉄道により中部のベイ

ラ港まで輸送された後に輸出されていた。しかしベイラ港経由での輸送能力には制約があり、現在

ではナカラ港経由での鉄道・港湾インフラが完成し輸送能力の強化に至っている。一方、現在大規

模開発の行なわれていない金属鉱物資源に関しても、重砂に含まれるチタンやジルコン、カーボナ

タイトやペグマタイトに伴うレアメタル等のポテンシャルが確認されており、今後の開発可能性が

期待されている。 

 以上の開発に関して、現在は外資主導で進められているものの、長く大規模開発は行なわれてこ

なかったことから、政府機関による開発の推進・管理に係る知見・体制は乏しい。また、周辺イン

フラ・地域開発、法整備も進んでおらず、資源開発を進める上での課題となっている。このように

自国内での資源分野の教育・人材育成能力は低いのが現状であり、加えて国内技術者も不足してい

る。一方で、テテ州で石炭開発中の Vale 社等の外資系大規模企業における人材確保は、自社による

技術者育成や海外からの技術者調達等によっている。そのため、資源開発が必ずしもモザンビーク

国内での関連人材の育成や一般の雇用拡大には繋がっていないのが現状であり、経済成長を実現す

る持続的な資源開発・管理に資する官学民の人材育成が不可欠な状況にある。 

 かかる状況から、モザンビーク国鉱物資源省（Ministry of Mineral Resources: MIREM）から資源分

野における政府機関及び大学・研究機関の人材育成を中心とする能力強化に係る技術協力の要請が

なされた。その後、2014 年 3 月に詳細計画策定調査を実施し、同年 6 月に R/D（Record of 

Discussions）に署名が行われた。 

 

1.2  業務の目的 

 エドゥアルド・モンドラーネ大学（Universidade Eduardo Mondlane(以下 UEM)）及びテテ工科大学

（Instituto Superior Politécnico De Tete(以下 ISPT)）において、地質・鉱物及び関連試料の観察や分析

など、適切に実験・実習が実施できる体制と環境を整備することで、持続可能な鉱物資源開発促進

に向けた教育機関の体制を強化し、学部専門課程における教育レベルを国際標準まで引き上げるこ

とを目的とする。 

 尚、本事業の実施期間において、モザンビーク国 鉱物資源省（MIREM）は、エネルギー省と統

合の上で、鉱物資源省エネルギー省（MIREME）に改組された。 
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1.3  業務の実施体制 

1.3.1  相手国実施機関 

 教育機関：エドゥアルド・モンドラーネ大学（UEM）及びテテ工科大学（ISPT） 

 及び 

 行政機関：鉱物資源エネルギー省（MIREME） 

 

1.3.2  実施体制 

 実施体制は図 1.3-1 のとおりであり、コンサルタントが全体の調査・運営を行い、研究・教育の

詳細検討・内容については、国立大学法人秋田大学（以下、秋田大学）国際資源学部及び理工学部

からの支援・指導をいただいた。 

 

 
 

図 1.3-1  プロジェクト実施体制 
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 上記体制中の実施は次のとおりである。 

 

（1）秋田大学 

1）国際資源学部 

・今井 亮教授（岩石学、鉱物学、資源地質学）＊現九州大学 

・高橋 亮平助教（岩石学、鉱物学、資源地質学） 

 

2）理工学部 

・菅原 勝康教授（化学工学、反応工学、エネルギー） 

・加藤 貴宏講師（触媒・資源化学プロセス） 

 

（2）カウンターパート機関 

1）MIREME 

・Mr. Antonio Eugenio Manda（計画協力局長） 

・Mr. Eugenio Simbine（前計画協力局長） 

・Ms. Catia Manjate（計画協力局国際協力部長） 

・Mr. Francisco Luis Junior（計画協力局） 

・Mr. Mahoque Luis Alberto（計画協力局上級専門員） 

 

2）UEM 

・Dr. Elidio Massuanganhe（地質学科長） 

・Dr. Estevao Inacio Sumburane（前地質学科長） 

・Dr. Daud Liace Jamal（准教授） 

・Dr. Luis A. Magaia（講師） 

・Mr. Sergio Ezequiel Goenha（鉱物実験室長） 

 

3）ISPT 

・Dr. Bernardo Miguel Bene（学長） 

・Mr. Romualdo Brito（副学長） 

・Mr. Neves Semente Jemuce（鉱山エンジニアリングコース長） 

・Mr. Antonio Onofre（技術センター長） 

・Mr. Gilberto Rogaciano Goba Sabonete（専門職訓練科長） 

・Mr. Rimua Albuqurerque Leonardo（化学実験室長） 

 

（3）コンサルタント 

・一般財団法人石炭エネルギーセンター 

・三菱マテリアルテクノ株式会社 

 

1.3.3  コンサルタントの業務従事者の構成及び作業分担 

 本プロジェクトにおけるコンサルタント業務従事者のメンバー構成は以下のとおりである。 
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（1）第 1 フェーズ 

・総括／鉱山開発／地質分析／人材育成 1 名 

・高等技術教育            1 名 

・石炭開発／石炭分析         1 名 

・機材計画              1 名 

・石炭技術／資源教育         2 名 

・人材育成／資源教育         1 名 

 

 の 7 名体制とし、役割分担は表のとおりである。 

 

表 1.3-1  業務従事者の役割内容（第 1 フェーズ） 

 

 

（2）第 2 フェーズ 

・総括／鉱山開発／地質分析／人材育成 1 名 

・高等技術教育            1 名 

・石炭開発／石炭分析         1 名 

・機材計画              1 名 

・石炭技術／資源教育         1 名 

・人材育成／資源教育         1 名 

・通訳                1 名 

 

 の 7 名体制とし、役割分担は以下のとおりである。 

氏名 担当 業務内容

田中　耕一 総括/鉱山開発/地質分析
・全体総括
・JCC、TCの開催
・C/P機関との連絡・調整

根岸　義光 高等技術教育
・短期研修の準備・開催
・大学のカリキュラム作成
・機材活用の実習マニュアルの作成

菅原　豊和 石炭開発/石炭分析A
・短期現地研修でのフィールド研修
・報告書類の編集
・長期研修者の支援

松永　絹子 機材計画
・供与機材の選定
・機材の維持管理マニュアルの作成
・供与機材の調達

上原　正文 石炭技術/資源教育
・石炭政策研修の準備・開催
・石炭政策研修のカリキュラム作成

串田　智 石炭技術/資源教育
・石炭政策研修の準備・開催
・石炭政策研修のカリキュラム作成

斉藤　純子 人材育成/資源教育
・石炭政策研修の準備・開催
・石炭政策研修のカリキュラム作成
・研修生のヒアリング、モザンビークの情報収集
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表 1.3-2  業務従事者の役割内容（第 2 フェーズ） 

 

 

  

氏名 担当 業務内容

田中　耕一 総括/鉱山開発/地質分析
・全体総括
・JCC、TCの開催
・C/P機関との連絡・調整

根岸　義光 高等技術教育
・短期研修の準備・開催
・大学のカリキュラム作成
・機材活用の実習マニュアルの作成

上原　正文 石炭開発/石炭分析A
・石炭開発に係る研修の準備・開催
・石炭分析に係る研修の準備・開催

宮池　周作 機材計画
・供与機材の選定
・機材の維持管理マニュアルの作成
・供与機材の調達

串田　智 石炭技術/資源教育
・石炭政策研修の準備・開催
・石炭政策研修のカリキュラム作成

斉藤　純子 人材育成/資源教育
・石炭政策研修の準備・開催
・石炭政策研修のカリキュラム作成
・研修生のヒアリング、モザンビークの情報収集

玉井　京子 通訳
・JCC、TCでの通訳
・短期研修での通訳
・C/P機関との連絡・調整
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第 2 章 両大学への支援内容 

 

2.1  ベースライン調査 

2.1.1  調査日程 

 ベースライン調査は第１フェーズ開始後の 2015 年 5 月 23 日〜6 月 7 日の間、両大学の実情を把

握し両大学への支援内容を見出すために行われた。 

 調査日程及び調査への対応者を表 2.1-1 に示す。 

 

表 2.1-1 調査日程及び調査対応者（5/23〜5/31） 

 

  

月日 曜日内容 訪問先 面談者 調査者 宿泊地

5/23 土 移動 　成田→香港 - - 香港

5/24 日 移動 　香港→ - - 機中泊

移動 　→ヨハネスブルグ→マプト - -

打合 JICAモザンビーク事務所 - -

鉱物資源エネルギー省 (MIREME)
開発計画局,人材育成局,地質総局,地質鉱山協会

Mr.Francisco Luis Junior (計画協力局主査),
Mr.Luis Mahdque (計画協力局上級専門員),
Ms.Haila Pleodo (人材育成部長),
Dr.Daud Liace Jamal (地質鉱山研究所次長),
Mr.Salazar Mangumo (鉱山総局技師)

エドゥアルド・モンドラーネ大学 (UEM)
理学部地質学科

Dr.Estevão Sumburane (学科長),
Dr.Orozco Geraldo (教授),
Dr.Musaa Achimo (講師),
Mr.Sergio Gooenha (実験室長)

日本大使館 - -

ドイツ国際協力機関 (GIZ)
Mr.Peter Wolf (計画主査),
Ms.Gieda Loforte (人材育成担当)

田中 (JCOAL),
根岸 (MMTEC),
青木 (JICA)

UEM図書館 図書館司書
田中 (JCOAL),
根岸 (MMTEC),

科学・技術省　高等教育・職業訓練省 (MCTESTP)
Dr.(Ms.) Sandra L. Estrela Brito (局長),
Ms.Loaila Darulao (財務担当)

田中 (JCOAL),
根岸 (MMTEC),
青木 (JICA)

地質鉱山研究所 (IGM)
Ms.Inocência Maculuve (副所長),
Dr.Daud Liace Jamal (副所長)

モザンビーク鉱山開発公社 (EMEM)
Mr.Casimiro Francisco (CEO),
Mr.António Manhiça (技術課長),
Ms.Mónca Mata (財務課長)

合同調整委員会 (JCC) 開催

MIREMEエネルギー局 Mr.António Manda (次長)
田中 (JCOAL),
根岸 (MMTEC),
青木 (JICA)

- - -

- - -

　マプト→テテ - - テテ

　成田→ヨハネスブルグ（菅原・松永） - - （機中泊）

5/29 金 打合

(参加者)
MIREME: Mr.Francisco Luís Junior (計画協力局主査)
UEM: Dr.Estevão Sumburane (地質学科長)
ISPT: Dr.Bernardo Miguel Bene (学長)
在モザンビーク日本大使館: 伊藤 (一等書記官)
JICAモザンビーク事務所: 森田 (次長), 青木 (所長補佐), Mr.Simões Victorino (企画

調整員)
コンサルタント: 田中 (JCOAL), 根岸 (MMTEC), 阿部 (通訳)

マプト

5/30 土 休日 マプト

5/31 日 移動

5/27 水 打合 マプト

5/28 木 打合
田中 (JCOAL),
根岸 (MMTEC)

マプト

5/25 月 マプト

5/26 火 打合

田中 (JCOAL),
根岸 (MMTEC),
青木 (JICA),
Mr.Victrino
(JICA)

マプト
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表 2.1-1 調査日程及び調査対応者（6/1〜6/7） 

 
 

2.1.2  両大学での調査 

（1）エドゥアルド・モンドラーネ大学（UEM） 

 第 1 フェーズのベースライン調査時（2015 年 5 月時）、UEM での鉱物資源関連分野における教

育・研究活動等の状況は、次のとおりまとめられる。 

 

（a）全体 

・1962 年設立、1968 年に UEM として改称。学部は、人文学部、法学部、経済学部、理学部、工学

部、農学部、医学部、獣医学部からなり、このうち地質学科は理学部に属する。学生数は約

35,000 名（写真 2.1-1）。 

 

（b）関連学科（理学部地質学科） 

・教員数：23 名（うち博士 8 名、大卒 2～3 名、学位取得中 7 名（博士 5 名、修士 2 名）。 

・教員の現在の博士取得大学：5 名（京大（1 名）、スウェーデン・ウプサラ大とストックホルム大

（3 名）、ノルウェー科学技術大（1 名））。 

・教員の専門分野：堆積岩、岩石・鉱物、石油地質、石炭地質、地球物理、鉱山（地球物理に関し

てはスウェーデン人を予定）。 

月日 曜日内容 訪問先 面談者 調査者 宿泊地

移動 　ヨハネスブルグ→テテ (菅原・松永） - -

テテ州鉱物資源 エネルギー局
Mr.Manuel José Sithole (局長),
Mr.Armindo Chinai Saide (査察官)

田中 (JCOAL),
根岸 (MMTEC)

テテ工科大学 (ISPT)
Dr.Bernardo Miguel Bebe (学長)
Mr.Antonio Owofoe (科学技術センター長),
Mr.Neves Semente Jemuce (鉱山エンジニアリング科長)

田中 (JCOAL),
菅原 (JCOAL)
根岸 (MMTEC),
松永 (MMTEC)

6/2 火 見学 Revuboe Project

Revuboe鉱山: Mr.Victor Thompson (キャンプ所長), Mr.Nel
Mondlane (探鉱技師)
新日鐵住金:佐藤明(原料第一部上席主幹)
日鉄住金物産:大川隼人(原料部)

田中 (JCOAL),
菅原 (JCOAL)
根岸 (MMTEC),
松永 (MMTEC)

テテ

ISPT
Dr.Bernardo Miguel Bebe (学長)
Mr.Antonio Owofoe (科学技術センター長),
Mr.Neves Semente Jemuce (鉱山エンジニアリング科長)

テテ州立鉱業専門学校 Mr.Ramiro Recibo Macajo (副学長)

移動 　テテ→マプト - -

UEM地質学科
Dr.Estevão Sumburane (学科長),
Mr. Eduardo Siquela (教授)

田中 (JCOAL),
菅原 (JCOAL)
根岸 (MMTEC),
松永 (MMTEC)

VALEマプト事務所

Mr.Luke Thomas Mahony (事務所長),
Ms.Luciana Faria, Ms.Lwezi Serodio (アフリカ地域人材育成及び採用

担当)

三井物産マプト事務所
増田孝(事務所長),古田真崇(副所長),
冨田貴史(部長),中岡壮史郎,本荘明子(所員)

MIREME計画開発局 Mr.Benjamin Chilenge (局長)

田中 (JCOAL),
菅原 (JCOAL)
根岸 (MMTEC),
松永 (MMTEC),
青木 (JICA)

JICAモザンビーク事務所 - -

6/6 土 移動 　マプト→ヨハネスブルグ→ 機中泊

6/7 日 移動 　→香港→成田

6/5 金 打合 テテ

6/3 水
打合

田中 (JCOAL),
菅原 (JCOAL)
根岸 (MMTEC),
松永 (MMTEC)

マプト

6/4 木 打合 マプト田中 (JCOAL),
菅原 (JCOAL)
根岸 (MMTEC),
松永 (MMTEC),
青木 (JICA)

テテ
打合

6/1 月
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・学生数：約 200 名（4 年×50 名、大学院生 40 名（大学院修士課程設立は 2 年前）、今後 2 年間に

博士課程の設立も計画中）。 

・コース：4 コース（地質、沿岸環境、鉱物資源マネージメント、石油）。 

・学科予算：USD15,000／年（予算申請は財務省） 

・卒業生就職先：政府系機関（鉱物資源、環境、水資源、エネルギー）、Vale 社、Jindal 社、Rio 

Tinto 社、Gondwana 社、中国系、Eni 社、他。 

  

写真 2.1-1 UEM 理学部地質学科入口（左）、UEM でのヒアリング状況（右） 

 

（c）授業／研究（地質学科） 

・カリキュラム：上記コースに係る内容（後に授業科目や内容が届く）、野外研修（地質調査実習を

含む巡検）は 1 回／年（7 月）で 3～4 名の教官が 15 名程度の学生を指導し修士生も参加している

（予算は財務省、修士生の参加費は企業支援もあり）。 

・野外実習：実習はカリキュラムに含まれる。地質調査実習であるが、卒論・修論の一環としても

位置付けられている。実施は 1 回／年（7 月）、数週間。3～4 名の教官が 15 名程度の学生を指導

し、修士生も参加（予算は財務省、修士生の参加費は企業支援もあり）。地質の対象は堆積岩類と

片麻岩類で最近ではマニカ州で実施している。フィールドには ENRC 支援のミニバスを利用して

いる。 

・研究：上記の野外実習をベースにしたフィールド研究とストックホルム大学との共同研究を通し

た研究を実施中である。石炭、石油等資源に関する研究はしていない。地域地質研究や石炭等鉱

物資源開発に係る探査研究を行いたいと考えている。その際、教官の海外長期留学（博士）を通

しての共同研究をベースに学内研究活動へとフィードバックしていく。 

・独自のフィールド研究の機会：1 回／年の野外実習時であり、これが卒論・修論のテーマにもな

っている。教官の基本的な仕事は大学授業を行うことであり、教官が独自のフィールド研究を行

う機会はこの野外実習のみであるのが現状である。 

・共同研究：SIDA（Swedish International Development Cooperation）支援内でのストックホルム大と

の層序・堆積学研究を実施中である（教員・留学生の相互交流による炭酸塩岩・沿岸環境の研究

をベイラ地域で実施中）。 

・実験室等：岩石調整室（薄片作成室）、堆積学実験室、顕微鏡観察室、地質解析室（解析ソフト

室）、岩石・鉱物保管室、図書室がある（写真 2.1-2）。 
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・実験室に係る技官：技官を統括する教官と実験機器を管理する技官がいる。ただし管理する機器

としては顕微鏡のみであるところ、技官の本来の作業はほぼ無しの状況である。 

  

写真 2.1-2 学生の顕微鏡観察実習（左）、地質学科図書室（右） 

 

（d）支援（地質学科） 

・支援：90 年代にオランダによる人材能力強化プログラム、最近ではカザフスタン ENRC

（Eurasian Natural Resources Corporation PLC）による大学内の施設リノベーションプログラム、ス

ウェーデン SIDA によるセミナー・留学・共同研究等の教育支援、今回の JICA による能力強化プ

ログラム、Eni 社による石油地質解析ソフト Petrel の供与を受けている。 

・資機材等支援：最近では Eni 社による偏光顕微鏡及び地質解析ソフトの供与のみである。 

 

（e）図書館の現状 

・UEM 図書館（本キャンパス） 

 本キャンパスの図書館は世銀支援により 2008 年にリニューアルされている。施設の建設は中国系

建設業者が実施した。現在は図書館のリハビリの第 2 フェーズにあたり、蔵書の増加やデータベー

スシステムの更新に従い拡張中である（写真 2.1-3）。 

  

写真 2.1-3 本キャンパス図書館（左）、図書館内部（右） 

 

 本図書館の管理部門においては、学部を問わず大学で購入した書籍をはじめ学内の卒業・修士論

文、学術雑誌等の全てを登録したうえでデータベース化を行う。理学部の地質学科は本キャンパス
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とは別の場所にあり、地質学科の図書室にもライブラリがある。書籍や論文等はキャンパスが離れ

ていても一旦は本図書館にて登録、データベース化され、検索システム上で学内ライブラリの全て

の情報を検索可能になる。この時、本部図書館に対してサテライト図書室に保管する蔵書は、本部

での登録後にサテライト図書室に送られるが、このような場合に蔵書は 2 部購入等され、本部にも

このうちの 1 部を保管することになっている。 

 検索システムは図書館の利用申請を行えば使用出来る。今回は図書館司書の案内により同検索シ

ステムを利用してみた。検索ワードとして「石炭」としたところヒットしなかった。しかしながら

本部の地球科学系の書棚を確認したところ「石炭」のキーワードでヒットされるべき書籍が数冊存

在していた。司書の説明によれば、データベース化はまだ途上とのことである（写真 2.1-4）。 

 検索システムでオンライン学術誌についても確認してみたところ、地質系では「The Geological 

Society」がヒットされた。本誌に関しても登録されていれば論文も閲覧可能とのことである。 

  

写真 2.1-4 UEM 蔵書検索システム（左）、検索システム画面（右） 

 

・UEM 理学部地質学科図書室 

 地質学科の図書室は学科ビル内にあり、基本的な専門図書や学術誌等が保管されている。地質学

科で購入した新刊図書や学術誌は、一旦本部キャンパスの図書館において登録され、登録後に本理

学部／工学部キャンパスに持ち込まれ保管されることになる。ただし実際のところ既に本図書室に

保管済みの蔵書に関しては、検索データベースへの登録は終了していない模様である（写真 2.1-

5）。 

  

写真 2.1-5 地質学科図書室：卒論保管状況（左）、蔵書保管状況（右） 
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 蔵書の保管状況に関して、基本的には書棚において整理保管されているが、登録は本キャンパス

図書館で行われており、同図書館の検索システムにおいて確認したところ地質系ワードのヒットが

少ないなど、登録に係る整理が必要と思われる（写真 2.1-6）。 

  

写真 2.1-6 UEM 地質学科図書室（卒論）（左）、UEM 地質学科図書（博士論文）（右） 

 

（f）課題と要望 

 UEM でのベースライン調査時に UEM 側からコメントされた課題と要望は次のとおりである。 

 

1）課題 

・予算が少なく思うような授業（実験）と研究が出来ていない。予算は財務省が他大学予算の配分

を考慮して決定している。成果による配分では無い。 

・学生に関しては企業が卒業前に引き抜きを実施することがある。しかしその後企業のリストラに

より学生が大学に戻ってくることが多々あり。 

2）要望 

・全般：本プロジェクトでの短期研修のカリキュラム内容について、共に検討したい。長期研修を

通して教官の相互交流を行いたい（互いが行来してプレゼンテーション）、秋田大学をはじめ留学

できる大学での研究内容を知りたい。 

・機材：岩石顕微鏡（学生用、教官用）、薄片作成、精密天びん、石炭分析（後に優先リストを送

る） 

 

（g）本プログラムでの方向性 

 UEM におけるベースライン調査結果（2015 年 5 月時）に基づき、本プロジェクトでの UEM での

機材供与と研修の実施にあたり考慮を要する事項は、次のとおりまとめられる。 

 

 教官の基礎知識（学部学生への講義レベル）はほぼ問題ないと考えられる。その一方で研究の

基礎となる実験室がきちんと整備されていない。また顕微鏡観察室にしても整理整頓が成され

ていない。このことが独自の研究活動を行う上で障害の一つとなっている。 

 研究活動の活性化にあたっては、博士等海外留学者の研究を通じた共同研究によるフィードバ

ックが重要と考えられる。 
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 機材に関して、今後の研究に沿った機材が望まれるが、現状で先方の要望リストに入っている

顕微鏡、薄片作成、精密天びんが妥当と考えられる。その他、フィールド機材をそろえての野

外実習内容の充実も考えられる。 

 まずは日本での短期研修において、実験室の整備状況、日本での講義内容と UEM での講義内

容の比較検討を行う。これにより UEM の足りない点を双方で明らかにしたうえ、今後の方向

性と研修内容の再検討が必要である。 

  

（2）テテ工科大学（ISPT） 

 第 1 フェーズのベースライン調査時（2015 年 6 月時）、ISPT での鉱物資源関連分野における教

育・研究活動等の状況は、次のとおりまとめられる。 

 

（a）全体 

・2005 年設立。学科は、Mineral Processing 学科、Mining Engineering 学科、Computer Engineering 学

科、Business Administration 学科からなる。学生数は約 1,600 名でこのうち 700 名は Mineral 

Processing 学科と Mining Engineering 学科に属する。2011 年に現在のキャンパスに移転した。2005

年設立時の最大学生数の計画は 10,000 名である。そのために現キャンパスの敷地は広く、現在で

も学生数と共に施設も拡張中（写真 2.1-7）。 

  

写真 2.1-7 ISPT 校舎（左）、ISPT 学生の講義の様子（右） 

 

（b）関連学科（Mineral Processing 学科及び Mining Engineering 学科） 

・教員数：32 名（博士 2 名、修士 4 名、その他は学卒）学位を持たない教官の修士・博士課程取得

を計画・実施中。 

・教員の現在の修士・博士取得中大学：北海道大に 1 名、南アフリカのビッツ大に 3 名、ブラジル

の南グランデ大学とオウロプレト大に 8 名、サンパウロ大に 1 名。 

・教員の専門分野：全員が鉱山学（採掘、地質、プロセッシング） 

・学生数：約 700 名（3 年制＋1 年（野外実習及びインターンシップ）、大学院はなし。 

・学科予算：不明（予算申請は UEM と同様に財務省）。 

・卒業生就職先：石炭関係が多く現状では就職先には困っていない。就職先としてテテ州の石炭関

係が多い。その他、政府系機関（鉱物資源、エネルギー）。最近では Mineral Processing 学科及び
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Mining Engineering 学科卒業生のほとんどが地元の Vale 社（Moatize 炭鉱）、Knmare Moma Mining

社、International Coal Venture 社、Syrah Resources 社、JINDAL 社、及び ISPT に就職。 

 

（c）授業／研究（Mineral Processing 学科、Mining Engineering 学科） 

・カリキュラム：鉱山計画、採掘、鉱石処理、基礎地質に関して講義している。学生用のテキスト

（ポルトガル語）あるがテキスト集の作成途上。教員が使用している講義資料は教員が独自に作

成している。1 年間の企業インターンシップ及び野外実習（2 ヶ月／1 回、4 回／年）を課してい

る。これにより在学期間が 4 年間になる。 

・研究：現状、企業インターンシップの一環や企業からの要請によるもので、内容は鉱山計画（た

い積場設計、アクセス道路測量、サイクロン処理最適化など）に係るものである。教員の大半は

学位を現在取得している状況なので、研究というよりは実際の企業ニーズに基づく内容である。 

・独自の実地研究の機会：現在教官の一人が北海道大学に留学しているが、本年度は同大学での研

究用試料として石炭を 5kg 日本に持ち帰っている。その他で特筆する研究は無いのが現状であ

る。 

・共同研究：上記の状況であり、現状での研究は無し。 

・実験室等：鉱物前処理室と化学実験室、PC 実習室、図書館が存在する。 

・実験室に係る技官：実験室を統括する教官が在籍する。 

 

（d）図書館の現状 

 ISPT 図書館は、キャンパス内にある。図書館施設は、全コースを対象としているものの閲覧室内

の書棚に書籍はほとんどなく机も書棚も雑然と並び、利用者もまばらであまり活用されていない模

様である。また数台のパソコンが配置されている（写真 2.1-8）。 

  
写真 2.1-8 ISPT 図書館（左）、閲覧室（右） 

 

 図書館施設の奥部に蔵書室がある。閲覧室に付随する非常に細長い間取りであり、壁側と部屋中

央部に書棚が配置されているために、書棚の間が通路であり、人一人の移動が可能である。卒業生

の論文も平積みで保管されている（写真 2.1-9、図 2.1-1）。 
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図 2.1-1 図書館施設の間取り 

 

  

写真 2.1-9 蔵書室（図書館 奥部）（左）、蔵書室 内部の書棚（右） 

 

 卒業論文は、A4 サイズのリングファイル形式で、目次、図表目次、本文から構成され約 50 ペー

ジの分量である（写真 2.1-10（左））。本文はポルトガル語により記述されている。論文のテーマ

は、鉱山内の専用道路の適切なルート設計あるいは、鉱山内の廃石土の運搬堆積の適正位置設計に

関する研究など、近郊で稼動する鉱山からの要望に沿った、実務的な内容のものが多い（写真 2.1-

10（右））。 

  

写真 2.1-10 ISPT 卒業論文（左）、卒業論文の内容（右） 

 

図書館

入り口

書
通

棚
路

入り口

閲覧室 蔵書室
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 蔵書室内には、バーコード登録する機材もあり、蔵書類をバーコード管理する要望もあるもの

の、登録などはされておらず、適切な管理に至っていない（写真 2.1-11（左））。またダンボール箱

（10 箱以上）で保管されているため、利用できない専門書も相当量ある（写真 2.1-11（右））。地図

類は、ラミネート加工により、空いている書棚空間に横積みに丸めて保管されている。 

  

写真 2.1-11 バーコード登録用機材（左）、未整理のダンボール箱（専門書籍）（右） 

 

  

写真 2.1-12 閲覧室蔵書 一般地質、人間工学、石炭処理（左）地形学、鉱物処理（右） 

 

  

写真 2.1-13 閲覧室の蔵書鉱物学、電気工学（左）、鉱床成因論（右） 
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 閲覧室の書棚にある専門書は、ほとんど英語のものであり、専門分野により分類されている（写

真 2.1-12 及び写真 2.1-13）。 

 

（e）支援（Mining 関係） 

・支援：オランダ高等教育国際協力機関 NUFFIC よる石炭分析用機材の供与（機材費約 1 億円で政

府と NUFFIC が分担）、Vale 社技術研究所による修士課程開設の 2 つである。このうち Nuffic 支援

には現在の教員の海外留学費用も含まれている。また Vale 社の支援は、教員と Vale 社員の修士取

得のためにブラジルのサンパウロ大学、南リオ・グランデ大学、及び Vale 社技術研究所の教官を

テテに派遣するものである。 

・資機材等支援：2014 年のオランダ NUFFIC による石炭分析用機材が供与されている。同機材は南

アの Labotec 社が搬入・設置している。基本的な機材は稼働している。NUFFIC による分析指導及

び Labotec 社の動作指導は終了し、現在留学中の教員が帰学次第、本格的に稼働する予定である。 

 

（f）課題と要望 

 ISPT でのベースライン調査時に ISPT 側からコメントされた課題と要望は次のとおりである。 

 

1）課題 

・大学がまだ若く、教員のキャパシティ強化が必要のため、海外留学と学位取得を推奨している。

今後留学教員の学んだ内容の大学へのフィードバックが必要である。 

・学生に関しては企業が卒業前に引き抜くために学生の退学が問題となっている（UEM と同様）。 

2）要望 

・全般：本プロジェクトによる短期研修のカリキュラム内容を共に検討したい。講義用に利用して

いるテキストも作成途上なので、講義テキスト作成の支援も受けたい。現在ある石炭分析用の実

験機材のマニュアル整備も同様であり、現状で NUFFIC 等から支援された石炭分析機器使用のノ

ウハウが無い状態である。 

・教員の長期研修を通して学んだことを大学にフィードバックして研究を行いたい。その際には教

官の相互交流をしたいと考えている。 

・短期・長期研修の内容として、本学科の役割として Mining Engineer 養成の色が濃いが、日本側は

地質研究に強いという印象があり、ISPT として石炭等の地質の研究も行ってみたいと考えてい

る。 

・機材：現状の石炭分析機器を補間する機器が必要である。 

 

（g）本プログラムでの方向性 

 ISPT におけるベースライン調査結果（2015 年 6 月時）に基づき、本プロジェクトでの ISPT への

機材供与と研修の実施にあたり考慮を要する事項は、次のとおりまとめられる。 

 

 教官の基礎知識（学部学生への講義レベル）については未知である。ただし、講義用テキスト

が整備途上であることや、教官の多くが留学中であることからみて、カリキュラムの精査の

後、講義テキスト作成等の支援が必要となる可能性が高い。 
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 実験機器として支援整備された石炭分析機器に関して、現在も稼働・機器研修計画が明らかで

ないことから、これら分析機器の分析ノウハウやマニュアル作成等の支援も必要となる可能性

が高い。 

 まずは日本での短期研修において、石炭分析施設等を視察したうえでの今後の方向性と研修内

容の再検討が必要である。 

 研修内容として、現在北海道大学で実施中の石炭処理系の内容のほか、地質にも興味を持って

いることから炭層評価についても考えられる。 

 

2.1.3  鉱物資源エネルギー省及び他のドナー 

 現在の両大学への本分野への支援 

・UEM への支援：Epi 社、SIDA、ENRC  

・ISPT への支援：Vale 社、NUFFIC 

・鉱業セクター全体への支援：世銀、ドイツ国際協力機構（GIZ） 

・モザンビーク科学技術省（旧教育省）の財務省への資源分野への予算優遇アドバイス 

 

2.1.4  鉱山開発現場における人材育成ニーズ 

（1）現状での地質・資源系エンジニアの採用大学 

・政府系／民間系共に UEM 卒業者が多い。石炭分野に関しては UEM と ISPT が大半。 

・石油・天然ガス分野に関してはテンバ州のユニルリオ大学への予算増加が申請されており、今後

同分野のエンジニア不足により、同大学からの採用が増加する可能性あり。 

 

（2）地質・資源系エンジニアに関するニーズ 

・石炭、天然ガス分野においては慢性的なエンジニア不足が生じている。また鉱山系や地質系は採

用後の技術分野が多彩であることから、企業からの人気も高い。 

・現状で UEM や ISPT は学生の就職先に困っておらず、むしろ在学中学生の企業からのオファーに

よる中途退学が問題視されている。 

 

（3）EMEM における鉱物資源分野における基本姿勢 

 現地新聞 MOZEFO País に掲載された Casimiro Francisco 理事長による談話によると（2015 年 5 月

29 日付）、政府は、自国民の人材養成のための取り組みとして、“鉱物資源分野人材養成戦略”を承

認し、1 億 3,800 万ドルの予算で、2010 年から 2020 年までに国内外で合わせて 4,220 人の技術者を

養成する目標を掲げている。同戦略の一環として、すでに多数の学生がマレーシアに派遣され、戦

略策定以前に同国へ送られていた学生たちと合流した。マレーシア以外にも、オランダ、ノルウェ

ー、アンゴラなどの諸外国で、モザンビーク人学生が石油工学を学んでいるとのことである。 

 その他、LNG プロジェクトが開始された現在、喫緊の課題は建設用砕石確保とのことであり、

LNG プロジェクト第 1 フェーズの 8 ヵ月間でおよそ 15 万トンの砕石が必要となるとのことであ

る。しかしながら、2015 年の経済社会計画（PES）では、国内の砕石生産量はおよそ 180 万トンと

想定されており、状況は非常に厳しいと言わざるを得ない。この状況の下、請負業者や一部の下請

け業者は、政府に対して輸入を要請しているとのことである。EMEM は 2014 年以降、この課題に

対処できるようにモザンビーク企業の能力を向上させる方法について検討を重ねてきている。複数
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の採石場所を特定し、生産される砕石の品質に関する調査を実施するよう専門業者に働きかけてい

るとのことである。 

 

2.1.5  その他の情報 

（1）モザンビークと日本の大学における学部別学生数の比較 

 モザンビーク国内の大学の学部別生徒数と日本国内の学部別学生数について、モザンビーク科学

技術・高等教育職業訓練省に基づく資料と日本側資料による比較結果を図 2.1-2 に示す。 

 モザンビークにおいては、傾向として教育及び社会科学分野の学生が多い。一方日本において

は、社会科学及び工学分野の学生が多いという傾向である。また UEM 及び ISPT の学部構成につい

ては、総合大学と工学系大学という大学の性格を反映している（図 2.1-3）。 

 

出典：教育省モザンビーク統計資料、総務省統計局資料（日本） 

図 2.1-2 モザンビーク大学の学部別生徒数（左）、日本大学の学部別生徒数（右） 

 

  

出典：教育省モザンビーク統計資料 

図 2.1-3 UEM 学部別生徒数（左）、ISPT 学部別生徒数（右） 
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2.1.6  供与機材の選定及び研修内容の策定 

 以上のベースライン調査ほか情報により得られた鉱物資源分野に係る UEM 及び ISPT での教育環

境や支援の状況、モザンビーク内の関連行政や産業の状況、企業からのニーズ等の情報を総合し、

次のとおり供与機材の選定と研修内容の策定を行った。 

  

（1）供与機材の選定 

 供与機材の選定は第 1 フェーズでのベースライン調査及び本邦・現地研修時に行った。選定では

両大学の実際のインフラや関連資材調達の可否についても考慮に入れ、本プロジェクト終了後も両

大学が独自に維持・管理可能な機材とした。 

 ベースライン調査に基づく機材選定に至る状況は次のとおりである。 

 

（a）UEM への供与機材 

 UEM ではベースライン調査の段階で顕微鏡以外で利用されている実験機器はなく、実験実習は実

施されていない状態であった。一方、研究用の分析は行っており、同分析は南アフリカに外注して

いるとのことであった。しかし予算や数量が限られ、研究に大いに支障がある状態であった。この

ような状態の中、供与機材の対象としては UEM での準備室や実験室に設置して実習や研究活動に

有効利用するための機材となる。 

 準備室や実験室の機材について、岩石準備室では現状で設置されている薄片等作成機材をメンテ

ナンスして使用するには、一度メーカーに送って見積もりを取ってもらう必要がある。ディスコプ

ランについては、メンテナンスを行えば使用できる可能性もある。岩石カッター・グラインダー

は、1965 年ころに導入されたとのことで、回転部分の消耗など修理には費用が大幅にかかるとみら

れ、現実的ではない。一方で堆積学実験室の機器については、一部の機器はアダプターなど一部の

部品を調達すれば動作する可能性がある。 

 他国ドナーから供与された機材として、SIDA による供与機材は地質調査・研究を行う上での基

礎的な機材である。このうち X 線回折測定機器については、基本的には携帯型に属するものであ

り、同使用にあたっては機器メーカーが供給するマニュアルに従えば良い。従って、基礎機材を使

った調査研究を補間する役割を持つと考えて良い。 

 以上のような既存機材の現状を踏まえると、今後必要となる機材としては化学分析等機材の導入

が考えられる。しかし UEM 側は大型分析機器を導入した場合、自らがそれら機器をハンドリング

出来るレベルに達していないと考えている。そのため現状に従い、実体顕微鏡、電子天秤、乾燥器

等の地質調査に係る室内解析や化学分析に係る前処理のための機材が適していると判断された。こ

のような機材はハンドリングが容易で複雑なものではないが、SIDA 支援による機材に加え今回選

定した機材を加えることで、基礎研究から発展的研究へとリンクするうえでも有益な機材といえ

る。 

 このうち特に実体顕微鏡に関しては、UEM ではジルコンによる U-Pb 年代測定に係る前処理とし

て岩石からのジルコン分離が計画されており、同顕微鏡は本分離に欠かせないものである。U-Pb 年

代測定によるモザンビークに分布する岩石の地質年代を明らかにすることは、報告の少ないモザン

ビークの地質等の解明にあたり極めて重要である。現状での年代測定は前処理の段階から海外の研

究機関で行っているが、本処理を UEM で行えることになれば、年代測定に係る海外への出張期間

の短縮や海外への試料の発送経費の軽減等、非常に有益となる。 
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（b）ISPT への供与機材 

 ISPT における既存機材は、2013 年に供与・納入された分析等実験機材である。機材中には石炭

分析のうち炭素や硫黄の元素分析として数 10 %オーダーの炭素分析が可能な CHN アナライザーが

含まれている。従って、本アナライザーの利用を想定して補完する機材の供与が考えられた。しか

しベースライン調査で確認したところ、本機材や関連機材を利用するには機器ラインの再構築等の

改善を要することが判明した（写真 2.1-14）。 

 以上の現状を踏まえ、元素分析を行う前にまずは基本である工業分析（灰分、揮発分、水分）を

行う環境を整えることが先決であると判断し、単体で利用出来、ハンドリングも比較的に容易な示

差熱・熱重量同時測定装置が選定された。これにより、第一段階での工業分析の確立、第二段階で

可能であれば元素分析を確立させ、国内で唯一工業・元素分析の可能な大学／研究機関となるべく

キャパシティ強化を目指すことが有益と判断した。 

  
写真 2.1-14 視察時の電気炉及び灰吹炉（左）、薬品排気用ドラフト（右）の状況 

 

（2）研修内容の策定 

 研修内容の策定は既述した供与機材の選定と同様に、第 1 フェーズでのベースライン調査及び本

邦研修時に行った。研修は第 1 フェーズでのベースライン調査及び本邦・現地研修時における両大

学の現状やニーズを踏まえたうえ、選定された両大学への供与予定機材を活用した内容として策定

された。研修は日本での本邦研修とモザンビークでの現地研修に分割されるが、一連の研修をリン

クさせたうえ、基礎～応用へと段階的に学べる内容とした。 

 ベースライン調査等の情報に基づく研修内容の策定と、同策定に至る状況は次のとおりである。 

 

（a）UEM に対する研修内容 

 UEM を対象に選定された供与機材は、実状に即した化学分析のための前処理や地質調査のための

事前解析に利用されるものである。選定された機材は顕微鏡や実体鏡、電気炉であり複雑な機器で

はないが、基礎的研究から発展的研究へとリンクするうえで重要な機材である。そのため研修では

機材の扱い方法や維持管理に関する項目に加え、機材を利用して行う教育・研究に関する項目も加

えることとした。 

 検討された研修項目は次の事項である。 

 

 ① 岩石薄片／鉱石片作成方法 

 ② 偏光／反射顕微鏡による岩石／鉱物同定及び観察方法 
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 ③ 鉱物分離方法 

 ④ 空中写真判読方法 

 ⑤ 野外地質調査方法 

 ⑥ 地質図学 

 

（b）ISPT に対する研修内容 

 ISPT を対象とした供与機材は、石炭評価の基礎である工業分析を実施可能になるという目標のも

とで選定され、選定された機材の扱いや維持管理についてはノウハウを要する。そのため研修では

工業分析や機材の基礎に関する項目、機材の扱い方法や維持管理に関する項目、分析精度や解析内

容に関する項目も加えた。 

 加えて、2013 年に NUFFIC や世銀による支援及び政府予算により分析等実験機材が納入・供与さ

れている。しかしながら、現状 ISPT ではこれら機材をまだ十分に使いこなせていない。納入・供

与された機材の種類や数量ともに十分であり、これらのセッティング及びこれらの機器を利用した

研究、解析、評価についての研修も同時に要すると考えられた。 

 検討された研修項目は次の事項である。 

 

 ① 石炭評価に係る分析の基礎 

 ② 工業分析・元素分析方法 

 ③ 分析データの利用方法 

 

2.2  供与機材 

2.2.1  供与機材の内容 

 供与機材の選定は第 1 フェーズでのベースライン調査及び本邦・現地研修時に行った。選定理由

は 2.1 項に既述したとおりである。 

 両大学に供与された機材は次のとおりである。 

 

（1）UEM への供与機材 

 供与により調達・設置された機材は次のとおりである。 
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表 2.2-1  調達・設置された機材（UEM） 

 

 

 

   

写真 2.2-2 実体顕微鏡（三眼鏡筒）、照明装置、デジタルカメラ 

（ニコン SMZ1270 TERG-DSL32-POL ほか） 

 

No. Description
Quan-

tity
1 Stereo microscope

SMZ1270  (SMZ1270TERG-DSL32-POL) 1
SMZ1270  (SMZ1270TERG-PS32) 1

2 Accessories for the stereo microscope
Episcopic illuminator, Polarizing Set and  Digital Camera Adapter Set 1

3 Mirror stereoscope
SOKKIA MS27 1
SOKKIA MS16 14

4 Laboratory constant temperature ovens
YAMATO DVS602 2

5 Electronic maffule furnace
SHIMADZU MPN-310P 2

6 Electronic analytical scale
SHIMADZU AUW220 3
SHIMADZU UW420H 3
SHIMADZU UW1020H 3

7 Chemistry apparatus
Lakeside Cement　NICHIKA LC-12 2
Canada Balsam 10
Acccessories for Probe box TC-1 2
Stainless steel trays 20
Scoops (square type) 4
Scoops (small) 4
Spoon 10
Spatulas 10
Tweezers 5
Wash bottles 10
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写真 2.2-3 実体顕微鏡（双眼鏡筒）、照明装置（ニコン SMZ1270 TERG-PS32） 

 

   

  写真 2.2-4 定温乾燥機；2 台（ヤマト DVS602）       写真 2.2-5 電気マッフル炉；2 台 

           （島津理化 MPN-310P） 

 

   

写真 2.2-6 電子分析天秤；2 台（島津理化 AUW220） 
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写真 2.2-7 電子上ざら天秤；3 台（島津理化 UW420H） 

 

   

写真 2.2-8 電子上ざら天秤；3 台（島津理化 UW1020H） 

 

   

写真 2.2-9 レーキサイドセメント（2 袋、24 本）    写真 2.2-10 カナダバルサム（10 本） 
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    写真 2.2-11 容器保管ケース（2 箱、20 個）       写真 2.2-12 試料トレイ（20 個） 

 

   

    写真 2.2-13 試料ショベル；角型（4 本）     写真 2.2-14 試料ショベル；小（4 本） 

 

   

    写真 2.2-15 薬品さし；3 本組（5 セット）      写真 2.2-16 ヘラ付薬品さじ（5 本） 
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           写真 2.2-17 薬品ヘラ（5 本）      写真 2.2-18 精密ビンセット（5 本） 

 

 

写真 2.2-19 広口洗浄ビン（10 本） 

 

（2）ISPT への供与機材 

 供与され調達・設置された機材は次のとおりである。 

 

表 2.2-2 調達・設置された機材（ISPT） 

 

 

 

No. Description
Quan-

tity
Simultaneous Thermogravimetry/Differential Thermal Analyzers (DTG-60)

i Main unit of the DTG-60 1
ii Control hardware (TA-60WS) 1
iii Atmosphere control part (FC-60A) 1
iv Decompression part (for N2) 1
v Conduit tube for carrier gas (5m) 1
vi Sample cell for Pt 10



 
 

-27- 
 

                  
      写真 2.2-20 示差熱・熱重量同時測定装置    写真 2.2-21 熱分析ワークステーション 

              （島津製作所 DTG-60）         （島津製作所 TA-60WS） 

 

   

          写真 2.2-22 雰囲気制御装置         写真 2.2-23 減圧器 N2 用 

              （島津製作所 FC-60A） 

 

   
       写真 2.2-24 キャリアガス導管 5m      写真 2.2-25 Pt 試料セル 6φ×2.5 
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2.2.2  供与機材の調達・設置 

 機材は、第 1 フェーズで選定され調達が計画され、同計画の仕様や数量に基づき調達された。調

達は JICA の調達規定に基づき行われ、調達された機材はエドゥアルド・モンドラーネ大学及びテ

テ工科大学に搬送・据付された。この際、調達機材の選定は第 1 フェーズから実施し、実際の調達

手続きは、日本側における第 2 フェーズ契約終了後の 2016 年 4 月に開始された。その後、機材は、

調達規定に基づき同 5 月に日本において業者選定・発注、同 7 月に機材準備及び輸出等手続き完

了、最終的に 2016 年 8 月初めに日本から発送された。 

 

2.3  現地短期研修及び本邦短期研修の実施 

 研修内容の策定は第 1 フェーズでのベースライン調査及び本邦・現地研修時に行った。策定に至

る経緯と同内容は 2.1 項に既述したとおりである。 

 このうち第１フェーズでの研修は、地質研究や石炭利用研究に係る座学や見学を主体とした。一

方、第 2 フェーズでの研修は 2016 年～2019 年の 3 年間にわたり、第 1 フェーズで選定された供与

機材や策定された研修内容に従い、基礎～応用へと段階的に実施された。 

 両大学での研修状況は次のとおりである。 

 

2.3.1  エドゥアルド・モンドラーネ大学を対象にした研修 

 研修はモザンビークの同大学内で実施した現地研修と日本の秋田大学や関係大学及び機関におい

て実施した本邦研修に分けられ、その内容は各年ごとに次のとおりである。 

 

（1）第 1 フェーズ 

（a）2015 年 

 2015 年の研修は、5 月～6 月と 11 月～12 月の現地研修及び 10 月の本邦研修の計 3 回であった

（表 2.3-1）。 

 

表 2.3-1  エドゥアルド・モンドラーネ大学を対象にした研修（2015 年） 

摘要/日程 内容 

現地（第 1 回） 5/25～6/5 
ベースライン調査（保有する実験資機材、カリキュラ

ム、実験室、スキル、ほか） 

本邦（第 1 回） 10/4～10/24 国内関連大学、研究機関、企業視察 

現地（第 2 回） 11/30～12/11 
機材最終選定 

モデル講義（鉱床学、石炭分析、地質マッピング） 

 

ベースライン調査（第 1 回目現地渡航） 

 調査者 

 ・コンサルタント：田中耕一、菅原豊和（石炭エネルギーセンター、以下 JCOAL）、根岸義光、松永

絹子（三菱マテリアルテクノ、以下 MMTEC） 

第 1 回本邦研修 

 研修者 
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 ・UEM：Dr. Estevao Inacio Sumburane、Dr. Daniel Luis Ibraimo、Mr. Sérgio Ezequiel Goenha 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：今井亮教授、高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一、菅原豊和、斎藤純子（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

第 2 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：今井亮教授、高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一、菅原豊和（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

 

 5 月〜6 月の第 1 回目となる現地研修はベースライン調査を主体とし、エドゥアルド・モンドラー

ネ大学の基礎情報として組織、学生数、教員数、予算状況、教員の学位取得状況や研究バックグラ

ウンドのほか、大学保有の研究データベースの状況や対象学科及び関連学部／学科の基礎情報（カ

リキュラム、コース情報等）を取集した。収集された情報に基づき、以後の研修や供与機材の選

定・設置内容が計画された。 

 10 月に行われた本邦研修では、日本における関連分野の教育・研究の視察を主体とした。視察先

は、大学として秋田大学、北海道大学及び京都大学、研究機関として産業技術総合研究所、民間鉱

山や関連施設として三美鉱業（株）三美炭鉱、石油資源開発（株）勇払ガス田、（株）島津製作所、

新日鐵住金（株）君津製鉄所及び富津研究所であった。このうち秋田大学では、同大学内の実験

室、図書館、講義（モデル授業）などの視察、関連サイトの視察、同大学との共同講義の実施、同

大の取り組みやカリキュラムの説明等を受けた。また秋田大学においては、短時間であったが、プ

ロジェクト開始時に要望のあった薄片作成実習も行なった。 

   

写真 2.3-1  本邦研修での授業視察（左）及び実験施設視察（右） 

 

 11 月〜12 月の UEM での現地研修は、石炭利用、金属鉱床及び鉱物資源に係る地質マッピングに

関する座学研修を主体とした。同時に、5 月のベースライン調査や 10 月の本邦研修で視察した結果

に基づき、UEM への供与機材として実体顕微鏡、実体鏡、乾燥機、マッフル炉及び電子天秤等、分

析前処理に有用な機材が最終的に選定された。 
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（2）第 2 フェーズ 

（a）2016 年 

 2016 年の研修は、8 月～9 月と 10 月～11 月の現地研修及び 9 月～10 月の本邦研修の計 3 回であ

った（表 2.3-2）。 

 

表 2.3-2  エドゥアルド・モンドラーネ大学を対象にした研修（2016 年） 

摘要/日程 UEM 

現地（第 3 回） 8/26～9/9 
機材に係る管理・運営調整 

モデル講義（鉱床学） 

本邦（第 2 回） 9/26～10/21 薄片作成実習 

現地（第 4 回） 10/31～11/11 

機材に係る管理・運営調整 

モデル講義（鉱床学、リモートセンシング GIS による

石炭資源探査技術） 

 

第 2 回本邦研修 

 研修者 

 ・UEM：Mr. Terra Eugenio Gove 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：今井亮教授、高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一、上原正文、斎藤純子（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

第 3 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：今井亮教授（国際資源学部）、菅原勝康教授（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

第 4 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、根岸義光、宮池周作（MMTEC） 

 

 8 月～9 月における現地研修では、選定された供与機材の調達（輸入）や配置、管理体制に係る打

合せが主体となった。 

 日本からの機材を引き取った際の設置場所について、機材運用・管理担当と共に双方確認した。

機材設置場所は、堆積学実験室、顕微鏡実験室、地質解析準備室となる（写真 2.3-2、2.3-3、2.3-4、

2.3-5）。各実験室における設置機材は次のように計画した。 

・堆積学実験室：乾燥機 2 式、電気炉 2 式、電子天秤（大）3 式、電子天秤（中）3 式、電子天秤

（小）3 式、薄片作成用資材 1 式 

・顕微鏡実験室：Nikon 実体顕微鏡 2 式、顕微鏡カメラシステム 1 式 

・地質解析準備室：SOKKIA 反射実体鏡 15 式 
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 写真 2.3-2 堆積学実験室（乾燥機設置予定箇所）  写真 2.3-3 堆積学実験室（天秤設置予定箇所 

 

   
 写真 2.3-4 顕微鏡実験室（実体顕微鏡設置箇所）          写真 2.3-5 地質解析準備室 

           （反射実体鏡設置箇所） 

 供与機材の管理は次の体制とされた。 

 

 
 

図 2.3-1 供与機材管理体制（UEM） 

Dr. Estevao Inacio Sumburane
Director for Department of Geology

Mr. Daniel Luis Ibraimo
Professor for 

Geology and Laboratory

Mr. Sergio Ezequiel Goenha
Laboratory Manager

Mr. Teofilo Jaime Gove
Laboratory Technician
Laboratory of Petrology

Mr. Leonel Carlos Chambalo
Laboratory Technician for

Laboratory of Sedimentology
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 9 月～10 月の本邦研修では、岩石・鉱物観察のための薄片及び鉱物研磨片の作成方法を実習し

た。実施場所は秋田大学国際資源学部内である。実習では同時に作成に係る手順書を作成し、UEM

での作成時に利用できるようにした。また、本研修参加者のうち１名に関しては、日本における関

連分野の教育・研究の視察も行ない、UEM での今後のカリキュラムへと参考させることとした。視

察先は、大学として北海道大学、東京大学、京都大学及び九州大学、民間鉱山や関連施設として三

美鉱業（株）三美炭鉱、（株）島津製作所、新日鐵住金（株）君津製鉄所及び電源開発（株）磯子火

力発電所であった。 

   

写真 2.3-6  本邦研修での岩石薄片及び鉱物研磨片作成の実習 

 

 10 月～11 月の現地研修では、供与機材に係る管理・運営の調整の一環として機材設置先の検討や

確認を行った。供与機材の設置スペースは既存物品を整理することで十分に確保できる状況であ

り、機材搬入までにスペース確保するための整理を行うよう伝えた。 

 また同時に、UEM が新たに購入した簡易型 X 線回折装置の設置状況や、SIDA により供与された

薄片作成機材の保管状況等についても確認した。 

   

写真 2.3-7  新設された粉末 X 線回折装置設置状況（UEM 地質学科内） 
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                 岩石カッター               ディスコプラン 

   

              岩石・鉱石片研磨機        岩石・鉱石片研磨液循環槽 

写真 2.3-8  SIDA 供与機材の保管状況（UEM 地質学科内） 

 

   

写真 2.3-9  岩石調整・化学実験室状況（UEM 地質学科内） 
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写真 2.3-10  顕微鏡観察室状況（UEM 地質学科内） 

 

 以上のほか、UEM による案内のもと、UEM 地質学科の学生が野外実習を行っている地域のうち

マプト近郊の地質巡検ルートを視察した。視察では、UEM から調査地点のルート、岩石の露出状

況、岩石名等を確認するとともに、現在のカリキュラムに追加すべき事項を検討した。調査地点は

UEM から車で概ね 1 時間程度の距離に位置し、岩石の露出状況も良く、また地質構造が成す地形的

特徴も非常に良く観察できる。よって本調査で供与する実体鏡や SIDA で供与した薄片作成機材と

組み合わせて、現地での地質観察と学内実験室での処理・解析とを組み合わせたカリキュラム作成

が可能であることを確認した。 

   
写真 2.3-11 UEM での学生地質巡検コースの視察（マプト近郊） 

 

（b）2017 年 

 2017 年の研修は、5 月と 10 月～11 月の現地研修及び 7 月の本邦研修の計 3 回であった（表 2.3-

3）。 
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表 2.3-3  エドゥアルド・モンドラーネ大学を対象にした研修（2017 年） 

摘要/日程 UEM 

現地（第 5 回） 5/15～5/26 
機材設置及び取扱指導 

モデル講義（鉱床学、空中写真、石炭鉱量計算） 

本邦（第 3 回） 7/3～7/28 X 線回折試験実習 

現地（第 6 回） 10/30～11/10 
機材取扱指導、カリキュラム内容検討 

モデル講義（熱水鉱床学） 

 

第 3 回本邦研修 

 研修者 

 ・UEM：Dr. Estevao Inacio Sumburane、Mr. Sergio Ezequiel Goenha 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：今井亮教授、高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一、上原正文、斎藤純子（JCOAL）、宮池周作（MMTEC） 

第 5 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：今井亮教授（国際資源学部）、菅原勝康教授（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、宮池周作（MMTEC） 

第 6 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、宮池周作（MMTEC） 

 

 5 月の現地研修では、供与機材のうち実体顕微鏡については組み立て・据え付けを、その他の機

材については据え付けを行った。また、全ての供与機材で試運転を行い、正常に動作することを確

認した。また、取り扱い方法について各機材の担当教官または担当技官に指導した。 

   

写真 2.3-12 実体顕微鏡組み立て及び取扱説明状況 
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    写真 2.3-13 電気マッフル炉取扱指導状況  写真 2.3-14 電子上ざら天秤取扱指導状況 

 

 

写真 2.3-15 供与機材設置状況 

 

 7 月の本邦研修では、UEM からの要望で岩石・鉱物の同定方法の習得として X 線回折試験の実習

を行なった。実習場所は秋田大学国際資源学部内である。経緯として UEM では 2016 年に簡易型 X

線回折試験装置が導入されており、装置の操作方法は大きく同定のプロセスと結果は類似してい

る。そのため今回の実習により UEM での簡易試験と通常の試験との比較を行い、岩石・鉱物同定

に係る測定・同定知識を向上させることとした。 

 また、本研修参加者のうち１名に関しては、今回も日本における関連分野の教育・研究の視察も

行ない、UEM での今後のカリキュラムへと参考させることとした。視察先は、大学として北海道大

学、京都大学及び九州大学、民間鉱山や関連施設として三美鉱業（株）三美炭鉱、（株）島津製作

所、三菱マテリアル（株）東谷鉱山及び九州工場、新日鐵住金（株）君津製鉄所及び電源開発

（株）磯子火力発電所であった。 

 11 月の現地研修では、供与機材の設置・稼働状況の確認が主体となった。このうち化学実験室で

は、学生が岩石試料から粘土鉱物を抽出する工程を供与機材を用いて実施していた。この前処理工

程の後に、今年度の本邦短期研修時の研修テーマであった X 線回折試験を行うとのことであり、供

与機材及び本邦短期研修による支援が活用されていることが確認された。 
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 一方で SIDA から供与された岩石薄片作成用機材については、岩石実験室の屋根の工事が完了し

ておらず、現状では機材を設置できない状況にあった。ただし、電気配線工事は完了した模様であ

り、この後 11 月内に設置を行う予定とのことであった。 

   

写真 2.3-16  本邦研修での X 線回折試験の実習 

 

   

写真 2.3-17 供与機材を用いた学生実験の様子（左：粘土鉱物分離、右：供与した電子天秤） 

 

   

写真 2.3-18 供与機材の使用状況；乾燥機（分離された粘土鉱物の乾燥） 

 

 供与機材のうち航空写真判読に係る機器（反射実体鏡）については、カリキュラム中の写真地質

学の講義での学生実習として使用されていることが確認された。本講義は合計 80 時間で構成されて



 
 

-38- 
 

おり、理論を 8～10 時間、残りは反射実体鏡を使用した実習である。本講義での教材として、一般

的な教科書等のほか、モザンビークで撮影された航空写真を実際に用いて地質判読の実習を行って

いる。 

   

写真 2.3-19 供与機材を用いた学生実習の様子 

（c）2018 年 

 2018 年の研修は、5 月と 11 月の現地研修及び 10 月の本邦研修の計 3 回であった（表 2.3-4）。 

 

表 2.3-4  エドゥアルド・モンドラーネ大学を対象にした研修（2018 年） 

摘要/日程 UEM 

現地（第 7 回） 5/28～6/5 機材取扱指導、カリキュラム内容検討 

本邦（第 4 回） 10/1～10/26 
ジルコン抽出・解析実習 

X 線回折による鉱物同定実習 

現地（第 8 回） 11/19～11/30 
機材取扱指導、カリキュラム内容検討 

モデル講義（鉱床学） 

 

第 4 回本邦研修 

 研修者 

 ・UEM：Mr. Hernani Vitorino Nhatinombe、Mr. Sergio Ezequiel Goenha 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一、上原正文、斎藤純子（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

第 7 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、宮池周作（MMTEC） 

第 8 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：高橋亮平助教（国際資源学部） 
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 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

 

 5 月の現地研修では、SIDA から UEM に供与された岩石薄片作成に係る機材が設置され、学生実

験等で正常に使用されていることを確認した（写真 2.3-20）。本機材は 2016 年に供与され、その後

UEM 内に保管されていたが、実際の設置は設置場所である岩石実験室の改修により遅れていた。設

置された機材は、以下の通りである。 

①ジョークラッシャー（HERZOG 製）：1 台 

②ボールミル（HERZOG 製）：1 台 

③大型岩石カッター（HERZOG 製）：1 台 

④岩石カッター（Struers 製）：1 台 

⑤研磨機（Struers 製）：2 台 

⑥研磨プレートほか消耗品：1 式 

   

写真 2.3-20 SIDA 供与機材と作成中の薄片（学生実習） 

 

 以上のほか、UEM に供与した機材のうち、定温乾燥炉 DVS-602（ヤマト科学製）に異常アラー

ムが作動するとのことで状況を確認した。機材の設定値を確認したところ、温度補正と警報設定温

度の 2 か所に誤った数値が入力されていることが判明した。これらを適正な値に修正した後に試運

転を行い、機器に異常が無いことを確認した。 

 この原因は、技官らが希望する昇温温度の設定入力を行う際に、補正温度と警報設定温度の 2 か

所に昇温温度を誤って入力したことが原因と考えられた。そのため、昇温温度設定手順、警報設定

温度の選定目安や温度補正の必要性の有無を改めて指導した。 

 10 月の本邦研修は秋田大学国際資源学部内で行い、岩石の年代測定を目的とした岩石からのジル

コン分離の実習、岩石・鉱物同定を目的とした X 線回折試験の解析実習を行なった。このうち X 線

回折試験の実習には 2017 年にも実施しているが、今回は鉱物同定・解析法も習得した。本実習によ

り、ジルコン抽出方法と X 線回折試験による岩石・鉱物同定法のマニュアルが作成された。 
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写真 2.3-21  本邦研修でのジルコン分離手法の実習 

 

 11 月の現地研修では、ジルコン抽出作業実習を行った。ジルコン抽出について、UEM 内にある

資材を利用したうえ、10 月の秋田大での実習内容に基づく指導を行った。利用した試料は

Sumburane 教授が採取したモザンビーク産の花崗岩である。抽出上必要であるが UEM 内で確保出来

なかった資材は、岩石粉砕用の鉄瓶、Nd 強力磁石、鉱物選別用の重液及び遠心分離機の 4 点であっ

た。これら資材を利用することでジルコンを効率よく抽出できるが、今回は利用せずに行った（写

真 2.3-22、2.3-23）。その他、両面テープやワセリン等の消耗品は現地にて調達した。抽出にあたっ

ては供与した乾燥機や実体顕微鏡等が使われ、特に実体顕微鏡については抽出の精度を高めるため

に有益なものとなった（写真 2.3-24）。 

 最終的にジルコン抽出が行われ、観察・解析のための鉱物研磨片の状態となった（写真 2.3-25）。 

   
写真 2.3-22 ジルコン分離に係る岩石の粉砕及び篩いによる選別 
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写真 2.3-23 篩により選別された試料の水簸及び乾燥 

 

   
写真 2.3-24 実体顕微鏡によるジルコン分離 

 

   
写真 2.3-25 抽出されたジルコンの研磨片作成調整 

 

 今後は試料の鉱物分離を繰り返して行いルーチン化を図り、次回研修ではさらに重液もしくはポ

リタングステン酸ナトリウム（SPT）による比重分離のほか、遠心分離を試みることとした。 
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（d）2019 年 

 2019 年の研修は、5 月の現地研修のみであった（表 2.3-5）。 

 

表 2.3-5 エドゥアルド・モンドラーネ大学を対象にした研修（2019 年） 

摘要/日程 UEM 

現地（第 9 回） 5/20～5/31 
機材取扱指導、実験指導、カリキュラム内容検討、実

験成果外部公表準備、モデル講義（鉱床学） 

 

第 9 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：高橋亮平助教（国際資源学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

 

 5 月の研修では、ジルコンの鉱物分離について、UEM 内にある資材を利用したうえ、2018 年 10

月の秋田大での実習、11 月の UEM での実習内容に基づく指導を行った。今回利用した試料はマニ

カ州で採取したモザンビーク産の花崗閃緑岩である（写真 2.3-26、2.3-27）。 

 前回の UEM での鉱物分離実習で確保出来なかった資材として、岩石粉砕用の鉄乳鉢、Nd 強力磁

石、鉱物選別用の重液（ポリタングステン酸ナトリウム（SPT））及び遠心分離機の 4 点があげられ

た（写真 2.3-28、2.3-29）。今回は乳鉢を除き確保出来、前回実習で課題となった比重分離と遠心分

離を実施することで、鉱物分離前処理と実体顕微鏡による実際のジルコン鉱物分離を非常に効率良

く行なうことが出来た（写真 2.3-30）。最終的にジルコンの鉱物分離が行われ、観察・解析のため鉱

物研磨片の状態となった（写真 2.3-31）。 

   
写真 2.3-26 ジルコンの鉱物分離に係る岩石及び粉砕 
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写真 2.3-27 篩及び椀がけによる分離前処理 

 

   
写真 2.3-28 重液（SPT）の調整及び遠心機による重液鉱物分離 

 

   
写真 2.3-29 重液鉱物分離結果及びジルコン分離用試料準備 
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写真 2.3-30 実体顕微鏡によるジルコンの鉱物分離 

 

  
写真 2.3-31 分離されたジルコンの研磨片作成 

 

 今後、今回の実習結果に基づき UEM でのジルコン鉱物分離の手順書を UEM 関係者にて作成し、

ルーチン化に向けて実験室内に整備することとした。 

 

2.3.2  テテ工科大学を対象にした研修 

 研修はモザンビークの同大学内で実施した現地研修と日本の秋田大学や関係大学及び機関におい

て実施した本邦研修に分けられ、その内容は各年ごとに次のとおりである。 

 

（1）第１フェーズ 

（a）2015 年 

 2015 年の研修は、5 月～6 月と 11 月～12 月の現地研修及び 10 月の本邦研修の計 3 回であった

（表 2.3-6）。 
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表 2.3-6  テテ工科大学を対象にした研修（2015 年） 

摘要/日程 内容 

現地（第 1 回） 5/25～6/5 
ベースライン調査（保有する実験資機材、カリキュラ

ム、実験室、スキル、ほか） 

本邦（第 1 回） 10/4～10/24 国内関連大学、研究機関、企業視察 

現地（第 2 回） 11/30～12/11 

機材最終選定 

モデル講義（石炭分析、日本及び世界の石炭情勢と

エネルギー政策、石炭地質学、地質マッピング） 

 

ベースライン調査（第 1 回目現地渡航） 

 調査者 

 ・コンサルタント：田中耕一、菅原豊和（JCOAL）、根岸義光、松永絹子（MMTEC） 

第 1 回本邦研修 

 研修者 

 ・ISPT:：Dr. Bernardo Miguel Bene、Mr. Arcenio Alberto Ivone Chapot Era、Mr.Antonio Ngano Antonio 

Lisboa 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：今井亮教授、高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一、菅原豊和、斎藤純子（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

第 2 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一、菅原豊和（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

 

 5 月〜6 月の第 1 回現地研修はベースライン調査を主体とし、テテ工科大学の基礎情報として組

織、学生数、教員数、予算状況、教員の学位取得状況や研究バックグラウンドのほか、各種実験・

実習の状況（現在は企業インターンとしてのみ実施している）、所有機材とその維持管理の状況（体

制、予算、スペアパーツ、課題など）等の情報を収集した。収集された情報に基づき、以後の研修

や供与機材の選定・設置内容が計画された。 

 10 月に行われた本邦研修では、日本における関連分野の教育・研究の視察を主体とした。視察先

は、大学として秋田大学、北海道大学及び京都大学、研究機関として産業技術総合研究所、民間鉱

山や関連施設として三美鉱業（株）三美炭鉱、石油資源開発（株）勇払ガス田、（株）島津製作所、

新日鐵住金（株）君津製鉄所及び富津研究所であった。このうち秋田大学では、同大学内の実験

室、図書館、講義（モデル授業）などの視察、関連サイトの視察、同大学との共同講義の実施、同

大の取り組みやカリキュラムの説明等を受けた。また秋田大学においては、短時間であったが、プ

ロジェクト開始時に要望のあった薄片作成実習も行なった。 
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写真 2.3-32  本邦研修（第 1 回） 

 

 11 月〜12 月の ISPT での現地研修は、石炭利用及び石炭資源と調査法に係る座学研修を主体とし

た。同時に、5 月のベースライン調査や 10 月の本邦研修で視察した結果に基づき、ISPT への供与

機材として示差熱・熱重量同時測定装置が最終的に選定された。 

 

（2）第 2 フェーズ 

（a）2016 年 

 2016 年の研修は、8 月～9 月と 10 月～11 月の現地研修及び 9 月～10 月の本邦研修の計 3 回であ

った（表 2.3-7）。 

表 2.3-7  テテ工科大学を対象にした研修（2016 年） 

摘要/日程 内容 

現地（第 3 回） 8/26～9/9 
機材に係る管理・運営調整 

モデル講義（石炭分析と利用、有価金属回収） 

本邦（第 2 回） 9/26～10/21 示差熱分析装置試験実習 

現地（第 4 回） 10/31～11/11 

機材設置及び取扱指導 

石炭地質調査指導 

モデル講義（石炭中の硫黄、有価金属回収、資源地

質マッピング） 

 

第 2 回本邦研修 

 研修者 

 ・ISPT:：Mr. Gilberto Rogaciano Goba Sabonete、Mr. Robate Miguel Cardoso Banda、Mr. Terra Eugenio 

Cossa 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：今井亮教授、高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一、上原正文、斎藤純子（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

第 3 回現地研修 

 講師及び運営 
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 ・秋田大学：菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

第 4 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、根岸義光、宮池周作（MMTEC） 

 

 8 月～9 月の現地研修では、調達した供与機材である示差熱・熱重量同時測定装置が大学に到着し

ており、同機材の設置環境を確認した。同時に ISPT 内の他の既存分析機器等の使用状況、図書館

の利用状況について、2015 年のベースライン調査に引き続き確認した。さらに、東大名誉教授の山

冨先生寄贈本（7 箱）も到着しており、図書館での蔵書登録状況についても確認した。 

 以上のうち化学処理実験室においては、今回供与した示差熱・熱重量同時測定装置用の窒素ガス

が 1 本あったが、実際の分析時の利用のためにもう 1 本必要（常に予備を準備しておく）である旨

を指摘した（写真 2.3-33）。また、カロリーメーターについては、現在使用しており、モザンビーク

産石炭と標準サンプルを測定しているとのことである（写真 2.3-34）。実験室内のドラフトは相変わ

らず換気口が無く電源も入らない状態で未だに利用出来ない。本ドラフトについて、将来的に元素

分析等を行う場合、試料を酸溶解させたりするうえで必要になる旨、昨年と同様に再度指摘した。 

   
         写真 2.3-33  窒素ガスの設置状況   写真 2.3-34 カロリーメーターの設置状況 

 

 鉱物処理実験室においては、最も高価な機器である炭素・硫黄分析器の Labfit 社 CS-2000 は未だ

に未使用の状態であった（写真 2.3-35）。2015 年 12 月の段階では代理店の LABOTEC 社エンジニア

による再設定を行う予定であったが未だ設定作業は未定であった。本機を利用することが次の元素

分析に繋がることを説明、ISPT が LABOTEC と交渉して何とかセットアップするよう再度要請し

た。その他、電気炉及びオーブン等に関して、基本的には前回と同状態で整理整頓されているもの

の未使用の状態であった。 

 今回の供与された SHIMADZU 社製示差熱・熱重量同時測定装置については、2016 年 8 月上旬に

日本から発送し 8 月末にテテに到着し箱詰めの状態で保管されていた（写真 2.3-36）。この後

SHIMADZU SA 社のメカニックによる設置と初期動作確認等は、次回の現地研修時に行うよう調整

した。また、同機器の設置場所については、基本的には本実験室内テーブルに置くこととし、その

場合同じテーブルに振動する機器を置かないよう説明及び指示を行った。 
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   写真 2.3-35 未だ未使用の Labfit 社 CS-2000 写真 2.3-36 今回供与された熱分析器梱包状況 

 

 図書館の状況について、2015 年の確認時に図書館内蔵書室に保管されていた図書は、計画通りに

閲覧室に移動、保管されていた（写真 2.3-37）。また、7 月に日本を発送し 8 月末にテテに到着した

東大名誉教授山冨先生寄贈本（7 箱）について、同蔵書を ISPT 図書として登録中であることが確認

された（写真 2.3-38）。 

   
         写真 2.3-37 図書館蔵書保管状況    写真 2.3-38 山冨先生寄贈本の登録状況 

 

 9 月～10 月の本邦研修は秋田大学理工学部内で行なった。研修では秋田大学で使用されている示

差熱・熱重量同時測定装置を利用した工業分析方法を実習した。ISPT へも同様の装置を供与するこ

とから、装置の動作と分析方法に係る手順書を作成し、ISPT での同装置の設置、動作時にも利用で

きるようにした。 
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写真 2.3-39  本邦研修での示差熱・熱重量同時測定の実習 

 

 10 月～11 月の現地研修では、供与機材である示差熱・熱重量同時測定装置について、

SHIMADZU SA 社による供与機材の据え付けを実施した。その後は秋田大学菅原教授と加藤講師に

より使用方法の説明と各種の試験測定を行った。当該分析機の性能を検証するため、検証用試料

（シュウ酸カルシウム）を用いた分析を行った結果、納入された分析機の性能に問題が無いことを

確認した。一方、ISPT が準備した装置内に導入する N2 ガスには若干の不純物が含まれる可能性が

認められたことから、ISPT が純度の高い N2 ガスを早急に手配することとした。 

 ISPT が手配した雰囲気ガス（N2）により試験測定したところ測定が安定せず、ガスの純度の低い

ことが想定された。そのため、新たにボンベの交換と減圧器周辺の取り付け作業を行った。その一

方で、動力電源の電圧が安定しないことに起因すると考えられる測定ノイズの発生も認められ、測

定精度の向上のため容量の大きい電圧安定装置の増設するよう ISPT に伝えた。 

   

写真 2.3-40 実験機材試運転状況 

 

 以上の状況の下、秋田大学菅原教授及び加藤講師により、装置の天秤部の再取り付けと再調整を

行ったうえで再度測定を行った。その結果、標準試料を用いた測定で正常な結果が得られることを

確認した。その後、石炭試料を用いた測定実習を行い、関係する教員及び技官の技能習得を目指し

指導を行った。 
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 一方で、ISPT で準備した高純度の N2 ボンベと測定機器との接続については部品の不足のため、

今回の研修で解決することができなかった。当面は現状の N2 ボンベを使用することとし、ISPT に

引き続き調達することを依頼した。 

 他の研修として、地質マッピングの基礎と同調査結果取り纏め方法についても行った。本研修で

は地質の観察方法について、Moatize 炭鉱周辺に分布する堆積岩の露頭において実技指導を行った。

指導内容は、観察地点の座標記録、露頭の観察方法、岩石の命名方法、磁北と真北の関係、地層の

走向・傾斜の測定実技指導などである。また、露頭で観察した結果を、大学の講堂において 1:2,000

縮尺の平面図及び断面図に取り纏める方法を説明し、演習を行った。 

   

写真 2.3-41 屋外実習状況（左：観察方法の説明、右：走向・傾斜計測実習） 

 

   

写真 2.3-42 調査結果取り纏め研修 

 

（b）2017 年 

 2017 年の研修は、5 月と 10 月～11 月の現地研修及び 7 月の本邦研修の計 3 回であった（表 2.3-

8）。 
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表 2.3-8  テテ工科大学を対象にした研修（2017 年） 

摘要/日程 内容 

現地（第 5 回） 5/15～5/26 

機材取扱指導 

石炭地質調査指導 

モデル講義（熱示差分析器による石炭解析利用） 

本邦（第 3 回） 7/3～7/28 示差熱分析装置試験実習 

現地（第 6 回） 10/30～11/10 
機材取扱指導、カリキュラム内容検討 

関連講義（石炭化学と利用） 

 

第 3 回本邦研修 

 研修者 

 ・ISPT:：Mr. Albuqurerque Leonardo Rimua、Mr. Robate Miguel Cardoso Banda、Mr. Terra Eugenio Cossa 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：今井亮教授、高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一、上原正文、斎藤純子（JCOAL）、宮池周作（MMTEC） 

第 5 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、宮池周作（MMTEC） 

第 6 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、宮池周作（MMTEC） 

 

 5 月の現地研修では、2016 年 11 月に供与され設置された示差熱分析装置について、ISPT 側から

動作不具合が報告されていた。そのため、まずは動作確認と ISPT 技官による操作方法の再確認を

行った。その結果、雰囲気制御装置（FC-60A）と N2 キャリアガス導管の接続部が緩んでいること

を確認した。そこで、ISPT 技官により実施した操作方法の確認を行った結果、O2 ボンベ側減圧器の

ゲージの読み方を誤っていることが発覚し、通常より高圧の O2 ガスが雰囲気制御装置に送られてい

たこと事が判明した。この事が不具合の原因であると特定されたため、再度キャリアガス導管の接

続を行い、石炭試料を用いて試験的に測定した結果、正常に動作することが確認された。このた

め、キャリアガスの減圧器の設定方法について、本邦短期研修にて作成した示差熱・熱重量同時測

定装置の操作マニュアルの修正を IPST にて行うこととした。 

 一方、シュウ酸カルシウム（CaC2O4）を用いた測定も試験的に実施し、装置本体に異常が無いこ

とを確認した。これにより、ISPT 技官による測定実習を再度行った。実習では、技官が自ら作成し

た操作マニュアルを確認しながら、各操作について再度確認した。 
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  写真 2.3-43 ISPT 技官への不具合箇所の説明  写真 2.3-44 減圧器ゲージ（O2 ボンベ） 

 

 

写真 2.3-45 ISPT 技官らへの実技指導 

 

 以上の動作確認に加え、今回行った石炭試料の測定結果を確認し、雰囲気制御装置ならびに示差

熱・熱重量同時測定装置の動作に異常が無いことも確認した。また、測定結果の解析方法（石炭中

の水分、揮発分、固定炭素、灰分の含有量）を技官に再度説明した。 

 一方、石炭試料を用いた測定について、技官が中心となり再度行い、手順を再確認した。その

際、機器不具合の原因となった雰囲気ガスボンベの減圧器の取り扱い方法の確認については、特に

重点的に行い理解度を深めた。また、昨年の本邦短期研修時に作成した操作マニュアルについて、

不足している部分や理解が不十分だった箇所について、適宜改定を行った。 

 さらに、分析を行う際の各種記録の重要性を説明した上、技官により記録シートを作成した。記

録シートには、分析に関する情報のほか、ボンベの残圧や試験後の清掃などを記載するようになっ

ており、機器の健全な維持管理につながる内容とした。 

 以上について、技官・教員の供与機材の取り扱い方法に関する習熟度を確認するための実技テス

トを行った。今回の実技指導により操作が不慣れ、不正確であったと判断された箇所については、

マニュアル内の該当箇所を修正加筆することとし、その内容をこの後の本邦短期研修にて確認する

こととした。 
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写真 2.3-46 ISPT 技官による分析実習（左：分析条件設定、右：試料粉砕） 

 

 また、本分析に係る ISPT 技官と教員の習熟度を評価するため、同試料を用いて ISPT での測定結

果と秋田大学での測定結果とを比較することした。試料は Vale Moatize 炭鉱の石炭試料（Chipanga

層（上部、中部、下部）、選炭後出荷品（原料炭、一般炭）それぞれ 1 試料、計 5 試料）とし、

ISPT での分析用と秋田大学での分析用として仕分けする作業を行った。この際 ISPT 技官と教員に

は、同石炭試料の粉砕、縮分などの前処理とこれら試料を用いた示差熱・熱重量同時測定装置によ

る工業分析の実習を行うよう指示した。 

 一方、地質マッピングの基礎について野外研修も行った。研修内容は、テテの立地を活かして

Moatize 炭鉱周辺の堆積盆の形成過程及び堆積環境を推定する方法とした。研修では、堆積盆が形成

される以前の基盤岩の岩石的特徴、衛星画像上での特徴とその分布域やその分布域に炭鉱が存在す

るかの確認や、堆積盆の形成過程において堆積する岩相の違いとその堆積環境の推定及び炭田形成

の可能性を説明した。研修は屋内外に分けて行い、野外では基盤岩及び夾炭層であるカルー系の露

頭において地質巡検を行った。露頭においては、実測柱状図を作成するための計測方法を実習し、

屋内においては得られた計測データから柱状図を作成することを実習した。 

 7 月の本邦研修では、2016 年の本邦研修及び本年 5 月に行われた現地研修と同様、引き続き示差

熱・熱重量同時測定の実習を継続した。研修場所は秋田大学理工学部内である。これまでの実習に

より基本的な測定方法が習得された。今回の実習では引き続き測定経験を増加させつつ、装置の維

持管理やトラブルシューティングの方法についても習得した。実習時に作成してきたこれまでの操

作マニュアルについて、今回の実習により測定結果の解析方法を追記して改定し、その上で維持管

理マニュアルも新たに作成した。 
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写真 2.3-47  本邦研修での示差熱・熱重量同時測定及び維持管理方法の実習 

 

 10 月～11 月の現地研修では、供与機材である示差熱分析装置の取り扱い実技指導を行った。まず

は同装置による熱量測定実習を実施した。シュウ酸カルシウム（CaC2O4）を用いた発熱・吸熱反応

の測定について、これまで本邦研修で実施してきた内容の理解度を再確認しながら実施した。これ

により、測定手順及び測定結果の解釈に関する理解度は、概ね問題ないレベルであると判断され

た。 

   

写真 2.3-48  ISPT 技官らへの実技指導（左：分析条件設定、右：N2 ガス取り扱い） 

 

 今回行ったシュウ酸カルシウム試料を用いた分析実習の測定結果を確認した結果、雰囲気ガスに

空気中の酸素の流入が認められたため、パッキンを中心とした機材の清掃の指導を行った。清掃完

了後、石炭試料（Vale Moatize 炭鉱 LCS 炭層）を用いたガス化反応測定の為の燃焼測定を実施し、

その後ガス化反応測定を実施した。測定に際し、雰囲気ガス（CO2）への交換、炉内のガス置換、

測定プログラムの作成を技官が行い測定を開始した。 

 このほか、用いた石炭試料の過去の分析結果を用いて、測定基準（到着ベース、無水ベース、無

水無灰ベース）の換算演習を実施した。 



 
 

-55- 
 

   

写真 2.3-49 ISPT 技官による分析実習（左：分析結果換算演習、右：プログラム設定） 

 

 以上の指導に加えて、今回の測定により石炭試料のガス化反応測定が正常に終了したことを確認

できたため、同様に別の試料（Vale Moatize 炭鉱 UCS 炭層）を用いて測定を行った。今後も複数の

石炭試料を用いてガス化反応測定を実施し、実験の再現性を確認するほか、炭層別の特性を検討す

ることとした。同時にこれまで実施した石炭ガス化反応試験の測定手順を再指導した。 

 得られた測定結果の解析方法についても講義を行い、教員、技官らがこれまでに得られたデータ 

を用いてデータ変換及び解析実習を行った。この際、3 種類の石炭サンプルを複数回、実験パラメ 

ータを変更することにより、実験の再現性とパラメータ（ガス化温度）を変更させることによる結 

果の違いを検証させることとした。 

写真 2.3-50 ISPT 技官による分析実習（左：試料調整、右：プログラム設定） 
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写真 2.3-51 解析に関する講義及び実習（左：講義風景、右：解析作業） 

 

（c）2018 年 

 2018 年の研修は、5 月～6 月と 10 月の現地研修及び 11 月の本邦研修の計 3 回であった（表 2.3-

9）。 

表 2.3-9  テテ工科大学を対象にした研修（2018 年） 

摘要/日程 内容 

現地（第 7 回） 5/28～6/5 
機材取扱指導、カリキュラム内容検討 

関連講義（石炭ガス化と応用） 

本邦（第 4 回） 10/1～10/26 

示差熱分析装置試験実習 

滴定分析実習 

CS 分析実習、ICP 分析実習、AES 分析実習 

現地（第 8 回） 11/19～11/30 
機材取扱及び解析指導、カリキュラム内容検討 

関連講義（石炭の酸化） 

 

第 4 回本邦研修 

 研修者 

 ・ISPT:：Mr. Neves Semente Jemuce、Mr. Pedro Domingos Dauce 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：高橋亮平助教（国際資源学部）、菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一、上原正文、斎藤純子（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

第 7 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、宮池周作（MMTEC） 

第 8 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 
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 5 月の現地研修では、供与機材（熱天秤）の動作状況の確認と取り扱いの実技指導を行った。指

導では示差熱・熱重量同時測定装置の使用状況を使用簿から確認し、記載内容・記載方法の指導を

行った。現状の使用簿には、累計稼働時間を記載する欄が不足していたためこれを追加し、当該機

器に装備されているヒーターの使用可能時間を説明した。また、示差熱・熱重量同時測定装置の内

部を点検し、日々の清掃が正常に行われていることを確認した。 

   

写真 2.3-52  ISPT 技官らへの実技指導（左：使用簿記載方法の指導、右：使用簿記録状況） 

 

 動作に係る指導に加えて工業分析実習も開始した。分析により、応用的に次の 3 項目の理解と解

析方法の指導を行った。尚、分析試料は日本から持参した 3 種類の石炭試料とした。 

①石炭中の水分量の違いの原因（石炭中の炭素含有量と反比例する特徴を示し、水分量が石炭の化

学構造に起因することを説明） 

②石炭の分類（分析結果から無水無灰ベースに換算し、各石炭試料の分類（ASTM 及び JIS）を実

施） 

③揮発分量と石炭化度の関係（石炭化度に伴う揮発分の減少と発熱量の増加を説明すると共に、揮

発分量が石炭の着火性に関係することを説明） 

 

写真 2.3-53 菅原教授による ISPT 教員・技官への解析方法指導 

 

 以上のほか、実施した 3 試料の工業分析結果のうち、2 試料（豪州炭、モザンビーク炭）を用い

て石炭のガス化反応測定を実施した。測定では、工業分析とは異なる雰囲気ガスや昇温プログラム
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の設定を技官らが確認し実施した。さらに、工業分析の結果と日本から持参した各試料の元素分析

の結果を用いて炭素含有量と水分量や揮発分量の違いについてグラフを作成して解析を行った。 

 石炭ガス化反応測定の結果を確認したところ、炉内に酸素が残留（もしくは流入）したことを示

唆する温度上昇が認められた。示差熱・熱重量同時測定装置のパッキン等の清掃を実施し、再度ガ

ス化反応測定を実施した。 

 10 月の本邦研修は秋田大学理工学部内で行われた。実習は 2016 年及び 2017 年と同様、示差熱・

熱重量同時測定装置を利用した分析としつつ、今回は更に反応速度解析までを習得した。また今後

の ISPT では基礎分析の教育も要することを想定し、滴定法による水質分析、多成分分析装置によ

る分析についても実習、スキルアップを図った。今回の実習により、示差熱分析器を用いた反応速

度解析、滴定法による水質分析、炭素・硫黄同時分析、ICP 発光分析及び原子吸光分析の原理、測

定、解析に関するマニュアルを新たに作成した。 

 また、本研修参加者のうち１名に関しては、日本における関連分野の教育・研究の視察も行な

い、ISPT での今後のカリキュラムへと参考させることとした。視察先は、大学として北海道大学及

び九州大学、民間鉱山や関連施設として北菱産業埠頭（株）美唄炭鉱、三菱マテリアル（株）東谷

鉱山及び九州工場、出光バルクターミナル（株）石炭貯炭所、出光興産（株）石炭・環境研究所、

新日鐵住金（株）君津製鉄所及び電源開発（株）磯子火力発電所であった。 

   

写真 2.3-54  本邦研修での速度解析（左）及び滴定分析方法（中、右）の実習 

 

   
写真 2.3-55  本邦研修での国内炭鉱（左）及び鉱山視察（右） 
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 11 月の現地研修では、①供与機材（熱天秤）の測定再現性の確認及び手順書改訂版の確認、②学

生指導用テキストの確認と指導、③供与機材示差熱分析装置（熱天秤）による速度解析の指導、を

実施した。 

 実習項目①の供与機材（熱天秤）の測定再現性の確認及び手順書改訂版の確認について、これま

での石炭等の測定データを確認し、同一試料内でデータ再現性があるかどうかをチェックした（写

真 2.3-56）。熱天秤の設置以降、これまでに独自に 100 回以上の測定が成されており、再現性に問題

ないことが確認された。この際、熱天秤の操作手順書の改訂も成され、メンテナンス手順の中にク

リーニングの方法も含まれた。一方、手順書中に備品リスト（消耗品リスト）を含めることをアド

バイスし、同備品のリストアップを行った。これにより在庫を切らすことなく管理・運用を行うこ

とが出来る。また、改訂前の手順において一部の数式が間違っていたが、今回の改訂版では修正さ

れていることが確認された。 

 以上の確認と同時に現状で機器に異常の無いことを口頭にて確認しつつ、後に行う速度解析実習

時に機器の動作に不具合が無いかどうかを再度確認することとした（確認し異常は無かった）。 

   
写真 2.3-56 熱天秤による測定再現性の確認 

 

 実習項目②の学生指導用テキストの確認と指導について、テキストは 10 月の秋田大学での研修時

に作成したもので、題名は「モザンビーク産石炭の化学分析」である。改訂カリキュラムのコース

内に選鉱／冶金の科目があり、その中での一部の講義にする予定とされた。 

 以下 3 点の指導が成された。 

・テキスト内容は難しいので、学生にも分かりやすいように内容は平素にしたほうが良い。特に速

度解析の箇所について、学部の 2～3 年生の場合には微分／積分を利用した解析で十分。最初に学

生に難しいこと指示すると学生が逃げてしまう。 

・炭酸カルシウムを利用した速度解析について、現在 ISPT には炭酸カルシウムは無いものの熱天

秤の標準試料としてのシュウ酸カルシウムがあるので、便宜的にこれを利用してシュウ酸カルシ

ウムから炭酸カルシウムを作り、それを出発原料とした分解反応を行うのが良い。熱天秤での反

応で作成可能。 

・テキスト内に示された滴定実験については次回行う。滴定実験で必要な資機材は単純であるが、

ISPT には必要な資機材が揃っておらず、次回までに必要な資材（シリンダーを固定するスタン

ド、指示薬、等々）を ISPT にて購入する。 
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写真 2.3-57 学生指導用テキスト作成の指導 

 

 実習項目③の供与機材示差熱分析装置（熱天秤）による速度解析の指導について、測定対象とし

て炭酸カルシウムが滞在中入手出来ないことから、便宜的にシュウ酸カルシウム（CaC2O4）を熱天

秤で昇温させて炭酸カルシウム（CaCO3）を調製した。保持温度を変えて炭酸カルシウムを酸化カ

ルシウム(CaO)に分解させ、その重量変化をもとに反応速度解析を実施した（写真 2.3-58）。 

 本解析では、分析前処理を含めて熱天秤の基本操作・測定を基本にしていること、測定では昇温

によるシュウ酸カルシウムから炭酸カルシウムへの反応が明瞭に確認出来ることから、解析実習に

あたり適した題材であった。 

   
写真 2.3-58 熱天秤による速度解析方法の指導 

 

（d）2019 年 

 2019 年の研修は、5 月の現地研修の計 1 回であった（表 2.3-10）。 

 

表 2.3-10 テテ工科大学を対象にした研修（2019 年） 

摘要/日程 内容 

現地（第 9 回） 5/20～5/31 
石炭試料分析・解析指導、機材取扱指導、実験成果

外部公表準備、マニュアル改訂・教材作成作業 
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第 9 回現地研修 

 講師及び運営 

 ・秋田大学：菅原勝康教授、加藤貴宏講師（理工学部） 

 ・コンサルタント：田中耕一（JCOAL）、根岸義光（MMTEC） 

 

 5 月の研修では実習として、①供与機材（熱天秤）の使用・動作状況の確認、②供与機材（熱天

秤）の測定データの再現性の確認、③供与機材（熱天秤）による石炭のガス化特性に係る測定の 3

項目を行った。 

 実習項目①の熱天秤の使用・動作状況の確認として、これまでと同様に利用ログがノートに記載

され管理されていることを確認した。昨年 11 月以降、4 月～5 月にかけて約 200 回の測定が成され

ており、測定目的は学生実習であった。熱天秤の動作確認について、当初、窒素ガスをキャリアと

したシュウ酸カルシウムの反応測定を行うこととしたが、窒素ガスボンベのリークにより、同測定

と確認の実施に至らなかった。そのため、二酸化炭素ガスをキャリアとしたシュウ酸カルシウムの

反応測定を行い同測定によるシュウ酸カルシウムの吸熱・発熱反応をチェックした。二酸化炭素雰

囲気での測定のために発熱反応は認められず、熱天秤が正常に動作していることを確認した。 

 実習項目②の測定データの再現性の確認について、ISPT への熱天秤設置後、これまで測定してき

た全てのデータについて再現性を評価するため、測定時の昇温と反応の関係について取りまとめを

行った（写真 2.3-59）。評価結果は今後の学会発表の基礎データになるが、実際の取りまとめと評価

は今回の研修内で終了しなかったため、今後も日本側（菅原研究室）と連絡を取り継続することと

した。 

   
写真 2.3-59 熱天秤の動作確認及び再現性の検討 

 

 実習項目③の石炭のガス化特性に係る測定について、テテ産の石炭ガス化特性に係る学会発表を

念頭にした測定を開始した（写真 2.3-60）。今回の実習内で測定した試料は、菅原研究室にて修士留

学中のドルカスが Vale 社モアティーゼ炭鉱において採取した石炭試料とした（資料番号 UCS1）。測

定では二酸化炭素雰囲気で温度を各々700℃、800℃、900℃、950℃まで昇温させ、同温度にて吸・

発熱反応を測定した。測定時間は各々の温度において約 5 時間であった。 

 同様の測定は今後も試料を変えて行うこととし、日本側（菅原研究室）からの指導を継続して学

会発表の準備を行うこととした。 
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写真 2.3-60 石炭試料及び測定状況 

 

2.4  供与機材に係る実習及び維持管理マニュアルの作成 

 マニュアルは第 2 フェーズにおける本邦研修時に両大学の研修者により作成された。マニュアル

は供与機材や関連実験に係る実習マニュアルと供与機材の維持管理マニュアルからなり、両大学の

研修内容や供与機材の内容に準じて作成された。最終的に作成されたマニュアルは次のとおりであ

る。 

 

2.4.1  エドゥアルド・モンドラーネ大学において作成されたマニュアル 

 エドゥアルド・モンドラーネ大学においては、鉱物分析に係り次のマニュアルが作成された。 

・「薄片作成マニュアル」 

・「Ｘ線回折試験装置利用マニュアル」 

・「岩石からのジルコン抽出マニュアル」 

・「走査型顕微鏡（SEM）によるジルコン解析マニュアル」 

 

2.4.2  テテ工科大学において作成されたマニュアル 

 テテ工科大学においては、石炭分析に係り次のマニュアルが作成された。 

・「示差熱分析装置利用マニュアル」 

・「示差熱分析装置メンテナンスマニュアル」 

・「示差熱分析装置トラブル対処マニュアル」 

・「モザンビーク産石炭の化学分析」：本マニュアルは石炭分析の学生への指導用に利用可能であ

り、内容は成分分析の基礎となる滴定分析、多成分の同時分析が可能な原子吸光分析及び ICP 分析

からなる。 

 

2.5  カリキュラム（案）の作成 

2.5.1  エドゥアルド・モンドラーネ大学におけるカリキュラム（案） 

 エドゥアルド・モンドラーネ大学の現行の授業カリキュラムは 2013 年に作成されている。現在カ

リキュラムの改定を検討中であり、学内と科学技術・高等教育・職業技術省の承認を経た後、2021

年に新カリキュラムを開始予定である。改定にあたり大学内に委員会が設けられており、同委員は
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10 名で構成されている。現状ではエドゥアルド・モンドラーネ大学で地質学を学ぶための基本方針

の内容を検討中である。 

 検討中のカリキュラム内における鉱物資源分野に関する教育方針は、①環境調和・持続可能な開

発、②経済性・技術的評価、③探査・開発技術の３項目としている。現在、モザンビーク内の関連

民間へのヒアリングや関連機関とのセミナーを行い、この各項目の内容をまとめているところであ

る。まとめでは方針内の対象分野ごとの必要な能力や、どのようなプロフェッショナルを育てるの

か検討している。また、学科内の現状での 4 年制コースについては、改定後のカリキュラムもこれ

までと同様となる予定である。コースは現状と同じく、応用地質コース及び地質マッピング・探査

コースとして各々計 8 学期とする予定である。このうち 5 学期（3 年生前期）までは両コースとも

一緒の講義である。 

 本プロジェクトでの研修等で得られた知見のカリキュラムへの盛り込みとしては、学生講義での

供与された機材の有効活用であり、カリキュラム中の講義・実習のうち「微古生物学」と「堆積

学」での実体顕微鏡の活用、「写真地質学」での反射実体鏡の活用である（表 2.5-1）。一方、本プロ

ジェクトの実習で作成されたマニュアルについては、修士課程における各分野に特化した研究で活

用予定である。 

 

表 2.5-1  UEM におけるカリキュラム内への追加内容（案） 

 

 

2.5.2  テテ工科大学におけるカリキュラム（案） 

 テテ工科大学の現行の授業カリキュラムは 2005 年の大学設立時に作成された内容に従い運用され

ている。現在カリキュラムの改定版を作成中であり、改定カリキュラムの鉱物処理コースと鉱山計

講　義 実　習 目　的 1年次 2年次 3年次 4年次
学内

研究

微古生物学演習 ・微古生物学の基礎 ・微化石抽出実習

炭酸塩岩中に含まれる石灰質ナ
ンノ化石等の微化石を抽出・鑑定
することで、モザンビークの特定地
質層準・時代の堆積環境を考察
し、同地史の解明方法を学ぶ。

実体顕微鏡、定温乾燥
機、電子天秤、UEM既
存資材、ほか

〇 〇

堆積学演習 ・堆積学の基礎
・堆積岩類及び砕屑岩
類の観察実習

堆積岩や砕屑岩の含有鉱物や組
織を詳細観察し、堆積・形成環境
を考察し、地質の解明方法を学
ぶ。

実体顕微鏡 〇

・地質図学の基礎 ・地質図作成実習
野外での地質・岩石観察データを
利用して、地質解釈と図化の基礎
を学ぶ。

UEM既存資材利用 〇

・空中写真判読の基礎 ・空中写真判読実習
地質図作成の一環として空中写
真を利用し、地質図の効率的作成
方法を学ぶ。

反射実体鏡 〇

岩石・鉱物学演習 -
・岩石薄片及び鉱石研
磨片の作成実習

岩石・鉱物の詳細観察を行うため
に必須となる薄片及び研磨片の
作成方法を学ぶ。

岩石カッター、ディスコ
プラン、研磨機、偏光顕
微鏡、UEM既存資材

〇

・地質年代学の基礎 -
モザンビークの地質年代測定に重
要なジルコン年代測定のほか、各
種年代測定方法の特長を学ぶ。

- 〇 〇

・モザンビーク産岩石の
地質年代

・ジルコン分離実習

ジルコン年代測定の実施機会を増
やしモザンビーク地史解明に役立
てるため、岩石中に含まれるジル
コンの精度の高い分離方法を学
ぶ。

実体顕微鏡、定温乾燥
機、電子天秤、UEM既
存資材、ほか

〇

対　象
科　目

内　容
利用機材

地質図学演習

地質年代学演習
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画コースの 3 年生の講義・実習内に、本プロジェクトで研修した石炭分析に係る「化学分析演習」

として机上講義と実験実習を新たに加える計画である（表 2.5-2）。講義及び実習内では、本プロジ

ェクトにより作成された石炭分析に係るマニュアルも同様に活用される予定である。 

 改定カリキュラムは 2021 年 2 月から実施予定であり、実施にあたり事前に科学技術・高等教育・

職業技術省の承認を要する。 

 

表 2.5-2  ISPT におけるカリキュラム内への追加内容（案） 

 

 

   
写真 2.5-1 カリキュラム改定委員会及び個別講義に関する協議（テテ工科大学） 

 

2.6  モデル講義の実施 

2.6.1  エドゥアルド・モンドラーネ大学でのモデル講義 

 

1）講義 1「金鉱床 Epithermal Au 及び Porphyry Cu 鉱床に注目して」 

  講義 2「黒鉱 (VMS) 鉱床、鉱物資源、東北日本、秋田」 

・講師：秋田大学 今井亮 教授 

・講義日、場所：2015 年 12 月 8 日（火）、エドゥアルド・モンドラーネ大学地質学科大講義室 

講　義 実　習 目　的 1年次 2年次 3年次 4年次
学内

研究

・元素分析の基礎 ・滴定分析実習

ISPT学内外、テテ市内の飲料水、
河川水、排水等の分析を行い対
象とした水の水質の特徴を把握す
ると共に、分析の基礎を学ぶ。

既存資材利用
（薬品購入必要）

〇

・工業分析の基礎 ・工業分析実習
テテ等から産出する石炭の品質を
確認するための基礎分析方法を
学ぶ。

示差熱・熱重量同時測
定装置、ISPT既存資材

〇 〇

・石炭分析の基礎 ・反応速度解析実習
工業分析による品質確認に合わ
せて石炭の品質特性の解析方法
を学ぶ。

示差熱・熱重量同時測
定装置、ISPT既存資材

〇 〇

・モザンビーク産石炭
の特徴

-
工業分析及び関連解析の実測
データにより、モザンビーク産石炭
の品質や特性を学ぶ。

- 〇 〇

・多成分装置の原理
と利用法

-
多成分の分析方法や機器の原理
を座学し、後に企業や研究にて扱
う場合の基礎知識とする。

- 〇 〇

利用機材
内　容

科　目
対　象

化学分析演習
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・参加者数：教官及び学生約 60 名 

   

写真 2.6-1  エドゥアルド・モンドラーネ大学での講義の様子（1） 

 

2）講義 1「地質マッピングの基礎」 

  講義 2「鉱床探査と地質マッピングにおけるリモートセンシング技術」 

・講師：三菱マテリアルテクノ 根岸義光 

・講義日、場所：2015 年 12 月 9 日（水）、エドゥアルド・モンドラーネ大学地質学科大講義室 

・参加者数：教官及び学生約 20 名 

   

写真 2.6-2  エドゥアルド・モンドラーネ大学での講義の様子（2） 

 

3）講義「石炭の性状、分析及びその利用」 

・講師：秋田大学 菅原勝康 教授 

・講義日、場所：2015 年 12 月 10 日（木）、エドゥアルド・モンドラーネ大学地質学科大講義室 

・参加者数：教官及び学生約 20 名 
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写真 2.6-3  エドゥアルド・モンドラーネ大学での講義の様子（3） 

 

4）講義「Au 鉱床 -浅熱水性 Au 鉱床及び斑岩型 Cu 鉱床-」 

・講師：秋田大学 今井亮 教授 

・講義日、場所：2016 年 9 月 1 日（木）、エドゥアルド・モンドラーネ大学地質学科大講義室 

・参加者数：教官及び学生 22 名 

   
写真 2.6-4  エドゥアルド・モンドラーネ大学での講義の様子（4） 

 

5）講義 1「Introduction to Metal Resources, Hydrothermal Deposit, Hydrothermal Fluids and Alteration 

Process, and Analytical Methods」 

  講義 2「リモートセンシング技術を用いた石炭資源探査法」 

・講師 1：秋田大学 高橋亮平 助教 

・講師 2：三菱マテリアルテクノ 宮池周作 

・講義日、場所：2016 年 11 月 11 日（金）、エドゥアルド・モンドラーネ大学地質学科大講義室 

・参加者数：教官及び学生約 20 名 
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写真 2.6-5  エドゥアルド・モンドラーネ大学での講義の様子（5） 

 

6）講義「Geologic Tectonic Setting of Kuroko Mineralization in Miocene」 

・講師：秋田大学 今井亮 教授 

・講義日、場所：2017 年 5 月 18 日（木）、エドゥアルド・モンドラーネ大学地質学科大講義室 

・参加者数：教官及び学生約 40 名 

 

写真 2.6-6  エドゥアルド・モンドラーネ大学での講義の様子（6） 

 

7）講義 1「Introduction to Metal Resources Hydrothermal Fluids and Alteration Process, and Analytical 

Method」 

  講義 2「Rare Earth Elements in Granitic Rocks in Southeast Asian Tin Belt」 

・講師 1：秋田大学 高橋亮平 助教 

・講師 2：九州大学 今井亮 教授 

・講義日、場所：2017 年 11 月 9 日（木）、エドゥアルド・モンドラーネ大学地質学科大講義室 

・参加者数：教官及び学生約 35 名 
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写真 2.6-7  エドゥアルド・モンドラーネ大学での講義の様子（7） 

 

8）講義「Hydrothermal activity and formation of metallic deposits - with special reference to mineral 

deposits in Japan -」 

・講師：秋田大学 高橋亮平 助教 

・講義日、場所：2018 年 11 月 28 日（木）、エドゥアルド・モンドラーネ大学地質学科大講義室 

・参加者数：教官及び学生約 20 名 

 
写真 2.6-8  エドゥアルド・モンドラーネ大学での講義の様子（8） 

 

9）講義「Geology, exploration and development of hydrothermal deposits in Japan」 

・講師：秋田大学 高橋亮平 助教 

・講義日、場所：2019 年 5 月 30 日（木）、エドゥアルド・モンドラーネ大学地質学科大講義室 

・参加者数：教官及び学生約 20 名 
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写真 2.6-9  エドゥアルド・モンドラーネ大学での講義の様子（9） 

 

10）講義「Geology, exploration and development of hydrothermal deposits in Japan（日本における熱水鉱

床の地質、探査、及び開発）」 

・講師：秋田大学 高橋亮平 助教 

・講義日、場所：2019 年 11 月 13 日（水）、エドゥアルド・モンドラーネ大学地質学科大講義室 

・参加者数：教官及び学生約 40 名（写真 2.6-10） 

 

11）講義「Composição de Composto de Bioestimulantes a partir de Carvão（石炭からのバイオスティミ

ュラント化合物の合成）」及び「Combustão Espontânea de Carvão（石炭の自然発火）」 

・講師：秋田大学 加藤貴宏 講師 

・講義日、場所：2019 年 11 月 15 日（金）、エドゥアルド・モンドラーネ大学地質学科大講義室 

・参加者数：教官及び学生約 40 名（写真 2.6-10） 

   
写真 2.6-10  エドゥアルド・モンドラーネ大学での講義の様子（10） 

 

2.6.2  テテ工科大学でのモデル講義 

1）講義「石炭の性状及び分析ならびにその利用」 

・講師：秋田大学 菅原勝康 教授 

・講義日、場所：2015 年 12 月 2 日（水）、テテ工科大学大講堂 

・参加者数：教官及び学生約 60 名 
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写真 2.6-11  テテ工科大学での講義の様子（1） 

 

2）講義「日本及び世界の石炭とエネルギー情勢」 

・講師：石炭エネルギーセンター 田中耕一 

・講義日、場所：2015 年 12 月 2 日（水）、テテ工科大学大講堂 

・参加者数：教官及び学生約 60 名 

   

写真 2.6-12  テテ工科大学での講義の様子（2） 

 

3）講義「石炭分析への熱重量分析の適用」 

・講師：秋田大学 菅原勝康 教授 

・講義日、場所：2016 年 9 月 6 日（火）、テテ工科大学大講堂 

・参加者数：教官及び学生約 90 名 
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写真 2.6-13  テテ工科大学での講義の様子（3） 

 

4）講義「二次資源からの有価金属の回収」 

・講師：秋田大学 加藤貴宏 講師 

・講義日、場所：2016 年 9 月 6 日（火）、テテ工科大学大講堂 

・参加者数：教官及び学生約 90 名 

   
写真 2.6-14  テテ工科大学での講義の様子（4-1） 

 

 

写真 2.6-15  テテ工科大学での講義の様子（4-2） 
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5）講義「資源地質のための地質マッピングの基礎」 

・講師：三菱マテリアルテクノ 根岸義光 

・講義日、場所：2016 年 11 月 2 日（水）、テテ工科大学大講堂 

・参加者数：教官及び学生約 50 名 

   

写真 2.6-16  テテ工科大学での講義の様子（5） 

 

6）講義「地質マッピングの基礎」及び野外地質調査結果取り纏め研修 

・講師：三菱マテリアルテクノ 根岸義光、宮池周作 

・講義日、場所：2016 年 11 月 3 日（木）、テテ工科大学大講堂 

・参加者数：教官及び学生約 20 名 

   

写真 2.6-17 野外実習状況（左：観察方法の説明、右：走向・傾斜計測実習）（6-1） 
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写真 2.6-18 野外調査結果の取り纏め研修（6-2） 

 

7）講義「石炭中の硫黄 －起源、形態と除去方法－」 

・講師：秋田大学 菅原勝康 教授 

・講義日、場所：2016 年 11 月 4 日（金）、テテ工科大学大講堂 

・参加者数：教官及び学生約 50 名 

   

写真 2.6-19  テテ工科大学での講義の様子（7） 

 

8）講義 1「Application of Thermogravimetric Analysis for Characterization of Coal」 

  講義 2「Selective Recovery of Rare and Precious Metals from Secondary Resources」 

・講師：秋田大学 菅原勝康 教授 

・講義日、場所：2017 年 5 月 24 日（水）、テテ工科大学大講堂 

・参加者数：教官及び学生約 50 名 



 
 

-74- 
 

   

写真 2.6-20  テテ工科大学での講義の様子（8） 

 

9）講義「Coal Chemical and Utilization」 

・講師：秋田大学 菅原勝康 教授 

・講義日、場所：2017 年 11 月 2 日（木）、テテ工科大学大講堂 

・参加者数：教官及び学生約 70 名 

   

写真 2.6-21  テテ工科大学での講義の様子（9） 

 

10）講義「石炭のガス化とその応用」 

・講師：秋田大学 加藤貴宏 講師 

・講義日、場所：2018 年 5 月 31 日（木）、テテ工科大学大講堂 

・参加者数：教官及び学生約 50 名 
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写真 2.6-22  テテ工科大学での講義の様子（10） 

 

11）講義「Oxidation of Coal」 

・講師：秋田大学 加藤貴宏 講師 

・講義日、場所：2018 年 11 月 22 日（木）、テテ工科大学大講堂 

・参加者数：教官及び学生約 40 名 

   
写真 2.6-23  テテ工科大学での講義の様子（11） 

 

12）講義 1「Composição de Composto de Bioestimulantes a partir de Carvão（石炭からのバイオスティ

ミュラント化合物の合成）」 

   講義 2「Combustão Espontânea de Carvão（石炭の自然発火）」 

・講師 1：秋田大学 菅原勝康 教授 

・講師 2：秋田大学 加藤貴宏 講師 

・講義日、場所：2019 年 5 月 23 日（木）、テテ工科大学大講堂 

・参加者数：教官及び学生約 100 名 
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写真 2.6-24  テテ工科大学での講義の様子（12） 

 

2.7  研修成果の外部公表準備 

 これまでの実習で扱ってきた供与された機材や分析機器について、今後両大学で運用していくた

めには内部での維持管理が大切である。また同時に、設置された機材と分析機器を使用して得たデ

ータについて外部から信頼性を得る必要がある。 

 得られたデータについて外部から信用を得るためには、対外的な公表による同方法の提示が重要

となる。そのため、査読論文への投稿は厳しいとしても、学内報や関連学会での口頭発表等を目指

すこととした。 

 

2.7.1  エドゥアルド・モンドラーネ大学での準備 

 エドゥアルド・モンドラーネ大学を対象にした本プロジェクトでの実験実習の成果は、岩石・鉱

物分析・解析を対象にした基礎的な前処理の実施が可能になったことである。この中で、今後モザ

ンビーク国内の地質解釈にあたり重要項目となる地質年代について、エドゥアルド・モンドラーネ

大学内でジルコン年代測定の前処理として岩石からのジルコンの分離と測定用試料の作成が可能に

なったことは大きな成果である。 

 同前処理についてはジルコン分離時にコンタミネーションに注意した処理を要する等、分離に係

る精度を担保するためには手順を明示した上での標準化が重要である。そのため、エドゥアルド・

モンドラーネ大学による公表は、岩石からのジルコン分離手順の明示とした。発表先は 2020 年に予

定されているモザンビーク地質学会でのポスターセッションとした。 

 

2.7.2  テテ工科大学での準備 

 供与された熱天秤を利用し、石炭のガス化を対象とした論文を準備・作成する。同時に繰り返し

分析結果も検討し、測定値の信頼性も検証する。公表先として、テテ産の石炭を対象にした石炭ガ

ス化に係る研究等報告は未だに無いと思われることから、「The Journal of South African Industry of 

Mining & Metallurgy（SAIMM）」等、他の専門分野の国際雑誌等があげられた。一方、2020 年 8 月

にモザンビークにて「ポルトガル-モザンビーク工学学会」が開催され、同アブストラクトの提出〆

切が 12/15 であることから、まずは同学会での公表を念頭にして準備することとした。 
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 公表対象とする石炭ガス化に係る解釈については熱天秤以外の分析値も必要となる。そのため、

同分析については日本で行うこととし、双方の結果を共同で解釈して議論し、そのうえで論文等で

公表することとした。 
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第 3 章 その他 

 

3.1  石炭政策研修 

 石炭政策研修は、鉱物資源省エネルギー省（MIREME)）に対する国別研修として実施され、モザ

ンビークの鉱物資源開発の主管官庁として持続可能な石炭開発を主導していくための知識及び技術

を有する人材を育成することを目的とした。 

 研修は、第 1 フェーズと第 2 フェーズ開始直後の計 2 回実施された。 

 

3.1.1  2015 年石炭政策研修 

（1）研修期間 

 2015 年 11 月 2 日（月）から 2015 年 11 月 27 日（金） 

 

（2）研修参加者 

 鉱物資源エネルギー省職員４名及びテテ州鉱物資源エネルギー局職員 2 名の合計 6 名の行政官で

あり、次のとおりである。 

 

・氏名：Mr. Jeronimo Joaouim Cunha 

役職：Technical of Mineral Resource 

所属：Mineral Resource Section of Ecology, Provincial Direction of Mineral and Energy TETE 

・氏名：Mr. Eduaedo Silvio Francisco 

役職：Technician Environment 

所属：Mineral Resource Section of Ecology, Provincial Direction of Mineral and Energy TETE 

・氏名：Mr. Cornelio David Ginane 

役職：Mineral Resources Inspector 

所属：Mining Inspection Department, General Inspection, Ministry of Mineral Resources and Energy 

・氏名：Mrs. Berita Olga Guambe 

役職：Top Technique (Geologist) 

所属：Department of Coal, Ministry of Mineral Resources and Energy 

・氏名：Mrs. Julia Armindo Tomo 

役職：Technical Geologist 

所属：General Inspection, Ministry of Mineral Resources and Energy 

・氏名：Mrs. Arsenia Luis Zualo 

役職：Geologist 

所属：Department of Regional geology, National Director of Geology and Mines, 

      Ministry of Mineral Resources and Energy 

 

（3）日程･研修カリキュラム 

 表 3.1-1 の通り。 
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表 3.1-1 日程・研修カリキュラム（2015 年） 

 

 

 

日 付 形 態 研修内容 講師・訪問先

11/1（日）

JICA

JCOAL

11/3 （火）

11/4 （水） 訪問

講義 日本及び世界の石炭情勢とエネルギー政策 田中 耕一 JCOAL

講義 福井 徳三郎 JCOAL

講義 上原 正文 JCOAL

講義 牧野 啓二 JCOAL

訪問 JICA

講義 田中 耕一 JCOAL

11/7（日）

11/8（日） 　

見学 五十嵐 博 砂子炭鉱

見学 石炭火力発電所見学 及川 敏敬
北海道電力㈱
奈井江発電所

訪問
浦田 秀行
伊藤 正義

北海道経済産業局
北海道産業保安監督部

講義 伊藤 真由美 北海道大学

講義 多久和 誠 北海道産業保安監督部

講義 佐藤 利美 北海道産業保安監督部

講義 田口 晴彦
北海道経済産業局
資源・燃料課

11/13（金） 見学 市川 義久 釧路コールマイン㈱

11/14（土）

11/15（日）

見学
新日鐵住金㈱
君津製鉄所

見学
新日鐵住金㈱
富津研究所

見学
出光興産㈱
バルクターミナル

見学
電源開発㈱

磯子発電所

見学 文化研修 三渓園

講義

講義

講義 鉱業と契約 紺野 博靖 他
西村あさひ
法律事務所

講義 宮池 周作
三菱
マテリアルテクノ㈱

懇親会

講義 宮池 周作
三菱
マテリアルテクノ㈱

講義 渡邊 健介 三井物産㈱

11/21（土）

11/22（日）

11/23（月）

見学 大高 信之
三菱マテリアル㈱
東谷鉱山

見学 岸 和博
三菱マテリアル㈱
九州工場

講義
加藤 秀和 （一財）国際資源開発

研修センター

アクションプラン作成、アンケート回答

11/26（木） 見学 矢上 尚孝 ㈱小松製作所　茨城工場

11/27（金） -

11/28（土）

成田来日

11/2（月）
規定ブリーフィング

プログラムオリエンテーション

祝日

エネ庁石炭課・大使館・NEDO環境部・

JCOAL・JOGMEC石炭開発部

11/5（木） 石炭開発F/S

石炭開発と環境保護

11/6（金）

石炭の利用技術

関係機関訪問　JICA本部

鉱業法概要

関係機関等訪問(METI、 モザンビーク大使館、NEDO、JCOAL、
JOGMEC）

休日

東京→札幌　移動

11/9（月）

露天掘り炭鉱見学

11/10（火）

表敬訪問
（北海道経済産業局、北海道産業保安監督部）

北海道大学訪問

11/11（水）

鉱山保安法（鉱害防止関係）

鉱山保安法（危害関係）

11/12（木）
鉱業権（鉱区）の出願と管理
採掘権に関する施業案の出願と管理
札幌→釧路移動

KCM　坑内掘炭鉱入坑、選炭工場見学

釧路→東京　移動

休日

11/16（月）
製鉄所見学

石炭分析施設見学

11/17（火）

石炭受入貯蔵積出施設見学

石炭火力発電所見学

11/18（水）
経済性分析

新日鐵住金㈱
経済性分析（演習）

11/19（木）
探査、リモートセンシング、GIS、鉱量評価

11/20（金）
資源量

大手商社の資源戦略

武井 浩二

休日

祝日

東京→北九州　移動

11/24（火）

石灰石鉱山見学

セメント工場見学

北九州→東京　移動

11/25（水）
鉱山開発と住民の関係

鉱山機械メーカー見学

アクションプラン発表会、閉講式

成田離日
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3.1.2  2016 年石炭政策研修 

（1）研修期間  

 2016 年 5 月 23 日（月）から 2016 年 6 月 17 日（金） 

 

（2）研修参加者 

 鉱物資源エネルギー省職員 4 名及びマニカ州鉱物資源エネルギー局鉱物資源部長、ニアサ州鉱物

資源エネルギー局鉱物資源部長、テテ州鉱物資源エネルギー局職員、カボ・デルガド州鉱物資源エネ

ルギー局許認可・環境部 職員の合計 8 名の行政官であり、次のとおりである。 

 

・氏名：Mr. MAHOQUE Luis Alberto 

所属：National Directorate of Planning and Cooperation, Ministry of Mineral Resources and Enegy 

・氏名：Mr. BAMBO Tome Fernando 

所属：National Directorate of Planning and Cooperation, Ministry of Mineral Resources and Enegy 

・氏名：Mr. BALATE Gabriel Vasco 

所属：Applied Geology Department, National Institute of Mines, Ministry of Mineral Resources and 

Enegy 

・氏名：Mr. TIMOTEO Jaime Rofasse 

所属：Studies and Projects Department , National Directorate of Geology and Mines 

・氏名：Mr. BATO Oscar 

所属：Head of Mineral Resources Department, Manica Provincial Directorate of Mineral Resources and 

Energy 

・氏名：Mr. RICARDO Amandio Moniz 

所属：Head of Mineral Resources Department, Niassa Provincial Directorate of Mineral Resources and 

Energy 

・氏名：Mr. PAULINO Victorino 

所属：Mining Department, Tete Provincial Directorate of Mineral Resources and Energy 

・氏名：Ms. MACINGARRELA Francisca Arselia Tomas 

所属：License and Environmental Department, Cabo Delgado Provincial Directorate of Mineral 

Resources and Energy 

 

（3）日程･研修カリキュラム 

 表 3.1-2 の通り。 
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表 3.1-2  日程・研修カリキュラム（2016 年） 

 
 

 

  

日付 形態 研修内容

5/22(日) 来日

簡易ブリーフィング

プログラムオリエンテーション

訪問 資源エネルギー庁 森田　浩尉 石炭課

訪問 モザンビーク大使館 Ilda Trigo Raivoso モザンビーク大使館大使

訪問 国際協力銀行 浜松　正之

訪問 (一財）石炭エネルギーセンター 塚田　修、橋口　昌道 JCOAL理事長、専務理事

訪問 (独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構 齋藤　完治 石炭開発部石炭技術課

講義 日本及び世界の石炭情勢とエネルギー政策 田中耕一 JCOAL資源開発部

講義 石炭開発と環境保護 上原正文 JCOAL資源開発部

意見交換会 JCOAL

講義 鉱業法概要 田中　耕一 JCOAL資源開発部

講義 石炭の利用技術 牧野　啓二 JCOAL情報戦略部

講義 石炭開発F/S 福井徳三郎 JCOAL情報戦略部

訪問 (国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構 宮尾 孝彦 NEDO環境部ｸﾘｰﾝｺｰﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ

5/28(土) 休日

5/29(日) 移動　東京→釧路

釧路コールマイン

坑内掘炭鉱入坑

選炭工場見学

移動 釧路→札幌

訪問 表敬訪問（北海道経済産業局） 浦田　秀行 資源エネルギー環境部　部長

訪問 表敬訪問（北海道産業保安監督部） 伊藤　正義 北海道産業保安監督部　部長

講義
鉱業権（鉱区）の出願と管理
採掘権に関する施業案の出願と管理

木下　俊一 北海道経済産業局

訪問 北海道大学訪問 伊藤真由美 北海道大学工学部

講義 鉱山保安法（危害関係） 佐藤　利美 北海道産業保安監督部

講義 鉱山保安法（鉱害防止関係） 菊池　敏也 北海道産業保安監督部

見学 露天掘り炭鉱見学（北菱美唄炭鉱） 川上明光 北菱産業埠頭株式会社

見学 再生エネルギー創出事業見学 夕張市まちづくり企画室

6/4（土） 移動 札幌→東京

6/5(日) 休日

見学 製鉄所見学 川口　卓也 新日鐵住金㈱君津製鉄所

見学 石炭研究施設見学 上坊　和弥 新日鐵住金　富津研究所

見学 石炭貯蔵施設見学 上原　淳 出光興産バルクターミナル㈱

見学 石炭火力発電所見学 浅野　勲 JPOWER磯子発電所

見学 文化研修　重要文化財古建築 - 三渓園

移動 東京→北九州

見学 石炭・歴史博物館 藤本　和美 田川市石炭・歴史博物館

講義 表敬訪問・講義：鉱害復旧 九州経済産業局

見学 エコタウンセンター 北九州市エコタウンセンター

見学 石灰石鉱山見学 大高信之、吉田邦彦 三菱マテリアル㈱　東谷鉱山

見学 セメント工場見学 照沼裕之、久芳昭二 三菱マテリアル㈱　九州工場

文化研修 小倉城・小倉城庭園

移動 北九州→東京

6/12（日）

講義 資源量、鉱量評価 宮池　周作 三菱マテリアルテクノ

講義 鉱山開発と住民 加藤　秀和 （一財）国際資源開発研修センター

講義 経済性分析

講義 経済性分析（演習）

6/15(水) 見学 鉱山機械メーカー見学 楊　歓歓 KOMATSU

アクションプラン作成、アンケート回答

研修に係る検討会 JCOAL

6/17(金) アクションプラン発表会、研修報告会、閉講式 JICA、JCOAL

6/18(土) 帰国

講師・訪問先

JICA

JCOAL

釧路コールマイン㈱

5/26(木)

5/23(月)

5/24(火)

5/25(水)

5/27(金)

6/16(木)

6/13（月）

6/14（火） 武井　浩二

市原　義久

6/2(木)

6/3(金)

5/31(火)

6/1(水)

5/30(月) 見学

新日鉄住金㈱

6/8(水)

6/9(木)

6/6(月)

6/7(火)

6/10(金)

6/11（土）
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3.2  長期研修の実施支援 

3.2.1  長期研修候補者の検討 

 長期研修者について、研修候補者の申請と選定は本プロジェクトでの対象外である。一方で候補

者選出に関わり、日本での研修を受け入れる大学での修士・博士過程での研究内容や該当する教官

について、研修候補者との事前のマッチングが必要である。そのため本プロジェクトでは、現地短

期研修の機会に日本側の大学研究者と両大学の研修候補者との面談を行い、候補者が研修で志望す

る研究内容や長期研修に応募するにあたっての抱負等をヒアリングした。これにより、長期研修の

候補者選定に係り日本側とモザンビーク側のマッチングを支援した。 

 

 本プロジェクト期間中に行なった面談は次の通りであった。 

 

・第 2 次現地調査時（2015 年 11 月 30 日〜12 月 11 日）： 

 エドゥアルド・モンドラーネ大学において秋田大学菅原教授及び今井教授と共に長期研修申請学

生 3 名と面談実施（テテ工科大学での候補は選定途中） 

・第 3 次現地作業時（2016 年 8 月 29 日〜2016 年 9 月 9 日）： 

 エドゥアルド・モンドラーネ大学及びテテ工科大学ともに候補者選定中 

・第 4 次現地調査時（2016 年 11 月 1 日(火)から 2016 年 11 月 12 日）： 

 エドゥアルド・モンドラーネ大学において秋田大学菅原教授及び高橋助教と共に７名の候補者と

面談実施（テテ工科大学での候補は選定途中） 

・第 5 次現地作業時（2017 年 5 月 16 日〜2017 年 5 月 26 日）： 

 エドゥアルド・モンドラーネ大学において秋田大学今井教授と共に 6 名の候補者と面談実施 

・第 6 次現地作業時（2017 年 10 月 30 日〜2017 年 11 月 9 日）： 

 エドゥアルド・モンドラーネ大学において、九州大学の今井教授及び秋田大学の高橋助教と共に

5 名の候補者と面談実施（テテ工科大学での候補は選定途中） 

・第 7 次現地作業時（2018 年 5 月 28 日〜2018 年 6 月 5 日）： 

 エドゥアルド・モンドラーネ大学において秋田大学の高橋助教と共に 7 名、テテ工科大学におい

て秋田大学の菅原教授と共に 3 名の候補者と面談実施 

・第 8 次現地作業時（2018 年 11 月 19 日〜2018 年 11 月 30 日））： 

 エドゥアルド・モンドラーネ大学において 1 名の候補者と面談実施 

 

3.2.2  長期研修員の研究補助 

 

 長期研修員（留学生）の研究補助について、「資源の絆」プログラムによりモザンビークから日本

に留学中の研修者と面談を行い、支援や研修に関するニーズや要望について意見交換を実施した。

意見交換により研修内容に係り変更を要する場合、大学担当へと変更点等を進言する等を行うもの

である。面談場所は国内である。 

 

 本プロジェクト期間中に行なった長期研修者との面談は次の通りであった。 

 



 
 

-83- 
 

・2015 年 10 月 5 日（月）から 2015 年 10 月 23 日（金）の本邦短期研修時、北海道大学に留学中の

モザンビーク長期研修員 3 名（1 名は ISPT 教員、2 名は MIREME 関係職員）を、本邦短期研修の

現場見学（美唄炭鉱（露天掘）と勇払ガス油田見学）に同行させた。また、同じく本邦短期研修

に参加の両校教員が北海道大学と京都大学キャンパスを訪問した際、両校からの留学生（北海道

大学：ISPT 教員 1 名、京都大学：UEM 教員 1 名）及び指導教員と面談を行った。また、石炭政策

研修で来日の MIREME からの研修員も、北海道大学キャンパス訪問時に、MIREME 関係機関から

の長期研修員と面談を実施した。 

・2016 年 5 月 23 日（月）から 2016 年 6 月 17 日（金）のモザンビークを対象にした石炭政策研修

時、北海道大学に留学中のモザンビーク長期研修員 3 名（1 名は ISPT 教員、2 名は MIREME 関係

職員）を、石炭政策研修の現場見学（美唄炭鉱（露天掘）と夕張の選炭ズリ堆積場環境修復場の

見学）に同行させた。 

・2016 年 9 月 26 日（月）から 2016 年 10 月 21 日（金）の本邦短期研修時、秋田大学に留学中のモ

ザンビーク長期研修員 2 名（1 名は国営石油会社、1 名はエドゥアルド・モンドラーネ大学）と面

談を実施した。更に、北海道大学に留学した長期研修員 1 名（MIREME 関係職員）との面談の実

施と早稲田大学に留学中の 1 名（MIREME 職員）を新日鉄住金の製鉄所見学に同行させた。 

・2017 年 7 月 3 日（月）から 2017 年 7 月 28 日（金）の本邦短期研修時、秋田大学に留学中のモザ

ンビーク長期研修員 4 名（1 名は国営石油会社、3 名はエドゥアルド・モンドラーネ大学卒業生）

と面談を実施し、その内 3 名を 2 泊 3 日のフィールドトリップに同行させた。また、北海道大学

に留学中の長期研修員 1 名（国家鉱山研究所職員）との面談を実施するとともに、北菱美唄炭鉱

見学に同行させた。さらに京都大学に留学中の 1 名（エドゥアルド・モンドラーネ大学教員）と

面談した。 

・2018 年 8 月 31 日（金）、JICA 本部において資源の絆に係る留学生による留学内容の発表会が行

われた。この際、秋田大学に留学中のモザンビーク長期研修員 3 名（3 名共にエドゥアルド・モン

ドラーネ大学卒業生、うち 1 名は現在テテ工科大学教員）と面談を実施した。 

・2018 年 10 月 1 日（月）から 2018 年 10 月 26 日（金）の本邦短期研修時、秋田大学に留学中のモ

ザンビーク長期研修員 4 名（1 名は国営石油会社、3 名はエドゥアルド・モンドラーネ大学卒業

生）と面談を実施した。また、北海道大学に留学中の長期研修員 1 名（国家鉱山研究所職員）と

の面談を実施するとともに、北菱美唄炭鉱見学に同行させた。さらに京都大学に留学中の 1 名

（エドゥアルド・モンドラーネ大学教員）と面談した。 

 

3.3  プロジェクト進捗モニタリング 

3.3.1  モニタリングシートによるプロジェクトのモニタリング 

 モニタリングシートは、本プロジェクトが開始された 2015 年から半期毎に作成された。作成され

たモニタリングシートは次の 8 期である。 

・第 1 期：2015 年 4 月～9 月 

・第 2 期：2015 年 10 月～2016 年 3 月 

・第 3 期：2016 年 4 月～9 月 

・第 4 期：2016 年 10 月～2017 年 3 月 

・第 5 期：2017 年 4 月～9 月 

・第 6 期：2017 年 10 月～2018 年 3 月 
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・第 7 期：2018 年 4 月～9 月 

・第 8 期：2018 年 10 月～2019 年 3 月 

 

 モニタリングシート内には本プロジェクトの進捗内容を記載し、状況に合わせて Project Design 

Matrix（以下、PDM）と Plan of Operation（以下、PO）の更新を行った。PDM 及び PO には、本プ

ロジェクトだけではなく能力向上プロジェクト全体のスケジュールや内容が含まれている。最終の

PDM 及び PO を表 3.3-1、3.3-2 及び図 3.3-1 に示す。 

 当初予定された計画に対して実際の工程や内容はほぼスケジュールに進められた。このうち機材

供与に関しては、供与機材の選定から調達・配置に至るまで、当初計画よりも若干前倒しに終了さ

れた。 

 

表 3.3-1 プロジェクト全体の Project Design Matrix（目標及び成果） 

 

 

  

プロジェクト要約 指標 指標データ入手手段 外部条件

上位目標
モザンビークの地質・鉱物資源関連の研究
者と技術者の研究・技術レベルが国際標
準に達し、各界へと貢献される

a. 国内外大学・研究機関・関連企業からの
共同研究と調査の引合いの数と種類の増
加率
b. 国際学術学会・関連協会での発表数の
増加率
c. 関連企業への学生の就職率

a. 関係機関へのヒアリング調査
b. 論文・調査報告書の収集調査
c. 学内記録の確認・関係者へのヒアリング
調査

モザンビークにおける地質・
資源地質学の基礎教育と
基礎研究の重要性が継続
されること

プロジェクト目標
エドゥアルド・モンドラーネ大学とテテ工科
大学の学部専門課程における教育レベル
を国際標準レベルに引き上げる

a. 学内 研究の種類と数の増加率
b. 学内の教官・技術職員の増加率
c. 学内予算の増加率

a. 教官へのヒアリング調査
b. 学内記録の確認・関係者へのヒアリング
調査
c. 学内記録の確認・関係者へのヒアリング
調査

実施期間中に目標、組織・
体制の変化、予算や教官・
技官等の縮小が生じないこ
と

成果
1. 教育・研究の現状認識と方向性が明確
化される

1-a. 改訂教育・研究カリキュラムに基づく
教育・研究活動が成される
1-b. 同活動内に国内外の研修・留学も含
まれ、国際標準化と国内へのフィードバッ
クが成される
1-c. 改訂カリキュラムに従い教育・研究体
制の改訂が成される

1-a. 改訂版教育・研究カリキュラム、教育・
研究の内容・活動計画表、個別研究の詳
細内容・活動計画表の確認・ヒアリング調
査
1-b. 教育・研究カリキュラムに基づく国内
外研修・留学の内容と活動計画表の確認・
ヒアリング調査
1-c. 改訂版教育・研究体制の確認・ヒアリ
ング調査

a. ワーキングチームで決め
られた教育・研究の方向性
が実施期間中に変わらず、
同活動がスムーズに行わ
れること
b. 当初合意された双方の
負担費用や教官・技官等の
人員の縮小が生じないこと

2. 現状をベースに教育・研究環境が整備さ
れる

2-a. 教育・研究に要する周辺環境の整備
スケジュールが計画される
2-b. 本プロジェクト内で選定された整備項
目に関する整備・管理・メンテナンス体制
が構築される
2-c. 選定された機材が配置され運営され
る

2-a. 環境整備項目リスト及び環境整備ス
ケジュールの確認・ヒアリング調査
2-b. 整備・管理・メンテナンス体制表と機
材使用・管理・メンテナンスマニュアルの確
認・ヒアリング調査
2-c. 配置された機材の管理・利用台帳の
確認・ヒアリング調査

3. 明確化された教育・研究方針に基づき
教育・研究活動が実施される

3-a. 改訂教育カリキュラムに基づき活動計
画が作成される
3-b. 教育・研究活動の計画に従い実施さ
れる
3-c. 研修・留学生の数
3-d. 共同研究及び共同調査の数

3-a. 改訂教育カリキュラムに基づく教材、
国内外研修・留学の内容と活動計画表の
確認・ヒアリング調査
3-b. 教育・研究活動の実施レポート
3-c. 学内記録の確認・関係者へのヒアリン
グ調査
3-d. 学内記録の確認・関係者へのヒアリン
グ調査
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表 3.3-2 プロジェクト全体の Project Design Matrix（活動、投入、外部条件） 

 

  

プロジェクト要約 指標 指標データ入手手段 外部条件

活動 投入（モザンビーク側）
●要員：大学教員、技官、学生
●機材：機材の配置スペース
●予算：モザンビーク国内での研修・出張
費

投入（日本側）
●要員：ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、秋田大学（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ､研
修講師）
●研修：短期、留学
●予算：日本での研修費、選定された機材
の調達・搬入費

前提条件
a. 当初合意される双方の負
担費用や教官・技官等の人
員が確保されること
b. 機材整備に係る十分なス
ペースや電源等の施設内イ
ンフラが整備されていること

1. 教育・研究の現状認識と方向性が明確
化される
　 1-1 ベースライン調査時における現状収
集と課題の抽出
　 1-2 教育・研究に係る要改善・整備事項
の抽出
　 1-3 教育・研究カリキュラム及び体制・環
境整備に関するワーキングチームの設置
　 1-4 教育・研究カリキュラム及び活動計
画の検討・作成
　 1-5 個別研究の詳細内容活動計画の検
討・作成
　 1-6 教育・研究カリキュラムに基づく国内
外研修・留学の内容と活動計画の検討・作
成
　1-7 教育・研究体制の検討・作成

関係者、主要教官

関係者、主要教官

関係者、主要教官

ワーキングチーム

ワーキングチーム及び教官

ワーキングチーム

ワーキングチーム

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、秋田大（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）、JICA

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、秋田大（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）、JICA

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、JICA

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・秋田大（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）、JICA

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・秋田大（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、秋田大（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）、JICA

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・秋田大（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）

2. 現状をベースに教育・研究環境が整備さ
れる
 　2-1 現状の体制とキャパシティを理解し
た上で教育・研究に必要な機材等整備項
目の整理
　 2-2 整備機材の選定・調達
　 2-3 段階に応じた教育・研究環境の整備
スケジュールの策定
 　2-4 機材等の整備・管理・メンテナンス
体制の確立
　 2-5 整備される機材の使用・メンテナン
スマニュアルの作成
 　2-6 選定された機材の調達と配置

ワーキングチーム及び教官

ワーキングチーム及び教官
ワーキングチーム及び教官

ワーキングチーム、担当教官・技官

ワーキングチーム、担当教官・技官

ワーキングチーム、担当教官・技官

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、秋田大（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）、JICA

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、秋田大（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）、JICA
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、秋田大（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）、JICA

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・秋田大（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・秋田大（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・秋田大（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）、JICA

3. 明確化された教育・研究方針に基づき
教育・研究活動が実施される
 　3-1改訂された教育カリキュラムに基づく
教材の作成と実施
 　3-2 個別研究計画に基づく研究の実施
 　3-3 研修者及び留学者の選定
　 3-4 国内外研修・留学の実施・参加
　 3-5 研修・留学内容の学内教育・研究へ
のフィードバック
　 3-6 教育・研究活動に係る定期報告の
実施
　 3-7 共同研究・調査の内容の検討・提案

担当教官

担当教官
ワーキングチーム
該当教員及び学生
該当教員及び学生

該当教員及び学生

ワーキングチーム及び教官

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・秋田大（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・秋田大（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）、JICA
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、JICA
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、秋田大（講師）、JICA

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、秋田大（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）、JICA

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、秋田大（ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）、JICA
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図 3.3-1 プロジェクト全体の Plan of Operation（2014 年～2019 年） 

 

3.3.2  合同調整委員会（JCC）の開催 

 JCC はプロジェクトの進捗状況を確認するため、鉱物資源省、エドゥアルド・モンドラーネ大学

及びテテ工科大学及び JICA モザンビーク事務所が構成員となり開催された。開催は 1 回／年とし

て 2015 年から行い、2019 年 9 月までの間に 5 回行われた。 

 各 JCC の内容は次のとおりである。 

 

1）第 1 回（2015 年 5 月 29 日）： 

・ワークプランの説明と合意 

・ワーキングチームの立上げ 

・モニタリングシートの説明 
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・本邦及び現地短期研修の説明と意見交換 

・本邦長期研修の説明と意見交換 

 

2）第 2 回（2016 年 9 月 2 日）： 

・全体工程と進捗状況 

・供与機材選定・調達の状況説明 

・ワークプラン（第 2 フェーズ）の説明と意見交換 

・本邦及び現地短期研修の状況説明と意見交換 

・本邦長期研修に係る意見交換 

 

3）第 3 回（2017 年 5 月 15 日）： 

・供与機材調達・設置の状況説明 

・ワークプラン（第 2 フェーズ）の説明と意見交換 

・本邦及び現地短期研修の状況説明と意見交換 

・本邦長期研修に係る意見交換 

 

4）第 4 回（2018 年 11 月 30 日）： 

・プロジェクトの進捗状況及び今後の説明 

・研修による成果の説明と意見交換 

・本邦及び現地短期研修の状況と成果の説明と意見交換 

・本邦長期研修、大学間ネットワーク及び共同研究に係る意見交換 

 

5）第 5 回（2019 年 11 月 15 日）： 

・前回 JCC 以降の活動（研修）内容の確認 

・供与機材の状況確認（前回 JCC 以降） 

・これまでの活動内容の確認（2015 年～2019 年） 

・プロジェクト業務完了報告書（ファイナルレポート）の内容確認 

・本プロジェクト及びファイナルレポート内容の承認 

 

3.4  JICA 広報協力 

3.4.1  J-SUMIT 2 ブースポスター制作 

 JICA の公報事業のために当該事業のポスターを作製した（写真 3.4-1）。本事業は、日本側経済産

業省（METI）及び（独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）の主催により 2015 年 5 月

28 日（木）から 5 月 29 日（金）の 2 日間にわたり、｢日アフリカ工業・資源ビジネスセミナー2015

（J-SUMIT 2：Japan-Africa Mining & Resources Business Seminar 2015）｣として 2013 年に引き続き 2

回目に開催された事業である。 
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写真 3.4-1  J-SUMIT 2 での事業ポスターの展示 

 

3.4.2  産業新聞の取材協力 

 本邦短期研修の JICA 報告会にて、取材を受けた記事が、2015 年 12 月 4 日付の産業新聞に掲載さ

れた（写真 3.4-2）。 
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写真 3.4-2  産業新聞での当該事業の紹介記事（2015 年 12 月 4 日付） 

 

3.5  専門書の寄贈 

 本プロジェクトによりテテ工科大学に専門書を寄贈した。同内訳は次のとおりである。 

 

3.5.1  寄贈した図書・雑誌 

 寄贈した図書及び雑誌の内訳は次のとおり。 

・専門書：169 冊 

・専門雑誌：4 種類 249 冊 

 

1）入手先 

・専門書：山冨二郎 東京大学名誉教授より寄贈受け 

・専門雑誌：ドドビバ ジョルジ 東京大学大学院工学系研究科准教授より寄贈受け 
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2）寄贈の経緯 

・2015 年 6 月 3 日、ベースライン調査で ISPT を訪問時に、同校図書館の調査を行った。その際、

図書館の蔵書の余りの少なさに衝撃を受けた。 

・ 帰国後、同年 7 月に、コンサルタントの田中が、交友のある村上進亮東京大学大学院工学系研究

課准教授に電話にて ISPT の図書館の窮状を話し、東京大学で余剰の専門書はないか問合せをし

た。 

・7 月 28 日、村上准教授から、書籍については本年 3 月退官された山冨名誉教授が残した専門書が

あり、山冨名誉教授から譲っていただけるのか聞いてみるが、他の教官から申出のあった専門雑

誌のバックナンバーでもよいのか？と問合せがあった。 

・上記専門雑誌の問合せに対しては、先方大学に要否を聞いてみると回答した。（10 月初旬の先方

大学からの教員来日時に確認することを念頭） 

・8 月 27 日、山冨名誉教授から蔵書を寄贈してもよいと連絡があった。 

・10 月初旬、本邦短期研修で来日中の ISPT の Bene 学長に、専門書寄贈の話をして、専門雑誌のバ

ックナンバーリストを見てもらうと、いずれも購読していないということで、本、雑誌とも是非

譲り受けたいと回答を得た。 

・そこで、村上准教授に連絡し、東京大学に残っている山冨名誉教授の専門書（英語、一部ドイツ

語）全てと、ドドビバ准教授からの専門雑誌バックナンバー（英語）を JCOAL に運賃着払いで送

付してもらうよう依頼した。 

・11 月、JICA より寄贈の件について賛同を受け、書籍送料の事業費として支出が認められた。 

・11 月 13 日、ダンボール箱 14 個に梱包された書籍を JCOAL が受領した。確認したところ、専門

書（学会の Proceedings を含む）は 169 冊であった。 

・11 月 30 日及び 12 月 2 日、ISPT に対して専門書を寄贈した。 

 

3）寄贈図書・雑誌リスト 

 寄贈図書及び雑誌のリストは表 3.5-1 のとおりである。 
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表 3.5-1  寄贈図書及び雑誌一覧（1/4） 

 

  

No. 書　　　名（2015年12月持ち込み）

1 Programing the Finite element Method
2 The Boundary Element Method in Engineering A complete course
3 Mine Wastes Characterization, Treatment and Environmental Impacts
4 Finance for Mine Management
5 Environmental Disasters Anthropogenic and Natural
6 Science Background to Engineering
7 A Land in Motion California's san andreas Fault
8 Environmental Resources
9 The Global Environment Securing  a Sustainable Future

10 Earth in the Balance ecology and the Human Spirit
11 Guide to Electronic Measurements and Laboratory Practice 2nd edi.
12 Underground Facilities Experience -Design-Realization
13 Rockbursts and Seismicity in Mines
14 Non-linear Finite Element Analysis of Solids and structure Vol.2 Advanced Topics
15 Economics of the Energy Industries 2nd edi.
16 Energy, Environment and Development
17 Atlas of the World Economy
18 Site Investigation Practice
19 Evaluating Mineral Projects:Applications and Misconceptions

20
The South African Institute of Mining and Metallurgy Symposium S33 10th Congress Technology
roadmap for Rock Mechanics

21 Out of the Fiery Furnace The Impact of Metals on the History of Mankind
22 Applied Explosives technology for Construction and Mining
23 Geotechnical Materials  in Construction
24 The Boundary Integral Equation Method for Porous Media Flow
25 Underground Storage of Oil and Gas in Salt Deposits and Other Non-Hard Rocks
26 Genetic Algorithms and Engineering Design
27 The Postwar Japanese Economy its Development and Structure
28 Progress in Boundary Element Methodｓ　Vol.1
29 Engineering rock mechanics an introduction to principles
30 Financial　Analysis for development Concepts and techniques
31 How and Where to find gold
32 Cebirgsdruck und Cebirgsschlage fragen der Stansdicherheit Von Grubenbauen
33 Hazardous Waste Site Remendiation The Engineer's Perspective
34 Engineering Behaviour of Rocks 2nd edition
35 Simulation Modeling and Analysis 2nd edition
36 Key Questions in Rock Mechanics:Proceedings of the 29th U.S. Symposium
37 Mine Management

38
International Symposium on the Application of Computers and Operations Research in the Mineral
Industries

39 The South African Institute of Mining and Metallurgy Symposium Series S13 Minefill 93
40 Finite Element Analysis From concepts to Applications
41 Rock Engineering Systems Theory and Practice
42 Rock Stress
43 Ground Water Contamination Transport and Remediation
44 An Introduction to Applied Geostatistics
45 Beyond the Limits



 
 

-92- 
 

表 3.5-1  寄贈図書及び雑誌一覧（2/4） 

 

  

No. 書　　　名（未送付）　（1/3）

46 11th Congress of the International Society for Rock Mechanics
47 Fundamentals of Numerical Reservoir Simulation

48
11th Congress of the International Society for Rock Mechanics the second half century of Rock
Mechanics Vol.2

49 The South African Institute of Mining and Metallurgy Symposium Series S33
50 Earth an Introduction to Physical Geology fifth edition
51 Wave Motion in Elastic Solids
52 Theoretical and Laboratory Studies Relative to the Design of salt Caverns for the Storage of Natural gas
53 Application of rock mechanics to cut and fill mining
54 Finite Element Modeling for Stress Analysis
55 Proceedings The 6th International Mining History Congress 2003 Akabira Hokkaido
56 Renewable Energy source for fuels and electricity
57 Numerical Solution of Partial Differential Equations in Science and Engineering
58 Fundamentals of reservoir engineering
59 Variational Methods in Elasticity and Plasticity 2nd edition
60 Wastewater Treatment
61 Finite Element Methods in Mechanic
62 Finite Element Modeling of Environmental Problems Surface and Subsurface Flow and Transport
63 Introduction to Environmental Geotechnology
64 Geotechnology of Waste Management Second Edition
65 Mining with Backfill
66 Finite Elements and Approximation
67 Einfuhrung in den Bergbau
68 Statistics and Data Analysis in Geology Second Edition
69 the Elements of Continuum Mechanics
70 Environmental ECONOMICS an elementary introduction
71 Analytic Element Modeling of Groundwater Flow
72 Dynamics of Fluids in Porous Media
73 Biomanagement of Wastewater and Wastes
74 Variational Methods in Mechanics
75 Applied Geotechnalogy  a Text Students and Engineers on Rock Excavation and Related Topics
76 Mining Subsidence Engineering
77 Solving Problems in Environmental Engineering and Geosciences with Artificial Neural Networks
78 Projects Management Technique and Controlling Construction Projects
79 Solving Problems in Environmental Engineering and Geoscience
80 Ｗeak Rock Tunnelling
81 then 1993 Information Please Environmental Almanac Compiled by World Resources Institute
82 Finite Element Approximation for Optimal Shape, Material and Topology Design  Second Edition
83 Boundary Element Methods in Solid Mechanics
84 Dictionary/ Outline of Basic Statistics
85 an introduction to Boundary Element Methods
86 Algorithms for Optimum Design and Planning of Open Pit Mines
87 Mining Oil & Gas Explained
88 The Geological Disposal of Nuclear Waste
89 Construction of Fills  Second Edition
90 Mining Modelling    Advances in Mining Science and Technoligy,5
91 Rock Mechanics in The National Interest Volume Ⅱ
92 Book of Proceedings 5th International Mining History Congress
93 Finite Element Procedures in Engineering Analysis

94
Finite Element Computational Fluid Mechanics Series in computational methods in mechanics and thermal
sciences

95 Rock Mechanics Design in Ming and Tunneling
96 An Analysis of the Finite Element Method
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表 3.5-1  寄贈図書及び雑誌一覧（3/4） 

 
  

No. 書　　　名（未送付）（2/3）

97 Creep and Relaxation of Nonlinear Viscoelastic Materials with an Introduction to Linear Viscoelasticity
98 Finite Elements for Analysis and Design
99 Finite element Analysis Theory and Programming Second Edition

100 the Finite Element Method in Heat Transfer Analysis
101 Student Solutions Manual for Mathematical Methods for Physics and Engineering
102 Environmental Economics & the Mining Industry
103 Numerical Recipes Example Book (Fortran)
104 Modern Elementary Statistics  Eight Edition
105 Third Edition Multivariable Mathematics
106 Numerical Recipes in Fortran  the Art of Science Computing Second Edition
107 Mining Engineering Analysis
108 New Horizons in Resource Handlin and geo-Engineering 1994, UBE Oct, 1-5
109 International Society for Rock Mechanics   -Proceedings Volume 3
110 International Society for Rock Mechanics   -Proceedings Volume 1
111 International Society for Rock Mechanics   -Proceedings Volume 2
112 International Society for Rock Mechanics
113 Stress Waves in Solids
114 Quantitative Hydrogeology Groundwater Hydroligy for Engineers
115 Mathematical Modeling of Groundwater Pollution
116 Application and Implementation of Finite Element Methods
117 Introduction to Matrix Methods of Structural Analysis
118 Concepts and Applications of Finite Element Analysis
119 Ground Support in Mining & Underground Construction
120 Construction Project Scheduling
121 Principals of Engineering Geology
122 Recycling and Resource Recovery Engineering
123 Computational Methods in Subsurface Flow
124 Finite Elements Computational Aspects VolumeⅢ
125 Introduction to Groundwater Modeling Finite Difference and Finite Element Methods
126 Geodynamics  Application of Continuum Physics to Geological Problems
127 Finite Element Method for Fluid Dynamics
128 Operations Research  Principles and Practice Second Edition
129 Environmental and Safety Concerns in Underground Construction
130 Environmental Geotechnics Volume 2
131 Environmental Geotechnics Volume 3
132 Environmental Geotechnics Volume 4
133 Resources and Industry

134
Lecture Motes in Economics and Mathematical Systems 426  Nonlinear Dynamics in Economics -a
Theoretical and Statistical Approach to Agricultural Markets

135
Computer Science and Scientific Computing  Finite Element Methods for Viscous Incompressible Flows
-a Guide to Theory Practice, and Algorithms

136 Geostatistics  -Modeling Spatial Uncertainty
137 Benefit Cost Analysis in Theory and Practice
138 Boundary Element Methods in Engineering Science
139 Economics of Natural Resources and the Environment
140 Cost Benefit Analysis and the Environment
141 Engineering Economic Analysis   an Introduction  -Includes Interest Table
142 Introduction to Finite and Boundary Element Methods for Engineers
143 the Finite Element Method in the Deformation and Consolidation of Porous Media
144 Constitutive Equations for Engineering Materials  -Volume1  -Elasticity and Modeling
145 Finite-Element Modeling of Unbounded Media
146 Geology and Man an Introduction to Applied earth Science
147 Minefill 2001 Proceedings of the 7thInternational  Symposium on Mining with Backfill
148 Innpvations in Mining Backfill Technology
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表 3.5-1  寄贈図書及び雑誌一覧（4/4） 

 

 

  

No. 書　　　名（未送付）（3/3）

149 Lecture Notes in Engineering 1  the Boundary Element Method Applied to Inelastic Problems
150 Lecture Notes in Engineering 4   Boundary Element Method in Geomechanics
151 Lecture Notes in Engineering 9  the Complex Variable Boundary Element Method
152 International Society for Rock Mechanics   -Proceedings  Volume 1  - Paris1999
153 International Society for Rock Mechanics   -Proceedings  Volume 3  - Paris1999
154 About Japan Series 2  1997-History of the Modern Japanese Economy
155 About Japan Series 6  1992-Japan's Energy Position
156 Geologic Analysis of Naturally Fractured Reservoirs  Second Edition
157 Mining and its Impact on the Environment
158 Ethics in Engineering   -Third Edition
159 Environmental Geotechnics
160 Hydro mechanical Aspects and Unsaturated Flow in Jointed Rock
161 Rock Mechanics for Underground Mining
162 Rock Mechanics in the Interest Volume1
163 MassMin 2008 5th International Conference & Exhibition on Mass Mining 9-11 June2008
164 Pacific Rocks  -Rock Around the Rim
165 Computer Methods and Advance in Geotechnics Volunme2
166 GEM '99  Global Metals Environment

167
Rock Engineering  -th20 Anniversary Celebration of the West Japan Rock Engineering Society August2-
4 1999 Fukuoka Japan

168 Ultra Haulers -Global Giants of the Mining Industry
169 Drilling and Blasting of Rocks

No. 雑　誌　名

Ⅰ "JOM" - an official publication of The Minerals, Metals, & Materials Society (TMS):
Vo. 60, No. 1, 2008 ～　Vol. 65, No. 12,2013

Ⅱ
"Mining Engineering Magazine" - the official publication of The Society for Mining, Metallurgy, and
Exploration, (SME)

Feb.., 2011～Dec. 2014
Ⅲ  "Chemical & Engineering News" - ACS publication:

 March 28, 2011" ～"Dec. 23, 2013
Ⅳ "Science Magazine" - published by the American Association for the Advancement of Science (AAAS)

 Vol. 339, No. 6119, 2013～ Vol.246, No. 6214, 2014
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第 4 章 プロジェクトによる成果と課題 

 

4.1  現地セミナーの開催 

 現地にて UEM、ISPT 及び MIREME を含む関係者により報告会を開催し、本プロジェクトの実施

内容や成果を外部へと公表した。これによりモザンビークにおける鉱物資源関連の教育・人材育

成・教育の拠点としての UEM 及び ISPT のプレゼンスを高めることが出来た。 

 セミナーの開催内容は次のとおりであった。 

 

・開催日：2019 年 11 月 14 日（木） 

・場所：エドゥアルド・モンドラーネ大学本部講堂 

・開催：鉱物資源エネルギー省 

・共催：JICA モザンビーク事務所 

・参加者：MIREME、UEM、ISPT、JICA モザンビーク事務所、MCTESTP（科学技術・高等技能職

業教育省）、MINEDH（教育・人材育成省）、INAMI（鉱業研究所）、ENH（炭化水素公

社）、EMEM（鉱物資源公社）、三井物産ほか 

・セミナー内容： 

1）Opening Remarks 

・Mr. António Eugénio Manda, Director, Directorate of Planning and Cooperation, MIREME 

・Mr. Hidetaka AOKI, Deputy Chief Representative, JICA Mozambique Office 

 

2）Project Outline 

・Outline of the Project by Mr. Koichi TANAKA, JICA Consultant 

・Achievement of the Project in UEM by Dr. Elidio Massuanganhe, Head, Department of Geology, UEM 

・Achievement of the Project in ISPT by Dr. Bernardo Miguel Bene, Director General, ISPT 

・Capacity Development through the Project, Dr. Katsuyasu SUGAWARA, Professor, Faculty of Engineering 

Science, Akita University 

 

3）Project Detail 

・The Training Program for Capacity Development in Relation to Mineral and Coal Analysis in UEM and 

ISPT by Dr. Yoshimitsu NEGISHI, JICA Consultant 

・Establishment of Method for Separation of Zircon from Relevant Rocks in UEM by Mr. Sergio Ezequiel 

Goenha, Laboratory of Minerals, Department of Geology, UEM 

・Training for the Identification of Rock and Mineral by using Analytical Instrument by Mr. Sergio Ezequiel 

Goenha, Laboratory of Minerals, Department of Geology, UEM 

・Training for Proximate Analysis by using TG-DTA by Mr. Robate Miguel Banda, Laboratory of Chemical 

Analysis, ISPT 
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4）Future Vision 

・Challenge and Future of Department of Geology, UEM by Dr. Elidio Massuanganhe, Head, Department of 

Geology, UEM 

・Challenge and Future of ISPT by Dr. Bernardo Miguel Bene, Director General, ISPT 

 

5）Discussion 

・Comprehensive Discussion 

 

6）Closing Remarks 

・Mr. António Eugénio Manda, Directorate of Planning and Cooperation, MIREME 

 

 セミナー時の質疑回答等は次のとおりであった。 

Q1：テテには地質専門の高校レベルの学校があるが、このような協力を高校レベルの学校ではでき

ないのか？ 

A1-1（Bene ISPT 学長）：ISPT のラボの技術が向上したことで、高校の実習などにも協力すること

ができる。今のところはそのような形で協力の成果が波及すると考えている。 

A1-2（青木 JICA モザンビーク事務所次長）：協力プロジェクトはモザンビーク政府からの要請を

うけて計画するので、政策的にそのようなものが有効だと思われる場合は要請してもらうこと

になる。 

Q2：ジルコン抽出のための篩の網目のサイズは？ラボでは X 線を使用する機械などがあるが、安全

管理はできているのか？ 

A2（Sergio UEM 地質学科技官）：200～300 ミクロンである。昔の機械とちがって今使用している

X 線の機械は外に漏れないようになっており、安全上の問題はない。岩石の切断や研磨、その

他必要に応じてマスクやメガネ、手袋などを使用して安全管理を行っている。 

Q3：ISPT は鉱山分野に特化した学科のみで 45 人という規模で始めたものが、今は 2000 人規模でコ

ースも多岐にわたっているが、鉱山の専門大学という特色が薄まってしまわないのか？ 

A3（Bene 学長）：会計や監査などのコースは公立大学であるため州の要請を受けて始めたもので

あるが、投資、教員の数などどれをとっても今も鉱山分野の学科の方に明らかに重きを置いて

いる。石油・ガス関係のコースを作ったらどうかという提案もあったが、今のところは鉱山関

係のコースの充実を優先したいということで見送った経緯もある。 

Q4：UEM、ISPT、JICA プロジェクトの将来に向けた展望はどのようか？ 

A4-1（Eligio UEM 学科長）：UEM についてはプレゼンで話した通り。地質学科の新しい建物 2 棟

の建設が始まっている。ラボも教室も事務スペースも広くなるので新しい機材も増やしていき

たい。 

A4-2（Bene 学長）：2016 年には修士の教員が 4 名だけだったのが、2019 年には 31 名の教員のうち

23 名が修士、5 名が学士である。2 名が秋田大学の修士課程を来年 1 月に終え、博士過程に進

む予定であるが、これは JICA の配慮で一度モザンビークの職場に戻らなくてもそのまま博士

課程に行かれることになったものである。今後はラボを充実させ外部へサービスを提供してラ

ボのサステナビリティを保ちたい。また将来的にはこれまでに築いた協力関係を強化・維持す

ることが課題である。秋田大学との協力を大事にし、他大学へも広げていきたい。修士の教員
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を博士過程に行かせ、共同研究や教員、学生、技官の交流を推進したい。京都大学と協定を結

ぶ話も進んでいる。また、研究結果は学会誌等で発表したい。2021 年には新カリキュラムを導

入するが、実験等の実習を充実させ石炭以外の鉄などにも研究を広げたい。 

A4-3（青木次長）：日本の採掘等の鉱業活動は 50 年前までは活発な状況であったが、良い経験も

悪い経験もしてきている。秋田大菅原教授から３E（Economy – Energy – Environment）とい

うお話があったが、これから活況になるモザンビークでは日本の悪い経験を繰り返して欲しく

ない。鉱物資源がモザンビークの発展に貢献するように、JICA を通じて日本への研修や留学に

参加した方々には将来モザンビークのリーダーとして働いてくれることを期待している。プロ

ジェクト終了後も今後どのような協力ができるか、共に考えていきたい。 

   
写真 4.1-1  最終セミナーでの発表状況 

 

4.2  エドゥアルド・モンドラーネ大学（UEM）及びテテ工科大学（ISPT）における成果と課題 

4.2.1  エドゥアルド・モンドラーネ大学（UEM）における成果と課題 

 ベースライン調査に基づき、エドゥアルド・モンドラーネ大学での強化内容は、地質や鉱物資源

の教育・研究に係る適切な実験や実習の実施、同実施にあたっての体制や環境の構築とされた。強

化は対象となる教官や技官に対する研修を主体として行なわれ、同時に研修では供与された機材を

活用して進められた。研修は日本における本邦研修とモザンビークにおける現地研修に分けられ、

基本的な研修は本邦研修で行い、同研修で得られた成果を大学へとフィードバックしたうえで能力

強化に繋げた。この際、学内の体制や環境の強化については、機材をベースにした管理体制と同管

理に係る環境の整備を行った。 

 エドゥアルド・モンドラーネ大学を対象に実施した研修項目、成果、課題は次のとおりまとめら

れる（表 4.2-1）。 

 

表 4.2-1  研修に基づく成果及び課題（エドゥアルド・モンドラーネ大学） 

実施項目 成果 課題 

岩石薄片及び鉱物研磨片作成

方法 

・作成方法と作成に関わる資

材の維持管理方法が習得され

た。 

・維持管理のためには作成に

係る消耗品が常に供給される

必要がある。 

→計画的な予算申請を行う。 
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・作成がルーチン化され、外

部機関から作成依頼を受託さ

れるようになった。 

岩石・鉱物の観察・同定方法 ・X 線回折装置による観察・

同定方法が習得され、装置の

扱いと同定方法について、同

手順が学内にフィードバック

された。 

・X 線回折装置の運用と維持

管理のためには装置の原理や

操作法の理解と運用・維持管

理体制の構築を UEM 独自に行

う必要がある。 

・X 線取扱管理者を要する。 

→装置を理解した上で運用・

維持管理体制の構築が可能で

あることを確認したうえ、取

得予算を申請する。 

年代測定に係る鉱物分離方法 ・供与機材を利用したうえ、

岩石からのジルコンの分離方

法及び資機材の維持管理方法

が取得され、学内での分離作

業がルーチン化された。 

・UEM においてルーチン化さ

れた方法を維持し、同方法に

よる分離精度を外部に認知し

てもらう必要がある。 

→方法について学外公表を行

う。 

→ジルコン年代測定やジルコ

ンを利用した研究について、

教員の海外留学での研究内容

とリンクさせ、共同研究を行

う。 

・ルーチン化の維持のために

は分離に係る消耗品が常に供

給される必要がある。 

→計画的な予算申請を行う。 

鉱物資源を対象にした地質マ

ッピング方法 

・基本的な地質マッピングで

はなく鉱物・エネルギー資源

に特化したマッピング方法が

習得された。 

・鉱物資源全般の教育につい

て、本分野の専門教員が少な

い。 

→教員の海外留学や留学を介

した共同研究により鉱物資源

に係る調査・研究を学内にフ

ィードバックする。 

石炭資源を対象にした地質リ

モートセンシング調査及び鉱

量計算方法 

・衛星画像や空中写真判読に

係る供与機材を利用した石炭

資源の調査方法と同結果を利

・石炭・エネルギー資源分野

の教育について、本分野の専

門教員が少ない。 
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用した石炭資源の鉱量計算方

法が習得された。 

→教員の海外留学や留学を介

した共同研究により石炭・エ

ネルギー資源に係る調査・研

究を学内にフィードバックす

る。 

 

4.2.2  テテ工科大学（ISPT）における成果と課題 

 ベースライン調査に基づき、テテ工科大学での能力強化内容は、地域性を考えて石炭評価に係る

教育・研究に係る適切な実験や実習の実施、同実施にあたっての体制や環境の構築とされた。強化

は対象となる教官や技官に対する研修を主体として行なわれた。この際、供与機材は本邦研修の受

け入れ先である秋田大学に設置されている分析装置と同じ機材が選定され、実際の研修は同機材を

核として行われた。研修は日本における本邦研修とモザンビークにおける現地研修に分けられ、基

本的な研修は本邦研修で行い、同研修で得られた成果を大学へとフィードバックしたうえで能力強

化に繋げた。この際、学内の体制や環境の強化については、機材をベースにした管理体制と同管理

に係る環境の整備を行った。 

 テテ工科大学を対象に実施した研修項目、成果、課題は次のとおりまとめられる（表 4.2-2）。 

 

表 4.2-2  研修に基づく成果及び課題（テテ工科大学） 

実施項目 成果 課題 

供与された示差熱・熱重量同

時測定装置を利用した工業分

析及び石炭評価方法 

・装置が供与・設置され、装

置の操作と維持管理方法が習

得された。 

・測定の再現性が確認され継

続的な利用が可能となった。 

・装置を利用した学生への指

導が成されるようになった。 

・測定による石炭評価方法の

基本が習得された。 

・今後多種の石炭等試料の測

定を継続し、独自に評価を行

う必要がある。 

→日本の大学への留学や共同

研究により測定と評価に係る

経験を積む。 

→経験と共に測定・評価の精

度を向上させるため、本分析

と評価を教員の海外留学での

研究内容とリンクさせる。 

滴定分析及び関連分析方法 ・分析の理論と方法が習得さ

れた。 

・方法について、テキストが

作成され学生への指導を行う

準備が成された。 

・本分析は今後の教育と研究

を次の段階に進めるために必

要な項目である。そのため、

習得した分析方法を ISPT 内に

て独自に行う必要がある。 

→滴定分析については、モザ

ンビーク国内で調達出来る関

連資材を準備し ISPT で試行す

る。 
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→高性能分析機器による多成

分分析については、分析機器

の運用・維持管理体制の構築

が可能であることを確認した

うえ、取得予算を申請する。 

石炭ガス化特性測定・解析方

法 

・供与・設置された装置を利

用し、テテ産を含む石炭の特

性の把握方法が習得された。 

・測定・解析結果について

は、今後論文等での公表を準

備中であり、今後 ISPT での研

究能力のプレゼンスが高めら

れる。 

・ISPT 独自で測定・解析と論

文作成を行う必要がある。 

→類似研究の継続について、

教員の海外留学での研究内容

とリンクさせ、共同研究とし

て ISPT 自ら論文発表等を継続

する。 

石炭資源を対象にした地質マ

ッピング方法 

・基本的な地質マッピングで

はなく石炭資源に特化したマ

ッピング、石炭露出箇所での

石炭資源の評価方法が習得さ

れた。 

・学生教育について、地質学

の専門教員が少なく現状では

カリキュラムも不十分の状

況。 

→教員の海外留学や留学を介

した共同研究により鉱物資源

に係る調査・研究を学内にフ

ィードバックする。 

・岩石・鉱物薄片作成・観察

に係る基本資機材の設置と維

持管理可能な体制が必要。 

→運用と維持管理体制の構築

が可能となった場合、予算申

請を行い調達・設置する。 
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第 5 章 今後への提言 

 

 本プロジェクトでは、エドゥアルド・モンドラーネ大学及びテテ工科大学において、地質・鉱物

及び関連試料の観察や分析など、適切に実験・実習が実施できる体制と環境を整備することで、持

続可能な鉱物資源開発促進に向けた教育機関の体制を強化し、学部専門課程における教育レベルを

国際標準まで引き上げることを目的とした。 

 プロジェクトでは初めにベースライン調査を行い、両大学の強化分野に係る現状やモザンビーク

国内の関連機関を含めた周辺環境の現状や両大学へのニーズを確認した。同確認結果に基づき今後

の両大学における教育・研究活動に係る能力・体制の強化を図った。強化にあたり両大学にとって

将来的に有用と考えられた供与機材を選定し、同機材を調達設置した。実際の強化は同供与機材を

核にして日本での本邦研修とモザンビークでの現地研修を行った。研修では日本において供与機材

の操作方法や解析方法の基礎を習得し、その後モザンビークにおいて各大学の状況に合わせた同基

礎の適用と応用、継続のための体制構築と環境整備、教育カリキュラムへのフィードバックを行っ

た。 

 本プロジェクトによる強化内容と今後の課題は前章でまとめたとおりであるが、同時に両大学に

おいて今後の教育・研究活動や将来的に整備すべき機材等について協議し、次のとおり双方確認し

た。 

 

5.1  エドゥアルド・モンドラーネ大学（UEM）における今後 

 エドゥアルド・モンドラーネ大学においては、地質学科の基本的なカリキュラムは整っており、

指導を担当する教官の基礎知識も問題ない。一方、現行カリキュラムに従ったうえで教育・研究活

動を行うためには、関連する実験装置の更なる整備が不可欠である。しかしながら、同整備は未だ

遅れており、今後モザンビーク内の地質・鉱物資源分野における教育と産業界への人材の供給元と

しての役割の強化にあたっては、机上カリキュラムと実習・実験のための関連機器の整備や同時に

研究活動の活発化が重要となる。 

 このうち関連機器の整備にあたっては、予算の確保と共に機器を管理するために教官と技官が一

体となった維持・管理の体制構築が大切である。また、研究活動の活発化については、海外留学中

の教官が実施中の研究活動の大学へのフィードバックと留学後の継続が大切である。 

 一方で現状として、資源の絆による留学生が既に帰国して UEM に復職しているものの、本プロ

ジェクトによるノウハウが十分に共有されているとは言い難い。本プロジェクトで得たノウハウは

直接研修を受講した受講者だけのものでなく、学内でも共有されるべきである。また、MIREME 傘

下の INAMI からは分析技術のノウハウの供与の依頼が JICA に寄せられており、両機関と UEM や

ISPT との情報共有や交流も十分に成されていないと言える。本プロジェクトは省（MIREME）との

協力であるにもかかわらず、省の傘下にも技術共有が成されていない現状は改善すべきでる。 

 以上の現状に基づき、今後行なっていくべき事項は次のとおりまとめられる。 

 

・今回強化された岩石・鉱物・化学関連実験室の維持・管理の継続 

・研修成果（大学内での鉱物分離手法の構築等）の公的発表による地質学分野における対外的なプ

レゼンスの確立 
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・現行教員の留学先である地質学、鉱床学、地球物理学の分野での海外共同研究の活発化と継続 

・共同研究に基づき今後設置を要する実験機器等の選定と確保 

・機器設置予算取得のための関連教育・研究の意義についてアピールの活発化と継続 

・資源の絆による留学経験者の学内における連携 

・MIREME 等関連機関との連携 

 

5.2  テテ工科大学（ISPT）における今後 

 テテ工科大学については、鉱業関連分野への人材の供給元としての教育活動が期待されている。

指導担当の教官の基礎知識について、専門分野における机上での知識は問題ないものの、工学系と

して重要な実習・実験レベルの知識については、今後引き続きレベルアップする必要がある。教官

の学歴について、現状で修士もしくは博士を有する教官は全教官約 40 名のうち 1/4 程度である。そ

のためにまずは学生への教育に係る教官の更なる知識向上が必要である。 

 カリキュラムについては現時点で改訂カリキュラムの内容検討が終了し、来年から運用開始予定

である。同カリキュラム内には本プロジェクトにより習得された示差熱・熱重量同時測定装置によ

る工業分析や石炭評価法に係る実習が盛り込まれている。まずは本装置の継続的な利用・維持を第

一としたうえで石炭賦存地域としてのテテの特徴を活かした教育・実習を行い、結果的に関連産業

界からの人材ニーズに応えることで、大学のプレゼンスの更なる向上に繋げる。 

 一方、将来的には石炭等エネルギー産業への更なる人材供給、資源系大学としての関連教育・研

究活動の拠点とするためには、研究活動の活発化や関連装置の更なる整備が不可欠である。 

 現状に基づき今後行なっていくべき事項は次のとおりまとめられる。 

 

・今回設置された示差熱・熱重量同時測定装置の化学分析室による維持・管理の継続 

・研修成果（供与機材によるテテ産石炭ガス化特性）の公的発表による石炭エネルギー分野におけ

る対外的なプレゼンスの確立 

・現行教員の留学先である石炭エネルギー学、選炭・鉱山学等の分野での海外共同研究の活発化と

継続 

・関連基礎教育・研究に基づき今後設置を要する実験機器等の選定と確保 

・機器設置予算取得のための関連教育・研究の意義についてアピールの活発化と継続 

・資源の絆による留学経験者の学内における連携 

・MIREME 等関連機関との連携 
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s p
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n t
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 d
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e c
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at
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 re
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e o
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 m
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e m
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f p
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t o
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ra
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ra
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 m
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g c
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e c
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e d
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, d
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 c
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s b
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r d
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g d
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t b
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 d
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 p
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s d
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 m
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, b
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o 

pa
rtn

er
sh

ip
 ag

re
em

en
t w

ith
 JI

CA
 in

 th
e f

iel
d 

of
 re

so
ur

ce
s i

n 
No

ve
m

be
r2

01
3.

 A
s f

or
 th

e e
xe

cu
tio

n 

of
 th

is 
pr

oj
ec

t, 
it 

is 
no

t o
nly

 a
bo

ut
 th

e 
co

op
er

at
ion

 fo
r s

ho
rt-

te
rm

 tr
ain

in
gs

 in
 Ja

pa
n 

an
d 

sh
or

t-t
er

m
 o

n-
sit

e 

tra
ini

ng
s. 

Sin
ce

 A
kit

a 
Un

ive
rsi

ty
 h

as
 m

an
y 

ye
ar

s o
f k

no
w 

ho
w 

co
nc

er
ni

ng
 th

e 
us

e 
of

 e
qu

ip
m

en
t i

n 
un

ive
rsi

ty
 

lab
or

at
or

ies
, t

he
 o

pe
ra

tio
n 

wi
ll b

e 
pe

rfo
rm

ed
 e

ffe
ct

ive
ly 

an
d 

ef
fic

ien
tly

 th
ro

ug
h 

co
op

er
at

ion
 o

n 
se

lec
tin

g 
th

e 

m
at

er
ial

s t
o 

be
 p

ro
vid

ed
, c

re
at

in
g 

a 
tra

ini
ng

 p
lan

 fo
r u

tili
zin

g 
th

e 
eq

ui
pm

en
t, 

an
d 

cr
ea

tin
g 

a 
pr

ac
tic

al 
tra

in
in

g 

m
an

ua
l o

n 
us

in
g t

he
 eq

ui
pm

en
t a

nd
 an

 eq
uip

m
en

t m
ain

te
na

nc
e c

on
tro

l m
an

ua
l. 

 3.
 M

et
ho

d f
or

 Im
pl

em
en

tin
g t

he
 O

pe
ra

tio
n 

 
Th

is 
op

er
at

io
n w

ill 
be

 im
pl

em
en

te
d b

as
ed

 o
n 

th
e O

pe
ra

tio
n 

In
str

uc
tio

ns
 fr

om
 JI

CA
, a

nd
 th

e f
lo

wc
ha

rt 
& 

wo
rk

 sc
he

du
le 

fo
r t

he
 re

se
ar

ch
 ac

tiv
itie

s i
s s

ho
wn

 in
 Fi

gu
re

 3-
1. 

Fu
rth

er
, e

ac
h i

te
m

 n
um

be
r s

ho
w

n i
n t

he
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in

t V
en

tu
re

 (J
ap

an
 C

oa
l E

ne
rg

y 
Ce

nt
er

 a
nd

 M
its

ub
ish

i M
at

er
ia

ls 
Te

ch
no

 C
o.

, L
td

) 

im
pl

em
en

ta
tio

n 
de

ta
ils

 in
 th

e f
lo

wc
ha

rt 
co

rre
sp

on
ds

 to
 ea

ch
 ite

m
 of

 "O
pe

ra
tio

n I
m

pl
em

en
ta

tio
n 

Co
nt

en
ts"

 

de
sc

rib
ed

 la
te

r. 
 

Fig
ur

e 3
-1
 

Flo
wc

ha
rt 

fo
r R

es
ea

rc
h A

ct
ivi

tie
s 

 

3.
1 O

pe
ra

tio
n 

im
ple

m
en

ta
tio

n 
co

nt
en

ts 
 

 
 

 
 

  

3.
1.

1 P
ha

se
 1 

(A
pr

il 2
01

5 t
o 

Ja
nu

ar
y 2

01
6)

 

1)
 Pr

io
r d

om
es

tic
 w

or
k (

Ap
ril

-M
ay

 20
15

) 

 [It
em

 1-
1-

1]
 C

re
at

ion
 of

 w
or

k p
lan

  

Th
e 

ba
sic

 p
ol

icy
/m

et
ho

d 
fo

r p
ro

jec
t i

m
ple

m
en

ta
tio

n 
an

d 
wo

rk
 p

lan
 e

tc.
 w

ill 
be

 c
re

at
ed

 a
nd

 it
 w

ill 
be

 

co
m

pi
led

 in
 th

e W
or

k P
lan

 (D
ra

ft)
 (E

ng
lis

h)
 u

po
n d

isc
us

sio
n 

wi
th

 JIC
A 

he
ad

qu
ar

te
rs 

an
d 

Ak
ita

 U
niv

er
sit

y. 

Ba
se

d 
on

 th
is 

pl
an

, t
he

 c
om

ple
te

 p
ict

ur
e 

of
 th

is 
pr

oj
ec

t w
ill 

be
 sh

ar
ed

 th
ro

ug
h 

di
sc

us
sio

n 
an

d 
op

in
io

n 

ex
ch

an
ge

 w
ith

 M
oz

am
biq

ue
 c

ou
nt

er
pa

rt.
 A

t t
he

 s
am

e 
tim

e, 
its

 re
vis

ed
 v

er
sio

n 
wi

ll 
be

 c
re

at
ed

 ta
kin

g 
int

o 

co
ns

ide
ra

tio
n t

he
 pr

ob
lem

s a
nd

 pr
es

en
t s

ta
te

 of
 ea

ch
 ac

tiv
ity

, a
nd

 it 
w

ill 
be

 co
m

pi
led

 as
 a 

wo
rk

 pl
an

 an
d c

on
se

nt
 

w
ill 

be
 o

bt
ain

ed
 up

on
 di

sc
us

sio
n 

an
d 

op
ini

on
 ex

ch
an

ge
 w

ith
 co

nc
er

ne
d 

pe
op

le 
fro

m
 M

oz
am

biq
ue

. 

Th
e p

rio
rit

y a
re

as
 of

 Th
e E

du
ar

do
 M

on
dl

an
e U

ni
ve

rsi
ty

 an
d I

ns
tit

ut
o S

up
er

io
r P

ol
ité

cn
ico

 de
 Te

te
, w

hi
ch

 ar
e 

th
e a

ss
ist

an
ce

 ta
rg

et
s, 

w
ill 

be
 in

co
rp

or
at

ed
 in

 th
is 

wo
rk

 pl
an

. T
he

 cu
rre

nt
 pr

io
rit

y a
re

a o
f T

he
 Ed

ua
rd

o M
on

dla
ne

 

Un
ive

rsi
ty

 is
 ge

olo
gic

al 
sc

ien
ce

 fo
r m

et
all

ic 
m

in
er

al 
re

so
ur

ce
s, 

na
tu

ra
l g

as
 an

d 
oil

. A
nd

 th
e c

ur
re

nt
 p

rio
rit

y a
re

a 

of
 In

sti
tu

to
 Su

pe
rio

r P
ol

ité
cn

ico
 d

e 
Te

te
 is

 co
al 

re
so

ur
ce

s e
ng

ine
er

ing
 th

at
 re

fle
ct

s t
he

 re
gio

na
l c

ha
ra

cte
ris

tic
s. 
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Jo
in

t V
en

tu
re

 (J
ap

an
 C

oa
l E

ne
rg

y 
Ce

nt
er

 a
nd

 M
its

ub
ish

i M
at

er
ia

ls 
Te

ch
no

 C
o.

, L
td

) 

Ho
we

ve
r, t

he
 p

rio
rit

y a
re

as
 o

f I
ns

tit
ut

o 
Su

pe
rio

r P
ol

ité
cn

ico
 d

e T
et

e a
re

 lik
ely

 to
 b

e e
xp

an
de

d 
in 

fu
tu

re
 to

 o
th

er
 

re
so

ur
ce

s o
r f

iel
ds

. T
he

re
fo

re
, w

he
n c

om
pi

lin
g t

he
 w

or
k p

lan
, it

 is 
ne

ce
ss

ar
y t

o i
nc

or
po

ra
te

 su
ch

 co
nd

itio
ns

 up
on

 

th
or

ou
gh

 d
isc

us
sio

n 
wi

th
 M

oz
am

biq
ue

 co
un

te
rp

ar
t. 

In
 ad

di
tio

n,
 it

 is
 a

lso
 n

ec
es

sa
ry

 to
 th

or
ou

gh
ly 

co
ns

id
er

 it
s 

re
lat

io
n 

wi
th

 su
pp

or
t r

es
ou

rc
es

 a
nd

 re
so

ur
ce

s s
ec

ur
in

g 
str

at
eg

y 
of

 Ja
pa

n 
wh

en
 cr

ea
tin

g 
th

e 
wo

rk
 p

lan
. T

he
 

ab
ov

e-
m

en
tio

ne
d 

po
int

s s
ha

ll b
e d

isc
us

se
d 

th
or

ou
gh

ly 
w

ith
 JIC

A 
as

 w
ell

. 

 [It
em

 1-
1-

2]
 Pr

ep
ar

at
ion

 fo
r b

as
eli

ne
 su

rv
ey

 

Th
e b

as
eli

ne
 su

rv
ey

 is
 ab

ou
t t

he
 co

lla
bo

ra
tio

n w
ith

 Th
e E

du
ar

do
 M

on
dla

ne
 U

ni
ve

rsi
ty

 an
d I

ns
tit

ut
o S

up
er

io
r 

Po
lité

cn
ico

 d
e 

Te
te

, w
hic

h 
ar

e 
th

e 
ta

rg
et

s o
f t

hi
s p

ro
jec

t, 
an

d 
inf

or
m

at
ion

 re
qu

ire
d 

fo
r c

on
du

ct
in

g s
ho

rt-
te

rm
 

tra
ini

ng
s (

Ja
pa

n 
an

d 
On

-si
te

), 
pr

ov
id

in
g 

eq
ui

pm
en

t a
nd

 co
nd

uc
tin

g 
ac

co
m

pa
ny

in
g 

tra
in

ing
s a

t t
he

 b
ot

h 
th

e 

un
ive

rsi
tie

s w
ill 

be
 ga

th
er

ed
 th

ro
ug

h 
di

sc
us

sio
ns

 w
ith

 b
ot

h 
th

e 
un

ive
rsi

tie
s a

nd
 o

th
er

 re
lev

an
t i

ns
tit

ut
ion

s. 
Th

e 

pr
ep

ar
at

io
n 

fo
r t

hi
s i

nc
lud

es
 id

en
tif

yin
g c

on
te

nt
s o

f t
he

 in
fo

rm
at

io
n 

to
 b

e 
co

lle
cte

d 
fro

m
 b

ot
h 

th
e 

un
ive

rsi
tie

s 

an
d 

or
ga

ni
zin

g s
ur

ve
y i

te
m

s. 

Th
e 

co
nt

en
ts 

as
su

m
ed

 at
 p

re
se

nt
 fo

r i
nf

or
m

at
io

n 
to

 b
e o

rg
an

ize
d 

in 
ad

va
nc

e 
in

clu
de

 th
e 

inf
or

m
at

io
n 

su
ch

 

as
 fu

nd
am

en
ta

l i
nf

or
m

at
io

n,
 o

rg
an

iza
tio

n,
 fa

cu
ltie

s, 
de

pa
rtm

en
ts,

 n
um

be
r o

f s
tu

de
nt

s 
re

gis
te

re
d,

 re
se

ar
ch

 

co
nt

en
ts 

et
c. 

fo
r T

he
 Ed

ua
rd

o 
M

on
dl

an
e U

ni
ve

rsi
ty

 an
d 

In
sti

tu
to

 Su
pe

rio
r P

ol
ité

cn
ico

 d
e T

et
e. 

Th
e i

nf
or

m
at

ion
 

su
ch

 a
s f

un
da

m
en

ta
l in

fo
rm

at
io

n,
 a

id
 co

nt
en

ts,
 a

id 
bu

dg
et

 e
tc.

 w
ill 

be
 co

lle
cte

d 
fro

m
 th

e 
M

in
ist

ry
 o

f M
in

er
al 

Re
so

ur
ce

s 
an

d 
ot

he
r d

on
or

s. 
Th

e 
fu

nd
am

en
ta

l i
nf

or
m

at
ion

 s
uc

h 
as

 p
ro

jec
t a

nd
 m

ine
 d

ev
elo

pm
en

t s
ca

le,
 

de
ve

lop
m

en
t t

yp
e e

tc.
 w

ill 
be

 co
lle

cte
d 

fo
r t

he
 pr

oj
ec

ts 
su

ch
 as

 R
ev

ub
oe

 Pr
oj

ec
t a

nd
 M

oa
tiz

e c
oa

l m
in

e e
tc.

 

 2)
 Pr

im
ar

y O
n-

sit
e W

or
k (

M
ay

-Ju
ne

 20
15

) 

[It
em

 1-
2-

1]
 B

as
eli

ne
 su

rv
ey

 

 T
he

 in
fo

rm
at

io
n 

re
qu

ire
d 

fo
r c

on
du

ct
ing

 sh
or

t-t
er

m
 tr

ain
in

gs
 (J

ap
an

 an
d 

On
-si

te
), p

ro
vid

in
g e

qu
ipm

en
t a

nd
 

co
nd

uc
tin

g a
cc

om
pa

ny
ing

 tr
ain

in
gs

 at
 Th

e E
du

ar
do

 M
on

dl
an

e U
ni

ve
rsi

ty
 an

d I
ns

tit
ut

o 
Su

pe
rio

r P
ol

ité
cn

ico
 d

e 

Te
te

 w
ill 

be
 ga

th
er

ed
 th

ro
ug

h 
dis

cu
ss

io
ns

 w
ith

 bo
th

 th
e u

ni
ve

rsi
tie

s a
nd

 o
th

er
 re

lev
an

t in
sti

tu
tio

ns
. D

ur
ing

 

in
fo

rm
at

io
n 

ga
th

er
in

g, 
co

nt
en

ts 
of

 th
e i

nf
or

m
at

ion
 or

ga
ni

ze
d 

du
rin

g t
he

 p
re

pa
ra

tio
n i

n a
dv

an
ce

 w
ill 

be
 

ch
ec

ke
d a

nd
 ite

m
s g

ive
n 

in 
Ta

bl
e 3

-1
 w

ill 
be

 st
ud

ied
. 
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 (J
ap

an
 C

oa
l E

ne
rg

y 
Ce

nt
er

 a
nd

 M
its

ub
ish

i M
at

er
ia

ls 
Te

ch
no

 C
o.

, L
td

) 

Ta
bl

e 3
-1
 

Ba
se

lin
e S

ur
ve

y I
te

m
s 

 
(1

) In
fo

rm
at

io
n 

ab
ou

t T
he

 Ed
ua

rd
o 

M
on

dl
an

e U
ni

ve
rsi

ty
 an

d I
ns

tit
ut

o S
up

er
io

r P
ol

ité
cn

ico
 de

 Te
te

 

 ∙
 Fu

nd
am

en
ta

l in
fo

rm
at

io
n,

 or
ga

niz
at

ion
, n

um
be

r o
f s

tu
de

nt
s, 

nu
m

be
r o

f t
ea

ch
er

s, 
bu

dg
et

 st
at

us
, e

tc.
 

 ∙
 Cr

ea
tio

n o
f li

st 
of

 al
l th

e t
ea

ch
er

s (
ac

ad
em

ic 
de

gr
ee

 st
at

us
, re

se
ar

ch
 ba

ck
gr

ou
nd

), 
 

  
sta

tu
s o

f u
niv

er
sit

y's
 re

se
ar

ch
 d

at
ab

as
e 

(st
or

ag
e 

sta
tu

s o
f r

es
ea

rch
 m

at
er

ial
 su

ch
 a

s t
he

sis
 o

r r
ef

er
en

ce
s, 

et
c. 

th
at

 ca
n 

be
 

ac
ce

ss
ed

 by
 th

e c
on

ce
rn

ed
 pe

op
le 

su
ch

 as
 st

ud
en

ts 
an

d t
ea

ch
er

s, 
et

c. 
fo

r b
ro

ws
in

g) 

 ∙
 Fu

nd
am

en
ta

l in
fo

rm
at

ion
, o

rg
an

iza
tio

n,
 n

um
be

r o
f s

tu
de

nt
s, 

nu
m

be
r o

f t
ea

ch
er

s, 
co

m
pa

ni
es

 in
 w

hi
ch

 gr
ad

ua
te

d 
stu

de
nt

s 

ar
e e

m
plo

ye
d,

 cu
rri

cu
lum

, c
ou

rse
 in

fo
rm

at
ion

, e
tc.

 ab
ou

t t
he

 ta
rg

et
 de

pa
rtm

en
ts 

an
d 

re
lev

an
t f

ac
ul

tie
s/

de
pa

rtm
en

ts 

 ∙
 P

re
se

nt
 st

at
us

 o
f c

en
tra

liz
ed

 la
bo

ra
to

ry
 co

nc
ep

t a
t T

he
 Ed

ua
rd

o 
M

on
dla

ne
 U

ni
ve

rsi
ty,

 p
re

se
nt

 st
at

us
 o

f a
na

lys
is 

of
 va

rio
us

 
sa

m
pl

es
 (p

re
se

nt
 an

aly
sis

 h
as

 be
en

 ou
tso

ur
ce

d 
to

 ex
te

rn
al 

ins
tit

ut
ion

s),
 et

c. 

 ∙
 St

at
us

 o
f v

ar
iou

s e
xp

er
im

en
ts 

an
d 

pr
ac

tic
al 

tra
in

ing
 at

 In
sti

tu
to

 Su
pe

rio
r P

ol
ité

cn
ico

 d
e T

et
e 

(P
re

se
nt

ly 
be

ing
 co

nd
uc

te
d 

as
 

co
m

pa
ny

 in
te

rn
 o

nly
), 

sta
tu

s 
(sy

ste
m

, b
ud

ge
t, 

sp
ar

e 
pa

rts
, i

ss
ue

s, 
et

c.)
 o

f 
ow

ne
d 

eq
uip

m
en

t 
an

d 
its

 m
ain

te
na

nc
e 

m
an

ag
em

en
t, 

et
c. 

(2
) In

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t M

ini
str

y o
f M

ine
ra

l R
es

ou
rce

s a
nd

 ot
he

r d
on

or
s 

 ∙ 
As

 a
 st

at
us

 o
f a

ss
ist

an
ce

 to
 th

e 
ta

rg
et

 d
ep

ar
tm

en
ts,

 th
e 

sta
tu

s o
f e

qu
ipm

en
t s

uc
h 

as
 m

icr
os

co
pe

 (p
ol

ar
iza

tio
n,

 re
fle

cti
on

, 

en
tit

y, 
et

c.)
, w

hi
ch

 is
 an

 e
qu

ip
m

en
t r

ela
te

d 
to

 ge
olo

gic
al 

su
rv

ey
, a

nd
 fi

eld
 su

rv
ey

 e
qu

ip
m

en
t (

ha
m

m
er,

 cl
in

o-
co

m
pa

ss
 e

tc.
) 

pr
ov

ide
d b

y M
ini

str
y a

nd
 o

th
er

 do
no

rs 

 ∙ 
St

at
us

 o
f c

oo
pe

ra
tio

n 
fro

m
 S

we
dis

h 
In

te
rn

at
ion

al 
De

ve
lop

m
en

t C
oo

pe
ra

tio
n 

Au
th

or
ity

 (S
ID

A)
 (S

ta
tu

s o
f p

ro
vis

ion
 o

f t
he

 
ab

ov
e-

m
en

tio
ne

d e
qu

ip
m

en
t r

ela
te

d t
o 

ge
olo

gic
al 

su
rv

ey
) 

 ∙
 St

at
us

 o
f s

up
po

rt 
an

d 
eq

uip
m

en
t p

ro
vis

ion
 fr

om
 p

riv
at

e c
om

pa
nie

s (
inc

lud
ing

 th
e s

up
po

rt 
to

 In
sti

tu
to

 Su
pe

rio
r P

ol
ité

cn
ico

 

de
 Te

te
 fr

om
 Va

le 
Co

m
pa

ny
) 

(3
) In

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t R

ev
ub

oe
 Pr

oj
ec

t a
nd

 ot
he

r p
ro

jec
ts 

su
ch

 as
 M

oa
tiz

e c
oa

l m
in

e 

 ∙
 N

ee
d 

fo
r d

ev
elo

pm
en

t o
f h

um
an

 re
so

ur
ce

s f
or

 R
ev

ub
oe

 P
ro

jec
t a

nd
 at

 th
e 

m
ine

 d
ev

elo
pm

en
t s

ite
s s

uc
h 

as
 M

oa
tiz

e 
co

al 
m

in
e (

Co
nd

uc
t m

ine
 in

sp
ec

tio
n,

 su
rv

ey
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io
n 

of
 la

bo
ra

to
ry,

 lib
ra

ry,
 le

ct
ur

es
 (m

od
el 

lec
tu

re
s) 

et
c. 

co
nd

uc
te

d 
at

 th
e 

Ak
ita

 U
niv

er
sit

y, 
ex

pl
an

at
ion

 o
f a

cti
vit

ies
 o

r c
ur

ric
ul

um
 o

f t
he

 sa
id

 u
ni

ve
rsi

ty,
 

di
sc

us
sio

n 
on

 c
on

te
nt

s 
of

 c
oll

ab
or

at
io

n 
w

ith
 T

he
 E

du
ar

do
 M

on
dl

an
e 

Un
ive

rsi
ty

 a
nd

 I
ns

tit
ut

o 
Su

pe
rio

r 
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Jo
in

t V
en

tu
re

 (J
ap

an
 C

oa
l E

ne
rg

y 
Ce

nt
er

 a
nd

 M
its

ub
ish

i M
at

er
ia

ls 
Te

ch
no

 C
o.

, L
td

) 

Po
lité

cn
ico

 d
e T

et
e,

 te
ac

he
rs 

an
d 

stu
de

nt
s e

xc
ha

ng
e e

tc.
 sh

all
 be

 in
clu

de
d 

in 
th

e t
ra

in
in

g a
t A

kit
a U

niv
er

sit
y. 

Th
e p

lan
 fo

r t
he

 sh
or

t-t
er

m
 tr

ain
ing

 in
 Ja

pa
n 

as
su

m
ed

 in
 th

e p
re

se
nt

 si
tu

at
io

n 
is 

sh
ow

n 
in 

Ta
bl

e 3
-2

. 

 

Ta
bl

e 3
-2
 

1st  Sh
or

t-T
er

m
 Tr

ain
in

g i
n 

Ja
pa

n,
 Ph

as
e 1

 (P
lan

) 

 
 [It

em
 1-

3-
3]

 Im
pl

em
en

ta
tio

n 
of

 as
sis

ta
nc

e f
or

 lo
ng

-te
rm

 tr
ain

ee
s 

In
 ad

dit
io

n,
 4

 m
em

be
rs 

(1
 te

ac
he

r f
ro

m
 In

sti
tu

to
 Su

pe
rio

r P
ol

ité
cn

ico
 d

e 
Te

te
, 1

 te
ac

he
r f

ro
m

 Th
e E

du
ar

do
 

M
on

dl
an

e U
niv

er
sit

y, 
an

d 
2 a

dm
in

ist
ra

tiv
e o

ffi
ce

rs 
fro

m
 th

e M
in

ist
ry

 o
f M

in
er

al 
Re

so
ur

ce
s) 

fro
m

 M
oz

am
bi

qu
e 

ar
e p

re
se

nt
ly 

in
 Ja

pa
n 

fo
r t

he
 lo

ng
-te

rm
 tr

ain
in

g u
nd

er
 th

e t
ra

in
in

g p
ro

gr
am

 fo
r h

um
an

 re
so

ur
ce

s d
ev

elo
pm

en
t 

in
 th

e m
in

in
g s

ec
to

r s
in

ce
 la

st 
ye

ar.
 R

eg
ar

di
ng

 th
e p

ar
tic

ipa
tio

n 
of

 sa
m

e 4
 m

em
be

rs 
in

 th
e 

sh
or

t-t
er

m
 tr

ain
ing

, 

it 
sh

all
 b

e c
on

sid
er

ed
 o

r c
oo

rd
ina

te
d 

up
on

 d
isc

us
sio

n 
wi

th
 JI

CA
 o

r c
on

ce
rn

ed
 p

eo
ple

. A
t t

ha
t t

im
e, 

op
in

ion
s o

n 

as
sis

ta
nc

e 
re

lat
ed

 n
ee

ds
, t

ra
in

ing
 re

lat
ed

 re
qu

ire
m

en
ts 

wi
ll b

e 
ex

ch
an

ge
d 

th
ro

ug
h 

co
m

m
un

ica
tio

n 
wi

th
 th

e 

Tr
ai

ni
ng

 c
on

te
nt

R
em

ar
ks

Th
e 

1s
t d

ay
Sa

t.
M

ap
ut

o
→

Jo
ha

nn
es

bu
rg

→
H

on
g 

K
on

g

Th
e 

2n
d 

da
y

Su
n.

H
on

g 
Ko

ng
→

To
ky

o
→

Ak
ita

Th
e 

3r
d 

da
y

M
on

.
M

in
in

g 
sh

or
t-t

er
m

 le
ct

ur
e

（
up

pe
r s

tre
am

；
ex

pl
or

at
rio

n ）
Ak

ita
 U

ni
ve

rs
ity

Th
e 

4t
h 

da
y

Tu
es

.
M

in
in

g 
sh

or
t-t

er
m

 le
ct

ur
e

（
up

pe
r s

tre
am

；
M

in
e 

de
ve

lo
pm

en
t, 

dr
es

si
ng

）
Ak

ita
 U

ni
ve

rs
ity

Th
e 

5t
h 

da
y

W
ed

.
M

in
in

g 
sh

or
t-t

er
m

 le
ct

ur
e

（
lo

w
er

 s
tre

am
；
en

vir
on

m
en

t ）
Ak

ita
 U

ni
ve

rs
ity

Th
e 

6t
h 

da
y

Th
ur

.
M

in
in

g 
sh

or
t-t

er
m

 le
ct

ur
e

（
lo

w
er

 s
tre

am
；
m

in
in

g 
ec

on
om

y ）
Ak

ita
 U

ni
ve

rs
ity

Th
e 

7t
h 

da
y

Fr
i.

M
in

in
g 

sh
or

t-t
er

m
 le

ct
ur

e
（
su

m
m

ar
y ）

Ak
ita

 U
ni

ve
rs

ity

Th
e 

8t
h 

da
y 

Sa
t.

A
ki

ta
→

To
ky

o

Th
e 

9t
h 

da
y

Su
n.

Ho
lid

ay

Th
e 

10
th

 d
ay

M
on

.
Br

ie
fin

g
Pr

og
ra

m
 O

rie
nt

at
io

n

Th
e 

11
th

 d
ay

Tu
es

.
Vi

si
tin

g （
 J

IC
A 

, E
m

ba
ss

y 
of

 M
oz

am
bi

qu
e,

JC
O

AL
, M

M
TE

C
, J

ap
an

es
e 

co
m

pa
ny

ex
pa

nd
in

g 
bu

si
ne

ss
 in

 M
oz

am
bi

qu
e)

Th
e 

12
th

 d
ay

W
ed

.
To

ky
o

→
S

ap
po

ro

Th
e 

13
th

 d
ay

Th
ur

.
O

pe
n 

cu
t m

in
e

Ho
kk

ai
do

Th
e 

14
th

 d
ay

Fr
i.

G
as

 fi
el

d
Ho

kk
ai

do

Th
e 

15
th

 d
ay

Sa
t.

S
ap

po
ro

→
To

ky
o

→
K

yo
to

Th
e 

16
th

 d
ay

Su
n.

Ho
lid

ay

Th
e 

17
th

 d
ay

M
on

.
Vi

si
tin

g （
An

al
ys

is
 e

qu
ip

m
en

t m
an

uf
ac

tu
re

r ）
K

yo
to

→
To

ky
o

Ky
ot

o

Th
e 

18
th

 d
ay

Tu
es

.
Ad

va
nc

ed
 In

du
tri

al
 S

ci
en

ce
 a

nd
 T

ec
hn

ol
og

y
（
AI

ST
)

ar
ou

nd
 T

ok
yo

Th
e 

19
th

 d
ay

W
ed

.
Vi

si
tin

g （
an

 ir
on

 w
or

ks
 a

nd
 c

oa
l a

na
lys

is
 fa

ci
lity

)
ar

ou
nd

 T
ok

yo

Th
e 

20
th

 d
ay

Th
ur

.
D

is
cu

ss
io

n 
ab

ou
t e

qu
ip

m
en

t t
o 

be
 p

ro
vid

ed
Pr

ep
ar

at
io

n 
fo

r r
ep

or
tin

g 
se

ss
io

n

Th
e 

21
th

 d
ay

Fr
i.

R
ep

or
tin

g 
se

ss
io

n

Th
e 

22
th

 d
ay

Sa
t.

To
ky

o
→

H
on

g 
K

on
g

→
Jo

ha
nn

es
bu

rg

Th
e 

23
th

 d
ay

Su
n.

Jo
ha

nn
es

bu
rg

→
M

ap
ut

o
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Jo
in

t V
en

tu
re

 (J
ap

an
 C

oa
l E

ne
rg

y 
Ce

nt
er

 a
nd

 M
its

ub
ish

i M
at

er
ia

ls 
Te

ch
no

 C
o.

, L
td

) 

sa
m

e l
on

g-
te

rm
 tr

ain
ee

s a
s w

ell
. 

If i
t is

 fo
un

d a
fte

r e
xc

ha
ng

ing
 op

in
ion

s t
ha

t it
 is

 ne
ce

ss
ar

y t
o 

ge
t s

am
pl

es
 ne

ce
ss

ar
y f

or
 th

e r
es

ea
rc

h b
y l

on
g-

te
rm

 tr
ain

ee
s, 

as
sis

ta
nc

e 
on

 re
se

ar
ch

 b
y 

lo
ng

-te
rm

 tr
ain

ee
s, 

su
ch

 a
s n

ec
es

sa
ry

 co
or

din
at

io
n 

wi
th

 th
e 

on
-si

te
 

un
ive

rsi
tie

s t
o 

wh
ich

 tr
ain

ee
s b

elo
ng

, it
 w

ill 
be

 pr
ov

id
ed

 w
he

n 
ne

ce
ss

ar
y. 

 [It
em

 1-
3-

4]
 C

re
at

io
n 

an
d 

su
bm

iss
io

n 
of

 M
on

ito
rin

g S
he

et
 (L

at
e S

ep
te

m
be

r 2
01

5)
 

Th
e M

on
ito

rin
g S

he
et

 as
 pr

es
cr

ib
ed

 by
 JIC

A 
w

ill 
be

 cr
ea

te
d 

jo
int

ly 
wi

th
 th

e i
m

pl
em

en
tin

g b
od

y. 
Fo

r c
re

at
in

g 

M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
t, 

pr
io

r d
isc

us
sio

n 
wi

ll 
be

 h
eld

 w
ith

 th
e 

im
ple

m
en

tin
g 

bo
dy

 fr
om

 M
oz

am
biq

ue
 d

ur
in

g 
th

e 

pr
im

ar
y o

n-
sit

e s
ur

ve
y, 

an
d t

im
e f

or
 its

 ac
tu

al 
cr

ea
tio

n b
as

ed
 on

 m
ail

 et
c. 

w
ill 

be
 pr

ov
id

ed
 ev

en
 du

rin
g t

he
 sh

or
t-

te
rm

 tr
ain

ing
 in

 Ja
pa

n.
 A

t t
ha

t t
im

e, 
ch

an
ge

s f
ro

m
 P

DM
, P

O 
ag

re
ed

 u
po

n 
at

 th
e 

tim
e 

of
 si

gn
ing

 R
/D

 w
ill 

be
 

ch
ec

ke
d 

w
ith

 th
e i

m
pl

em
en

tin
g b

od
y w

he
n 

sta
rti

ng
 th

e i
te

m
 an

d M
on

ito
rin

g S
he

et
 Ve

r.1
 w

ill 
be

 cr
ea

te
d 

ba
se

d 

on
 th

at
. 

Th
e 

M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
t 

wi
ll 

be
 c

re
at

ed
 a

nd
 s

ub
m

itt
ed

 a
fte

r 
th

or
ou

gh
 d

isc
us

sio
n 

wi
th

 J
IC

A 
as

 w
ell

 a
s 

co
nc

er
ne

d 
pe

op
le 

fro
m

 Ja
pa

n,
 b

as
eli

ne
 su

rv
ey

 re
po

rt 
(d

ra
ft 

ve
rsi

on
) a

nd
 p

lan
 fo

r t
ra

ini
ng

 o
n 

ut
iliz

at
io

n 
of

 

eq
uip

m
en

t w
ill 

be
 at

ta
ch

ed
 to

 th
e M

on
ito

rin
g S

he
et

 to
 be

 su
bm

itt
ed

. 
 [It

em
 1-

3-
5]

 Pr
ep

ar
at

ion
 fo

r o
n-

sit
e s

ho
rt-

te
rm

 tr
ain

in
g 

As
 a 

pr
ep

ar
at

io
n f

or
 th

e o
n-

sit
e s

ho
rt-

te
rm

 tr
ain

in
g t

ha
t w

ill 
be

 co
nd

uc
te

d i
n s

ec
on

da
ry

 on
-si

te
 w

or
k, 

tra
in

in
g 

co
nt

en
ts 

an
d 

sc
he

du
le 

pl
an

ni
ng

, c
oo

rd
in

at
io

n 
of

 p
ar

tic
ip

an
ts 

et
c. 

w
ill 

be
 co

nd
uc

te
d.

 T
he

se
 co

nt
en

ts 
w

ill 
be

 

cr
ea

te
d 

un
de

r t
he

 c
oo

pe
ra

tio
n 

w
ith

 A
kit

a 
Un

ive
rsi

ty,
 b

ut
 th

e 
pl

an
 w

ill 
be

 c
re

at
ed

 u
po

n 
ac

kn
ow

led
gin

g 
th

e 

pr
ob

lem
s a

nd
 n

ee
ds

 o
f t

he
 d

es
tin

at
io

n 
in

 b
as

eli
ne

 su
rv

ey
, s

ho
rt-

te
rm

 tr
ain

ing
 in

 Ja
pa

n 
co

nd
uc

te
d 

up
 to

 th
e 

ab
ov

e-
m

en
tio

ne
d 

ite
m

. T
he

 co
nt

en
ts 

sh
all

 in
clu

de
 fo

rm
ul

at
ion

 o
f e

qu
ipm

en
t m

ain
te

na
nc

e m
an

ag
em

en
t p

lan
 

an
d 

pr
ac

tic
al 

tra
ini

ng
 p

lan
 b

as
ed

 o
n 

th
e 

ob
jec

tiv
e 

an
d 

ex
pe

cte
d 

re
su

lts
 o

f t
hi

s p
ro

jec
t, 

ed
uc

at
io

n 
on

 m
in

in
g 

in
du

str
y 

in
 Ja

pa
n,

 in
sp

ec
tio

n 
of

 la
bo

ra
to

rie
s, 

lib
ra

rie
s a

nd
 le

ct
ur

es
 (m

od
el 

lec
tu

re
s) 

at
 b

ot
h 

th
e 

un
ive

rsi
tie

s, 

co
nd

uc
tin

g s
pe

cia
l le

ct
ur

es
 (m

od
el 

lec
tu

re
s) 

fro
m

 Ja
pa

n,
 jo

int
 le

ct
ur

es
 an

d w
or

ks
ho

ps
 w

ith
 th

e u
ni

ve
rsi

tie
s f

ro
m

 

M
oz

am
bi

qu
e, 

di
sc

us
sio

n 
on

 co
lla

bo
ra

tio
n 

pl
an

 co
nc

er
nin

g e
qu

ip
m

en
t p

ro
vis

io
n 

an
d 

lab
or

at
or

y i
de

as
, te

ac
he

rs 

an
d 

stu
de

nt
s e

xc
ha

ng
e e

tc.
 Th

e p
lan

 o
r s

ch
ed

ul
e w

ill 
be

 cr
ea

te
d 

co
ns

id
er

in
g t

he
 fa

ct
 th

at
 th

e e
lig

ibl
e m

em
be

rs 

fo
r t

he
 tr

ain
in

g a
re

 w
id

e-
ra

ng
in

g w
hi

ch
 in

clu
de

 te
ac

he
rs 

an
d 

stu
de

nt
s f

ro
m

 Th
e 

Ed
ua

rd
o 

M
on

dl
an

e U
ni

ve
rsi

ty
 

an
d 

In
sti

tu
to

 Su
pe

rio
r P

ol
ité

cn
ico

 d
e T

et
e. 

 [It
em

 1-
3-

6]
 Id

en
tif

ica
tio

n o
f e

qu
ipm

en
t t

o 
be

 pr
oc

ur
ed

 

Th
e e

qu
ipm

en
t r

eq
ui

re
d f

or
 se

tti
ng

 up
 th

e s
ys

te
m

 an
d e

nv
iro

nm
en

t, 
wh

er
e e

xp
er

im
en

ts 
an

d p
ra

ct
ica

l w
or

k 

su
ch

 as
 ge

ol
og

ica
l in

sp
ec

tio
n 

or
 sa

m
ple

 an
aly

sis
 et

c. 
ca

n 
be

 co
nd

uc
te

d 
pr

op
er

ly,
 w

ill 
be

 id
en

tif
ied

 b
as

ed
 o

n 
th

e 

ba
se

lin
e s

ur
ve

y, 
sh

or
t-t

er
m

 tr
ain

in
g i

n 
Ja

pa
n a

nd
 th

e d
isc

us
sio

n 
wi

th
 A

kit
a U

ni
ve

rsi
ty.

 

At
 p

re
se

nt
, e

qu
ip

m
en

t 
fo

r 
cr

ea
tin

g 
th

in 
sa

m
ple

 a
nd

 c
on

du
cti

ng
 a

na
lys

is 
ar

e 
ne

ed
ed

 a
t 

Th
e 

Ed
ua

rd
o 

M
on

dl
an

e U
niv

er
sit

y i
n p

ar
tic

ul
ar.

 Re
ga

rd
in

g t
hi

s p
oin

t, i
t is

 co
ns

ide
re

d t
ha

t t
he

 pr
oc

ur
em

en
t o

f s
aid

 eq
uip

m
en

t 
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Jo
in

t V
en

tu
re

 (J
ap

an
 C

oa
l E

ne
rg

y 
Ce

nt
er

 a
nd

 M
its

ub
ish

i M
at

er
ia

ls 
Te

ch
no

 C
o.

, L
td

) 

is 
ap

pr
op

ria
te

 ev
en

 in
 co

ns
id

er
at

io
n 

of
 th

e c
ur

re
nt

 bu
dg

et
, b

ut
 eq

ui
pm

en
t w

ill 
be

 id
en

tif
ied

 in
 co

ns
id

er
at

io
n 

of
 

th
e r

es
ou

rce
s s

uc
h 

as
 A

kit
a U

ni
ve

rsi
ty

 th
at

 is
 co

op
er

at
in

g i
n 

pr
io

r b
as

eli
ne

 su
rv

ey
, s

ho
rt-

te
rm

 tr
ain

in
gs

 in
 Ja

pa
n 

or
 o

n-
sit

e s
ho

rt-
te

rm
 tr

ain
in

gs
 et

c. 
an

d 
ea

se
 o

f m
ain

te
na

nc
e m

an
ag

em
en

t o
n 

th
e s

ite
. 

 

[It
em

 1
-3

-7
] 

Pr
ior

 c
re

at
io

n 
of

 e
qu

ipm
en

t 
ut

iliz
at

io
n 

tra
in

in
g 

m
an

ua
l (

dr
af

t) 
an

d 
eq

uip
m

en
t 

m
ain

te
na

nc
e 

m
an

ag
em

en
t m

an
ua

l (d
ra

ft)
 

In
 th

e 
on

-si
te

 s
ho

rt-
te

rm
 tr

ain
in

g, 
ut

iliz
at

io
n 

tra
ini

ng
 p

lan
 a

nd
 m

ain
te

na
nc

e 
m

an
ag

em
en

t p
lan

 fo
r t

he
 

eq
uip

m
en

t i
de

nt
ifie

d 
an

d 
pr

oc
ur

ed
 in

 a
bo

ve
-m

en
tio

ne
d 

Ite
m

 3
-5

 w
ill 

be
 d

ev
elo

pe
d.

 P
er

ta
in

ing
 to

 th
is,

 th
es

e 

m
an

ua
ls 

(d
ra

ft)
 w

ill 
be

 cr
ea

te
d i

n t
he

 sa
id 

on
-si

te
 sh

or
t-t

er
m

 tr
ain

in
g. 

Th
e d

ra
ft 

w
ill 

be
 cr

ea
te

d i
n a

dv
an

ce
 be

fo
re

 

th
e 

se
co

nd
ar

y 
on

-si
te

 w
or

k, 
sin

ce
 c

re
at

in
g 

dr
af

t d
ur

in
g 

th
e 

tra
ini

ng
 is

 ti
m

e-
cr

itic
al.
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Work Item23123123123456789

【2-2-4】Convening of JCC and TCC

The Work Plan  (Phase 2)
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45678910111245678 678910119101112

Phase 2 (1st Step)
Prior domestic work

1245

【2-1-1】Drawing up of an action policy for Phase 2

【2-1-2】Review and planning of country-by-
country training (coal policy training, short-term
training in Japan and on-site short-term training)

【2-1-3】Procurment of provision for equipments

【2-1-4】Creation and submission of Monitoring
Sheet
【2-1-5】Preparation and implementation of coal
policy training in Japan

【2-1-6】Preparation for on-site short term training

【2-1-7】Preparation of Joint Coordination（JCC) and
Techical Coordination Committee(TCC)
Third on-site work
【2-2-1】Acceptance inspection for the equipments
located at universities

【2-2-2】Conducting on-site short term training

【2-2-3】Creation of equipment utilization training
manual (draft) and equipment maintenance
management manual (draft)

【2-2-5】Review on long-term training candidates

Third domestic work
【2-3-1】Revision of equipment utilization training
manual (draft) and equipment maintenance
【2-3-2】Creation and submission of Monitoring
Sheet
【2-3-3】Preparation and implementation of short-
term training in Japan
【2-3-4】Implementation of a support to long-term
trainees in Japan

【2-3-5】Preparation for on-site short term training

Fourth on-site work
【2-4-1】Acceptance inspection for the equipments
located at universities

【2-4-2】Conducting on-site short term training

【2-4-3】Creation of equipment utilization training
manual (draft) and equipment maintenance
management manual (draft)

【2-4-4】Review on long-term training candidates

Fourth domestic work
【2-5-1】Revision of equipment utilization training
manual (draft) and equipment maintenance
management manual (draft)
【2-5-2】Discussion and creation of a draft plan for
the  Phase 2 (2nd Step)
Phase 2 (2nd Step)
Prior domestic work
【3-1-1】Drawing up of an action policy for
beginning of 2nd Step
【3-1-2】Review and planning of country-by-
country training (short-term training in Japan and
on-site short-term training)
【3-1-3】Creation and submission of Monitoring
Sheet

【3-1-4】Preparation for on-site short term training

【3-1-5】Preparation for JCC and TCC

Fifth, sixth, seventh, eighth and ninth on-site work

【3-2-1】Conducting on-site short term training

【3-2-2】Revision of equipment utilization training
manual (draft) and equipment maintenance
management manual (draft)
【3-2-3】Creation of a curriculum (draft) including
the experiment and training in both universites

【3-2-4】Convening of JCC and TCC

【3-2-5】Review on long-term training candidates

Fifth, sixth, seventh and eighth domestic work
【3-3-1】Revision of equipment utilization training
manual (draft) and equipment maintenance
management manual (draft)
【3-3-2】Creation of a curriculum (draft) including
the experiment and training in both universites
【3-3-3】Preparation and implementation of short-
term training in Japan

【3-5-1】Final reporting of the project on JCC

【3-3-4】Implementation of a support to long-term
trainees in Japan
【3-3-5】Creation and submission of Monitoring
Sheet
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【3-4-1】Preparation and implementation of short-
term training in Japan
【3-4-2】Implementation of a support to long-term
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【3-5-2】Convening of a final reporting seminar for
the project

On-site workDomestic work ::

【3-4-3】Final creation of equipment utilization
training manual (draft) and equipment maintenance
management manual
【3-4-4】Creation of a curriculum (draft) including
the experiment and training in both universites

【3-4-5】Creation of the project final report

Tenth on-site work
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ar
tic
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an

ts 
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PM
 F

or
m

 3
-1
 

M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
t S

um
m

ar
y 

Pa
ge

 1
 

TO
 C

R 
of

 J
IC

A 
M

O
ZA

M
B

IQ
U

E 
O

FF
IC

E 
 

PR
O

JE
C

T 
M

O
NI

TO
RI

N
G

 S
HE

ET
 

 
Pr

oj
ec

t T
itl

e 
: T

he
 P

ro
je

ct
 o

n 
Ca

pa
ci

ty
 D

ev
el

op
m

en
t i

n 
M

in
er

al
 R

es
ou

rc
es

 S
ec

to
r 

  
 

Ve
rs

io
n 

of
 th

e 
Sh

ee
t: 

Ve
r.1

 （
Te

rm
: M

ay
, 2

01
5 

- S
ep

, 2
01

5）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

N
am

e:
 K

oi
ch

i T
AN

AK
A 

  
  

  
  

  
  

  
 

Ti
tle

: C
hi

ef
 A

dv
is

or
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
Su

bm
is

si
on

 D
at

e:
 S

ep
 3

0,
 2

01
5 

  
  

  
  

I. 
Su

m
m

ar
y 

1 
Pr

og
re

ss
 

1-
1 

Pr
og

re
ss

 o
f I

np
ut

s 
 I

np
ut

は
本
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

に
係

り
作
成

・
合

意
さ

れ
た

PD
M

に
基

づ
く

想
定
で

あ
る

。
現

在
は

本

PD
M

に
基

づ
き

今
後
の

短
期
研

修
、
機

材
供
与

等
を
準

備
中
で

あ
る
。

長
期
研

修
員
と

し
て

5
名
を

本

邦
の
大

学
で

受
入
れ

済
み
で

あ
る
。

同
PD

M
を

Pr
oj

ec
t M

on
ito

rin
g 

Sh
ee

t I
と

し
て
添

付
し
た

。
 

 
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

全
体
工

程
は
下

表
に
示

す
と
お

り
で

あ
る

。
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1-
2 

Pr
og

re
ss

 o
f A

ct
iv

iti
es

 
(1

) 
第
一

次
現
地
作
業

 
a.

 ベ
ー

ス
ラ

イ
ン
調
査

 
・
内

容
：
各

大
学
、
鉱
業
関
係
機
関
、
支
援
機
関
に
対
し
て
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
及

び
テ

テ
工
科

大
学
に
対
す
る
短
期
研
修
（
本
邦
、
現
地
）
、
機
材
供
与
及
び
そ
れ
に
伴
う
実
習
の
実
施
で

必
要

と
な
る

情
報
に
つ
い
て
、
両
大
学
や
そ
の
他
関
連
機
関
と
の
協
議
を
通
じ
て
収
集
す
る
。

 
・
手

段
：
関

連
機
関
に
対
し
て
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
情
報
を
収
集
す
る
。

 
・
状

況
：
エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
及
び
テ
テ
工
科
大
学
は
じ
め
と
す
る
関
連
機
関
に
対
す

る
ヒ

ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
た
。
但
し
一
部
の
情
報
に
つ
い
て
は
追
加
収
集
中
で
あ
る
。

 
 
ベ

ー
ス
ラ

イ
ン
調
査
項
目
を
以
下
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

 
 ①

 エ
ド
ゥ

ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
お
よ
び
テ
テ
工
科
大
学
に
関
す
る
情
報

 
 
・

基
礎
情

報
、
組
織
、
学
生
数
、
教
員
数
、
予
算
状
況
等

 
 
・

全
教
員

リ
ス
ト
（
学
位
取
得
状
況
、
研
究
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
の
作
成
、

 
 
 
大

学
保

有
の
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
状
況
（
閲
覧
に
関
す
る
学
生
と
教
員
な
ど
関
係
者
が
ア
ク
セ
ス

可
能

な
論

文
・
文
献
な
ど
研
究
資
料
の
保
管
状
況
）

 
 
・
対
象

学
科
お
よ
び
関
連
学
部
／
学
科
の
基
礎
情
報
、
組
織
、
学
生
数
、
教
員
数
、
卒
業
生
の
就
職
先
、
 

 
 
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム
、
コ
ー
ス
情
報
等

 
 
・

エ
ド
ゥ

ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
で
の
集
中
実
験
室
構
想
の
現
状
、
各
種
試
料
分
析
の
現
状

 
 
（

現
状
の

分
析
は
外
部
機
関
へ
と
外
注
し
て
い
る
）
等

 
 
・
テ
テ

工
科
大
学
で
の
各
種
実
験
・
実
習
の
状
況
（
現
在
は
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
の
み
実
施
し
て

い
る

）
、
所

有
機
材
と
そ
の
維
持
管
理
の
状
況
（
体
制
、
予
算
、
ス
ペ
ア
パ
ー
ツ
、
課
題
な
ど
）
等

 
②

 鉱
物
資

源
省
お
よ
び
他
の
ド
ナ
ー
等
に
よ
る
大
学
支
援
に
関
す
る
情
報

 
 
・
地
質

調
査
関

連
機
材

で
あ
る
顕
微
鏡
（
偏
光
、
反
射
、
実
体
な
ど
）
や
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
機
材
（
ハ

ン
マ

ー
、

ク
リ
ノ
コ
ン
パ
ス
な
ど
）
な
ど
の
省
お
よ
び
ド
ナ
ー
か
ら
の
機
材
供
与
状
況

 
 
・

Sw
ed

is
h 

In
te

rn
at

io
na

l D
ev

el
op

m
en

t C
oo

pe
ra

tio
n 

Au
th

or
ity
（

SI
D

A）
の
協
力
状
況

 
 
（

上
記
地

質
関
連
機
材
の
供
与
状
況
）

 
 
・

民
間
企

業
の
支
援
、
機
材
供
与
の
状
況
（
テ
テ
工
科
大
学
に
対
す
る

Va
le

社
の
支
援
な
ど
を
含
め

る
）

 
③

 R
ev

ub
oe

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び

M
oa

tiz
e
石
炭
鉱
山
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
情
報

 
 
・

R
ev

ub
oe

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び

M
oa

tiz
e
石
炭
鉱
山
な
ど
の
鉱
山
開
発
サ
イ
ト
に
お
け
る
人
材

育
成

ニ
ー

ズ
（

本
ベ
ー

ス
ラ
イ
ン

調
査
時

に
鉱
山

の
視
察
、

調
査
、

オ
ペ
レ

ー
シ
ョ

ン
企
業

と
の
ヒ

ア
リ

ン
グ
・
協
議
を
行
う
）

 
 
・

鉱
山
開

発
サ
イ
ト
に
お
け
る
地
質
巡
検
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
・
研
究
な
ど
の
実
施
可
能
性

 
 
（

エ
ド

ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
、
テ
テ
工
科
大
学
、
秋
田
大
学
お
よ
び
鉱
物
資
源
省
と
の
間

で
の

、
今
後
の
共
同
調
査
・
研
究
の
可
能
性
を
検
討
す
る
）

 
 



PM
 F

or
m

 3
-1
 

M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
t S

um
m

ar
y 

Pa
ge

 3
 

b.
 ワ

ー
ク
プ

ラ
ン
協

議
・

合
意

 
・
内
容
：
本
支

援
プ
ロ

グ
ラ

ム
の

支
援
対

象
、
内

容
及

び
ス
ケ

ジ
ュ
ー

ル
に
関

し
て
、
関

係
機

関
（
各

大

学
及
び

鉱
物

資
源
省

）
と
の

協
議
と

合
意
を

実
施
す

る
。

 
・
手
段

：
JC

C
を
開

催
し

協
議
を

行
う
。

 
・
状
況

：
第

一
次
現

地
作
業

時
に
第

1
回

JC
C
を
実

施
し

、
提
示

し
た
ワ

ー
ク
プ

ラ
ン
に

つ
い
て

合
意

を
得
た

。
 

 
JC

C
で
の

協
議
簿

は
An

ne
x 

Iに
示

す
と

お
り
で
あ

る
。

 
 c.

 ワ
ー

キ
ン

グ
チ
ー

ム
の
結

成
 

・
内
容
：
上
記
の

ベ
ー
ス
ラ

イ
ン
調

査
に
合

わ
せ
て

、
エ

ド
ゥ
ア
ル

ド
・
モ

ン
ド

ラ
ー

ネ
大
学

及
び
テ

テ

工
科
大

学
内

に
適

切
な

実
験

や
実

習
を

実
施

で
き

る
体

制
と

環
境

を
整

備
す

る
た
め

の
ワ
ー

キ
ン

グ
チ

ー
ム
を

設
置

す
る
。
こ

の
う

ち
エ
ド

ゥ
ア
ル

ド
・
モ
ン

ド
ラ
ー

ネ
大
学

に
つ
い

て
は
そ

の
優
先

分
野
を

天

然
ガ
ス

、
石

油
、
金

属
鉱

物
資

源
と
し

、
こ
れ

ら
分
野

に
関
す

る
地
質

巡
検
、
 
物
理

探
査
、
試

料
の

分

析
な
ど

を
対

象
に
す

る
。
ま

た
テ

テ
工
科

大
学
に

関
し
て

は
、
優
先

分
野
を

石
炭
資

源
と
し

、
本

分
野
の

地
質
巡

検
、

鉱
量
評

価
、
灰

分
等
評

価
を
対

象
に
す

る
。

 
・
手
段

：
JC

C
及
び

各
大

学
と
の

面
談
時

に
メ
ン

バ
ー
を

検
討
す
る

。
 

・
状
況
：
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー

ム
の
活

動
に
つ

い
て
、
各
大

学
と
は
合

意
済

で
あ
る

。
た

だ
し
大

学
側
の

ワ

ー
キ
ン

グ
チ

ー
ム
メ

ン
バ
ー

に
つ
い

て
は
現

在
選
定

中
で
あ

る
。
メ
ン
バ

ー
は
第

1
回

の
日

本
短
期

研
修

時
に
決

定
す

る
予
定

で
あ
る

。
 

 d.
 長

期
研
修

候
補
者

の
検

討
 

・
内
容
：
各

大
学
と

の
面
談
時

に
長
期

研
修
候

補
者
の

選
定
を

依
頼
す

る
。
こ

の
際

に
研
修

候
補
者

に
対

す
る
研

究
テ

ー
マ
に

係
る
助

言
を
行

う
。

 
・
手
段

：
研

修
候
補

者
の
人

選
は
各

大
学
で

行
う
。

 
・
状
況

：
現

在
各
大

学
で
検

討
中
で

あ
る
。

 
な
お
、

こ
れ

ま
で
長

期
研
修

員
と
し

て
5
名

を
本
邦

の
大
学

で
受
入

れ
済
み

で
あ
る

。
 

e.
 本

邦
短
期

研
修
参

加
者

の
検

討
（
第

1
回
日

本
短
期

研
修
）

 
・
内
容
：
各
大

学
に
短

期
研

修
候

補
者
の

選
定
を

依
頼
し

た
。
第

1
回

日
本

短
期

研
修

で
の
研

修
に
お

い

て
は
、

今
後

の
プ
ロ

グ
ラ
ム

内
容
や

供
与
予

定
機
材

に
関
す

る
選
定

に
つ
い

て
も
検

討
す
る

。
 

・
手
段

：
研

修
候
補

者
の
人

選
は
各

大
学
で

行
う
。

 
・
状
況

：
検

討
に
よ

り
、
各

大
学

3
名
、

計
6
名

が
選

定
さ

れ
、

10
月

か
ら
の
日

本
短
期

研
修
に

参
加

す
る
。

 
 (2

) 
第

1
次

国
内

作
業

 
a.

 秋
田

大
学

か
ら
の

支
援

に
関

す
る
合

意
 

・
内
容
：
本
プ

ロ
グ
ラ

ム
で

の
研

修
、
供

与
機

材
の
選

定
及
び

実
習
等

に
関
し

て
、
エ

ド
ゥ
ア

ル
ド
・
モ
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ン
ド
ラ

ー
ネ

大
学

と
大

学
間

提
携

し
て

い
る

秋
田

大
学

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

や
研

修
実

施
に

関
す

る
講

義
等

の
協
力

を
同
大
学
に
依
頼
し
合
意
を
得
る
。

 
・
手

段
：
秋

田
大
学
側
と

JI
C

A
及
び
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
側
と
で
面
談
を
行
う
。

 
・
状

況
：
第

一
次
現
地
調
査
後
に
秋
田
大
学
の
関
係
者
と
面
談
を
行
い
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
側
か
ら
第
一

次
現

地
調
査

結
果
や
両
大
学
の
課
題
や
要
望
を
説
明
し
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
協
力
に
つ
い
て
秋
田
大
学

側
か

ら
理
解

い
た
だ
い
た
う
え
で
合
意
し
た
。

 
 b.

 第
1
回
本

邦
短
期
研
修
の
準
備

 
・
内

容
：
第

1
回
目
の
本
邦
短
期
研
修
内
容
、
日
程
の
検
討
及
び
招
聘
に
関
す
る
準
備
を
行
う
。

 
・
手

段
：
研

修
内
容
と
日
程
に
つ
い
て
、
秋
田
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
研
修
協
力
機
関
及
び
エ
ド
ゥ

ア
ル

ド
・
モ

ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
及
び
テ
テ
工
科
大
学
と
共
に
調
整
す
る
。

 
・
状
況
：
調

整
終

了
し
、
研
修
内
容
及
び
日
程
等
は
決
定
済
で
あ
る
。
現
在
は
研
修
者
の
招
聘
や
研
修
に

係
る

準
備
を

実
施
中
で
あ
る
。

 
 
第

1
回
本

邦
短
期
研
修
参
加
者
を

An
ne

x 
II
に
示
し
、
同
研
修
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
次
ペ
ー
ジ
表
に

示
す

。
 

 c.
 長

期
研
修

者
の
支
援

 
・
内

容
：
資

源
の
絆
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
長
期
研
修
者
（

5
名
、
う
ち
北
大

3
名
、
京
大

1
名
、
秋
田
大

1
名
）
に

対
し

て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
支
援
や
研
修
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
や
要
望
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

実
施

す
る
。

 
・
手

段
：

5
名

と
面
談
し
て
意
見
交
換
を
行
う
。

 
・
状

況
：
資

源
の
絆
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
わ
れ
る
東
京
研
修
時
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
継
続
的
に
実
施
す
る
。
こ

れ
ま

で
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
よ
る
と
、
長
期
研
修
者
と
大
学
教
官
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
う
ま
く
取

れ
て

い
る
。
ま
た
、
長
期
研
修
者
の
研
究
内
容
や
研
究
方
法
に
つ
い
て
、
研
究
は
最
近
か
ら
開
始
さ
れ
て

お
り

、
現
状

で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
目
的
に
沿
っ
て
順
調
に
進
み
始
め
て
い
る
。
今
後
研
究
が
進
む
に
つ
れ

て
、
長

期
研

修
に
係
る
要
望
や
新
た
な
ニ
ー
ズ
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
引
き
続
き
適
宜
ヒ

ア
リ

ン
グ
を

継
続
す
る
。

 
 
現

状
で
対

象
の
長
期
研
修
者
は
次
の

5
名
で
あ
る
。
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ve
rs

ity
 (f

ro
m

 M
in

is
try

 o
f M

in
er

al
 

R
es

ou
rc

es
) 

- M
r. 

Jo
se

 D
er

ic
o 

Le
vy

, A
ki

ta
 U

ni
ve

rs
ity

 (f
ro

m
 E

m
pr

es
a 

N
ac

io
na

l d
e 

H
id

ro
ca

rb
on

et
os

) 
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第
1
回

本
邦

短
期
研

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
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d.

 供
与

機
材

の
特
定
と
機
材
活
用
に
係
る
研
修
計
画
（
案
）
作
成

 
・
内

容
：
機

材
供
与
に
係
り
機
材
を
利
用
し
た
研
修
計
画
を
作
成
す
る
。

 
・
手

段
：
大

学
側
か
ら
要
望
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
共
に
、
日
本
側
予
算
を
検
討
・
調
整
す
る
。

 
・
状
況
：
供

与
機

材
の
特
定
に
関
し
て
は
、
必
要
な
機
材
を
大
学
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
中
で
あ
る
。
供
与
す

る
機

材
は
、
第

1
回
の
本
邦
短
期
研
修
に
て
大
学
関
係
者
と
共
に
再
度
選
定
の
特
定
を
行
う
。
研
修
計
画

の
作

成
は
同

研
修
時
に
お
け
る
機
材
の
選
定
後
に
実
施
予
定
で
あ
る
。
ま
た
機
材
選
定
に
お
い
て
考
慮
す

べ
き

重
要
な

点
と
し
て
は
、
選
定
さ
れ
た
機
材
の
維
持
・
管
理
を
大
学
側
で
独
自
に
行
え
る
か
ど
う
か
で

あ
る

。
そ

の
た
め
機
材
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
同
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
時
点
で

は
U

EM
に

関
し

て
は
薄
片
作
成
機
材
も
し
く
は
顕
微
鏡
観
察
機
材
で
あ
り
、
テ
テ
工
科
大
学
に
関
し
て

は
石

炭
分
析

関
連
機
材
で
あ
る
。
こ
れ
ら
機
材
は
地
質
研
究
及
び
石
炭
資
源
研
究
を
行
う
た
め
の
基
礎
機

材
で

あ
る
。
し

か
し
現
状
で
両
大
学
に
は
こ
れ
ら
の
基
礎
機
材
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
こ
れ

ら
機

材
を
利

用
し
た
実
習
を
研
修
内
に
組
み
込
む
こ
と
が
、
両
大
学
の
教
育
・
研
究
の
基
礎
を
固
め
た
キ

ャ
パ

シ
テ
ィ

強
化
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
機
材
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ

ン
ド

ラ
ー
ネ

大
学
、
テ
テ
工
科
大
学
及
び
秋
田
大
学
の
関
係
者
内
で
合
意
さ
れ
て
い
る
。

 
 e.

 供
与

機
材

の
実
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
及
び
機
材
維
持
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
作
成

 
・
内

容
：
供

与
さ
れ
る
機
材
の
実
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
同
機
材
の
維
持
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
案
を
作
成
す
る
。

 
・
手

段
：
供

与
機
材
の
選
定
後
、
秋
田
大
学
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

 
・

状
況

：
マ

ニ
ュ

ア
ル
（
案

）
の
作
成
は
、
上

記
d.
に
よ
り
供
与
機

材
が

特
定

さ
れ
た
後

に
行

う
。
作

成
時

に
は
秋

田
大
学
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

 
 1-

3 
Ac

hi
ev

em
en

t o
f O

ut
pu

t 
・

be
 c

ur
re

nt
ly

 in
 p

ro
gr

es
s 

 1-
4 

Ac
hi

ev
em

en
t o

f t
he

 P
ro

je
ct

 P
ur

po
se

 
・

be
 c

ur
re

nt
ly

 in
 p

ro
gr

es
s 

 1-
5 

Ch
an

ge
s 

of
 R

is
ks

 a
nd

 A
ct

io
ns

 fo
r M

iti
ga

tio
n 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 1-

6 
Pr

og
re

ss
 o

f A
ct

io
ns

 u
nd

er
ta

ke
n 

by
 J

IC
A

 
 
現

時
点
で

JI
C

A
側
で
調
整
す
る
内
容
は
研
修
候
補
者
に
係
る
渡
航
等
調
整
、
供
与
機
材
に
関
す
る
現

 
地
調

整
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
研
修
候
補
者
に
関
し
て
、
第

1
回
日
本
短
期
研
修
に
関
す
る
参
加
者
の
渡
航

調
整

は
終
了

し
た
。
長
期
研
修
者
の
渡
航
等
調
整
に
関
し
て
は
、
両
大
学
か
ら
の
候
補
者
提
示
後
に
実
施

予
定

で
あ
る

。
 

 
供

与
機
材

の
調
整
に
関
し
て
は
、
第

1
回
日
本
短
期
研
修
後
の
機
材
選
定
後
に
実
施
予
定
で
あ
る
。
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 1-
7 

Pr
og

re
ss

 o
f A

ct
io

ns
 u

nd
er

ta
ke

n 
by

 U
ni

ve
rs

id
ad

e 
Ed

ua
rd

o 
M

on
dl

an
e 

(U
EM

) a
nd

 
In

st
itu

to
 S

up
er

io
r P

ol
ite

cn
ic

o 
de

 T
et

e 
(IS

PT
) 

 
現

時
点

で
エ

ド
ゥ

ア
ル

ド
・モ

ン
ド

ラ
ー

ネ
大

学
及

び
テ

テ
工

科
大

学
で

検
討

中
の

内
容

は
次

の
2

項
目

で
あ

る
。

 
・長

期
研

修
候

補
者

の
選

定
 

・供
与

機
材

の
選

定
 

・研
修

内
容

及
び

供
与

機
材

選
定

及
び

機
材

受
け

入
れ

に
関

す
る

ワ
ー

キ
ン

グ
チ

ー
ム

人
員

の
選

定
と

結
成

 
  

今
後

こ
れ

ら
の

選
定

が
終

了
す

る
こ

と
に

よ
り

、
よ

り
詳

細
な

研
修

内
容

や
計

画
、

機
材

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

に
つ

い
て

双
方

検
討

・
作

成
す

る
予

定
で

あ
る

。
 

 1-
8 

Pr
og

re
ss

 o
f E

nv
iro

nm
en

ta
l a

nd
 S

oc
ia

l C
on

si
de

ra
tio

ns
 (i

f a
pp

lic
ab

le
) 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 1-

9 
Pr

og
re

ss
 o

f 
Co

ns
id

er
at

io
ns

 o
n 

G
en

de
r/P

ea
ce

 B
ui

ld
in

g/
Po

ve
rt

y 
Re

du
ct

io
n 

(if
 

ap
pl

ic
ab

le
) 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 1-

10
 O

th
er

 r
em

ar
ka

bl
e/

co
ns

id
er

ab
le

 i
ss

ue
s 

re
la

te
d/

af
fe

ct
 t

o 
th

e 
pr

oj
ec

t 
(s

uc
h 

as
 

ot
he

r 
JI

C
A'

s 
pr

oj
ec

ts
, 

ac
tiv

iti
es

 o
f 

co
un

te
rp

ar
ts

, 
ot

he
r 

do
no

rs
, 

pr
iv

at
e 

se
ct

or
s,

 
NG

O
s 

et
c.

) 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

 2 
D

el
ay

 o
f W

or
k 

Sc
he

du
le

 a
nd

/o
r P

ro
bl

em
s 

(if
 a

ny
) 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 3 

M
od

ifi
ca

tio
n 

of
 th

e 
Pr

oj
ec

t I
m

pl
em

en
ta

tio
n 

Pl
an

 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

 4 
Pr

ep
ar

at
io

n 
of

 R
el

at
ed

 O
rg

an
iz

at
io

ns
 to

w
ar

d 
af

te
r 

co
m

pl
et

io
n 

of
 th

e 
Pr

oj
ec

t 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 
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 C

R 
of

 J
IC

A 
M

O
ZA

M
B

IQ
U

E 
O

FF
IC

E 
 

PR
O

JE
C

T 
M

O
NI

TO
RI

N
G

 S
HE

ET
 

 
Pr

oj
ec

t T
itl

e 
: T

he
 P

ro
je

ct
 o

n 
Ca

pa
ci

ty
 D

ev
el

op
m

en
t i

n 
M

in
er

al
 R

es
ou

rc
es

 S
ec

to
r 

  
 

Ve
rs

io
n 

of
 th

e 
Sh

ee
t: 

Ve
r.2

 （
Te

rm
: O

C
T,

 2
01

5 
- M

AR
, 2

01
6）

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
N

am
e:

 K
oi

ch
i T

AN
AK

A 
  

  
  

  
  

  
  

 
Ti

tle
: C

hi
ef

 A
dv

is
or

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

Su
bm

is
si

on
 D

at
e:

 A
PR

, 2
01

6 
  

  
  

  
I. 

Su
m

m
ar

y 
1 

Pr
og

re
ss

 
1-

1 
Pr

og
re

ss
 o

f I
np

ut
s 

 I
np

ut
は

本
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

に
係

り
作
成

・
合

意
さ

れ
た

PD
M

に
基

づ
く

想
定
で

あ
る

。
現

在
は

本

PD
M

に
基

づ
き

今
後
の

短
期
研

修
、
機

材
供
与

等
を
準

備
中
で

あ
る
。

長
期
研

修
員
と

し
て

5
名
を

本

邦
の
大

学
で

受
入
れ

済
み
で

あ
る
。

同
PD

M
を

Pr
oj

ec
t M

on
ito

rin
g 

Sh
ee

t I
と

し
て
添

付
し
た

。
 

 
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

全
体
工

程
は
下

表
に
示

す
と
お

り
で

あ
る

。
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1-
2 

Pr
og

re
ss

 o
f A

ct
iv

iti
es

 
1-

2-
1 

第
1
フ

ェ
ー
ズ

 
(1

) 
第

1
次

国
内

作
業

 
a.

 M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
tの

作
成
及
び
提
出

 
・
内

容
：

20
15

年
5
月
～

9
月
の

Ac
tiv

ity
を
ま
と
め
、
同
期
間
中
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
状
況
を
報

告
す

る
。

 
・
手

段
：

JI
C

A
所
定
書
式
に
従
っ
て

M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
tを

作
成
す
る
。

 
・
状

況
：
別

添
1
の
と
お
り
作
成
し
た
。

 
 b.

 本
邦

短
期

研
修
の
実
施

 
・
内

容
：

エ
ド
ゥ

ア
ル
ド
・
モ
ン
ド

ラ
ー
ネ
大
学
（

U
EM

）
及
び
テ
テ
工
科
大
学
（

IS
PT

）
に
お
け
る

関
連

分
野
の

研
究
、
運
営
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
及
び
研
究
や
実
験
機
材
に
係
る
実
務
担
当
者
を
日
本
に
招

聘
し

、
関

連
内
容
の
研
修
を
実
施
す
る
。
研
修
の
主
要
実
施
先
は
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大

学
と

学
術
交

流
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
い
る
秋
田
大
学
を
核
と
す
る
。

 
・
手

段
：
研
修

対
象
内
容
と
し
て
秋
田
大
学
に
加
え
て
産
業
技
術
総
合
研
究
所
な
ど
の
国
内
研
究
機
関
や

民
間

鉱
山
な

ど
の
リ
ソ
ー
ス
を
も
利
用
す
る
。
こ
の
時
、
秋
田
大
学
の
研
修
に
は
同
大
学
内
の
実
験
室
、

図
書

館
、
講

義
（

モ
デ
ル
授
業
）
な
ど
の
視
察
、
関
連
サ
イ
ト
の
視
察
、
同
大
学
と
の
共
同
講
義
の
実
施
、

同
大

の
取
り

組
み
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
説
明
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
及
び
テ
テ
工
科
大

学
へ

の
協
力

内
容
に
係
る
協
議
、
教
員
・
学
生
と
の
交
流
な
ど
、
こ
れ
ら
も
含
め
る
。

 
・
状

況
：

20
15

年
10

月
5
日

(月
)か

ら
20

15
年

10
月

23
日

(金
)の

間
（
実
際
は
、
経
由
地
香
港
の

悪
天

候
で
来

日
が

2
日
遅
れ
、

7
日
（
水
）
来
日
）
、
両
大
学
関
係
者

6
名
を
日
本
に
招
聘
し
た
。
研
修

者
参

加
者
と

日
程
・
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
別
添

2
に
示
す
。

 
 c.

 長
期

研
修

者
の
支
援
の
実
施

 
・
内

容
：
資
源

の
絆
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
長
期
研
修
の
た
め
に
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側

5
名
（
テ
テ
工
科
大
学
教
員

1
名

、
エ
ド

ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
教
員

1
名
、
鉱
物
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
（

M
IR

EM
E）

行

政
官

2
名
、

国
営
石
油
会
社

1
名
）
が
来
日
中
で
あ
る
。

 
・
手

段
：
本

邦
短
期
研
修
時
の
長
期
研
修
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
支
援
な
ど
に
関
す
る

ニ
ー

ズ
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
研
修
に
対
す
る
要
望
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
。
意
見
交
換
に
よ
り
、
長

期
研

修
員
の

研
究
に
必
要
な
サ
ン
プ
ル
の
取
得
な
ど
が
生
じ
て
い
る
場
合
、
現
地
の
所
属
先
大
学
と
の
必

要
な

調
整
な

ど
、
長
期
研
修
員
の
研
究
に
係
る
支
援
を
適
宜
行
う
。

 
・
状

況
：

20
15

年
10

月
5
日

(月
)か

ら
20

15
年

10
月

23
日

(金
)の

本
邦
短
期
研
修
時
、
北
海
道
大

学
に

留
学
中

の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
長
期
研
修
員

3
名
（

1
名
は

IS
PT

教
員
、

2
名
は

M
IR

EM
E
関
係
職
員
）

を
、

本
邦
短

期
研
修
の
現
場
見
学
（
美
唄
炭
鉱
（
露
天
掘
）
と
勇
払
ガ
ス
油
田
見
学
）
に
同
行
さ
せ
た
。

ま
た

、
同
じ

く
本
邦
短
期
研
修
に
参
加
の
両
校
教
員
が
北
海
道
大
学
と
京
都
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し

た
際

、
両

校
か
ら

の
留
学
生
（
北
海
道
大
学
：

IS
PT

教
員

1
名
、
京
都
大
学
：

U
EM

教
員

1
名
）
及
び

指
導

教
員
と

面
談
を
行
っ
た
。
ま
た
、
石
炭
政
策
研
修
で
来
日
の

M
IR

EM
E
か
ら
の
研
修
員
も
、
北
海
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道
大
学

キ
ャ

ン
パ

ス
訪
問

時
に

、
M

IR
EM

E
関
係
機

関
か
ら

の
長
期

研
修

員
と

面
談
を

行
っ
た

。
面

談

内
容
は

長
期

研
修
者

の
日
本

で
の
生

活
状
況

、
研

究
の
進

捗
状
況
、
生

活
・
学
業
全

般
の
満

足
度
に

つ
い

て
で
あ

っ
た

。
い
ず

れ
の
研

修
者
も

現
状
で

の
生
活

や
学
業

状
況
に

満
足
し

て
い
る

と
共
に

、
研

究
の

進

捗
状
況

も
順

調
で
あ

る
。
ま

た
研
修

者
は
大

学
の
担

当
教
官

と
も
良

好
な
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
を

図
れ

て
い
る

。
現
状

で
研

修
者
か

ら
の
要

望
や
研

修
者
の

生
活
や

研
究
に

お
け
る

支
障
は

無
い
が

、
今

後
も

コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

を
継
続

し
、
研

修
者
へ

の
フ
ォ

ロ
ー
を

行
う
。

 
 (2

) 
第

2
次

現
地

作
業

 
a.

 現
地

短
期

研
修
の

実
施

 
・
内
容
：
エ
ド

ゥ
ア
ル

ド
・
モ

ン
ド

ラ
ー
ネ

大
学
お
よ

び
テ
テ

工
科
大

学
に
お

い
て
、
講

義
、
フ

ィ
ー

ル

ド
授
業

、
ワ

ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

等
を
含

む
研
修

を
行
う

。
  

・
手
段
：
研

修
の
講

師
は
秋
田

大
学
の

関
連
教

官
及
び

本
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
内
の

専
門
家

と
す
る

。
研

修
の

実
施
に

あ
た

っ
て
は

、
エ
ド

ゥ
ア
ル

ド
・
モ
ン

ド
ラ
ー

ネ
大
学

お
よ
び

テ
テ
工

科
大
学

の
現
状

で
の
リ

ソ

ー
ス
を

活
用

す
る
。
ま

た
、
エ
ド

ゥ
ア
ル

ド
・
モ

ン
ド

ラ
ー
ネ

大
学
に

お
い
て

は
石
油
・
ガ

ス
、
金

属
鉱

物
資
源

を
野

外
で
扱

え
る
フ

ィ
ー
ル

ド
ジ
オ

ロ
ジ
ス

ト
を
育

成
可
能

と
な
る

こ
と
、
テ

テ
工

科
大
学

に
お

い
て
は

石
炭

解
釈
を

行
え
る

人
材
を

育
成
可

能
と
な

る
と
い

う
観
点

か
ら
、
研

修
の

中
に
フ

ィ
ー
ル

ド
研

修
も
組

み
込

む
こ
と

と
す
る

。
対
象

フ
ィ
ー

ル
ド
は

テ
テ
工

科
大
学

の
所
在

地
で
あ

る
テ
テ

州
の
石

炭
フ

ィ
ー
ル

ド
と

す
る
。

 
・
状

況
：

20
15

年
11

月
30

日
(月

)か
ら

20
15

年
12

月
11

日
(金

)の
間
、
両

大
学

に
お
い

て
研
修

を

実
施
し

た
。

研
修
に

係
る
講

師
は
次

の
5
名

で
あ
っ

た
。

 
・
石
炭

ｴﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ
ｰ
ｾﾝ
ﾀ
ｰ
(J

C
O

AL
) 

田
中

 耕
一

 
・
三
菱

ﾏﾃ
ﾘ
ｱ
ﾙ
ﾃ
ｸﾉ

(M
M

TE
C

) 
根

岸
 義

光
 

・
石
炭

ｴﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ
ｰ
ｾﾝ
ﾀ
ｰ
(J

C
O

AL
) 

菅
原

 豊
和

 
・
秋
田

大
学

 教
授

 
今

井
  

亮
 

・
秋
田

大
学

 教
授

 
菅

原
 勝

康
 

 
研
修
日
程

と
日
程

及
び
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム
を

別
添

3
に

示
す

。
 

 b.
 調

達
機
材

の
特
定

 
・
内
容
：
エ
ド
ゥ

ア
ル
ド
・
モ

ン
ド
ラ

ー
ネ
大

学
お
よ
び

テ
テ
工

科
大
学

に
お
い

て
、
地

質
巡

検
や
試

料

の
分
析

な
ど

、
適
切

に
実
験

・
実
習

を
実
施

で
き
る

体
制
と

環
境
の

整
備
に

必
要
な

機
材
を

特
定
す

る
。

 
・
手
段
：
選

定
は

第
1
回
現

地
作
業

お
け
る

ベ
ー
ス

ラ
イ
ン

調
査
、
ま

た
そ

の
現
状

を
鑑
み

た
う
え

、
第

1
回
本

邦
短
期

研
修
及

び
第

2
次
現

地
作
業

に
お
け

る
秋
田

大
学
の
専

門
教

授
か
ら

の
ア
ド

バ
イ
ス

を
含

め
て
特

定
す

る
。

 
・
状
況
：
エ
ド
ゥ

ア
ル
ド
・
モ
ン

ド
ラ
ー

ネ
大
学

で
は
、
第

1
次

現
地
作

業
で
の
ベ

ー
ス
ラ

イ
ン
調

査
の

段
階
に

お
い

て
薄

片
試

料
の

作
成

と
分

析
を

行
う

た
め

の
機

材
の

ニ
ー

ズ
が

あ
っ
た

。
し
か

し
そ

の
後

20
15

年
10

月
に

SI
D

A
に

よ
り

機
材
が

供
与
さ

れ
、
こ
の

中
に
は

薄
片
作

成
機
材

と
分
析

前
処
理

機
材

も
含
ま

れ
て

い
た
。
そ

の
た

め
選
定

さ
れ
た

機
材
は

、
実

状
に

即
し
て

化
学
分

析
の
た

め
の
前

処
理
や

地
 

PM
 F

or
m

 3
-1
 

M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
t S

um
m

ar
y 

Pa
ge

 4
 

質
調

査
の
た

め
の
事
前
解
析
の
た
め
の
機
材
と
な
っ
た
。
こ
の
機
材
は
複
雑
な
も
の
で
は
な
い
が
、

SI
D

A
支
援

に
よ
る

機
材
に
今
回
の
要
望
機
材
を
加
え
る
こ
と
で
、
基
礎
研
究
か
ら
発
展
的
研
究
へ
と
リ
ン
ク
す

る
う

え
で
も

有
益
な
機
材
と
い
え
る
。
要
望
機
材
の
う
ち
双
眼
実
体
顕
微
鏡
は
、
ジ
ル
コ
ン
に
よ
る

U
-P

b
年
代

測
定
の

分
析
前
処
理
に
利
用
さ
れ
る
。
こ
の
際
、
岩
石
に
含
ま
れ
る
ジ
ル
コ
ン
は
同
顕
微
鏡
を
利
用

し
て

分
離
さ

れ
、
分
離
さ
れ
た
ジ
ル
コ
ン
粒
子
は
年
代
測
定
の
分
析
前
試
料
と
な
る
。
同
年
代
測
定
は
、

モ
ザ

ン
ビ
ー

ク
に
分
布
す
る
岩
石
の
地
質
年
代
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
特
に
そ
の

測
定

の
基
礎

と
な
る
ジ
ル
コ
ン
の
分
離
に
は
高
い
精
度
が
求
め
ら
れ
る
。
選
定
さ
れ
た
機
材
は
次
表
の
と

お
り

で
あ
る

。
 

 
選
定
機
材
（
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
）

 

 
  

IS
PT

に
お
い

て
選
定
さ
れ
た
機
材
は
、
石
炭
関
連
の
工
業
分
析
を
行
う
装
置
で
あ
る
。
現
在
の
モ
ザ

ン
ビ

ー
ク
国

内
に
お
い
て
工
業
分
析
を
実
施
可
能
な
大
学
／
研
究
機
関
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
今

回
の

選
定
機

材
を
同
大
学
に
設
置
す
る
こ
と
は
、
同
大
学
を
石
炭
関
連
分
析
の
可
能
な
国
内
唯
一
の
機
関

と
す

る
た
め

に
非
常
に
有
効
で
あ
る
。
さ
ら
に
今
後
、
同
大
学
に
石
炭
関
連
の
元
素
分
析
装
置
も
加
え
る

こ
と

で
、
同

大
学
を
石
炭
教
育
・
研
究
の
拠
点
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
選
定
さ
れ
た
機
材
は
次
表
の
と

お
り

で
あ
る

。
 

 
選
定
機
材
（
テ
テ
工
科
大
学
）

 

 
 c.

 機
材

調
達

に
係
る
受
け
入
れ
体
制
の
確
立

 
・
内

容
：
機

材
の
実
際
の
大
学
へ
の
配
置
は
、

20
16

年
7
月
以
降
に
予
定
し
て
い
る
第

3
次
現
地
調
査

時
前

ま
で
に

行
う
予
定
で
あ
る
。
配
置
後
の
運
用
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
、
受
け
入
れ
時
の
エ
ド
ゥ
ア

ル
ド

・
モ
ン

ド
ラ
ー
ネ
大
学
及
び
テ
テ
工
科
大
学
に
お
け
る
受
け
入
れ
先
体
制
を
確
立
す
る
。

 
・
手

段
：
エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
及
び
テ
テ
工
科
大
学
に
お
け
る
機
材
受
け
入
れ
体
制
を

確
立

す
る
た

め
、
第

1
次
現
地
作
業
及
び
第

2
次
現
地
作
業
で
立
ち
上
げ
た
適
切
な
実
験
や
実
習
を
実

施
出

来
る
体

制
と
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
と
連
携
し
、
受
け
入
れ
後
の
作
業
内
容

を
協

議
・
確

認
す
る
。

 

機
材

名
用

　
途

i)
 実

体
顕

微
鏡

（光
源

と
カ

メ
ラ

含
む

）
年

代
測

定
用

の
ジ

ル
コ

ン
分

離

ii)
 反

射
実

体
鏡

航
空

写
真

の
地

質
・地

形
判

読

iii
) 

精
密

天
び

ん
各

種
試

験
準

備
用

iv
) 

乾
燥

器
試

料
乾

燥
な

ど

v)
 電

熱
器

含
水

試
験

な
ど

vi
) 

上
記

実
験

用
物

品
薄

片
作

成
用

薬
品

等

機
材

名
用

　
途

示
差

熱
・
熱

重
量

同
時

測
定

装
置

水
分

、
灰

分
、

揮
発

分
、

固
定

炭
素

の
分

析
（
工

業
分

析
）
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・
状
況
：
受
け
入

れ
に
あ
た

っ
て
は

、
入

管
に
あ

た
り
機

材
を
免
税

と
す

る
た
め

、
大

学
側
に

よ
る
税

関
 

と
の
調

整
が

必
要
で

あ
る
。

そ
の
た

め
、
受

入
体
制

に
つ
い

て
第

2
次

現
地

作
業
時

に
検
討

し
た
結

果
、

現
状
の

受
け

入
れ
体

制
は
ワ

ー
キ
ン

グ
グ
ル

ー
プ
と

同
様
に

以
下
の

と
お
り

と
し
た

。
 

 
機
材

受
け

入
れ
体

制
（
エ

ド
ゥ
ア

ル
ド
・

モ
ン
ド

ラ
ー
ネ

大
学
）

 

 
                 

 D
r.

 E
st

ev
ao

In
ac

io
Su

m
bu

ra
ne

D
ir

ec
to

r f
or

 D
ep

ar
tm

en
t o

f G
eo

lo
gy

M
r.

 D
an

ie
l L

ui
s 

Ib
ra

im
o

Pr
of

es
so

r f
or

 
G

eo
lo

gy
 a

nd
 L

ab
or

at
or

y

M
r.

 S
er

gi
o 

Ez
eq

ui
el

 G
oe

nh
a

La
bo

ra
to

ry
 M

an
ag

er
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機
材
受
け
入
れ
体
制
（
テ
テ
工
科
大
学
）

 

 
 d.

 長
期

研
修

候
補
者
の
検
討

 
・
内

容
：
各

大
学
と
の
面
談
時
に
長
期
研
修
候
補
者
の
選
定
を
依
頼
す
る
。
こ
の
際
に
研
修
候
補
者
に
対

す
る

研
究
テ

ー
マ
に
係
る
助
言
を
行
う
。

 
・
手

段
：
研
修

候
補
者
の
人
選
は
各
大
学
で
行
う
と
共
に
、
第

2
次
現
地
作
業
時
に
研
修
申
請
学
生
と
面

談
を

行
う
。

 
・
状

況
：
第

2
次
現
地
作
業
に
お
け
る
短
期
研
修
時
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
に
お
い
て
、

長
期

研
修
申

請
学
生

3
名
と

1
時
間
余
り
面
談
を
行
っ
た
。
同
学
生
ら
の
英
語
力
は
日
本
の
標
準
的
学

部
生

以
上
、

研
究
に
対
す
る
意
欲
が
十
分
で
、
修
士
課
程
に
進
む
べ
く
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
。

加
え

て
、
本
短

期
研
修
講
師
の
秋
田
大
学
の
両
教
官
か
ら
も

JI
C

A
で
合
格
と
な
っ
た
ら
秋
田
大
学
で
受

け
入

れ
て
も

良
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
方
テ
テ
工
科
大
学
で
の
人
選
は
ま
だ
検
討
中
で
あ
っ
た
。

 
 

 
(3

) 
第

2
次

国
内

作
業

 
a.

 機
材

活
用

の
実
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
及
び
機
材
維
持
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
の
検
討

 
・
内

容
：
供

与
さ
れ
る
機
材
の
実
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
同
機
材
の
維
持
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
案
を
作
成
す
る
。

 
・
手

段
：
供

与
機
材
の
選
定
後
、
秋
田
大
学
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

こ
の

と
き
、
機

材
の
使
用
手
順
書
や
同
機
材
の
維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
エ
ド
ゥ
ア

ル
ド
・
モ
ン

ド
ラ
ー
ネ
大
学
及
び
テ
テ
工
科
大
学
の
実
験
・
機
材
設
置
環
境
に
合
わ
せ
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

が
必

要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
こ
れ
ら
の
作
成
は
、
基
本
的
に
は
各
大
学
の
担
当
教
官
と
技
官
が
本
邦
研
修

 

D
r.

 B
er

na
ld

o 
M

ig
ue

l B
en

e
D

ir
ec

to
r G

en
er

al
 o

f I
SP

T

M
r.

 N
ev

es
 S

em
en

te
 J

em
uc

e
D

ir
ec

to
r f

or
 M

in
er

al
 P

ro
ce

ss
in

g 
En

gi
ne

er
in

g 
Co

ur
se

M
r.

 A
nt

on
io

 O
no

fr
e

D
ir

ec
to

r f
or

 T
ec

hn
ic

al
 C

en
te

r

M
r.

 A
m

er
ic

o 
Jo

se
 C

ou
ve

s
Te

ac
he

r f
or

 M
in

er
al

 P
ro

ce
ss

in
g

M
r.

 A
lb

uq
ue

rq
ue

 R
im

ua
Te

ac
he

r f
or

 M
in

er
al

 P
ro

ce
ss

in
g

M
r.

 C
ha

po
te

ra
 A

rc
en

io
Al

be
rt

o 
Iv

on
e

Te
ch

ni
ca

l A
ss

is
ta

nt
 f

or
 

M
in

er
al

 P
ro

ce
ss

in
g

M
r.

 L
is

bo
a 

An
to

ni
o 

N
ga

no
Te

ch
ni

ca
l A

ss
is

ta
nt

 f
or

 
Ch

em
ic

al
 A

na
ly

si
s
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や
現
地

研
修

を
通
し

て
日
本

側
の
支

援
を
受

け
つ
つ

行
う
こ

と
と
す

る
。
こ

れ
に
よ

り
将
来

的
な
手

順
書

や
維
持

管
理

マ
ニ
ュ

ア
ル
の

改
訂
に

つ
い
て

も
各
大

学
で
各

自
責
任

を
持
っ

て
実
施

可
能
と

な
る
。

 
・
状
況
：
マ
ニ

ュ
ア
ル
（

案
）
の

作
成
は

、
今

後
第

2
フ

ェ
ー
ズ

に
て
供

与
機
材

の
調
達

作
業
の

後
に
開

始
し
、
第

3
次

現
地
作

業
以

降
、
大

学
側

と
検
討

し
な
が

ら
進
め

る
こ
と

と
す
る

。
作

成
時

に
は
秋

田
大

学
か
ら

の
ア

ド
バ
イ

ス
を
い

た
だ
く

予
定
で

あ
る
。

 
 
第

2
フ
ェ

ー
ズ
で

の
研
修

を
通
し

て
作
成

を
予
定

す
る
マ

ニ
ュ
ア

ル
は
大

学
ご
と

に
次
表

の
と
お

り

で
あ
る

。
 

 
作

成
を

予
定
す

る
手
順

書
及
び

機
材
維

持
管
理

マ
ニ
ュ

ア
ル

 
（

エ
ド

ゥ
ア
ル

ド
・
モ

ン
ド
ラ

ー
ネ
大

学
）

 

 
 

作
成
を

予
定
す

る
手
順

書
及
び

機
材
維

持
管
理

マ
ニ
ュ

ア
ル

 
（

テ
テ
工

科
大
学

）
 

 
   

1)
 実

験
等

作
業

手
順

書

　
・岩

石
／

鉱
石

薄
片

作
成

手
順

書

　
・鉱

石
片

作
成

手
順

書

　
・偏

光
／

反
射

顕
微

鏡
記

載
手

順
書

　
・実

体
顕

微
鏡

使
用

手
順

書

　
・実

体
鏡

使
用

手
順

書

　
・岩

石
破

砕
手

順
書

　
・ジ

ル
コ

ン
等

鉱
物

分
離

手
順

書

2)
 機

材
維

持
マ

ニ
ュ

ア
ル

　
・薄

片
及

び
鉱

物
片

作
成

用
機

材
維

持
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

　
・偏

光
／

反
射

顕
微

鏡
維

持
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

　
・実

体
顕

微
鏡

維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル

　
・実

体
鏡

維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル

　
・岩

石
破

砕
ク

ラ
ッ

シ
ャ

ー
維

持
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

1)
 実

験
等

作
業

手
順

書

　
・

石
炭

分
析

試
料
作

成
手

順
書

　
・

熱
天

秤
使

用
手
順

書

2)
 機

材
維

持
マ

ニ
ュ

ア
ル

　
・

石
炭

分
析

前
処
理

用
機

材
維

持
管

理
マ

ニ
ュ
ア

ル

　
・

熱
天

秤
維

持
管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル

　
・

岩
石

破
砕

ク
ラ
ッ

シ
ャ

ー
維

持
管

理
マ

ニ
ュ
ア

ル
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b.
 供

与
機
材

の
調
達
計
画
作
成

 
・
内

容
：
第

2
フ

ェ
ー
ズ
で
の
供
与
機
材
の
調
達
に
鑑
み
、
選
定
さ
れ
た
機
材
の
仕
様
お
よ
び
数
量
に
つ

い
て

調
達
計

画
を
行
う
。

 
・
手

段
：

JI
C

A
の
機
材
調
達
・
管
理
規
定
に
従
い
調
達
及
び
現
地
搬
送
に
係
る
計
画
を
作
成
す
る
。

 
・
状

況
：
第

1
フ
ェ
ー
ズ
終
了
の
段
階
に
お
い
て
、
選
定
機
材
の
見
積
は
取
得
さ
れ
た
。
実
際
の
調
達
は

第
2
フ

ェ
ー

ズ
の
契
約
終
了
後
に
開
始
し
、

16
0
万
円
を
超
え
る
機
材
に
つ
い
て
は
入
札
に
よ
り
調
達
す

る
予

定
で
あ

る
。

 
 c.

 第
2
フ
ェ

ー
ズ
計
画
（
案
）
の
作
成

 
・
内
容
：
第

2
フ
ェ
ー
ズ
の
活
動
は
、
供
与
機
材
の
調
達
、
機
材
活
用
・
維
持
管
理
に
係
る
研
修
の
実
施
、

国
別

研
修
（

本
邦

短
期
研
修
お
よ
び
現
地
短
期
研
修
）
の
検
討
・
実
施
か
ら
な
る
。
活
動
内
容
は
、
第

1
フ
ェ

ー
ズ
で

実
施
・
作
成
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
ア
ク
シ
ョ
ン
進
捗
状
況
、
機
材
活
用
に
係
る
研

修
計

画
、
機

材
を
活
用
し
た
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案

）
、
機
材
維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
に
基
づ
き
、

第
2
フ

ェ
ー

ズ
の
活
動
を
第

1
フ
ェ
ー
ズ
か
ら
発
展
さ
せ
る
形
で
計
画
（
案
）
を
作
成
す
る
。

 
・
手

段
：
計

画
は
、
研
修
な
ど
に
参
画
す
る
秋
田
大
学
お
よ
び
貴
機
構
と
十
分
に
協
議
し
て
作
成
す
る
。

 
・
状

況
：
現

状
で
は
次
の
と
お
り
計
画
さ
れ
て
い
る
。
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第

2
フ

ェ
ー
ズ

 工
程

計
画

 

 
 

d.
 第

1
フ
ェ

ー
ズ
業

務
完

了
報

告
書
の

作
成

 
・
内
容

：
第

1
フ
ェ

ー
ズ
の

内
容
を

整
理
、

と
り
ま

と
め
た

う
え
で

第
1
フ

ェ
ー
ズ

業
務
完

了
報
告

書

を
作
成

す
る

。
 

・
状
況
：

20
16

年
1
月

12
日
付

で
業
務

完
了
報
告

書
（

和
文

、
英

文
）
を

提
出
し

、
同

年
1
月

26
日

付
で
業

務
検

査
を
終

了
・
完

了
し
た

。
 

  
 

1
/
4

2
/
4

3
/
4

4
/
4

1
/
4

2
/
4

3
/
4

4
/
4

1
/
4

2
/
4

3
/
4

4
/
4

1
/
4

2
/
4

3
/
4

4
/
4

2
0
1
8

2
0
1
9

機
材

調
達

・
搬

入

機
材

に
係

る
研

修

機
材

使
用

に
係

る

手
順

・
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ

の
作

成

項
目

機
材

を
利

用
し

た

研
究

・
調

査
に

係
る

研
修

場
所

2
0
1
7

2
0
1
6

機
材

を
利

用
し

た

研
究

・
調

査
に

係
る

研
修

機
材

に
係

る
研

修

機
材

を
利

用
し

た

研
究

・
調

査
に

係
る

研
修

本
邦

/

U
E

M

U
E
M

IS
P
T 機

材
調

達
・
搬

入
本

邦
/

IS
P

T

機
材

に
係

る
研

修

機
材

を
利

用
し

た

研
究

・
調

査
に

係
る

研
修

機
材

使
用

に
係

る

手
順

・
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ

の
作

成

野
外

地
質

調
査

に
係

る
研

修

本
邦

野
外

地
質

調
査

に
係

る
研

修

U
E

M

石
炭

分
析

・
地

質
・
開

発

に
係

る
研

修

本
邦

石
炭

分
析

・
地

質
・
開

発

に
係

る
研

修

IS
P

T

機
材

に
係

る
研

修
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 1-
2-

2 
第

2
フ

ェ
ー
ズ
（
そ
の

1）
 

(1
) 
事
前

国
内
作
業

 
a.

 第
2
フ
ェ

ー
ズ
の
活
動
方
針
の
策
定

 
・
内
容
：
第

2
フ
ェ
ー
ズ
計
画
を
、
秋
田
大
学
や
貴
機
構
と
も
協
議
を
行
い
つ
つ
活
動
方
針
を
策
定
す
る
。
 

・
手

段
：
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
側

C
/P

機
関
と
の
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
協
議
に
加
え
、
必
要
に
応
じ
て
第

1
フ
ェ

ー
ズ
で

作
成
し
た
ワ
ー
ク
・
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
も
修
正
を
行
う
。

 
・
状

況
：
活

動
方
針
及
び
計
画
は
、

20
16

年
1
月
内
に
作
成
し
た
。
方
針
は
第

1
フ
ェ
ー
ズ
で
検
討
・

計
画

さ
れ
た

内
容
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
踏
襲
し
て
い
る
。

 
 b.

 国
別

研
修

の
検
討
及
び
計
画

 
・
内

容
：
第

1
フ
ェ
ー
ズ
で
実
施
さ
れ
た
国
別
研
修
に
基
づ
き
、
第

2
フ
ェ
ー
ズ

20
16

年
期
（

2
月
～

12
月

）
の
国

別
研
修
内
容
を
検
討
・
計
画
す
る
。

 
・
手

段
：
基

本
的
に
は
第

1
フ
ェ
ー
ズ
で
行
わ
れ
た
国
別
研
修
の
内
容
を
踏
襲
す
る
が
、
第

2
フ
ェ
ー

ズ
の

国
別
研

修
実
施
時
点
で
は
機
材
選
定
が
終
了
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
調
達
予
定
の
機
材
の
利
用
を

考
慮

し
た
内

容
を
含
め
る
。
さ
ら
に
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
再
考
慮
す
る
。
検
討
お

よ
び

計
画
は

、
第

2
フ
ェ
ー
ズ
活
動
方
針
の
策
定
と
同
時
に
行
う
と
と
も
に
、
第

1
フ
ェ
ー
ズ
と
同
様

に
秋

田
大
学

と
も
十
分
に
協
議
し
て
計
画
す
る
。

 
・
状

況
：
第

2
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
研
修
内
容
は
、

20
16

年
1
月

12
日
付
で
作
成
さ
れ
た
業
務
完
了

報
告

書
の
作

成
と
共
に
検
討
・
計
画
さ
れ
た
。
検
討
・
計
画
内
容
は
別
添

4
に
示
し
た
機
材
活
用
に
係
る

研
修

計
画
書

の
と
お
り
。

 
 1-

3 
Ac

hi
ev

em
en

t o
f O

ut
pu

t 
・

be
 c

ur
re

nt
ly

 in
 p

ro
gr

es
s 

 1-
4 

Ac
hi

ev
em

en
t o

f t
he

 P
ro

je
ct

 P
ur

po
se

 
・

be
 c

ur
re

nt
ly

 in
 p

ro
gr

es
s 

 1-
5 

Ch
an

ge
s 

of
 R

is
ks

 a
nd

 A
ct

io
ns

 fo
r M

iti
ga

tio
n 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 1-

6 
Pr

og
re

ss
 o

f A
ct

io
ns

 u
nd

er
ta

ke
n 

by
 J

IC
A

 
 
今

後
JI

C
A
側

で
調
整
す
る
内
容
は
、
第

2
回
日
本
短
期
研
修
に
関
す
る
参
加
者
の
渡
航
調
整
、
長
期

研
修

者
に
係

る
渡
航
等
調
整
、
供
与
機
材
の
現
地
搬
入
に
係
る
調
整
で
あ
る
。

 
 
こ

の
う
ち

短
期
研
修
の
渡
航
調
整
に
関
し
て
は
、
第

3
回
現
地
作
業
時
の
打
合
せ
後
に
実
施
さ
れ
る
。

ま
た

長
期
研

修
の
渡
航
調
整
等
に
関
し
て
は
、
資
源
の
絆
と
の
調
整
も
含
ま
れ
、
随
時
実
施
中
で
あ
る
。

供
与

機
材
の

調
整
に
関
し
て
は
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
税
関
に
お
け
る
機
材
の
免
税
申
請
に
係
り
供
与
元
で
あ
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る
JI

C
A
か
ら
エ

ド
ゥ
ア

ル
ド
・
モ

ン
ド
ラ

ー
ネ
大

学
及
び

テ
テ
工

科
大
学

に
宛
て

た
レ
タ

ー
を
準

備
す

る
必
要

が
あ

る
。
レ

タ
ー
の

作
成
は

、
搬
入

さ
れ
る

供
与
機

材
の
詳

細
決
定

後
に
作

成
す
る

。
 

 1-
7 

Pr
og

re
ss

 o
f A

ct
io

ns
 u

nd
er

ta
ke

n 
by

 U
ni

ve
rs

id
ad

e 
Ed

ua
rd

o 
M

on
dl

an
e 

(U
EM

) a
nd

 
In

st
itu

to
 S

up
er

io
r P

ol
ite

cn
ic

o 
de

 T
et

e 
(IS

PT
) 

 
現

時
点

で
エ

ド
ゥ

ア
ル

ド
・モ

ン
ド

ラ
ー

ネ
大

学
及

び
テ

テ
工

科
大

学
で

検
討

中
の

内
容

は
次

の
2

項
目

で
あ

る
。

 
・長

期
研

修
候

補
者

の
選

定
 

・供
与

機
材

の
引

き
取

り
の

準
備

 
・手

順
書

及
び

機
材

維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
の

準
備

 
 1-

8 
Pr

og
re

ss
 o

f E
nv

iro
nm

en
ta

l a
nd

 S
oc

ia
l C

on
si

de
ra

tio
ns

 (i
f a

pp
lic

ab
le

) 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

 1-
9 

Pr
og

re
ss

 o
f 

C
on

si
de

ra
tio

ns
 o

n 
G

en
de

r/P
ea

ce
 B

ui
ld

in
g/

Po
ve

rt
y 

Re
du

ct
io

n 
(if

 
ap

pl
ic

ab
le

) 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

 1-
10

 O
th

er
 r

em
ar

ka
bl

e/
co

ns
id

er
ab

le
 i

ss
ue

s 
re

la
te

d/
af

fe
ct

 t
o 

th
e 

pr
oj

ec
t 

(s
uc

h 
as

 
ot

he
r 

JI
C

A'
s 

pr
oj

ec
ts

, 
ac

tiv
iti

es
 o

f 
co

un
te

rp
ar

ts
, 

ot
he

r 
do

no
rs

, 
pr

iv
at

e 
se

ct
or

s,
 

NG
O

s 
et

c.
) 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 2 

D
el

ay
 o

f W
or

k 
Sc

he
du

le
 a

nd
/o

r P
ro

bl
em

s 
(if

 a
ny

) 
 
計
画
時
に

お
け
る

第
2
フ

ェ
ー
ズ

の
開
始

時
期
は

20
16

年
2
月

で
あ

っ
た

が
、
契

約
の
都

合
、
第

2
フ
ェ
ー

ズ
は

4
月
か

ら
開
始

さ
れ
る

予
定
で

あ
る
。

こ
れ
に

よ
り
機

材
の
調

達
開
始

は
4
月

と
な
り

、

モ
ザ
ン

ビ
ー

ク
へ
の

機
材
搬

送
は

7
月

以
降

に
な
る

見
込
み

で
あ
る

。
 

 3 
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 4 

Pr
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 R
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 to
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ar
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e 

Pr
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・
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Su

m
m

ar
y 

1 
Pr

og
re

ss
 

1-
1 

Pr
og

re
ss

 o
f I

np
ut

s 
 I

np
ut

は
本
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

に
係

り
作
成

・
合

意
さ

れ
た

PD
M

に
基

づ
く

想
定
で

あ
る

。
現

在
は

本

PD
M

に
基

づ
き

今
後
の

短
期
研

修
、
機

材
供
与

等
を
実

施
中
で

あ
る
。

長
期
研

修
員
と

し
て

5
名
を

本

邦
の
大

学
で

受
入
れ

済
み
で

あ
る
。

同
PD

M
を

Pr
oj

ec
t M

on
ito

rin
g 

Sh
ee

t I
と

し
て
添

付
し
た

。
 

 
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

全
体
工

程
は
下

表
に
示

す
と
お

り
で

あ
る

。
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1-
2 

Pr
og

re
ss

 o
f A

ct
iv

iti
es

 
1-

2-
1 

第
2
フ

ェ
ー
ズ

 
(1

) 
第

2
次

国
内

作
業

 (
20

16
年

4
月
～

8
月

) 
a.

 M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
tの

作
成
及
び
提
出

 (
20

16
年

4
月

) 
・
内

容
：

20
15

年
10

月
～

20
16

年
3
月
の

Ac
tiv

ity
を
ま
と
め
、
同
期
間

中
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進

捗
状

況
を
報

告
す
る
。

 
・
手

段
：

JI
C

A
所
定
書
式
に
従
っ
て

M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
tを

作
成
す
る
。

 
・
状

況
：
別

添
1
の
と
お
り
作
成
し
た
。

 
 b.

 供
与

機
材

の
調
達

 
・
内

容
：
第

1
フ

ェ
ー
ズ
で
選
定
さ
れ
調
達
が
計
画
さ
れ
た
機
材
に
つ
い
て
、
同
計
画
の
仕
様
や
数
量
に

基
づ

き
機
材

を
調
達
す
る
。

 
・
手

段
：

JI
C

A
の
調
達
規
定
に
も
と
づ
き
調
達
し
、
調
達
さ
れ
た
機
材
を
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ

ー
ネ

大
学
お

よ
び
テ
テ
工
科
大
学
に
搬
送
・
据
付
す
る
。

 
・
状

況
：
下

表
（
表

1、
表

2）
の
と
お
り
調
達
し
、
両
大
学
へ
の
搬
送
を
手
配
し
た
。
調
達
機
材
の
選

定
は

第
1
フ

ェ
ー
ズ
か
ら
実
施
し
、
実
際
の
調
達
手
続
き
は
、
日
本
側
に
お
け
る
第

2
フ
ェ
ー
ズ
契
約

終
了

後
の

20
16

年
4
月
に
開
始
さ
れ
、
調
達
規
定

に
基
づ
き
同

5
月
に
業
者
選
定
・
発
注
、

7
月
に
機

材
準

備
お
よ

び
輸
出
等
手
続
き
完
了
、

8
月
初
め
に
発
送
と
な
っ
た
。

 
 

表
1.

 エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
へ
の
調
達
機
材
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表

2.
 テ

テ
工

科
大
学

へ
の

調
達
機

材
 

 
 (2

) 
第

3
次

現
地

作
業

 (
20

16
年

8
月

～
9
月

) 
a.

 調
達

さ
れ

た
機
材

設
置

状
況

の
確
認

 
・
内
容
：
調

達
さ
れ

た
機
材
が

、
適

切
に
配

置
さ
れ

運
用
さ

れ
る
状

態
に
な

っ
て
い

る
か
ど

う
か
を

確
認

す
る
。

 
・
手
段
：
確
認
は

両
大
学
に

お
い
て

配
置
・
運

用
に
も
係

る
ワ
ー

キ
ン
グ

チ
ー
ム

と
共
に

行
う
。
確
認

に

よ
り
不

具
合

な
ど
が

見
つ
か

っ
た
場

合
、
改

善
に
係

る
指
示

を
行
う

。
 

・
状
況
：
第

3
次
現

地
作
業

に
お
い

て
は
、
テ

テ
工

科
大
学

に
お
い

て
機
材
（
表

2）
の
到

着
が
確

認
さ

れ
た
。

し
か

し
な

が
ら

機
材

の
配

置
に

関
し

て
は

、
ま

ず
第

一
に

機
材

メ
ー

カ
ー

（
SH

IM
AD

ZU
）

の

テ
ク
ニ

シ
ャ

ン
に
よ

る
梱
包

物
開
封

と
機
材

組
み
立

て
・
動

作
確
認

が
必
要

で
あ
る

。
同

テ
ク

ニ
シ
ャ

ン

の
テ
テ

工
科

大
学
へ

の
派
遣

は
本
現

地
作
業

期
間
内

に
成
さ

れ
ず
、
こ
れ

ら
の
作

業
は
次

回
第

4
次

現
地

作
業
で

お
こ

な
う
こ

と
と
し

た
。

 
 
一
方
エ
ド

ゥ
ア
ル

ド
・
モ

ン
ド
ラ

ー
ネ
大

学
に
お

け
る
機

材
の
マ

プ
ト
へ

の
到
着

は
、
当
初

予
定
の

機

材
中
に

発
火

物
を
含

む
こ
と

が
判
明

し
た
た

め
に
発

送
が
遅

れ
、
第

4
次
現

地
作
業

前
と
な

っ
た
。

 
 b.

 現
地

短
期

研
修
の

実
施

 
・
内
容
：
エ
ド

ゥ
ア
ル

ド
・
モ

ン
ド

ラ
ー
ネ

大
学
お
よ

び
テ
テ

工
科
大

学
に
お

い
て
、
講

義
、
フ

ィ
ー

ル

ド
授
業

、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
等
を

含
む
研

修
を
行

う
。
研

修
内

容
は
第

1
フ

ェ
ー
ズ

で
の
実

施
内
容

に
基

本
的
に

準
ず

る
が
、

調
達
さ

れ
た
機

材
に
係

る
機
材

活
用
・

維
持
管

理
に
関

す
る
研

修
を
主

体
に
行

う
。

 
・
手
段
：
研

修
の
講

師
は
秋
田

大
学
の

関
連
教

官
及
び

本
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
内
の

専
門
家

と
す
る

。
研

修
の

実
施
に

あ
た

っ
て
は

、
エ
ド

ゥ
ア
ル

ド
・
モ
ン

ド
ラ
ー

ネ
大
学

お
よ
び

テ
テ
工

科
大
学

の
現
状

で
の
リ

ソ

ー
ス
を

活
用

す
る
。
ま

た
、
エ
ド

ゥ
ア
ル

ド
・
モ

ン
ド

ラ
ー
ネ

大
学
に

お
い
て

は
石
油
・
ガ

ス
、
金

属
鉱

物
資
源

を
野

外
で
扱

え
る
フ

ィ
ー
ル

ド
ジ
オ

ロ
ジ
ス

ト
を
育

成
可
能

と
な
る

こ
と
、
テ

テ
工

科
大
学

に
お

い
て
は

石
炭

解
釈
を

行
え
る

人
材
を

育
成
可

能
と
な

る
と
い

う
観
点

か
ら
、
研

修
の

中
に
フ

ィ
ー
ル

ド
研

修
も
組

み
込

む
こ
と

と
す
る

。
対
象

フ
ィ
ー

ル
ド
は

テ
テ
工

科
大
学

の
所
在

地
で
あ

る
テ
テ

州
の
石

炭
フ

ィ
ー
ル

ド
と

す
る
。

  
・
状
況

：
20

16
年

8
月

29
日

(月
)か

ら
20

16
年

9
月

9
日

(金
)の

間
、

両
大
学

に
お
い

て
研
修

を
実

施
し
た

。
研

修
に
係

る
講
師

は
次
の

5
名
で

あ
っ
た

。
 

・
石
炭

ｴﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ
ｰ
ｾﾝ
ﾀ
ｰ
(J

C
O

AL
) 

田
中

 耕
一

 
・
三
菱

ﾏﾃ
ﾘ
ｱ
ﾙ
ﾃ
ｸﾉ

(M
M

TE
C

) 
根

岸
 義

光
 

N
o.

D
es

cr
ip

tio
n

Q
ua

n-
tit

y
S

im
ul

ta
ne

ou
s 

Th
er

m
og

ra
vi

m
et

ry
/D

iff
er

en
tia

l T
he

rm
al

 A
na

lyz
er

s 
(D

TG
-6

0)
i

M
ai

n 
un

it 
of

 th
e 

D
TG

-6
0

1
ii

C
on

tro
l h

ar
dw

ar
e 

(T
A

-6
0W

S
)

1
iii

A
tm

os
ph

er
e 

co
nt

ro
l p

ar
t (

FC
-6

0A
)

1
iv

D
ec

om
pr

es
si

on
 p

ar
t (

fo
r N

2)
1

v
C

on
du

it 
tu

be
 fo

r c
ar

rie
r g

as
 (5

m
)

1
vi

S
am

pl
e 

ce
ll f

or
 P

t
10

PM
 F

or
m

 3
-1
 

M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
t S

um
m

ar
y 

Pa
ge

 4
 

・
秋

田
大
学

 教
授

 
今
井

  
亮

 
・
秋

田
大
学

 教
授

 
菅
原

 勝
康

 
・
秋

田
大
学

 助
教

 
加
藤

 貴
宏

 
 
研

修
日
程

と
日
程
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
別
添

2
に
示
す
。

 
 c.

 J
oi

nt
 C

oo
rd

in
at

io
n 

C
om

m
itt

ee
 （

JC
C
）
、

Te
ch

ni
ca

l C
oo

rd
in

at
io

n 
C

om
m

itt
ee

（
TC

C
）

の
開

催
 

・
内

容
：
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
鉱
物
資
源
省
、
エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ

ー
ネ

大
学
お

よ
び
テ
テ
工
科
大
学
お
よ
び
貴
機
構
が
構
成
員
と
な
る

JC
C
を
開
催
す
る
。

 
・
手

段
：

JC
C

で
は
、
第

2
フ
ェ
ー
ズ
開
始
時
に
修
正
さ
れ
た
ワ
ー
ク
・
プ
ラ
ン
や
課
題
に
関
す
る
ア

ク
シ

ョ
ン
・
プ

ラ
ン
な
ど
を
ベ
ー
ス
に
し
た
現
状
、
さ
ら
に
機
材
配
置
に
係
る
大
学
側
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ

に
よ
る

作
業
の
現
状
な
ど
を
協
議
す
る
。

 
・
状
況
：
第

3
次
現
地
作
業
時
に

JC
C
を
実
施
し
、
上
記
に
従
い
協
議
し
た
。

JC
C
に
お
け
る
協
議
簿

を
別

添
3
に

示
す
。
 

 
 d.

 長
期

研
修

候
補
者
の
検
討

 
・
内

容
：
長

期
研
修
の
人
選
に
つ
い
て
、
第

1
フ
ェ
ー
ズ
に
引
き
続
き
検
討
を
実
施
す
る
。
今
回
の
人
選

で
も

、
こ
れ

ま
で
に
行
わ
れ
た
一
連
の
研
修
や
、
当
時
点
で
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
の
ニ
ー
ズ
な
ど
も
合
わ

せ
て

協
議
す

る
。

 
・
手

段
：
研

修
候
補
者
の
人
選
は
各
大
学
で
行
う
と
共
に
、
現
地
作
業
時
に
研
修
申
請
学
生
と
面
談
を
行

う
。

 
・
状

況
：
第

3
次
現
地
作
業
時
に
お
い
て
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
お
よ
び
テ
テ
工
科
大

学
と

も
に
候

補
者
は
選
定
中
で
あ
っ
た
。

 
 (3

) 
第

3
次

国
内

作
業

 (
20

16
年

9
月
～

10
月

) 
a.

 本
邦

短
期

研
修
の
実
施

 
・
内

容
：
第

1
フ
ェ
ー
ズ
で
の
第

1
次
国
内
作
業
で
の
研
修
に
引
き
続
き
、
第

2
回
目
の
本
邦
短
期
研

修
を

調
整
、
実

施
す
る
。
研
修
は
前
年
度
の
第

1
回
目
と
同
様
に
、
関
連
分
野
の
研
究
お
よ
び
運
営
の
マ

ネ
ー
ジ

メ
ン

ト
担

当
レ

ベ
ル

か
ら

研
究

や
実

験
機

材
の

実
務

担
当

レ
ベ

ル
ま

で
を

対
象

に
し

た
内

容
と

す
る

。
 

・
手
段
：
研

修
の

主
要
実
施
先
は
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
と
学
術
交
流
に
関
す
る
協
定

を
結

ん
で
い

る
秋
田
大
学
を
核
に
す
る
。
そ
の
ほ
か
研
修
先
と
し
て
、
前
回
と
同
様
に
秋
田
大
学
に
加
え

て
他

の
国
立

大
学
や
民
間
鉱
山
な
ど
の
リ
ソ
ー
ス
を
も
利
用
し
た
も
の
に
す
る
。

 
・
状

況
：

20
16

年
9
月

26
日

(月
)か

ら
20

16
年

10
月

21
日

(金
)の

間
、
両
大
学
関
係
者

4
名
を
日

本
に

招
聘
し

た
。
研
修
者
参
加
者
と
日
程
・
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
別
添

4
に
示
す
。
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b.
 機

材
活
用

の
実
習

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
案

）
お
よ

び
機
材

の
維
持

管
理
マ

ニ
ュ
ア

ル
（
案

）
の
作

成
 

・
内
容
：
第

3
次
現

地
作
業

に
お
い

て
作
成

準
備
さ

れ
た
供

与
機
材

に
係
る

実
習
お

よ
び
維

持
管
理

マ
ニ

ュ
ア
ル

の
作

成
に
つ

い
て
、

今
回
の

本
邦
短

期
研
修

時
に
実

際
の
研

修
者
が

開
始
す

る
。

 
・
手
段
：
実
習
は

秋
田
大
学

で
行
い

、
マ

ニ
ュ
ア

ル
作
成

の
対
象
実

習
は

、
熱

示
差
分

析
器
を

利
用
し

た

工
業
分

析
と

岩
石
・

鉱
物
観

察
の
た

め
の
薄

片
お
よ

び
鉱
物

研
磨
片

の
作
成

と
す
る

。
マ
ニ

ュ
ア
ル

は
、

研
修
者

が
実

際
の
分

析
機
器

や
機
材

の
操
作

を
行
い

な
が
ら

作
成
す

る
。

 
・
状
況

：
研

修
生
は

9
月
末

時
点
に

お
い
て

機
器
や

機
材
を

操
作
し

マ
ニ
ュ

ア
ル
を

準
備
中

で
あ
る

。
 

 c.
 長

期
研
修

者
の
支

援
の
実

施
 

・
内
容
：
資
源

の
絆
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
長
期

研
修
の

た
め
に

モ
ザ
ン

ビ
ー
ク

側
5
名
（

テ
テ
工

科
大
学

教
員

1
名
、
エ
ド

ゥ
ア
ル

ド
・
モ

ン
ド
ラ

ー
ネ
大

学
教
員

1
名
、
鉱

物
資

源
エ
ネ

ル
ギ
ー

省
（

M
IR

EM
E）

行

政
官

2
名

、
国
営

石
油
会
社

1
名

）
が

既
に
来

日
中
で
あ

り
、
こ

の
9
月

か
ら
は

本
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
後

に
検
討

さ
れ

た
エ
ド

ゥ
ア
ル

ド
・
モ

ン
ド
ラ

ー
ネ
大

学
の

1
名

が
新

た
に
来

日
中
で

あ
る
。

 
・
手
段
：
本

邦
短
期

研
修
時
の

長
期
研

修
員
と

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
に
よ

り
、
支

援
な

ど
に
関

す
る

ニ
ー
ズ

ヒ
ア

リ
ン
グ

や
研
修

に
対
す

る
要
望

な
ど
に

つ
い
て

意
見
交

換
を
行

う
。
意

見
交
換

に
よ
り

、
長

期
研
修

員
の

研
究
に

必
要
な

サ
ン
プ

ル
の
取

得
な
ど

が
生
じ

て
い
る

場
合
、
現

地
の

所
属
先

大
学
と

の
必

要
な
調

整
な

ど
、
長

期
研
修

員
の
研

究
に
係

る
支
援

を
適
宜

行
う
。

 
・
状
況

：
20

16
年

5
月

23
日

（
月

）
か
ら

20
16

年
6
月

17
日
（

金
）

の
モ
ザ

ン
ビ
ー

ク
を
対

象
に

し
た
石

炭
政

策
研
修

時
、
北

海
道
大

学
に
留

学
中
の

モ
ザ
ン

ビ
ー
ク

長
期
研

修
員

3
名

（
1
名
は

IS
PT

教
員
、

2
名
は

M
IR

EM
E
関

係
職

員
）
を

、
石
炭
政

策
研
修

の
現
場

見
学
（

美
唄
炭

鉱
（
露

天
掘
）

と

夕
張
の

選
炭

ズ
リ
堆

積
場
環

境
修
復

場
の
見

学
）
に

同
行
さ

せ
た
。

 
 
ま
た
、

20
16

年
9
月

26
日

（
月
）

か
ら

20
16

年
10

月
21

日
（
金

）
の
本

邦
短
期

研
修
時

、
秋

田
大
学

に
留

学
中
の

モ
ザ
ン

ビ
ー
ク

長
期
研

修
員
２

名
（

1
名
は
国

営
石

油
会
社
、

1
名
は

エ
ド
ゥ

ア
ル

ド
・
モ
ン

ド
ラ

ー
ネ
大

学
）
と

面
談

を
実
施

し
た
。
ま
た

、
新

た
に
北

海
道
大

学
に
留

学
し
た

長
期
研

修

員
1
名
（

M
IR

EM
E
関
係

職
員
）
と

の
面

談
を
実

施
予
定

で
あ
る
。
さ

ら
に
早

稲
田
大

学
に
留

学
中
の

1
名
（

M
IR

EM
E
職
員

）
を
新

日
鉄
住

金
の
製

鉄
所
見

学
に
同

行
さ
せ

る
予
定

で
あ
る

。
 

 
面
談
内
容

は
長
期

研
修
者

の
日
本

で
の
生

活
状
況

、
研

究
の
進
捗

状
況

、
生
活
・
学

業
全

般
の
満

足
度

に
つ
い

て
で

あ
っ
た

。
い
ず

れ
の
研

修
者
も

現
状
で

の
生
活

や
学
業

状
況
に

満
足
し

て
い
る

と
共
に

、
研

究
の
進

捗
状

況
も
順

調
で
あ

る
。
ま

た
研
修

者
は
大

学
の
担

当
教
官

と
も
良

好
な
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

を
図
れ

て
い

る
。
現
状

で
研

修
者
か

ら
の
要

望
や
研

修
者
の

生
活
や

研
究
に

お
け
る

支
障
は

無
い
が

、
今

後
も
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

を
継
続

し
、
研

修
者
へ

の
フ
ォ

ロ
ー
を

行
う
。
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Pr
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f A
ct

io
ns

 u
nd

er
ta

ke
n 

by
 J

IC
A

 
 
今

後
JI

C
A
側

で
調
整
す
る
内
容
は
、
第
４
回
現
地
研
修
へ
の
秋
田
大
学
教
員
の
派
遣
の
調
整
、

20
17

年
に

入
っ
て

の
第

3
回
本
邦
短
期
研
修
に
関
す
る
参
加
者
の
渡
航
調
整
、
長
期
研
修
者
に
係
る
渡
航
等
調

整
で

あ
る
。

 
 
こ

の
う
ち

本
邦
短
期
研
修
の
渡
航
調
整
に
関
し
て
は
、
第

5
次
現
地
作
業
時
の
打
合
せ
後
に
実
施
さ
れ

る
。
ま
た

長
期
研
修
の
渡
航
調
整
等
に
関
し
て
は
、
資
源
の
絆
と
の
調
整
も
含
ま
れ
、
随
時
実
施
中
で
あ

る
。

 
 1-
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Pr
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ss
 o
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ct

io
ns

 u
nd
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ta

ke
n 

by
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EM
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In
st
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to
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er
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r P
ol
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de
 T

et
e 

(IS
PT

) 
 

現
時

点
で

エ
ド

ゥ
ア

ル
ド

・モ
ン

ド
ラ

ー
ネ

大
学

及
び

テ
テ

工
科

大
学

で
検

討
中

の
内

容
は

次
の

2
項

目
で

あ

る
。

 
・長

期
研

修
候

補
者

の
選

定
 

・手
順

書
及

び
機

材
維

持
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

の
準

備
 

・供
与

機
材

の
引

き
取

り
の

準
備

 (
エ

ド
ゥ

ア
ル

ド
・
モ

ン
ド

ラ
ー

ネ
大

学
) 
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 2 
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 o
f W
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k 

Sc
he

du
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/o
r P

ro
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em
s 

(if
 a

ny
) 

 
計
画
時
に

お
け
る

第
2
フ

ェ
ー
ズ

の
開
始

時
期
は

20
16

年
2
月

で
あ

っ
た

が
、
契

約
の
都

合
、
第

2
フ
ェ
ー

ズ
は

4
月
か

ら
開
始

さ
れ
た

。
こ
れ

に
よ
り

機
材
の

調
達
開

始
は

4
月

と
な

り
、
モ

ザ
ン
ビ

ー

ク
へ
の

機
材

搬
送
は

8
月
上

旬
と
な

っ
た
。
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Pr
og

re
ss

 
1-

1 
Pr

og
re

ss
 o

f I
np

ut
s 

 I
np

ut
は

本
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

に
係

り
作

成
・

合
意

さ
れ
た

PD
M

に
基

づ
く

想
定

で
あ

る
。

現
在

は
本

PD
M

に
基

づ
き

今
後
の

短
期
研

修
、
機

材
供
与

等
を
実

施
中
で

あ
る
。

長
期
研

修
員
と

し
て

5
名
を

本

邦
の
大

学
で

受
入
れ

済
み
で

あ
る
。

同
PD

M
を

Pr
oj

ec
t M

on
ito

rin
g 

Sh
ee

t I
と

し
て
添

付
し
た

。
 

 
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

全
体
工

程
は
下

表
に
示

す
と
お

り
で

あ
る

。
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1-
2 

Pr
og

re
ss

 o
f A

ct
iv

iti
es

 
1-

2-
1 

第
2
フ

ェ
ー
ズ

 
(1

) 
第

3
次

国
内

作
業

 (
20

16
年

9
月
～

10
月

) 
a.

 本
邦

短
期

研
修
の
実
施

 
・
内

容
：
第

1
フ
ェ
ー
ズ
で
の
第

1
次
国
内
作
業
で
の
研
修
に
引
き
続
き
、
第

2
回
目
の
本
邦
短
期
研

修
を

調
整
、
実

施
す
る
。
研
修
は
前
年
度
の
第

1
回
目
と
同
様
に
、
関
連
分
野
の
研
究
お
よ
び
運
営
の
マ

ネ
ー
ジ

メ
ン

ト
担

当
レ

ベ
ル

か
ら

研
究

や
実

験
機

材
の

実
務

担
当

レ
ベ

ル
ま

で
を

対
象

に
し

た
内

容
と

す
る

。
 

・
手

段
：
研

修
の
主
要
実
施
先
は
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
と
学
術
交
流
に
関
す
る
協
定

を
結

ん
で
い

る
秋
田
大
学
を
核
に
す
る
。
そ
の
ほ
か
研
修
先
と
し
て
、
前
回
と
同
様
に
秋
田
大
学
に
加
え

て
他

の
国
立

大
学
や
民
間
鉱
山
な
ど
の
リ
ソ
ー
ス
を
も
利
用
し
た
も
の
に
す
る
。

 
・
状

況
：

20
16

年
9
月

26
日

(月
)か

ら
20

16
年

10
月

21
日

(金
)の

間
、
両
大
学
関
係
者

4
名
を
日

本
に

招
聘
し

た
。
研
修
者
参
加
者
と
日
程
・
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
別
添

1
に
示
す
。

 
 b.

 機
材

活
用

の
実
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
お
よ
び
機
材
の
維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
の
作
成

 
・
内

容
：
第

3
次
現
地
作
業
に
お
い
て
作
成
準
備
さ
れ
た
供
与
機
材
に
係
る
実
習
お
よ
び
維
持
管
理
マ

ニ
ュ

ア
ル
の

作
成
に
つ
い
て
、
今
回
の
本
邦
短
期
研
修
時
に
実
際
の
研
修
者
が
開
始
す
る
。

 
・
手

段
：
実

習
は
秋
田
大
学
で
行
い
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
対
象
実
習
は
、
熱
示
差
分
析
器
を
利
用
し
た

工
業

分
析
と

岩
石
・
鉱
物
観
察
の
た
め
の
薄
片
お
よ
び
鉱
物
研
磨
片
の
作
成
と
す
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、

研
修

者
が
実

際
の
分
析
機
器
や
機
材
の
操
作
を
行
い
な
が
ら
作
成
す
る
。

 
・
状

況
：
研

修
生
は
今
回
の
本
邦
研
修
に
お
い
て
、
機
器
や
機
材
を
操
作
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
を
作
成

し
た

。
同
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
を
別
添

2
に
示
す
。

 
 c.

 長
期

研
修

者
の
支
援
の
実
施

 
・
内
容
：
資

源
の

絆
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
長
期
研
修
の
た
め
に
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側

5
名
（
テ
テ
工
科
大
学
教
員

1
名

、
エ
ド

ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
教
員

1
名
、
鉱
物
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
（

M
IR

EM
E）

行

政
官

2
名

、
国
営
石
油
会
社

1
名
）
が
既
に
来
日
中
で
あ
り
、
こ
の

9
月
か
ら
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後

に
検

討
さ
れ

た
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
の

1
名
が
新
た
に
来
日
中
で
あ
る
。

 
・
手

段
：
本

邦
短
期
研
修

時
の
長
期
研
修
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
支
援
な
ど
に
関
す
る

ニ
ー

ズ
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
研
修
に
対
す
る
要
望
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
。
意
見
交
換
に
よ
り
、
長

期
研

修
員
の

研
究
に
必
要
な
サ
ン
プ
ル
の
取
得
な
ど
が
生
じ
て
い
る
場
合
、
現
地
の
所
属
先
大
学
と
の
必

要
な

調
整
な

ど
、
長
期
研
修
員
の
研
究
に
係
る
支
援
を
適
宜
行
う
。

 
・
状

況
：

20
16

年
5
月

23
日
（
月
）
か
ら

20
16

年
6
月

17
日
（
金
）
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
を
対
象
に

し
た

石
炭
政

策
研
修
時
、
北
海
道
大
学
に
留
学
中
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
長
期
研
修
員

3
名
（

1
名
は

IS
PT

教
員

、
2
名
は

M
IR

EM
E
関
係
職
員
）
を
、
石
炭
政
策
研
修
の
現
場
見
学
（
美
唄
炭
鉱
（
露
天
掘
）
と

夕
張

の
選
炭

ズ
リ
堆
積
場
環
境
修
復
場
の
見
学
）
に
同
行
さ
せ
た
。

 
 
ま

た
、

20
16

年
9
月

26
日
（
月
）
か
ら

20
16

年
10

月
21

日
（
金
）
の
本
邦
短
期
研
修
時
、
秋
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田
大
学

に
留

学
中
の

モ
ザ
ン

ビ
ー
ク

長
期
研

修
員
２

名
（

1
名
は
国

営
石

油
会
社
、

1
名
は

エ
ド
ゥ

ア
ル

ド
・
モ
ン

ド
ラ

ー
ネ
大

学
）
と

面
談

を
実
施

し
た
。
ま
た

、
新

た
に
北

海
道
大

学
に
留

学
し
た

長
期
研

修

員
1

名
（

M
IR

EM
E

関
係

職
員
）

と
の
面

談
を
実

施
し
た

。
さ
ら

に
早
稲

田
大
学

に
留
学

中
の

1
名

（
M

IR
EM

E
職
員

）
を
新
日

鉄
住
金

の
製
鉄

所
見
学

に
同
行

さ
せ
た

。
 

 
面
談
内
容

は
長
期

研
修
者

の
日
本

で
の
生

活
状
況

、
研

究
の
進
捗

状
況

、
生
活
・
学

業
全

般
の
満

足
度

に
つ
い

て
で

あ
っ
た

。
い
ず

れ
の
研

修
者
も

現
状
で

の
生
活

や
学
業

状
況
に

満
足
し

て
い
る

と
共
に

、
研

究
の
進

捗
状

況
も
順

調
で
あ

る
。
ま

た
研
修

者
は
大

学
の
担

当
教
官

と
も
良

好
な
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

を
図
れ

て
い

る
。
現
状

で
研

修
者
か

ら
の
要

望
や
研

修
者
の

生
活
や

研
究
に

お
け
る

支
障
は

無
い
が

、
今

後
も
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

を
継
続

し
、
研

修
者
へ

の
フ
ォ

ロ
ー
を

行
う
。

 
 (2

) 
第

4
次

現
地

作
業

 (
20

16
年

10
月

～
11

月
) 

a.
 調

達
さ
れ

た
機
材

設
置

状
況

の
確
認

 
・
内
容
：
調

達
さ

れ
た
機

材
が

、
適

切
に
配

置
さ
れ

運
用
さ

れ
る
状
態

に
な

っ
て
い

る
か
ど

う
か
を

確
認

す
る
。

 
・
手

段
：
確

認
は

両
大
学

に
お
い

て
配
置
・
運
用

に
も
係

る
ワ
ー
キ

ン
グ

チ
ー
ム

と
共
に

行
う
。
確

認
に

よ
り
不

具
合

な
ど
が

見
つ
か

っ
た
場

合
、
改

善
に
係

る
指
示

を
行
う

。
 

・
状
況
：
第

4
次
現

地
作
業

に
よ
り

、
調

達
さ
れ

た
機

材
の
う

ち
（

表
1、

表
2）

、
テ
テ

工
科
大

学
へ

の
設
置

が
確

認
さ
れ

た
。
テ

テ
工

科
大
学

に
搬
入

さ
れ
た

機
材
は
、
同

機
材

の
開
封

後
、
所

定
の

場
所
に

配
置
さ

れ
た

う
え
機

器
の
動

作
確
認

や
実
際

の
試
料

の
分
析

実
習
が

行
わ
れ

た
。

 
 
一
方
、
エ

ド
ゥ

ア
ル
ド
・
モ

ン
ド

ラ
ー
ネ

大
学
へ

の
搬
入

予
定
の

機
材
は

、
こ

の
時
点

に
お
い

て
マ
プ

ト
港
の

税
関

に
お
い

て
輸
入

手
続
き

中
の
状

況
で
あ

っ
た
。

 
 
ま
た
機
材

管
理
体

制
に
つ

い
て
も

現
状
に

合
わ
せ

て
若
干

変
更
さ

れ
た
。

新
た
な

管
理
体

制
を
図

1、
図

2
に
示
す

。
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表

1 
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
へ
の
調
達
機
材

 

 

 
表

2 
テ
テ
工
科
大
学
へ
の
調
達
機
材
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図

1 
機

材
管
理

体
制
（

エ
ド
ゥ

ア
ル
ド

・
モ
ン

ド
ラ
ー

ネ
大
学

）
 

 
図

2 
機

材
管

理
体
制

（
テ
テ

工
科
大

学
）

 
 b.

 現
地

短
期

研
修
の

実
施

 
・
内

容
：
現

地
短

期
研
修

を
調
整

、
実
施

す
る
。
研
修

内
容

は
こ
れ

ま
で
の

実
施
内

容
に
基

本
的
に

準
ず

る
が
、

調
達

さ
れ
た

機
材
に

係
る
機

材
活
用

・
維
持

管
理
に

関
す
る

研
修
を

主
体
に

行
う
。
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・
手

段
：
研

修
の
講
師
は

秋
田
大
学
の
関
連
教
官
及
び
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
の
専
門
家
と
す
る
。
研
修
の

実
施

に
あ
た

っ
て
は
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
お
よ
び
テ
テ
工
科
大
学
の
現
状
で
の
リ
ソ

ー
ス

を
活
用

す
る
。
ま
た
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
に
お
い
て
は
石
油
・
ガ
ス
、
金
属
鉱

物
資

源
を
野

外
で
扱
え
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ジ
オ
ロ
ジ
ス
ト
を
育
成
可
能
と
な
る
こ
と
、
テ
テ
工
科
大
学
に
お

い
て

は
石
炭

解
釈
を
行
え
る
人
材
を
育
成
可
能
と
な
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
研
修
の
中
に
フ
ィ
ー
ル
ド
研

修
も

組
み
込

む
こ
と
と
す
る
。
対
象
フ
ィ
ー
ル
ド
は
テ
テ
工
科
大
学
の
所
在
地
で
あ
る
テ
テ
州
の
石
炭
フ

ィ
ー

ル
ド
と

す
る
。

 
・
状

況
：

20
16

年
11

月
1
日

(火
)か

ら
20

16
年

11
月

12
日

(土
)の

間
、
両
大
学
に
お
い
て
研
修
を

実
施

し
た
。

研
修
に
係
る
講
師
は
次
の

6
名
で
あ
っ
た
。

 
・
石

炭
ｴﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ
ｰ
ｾﾝ
ﾀ
ｰ
(J

C
O

AL
) 

田
中

 耕
一

 
・
三

菱
ﾏﾃ
ﾘ
ｱ
ﾙ
ﾃ
ｸﾉ

(M
M

TE
C

) 
根
岸

 義
光
、
宮
池

 周
作

 
・
秋

田
大
学

 助
教

 
高
橋

 亮
平

 
・
秋

田
大
学

 教
授

 
菅
原

 勝
康

 
・
秋

田
大
学

 助
教

 
加
藤

 貴
宏

 
 
研

修
日
程

と
日
程
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
別
添

3
に
示
す
。

 
 c.

 機
材

活
用

の
実
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
お
よ
び
機
材
の
維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
の
作
成

 
・
内

容
：
各

大
学
の
担
当
教
官
と
技
官
を
主
体
に
し
て
作
成
中
の
両
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま

で
に
検

討
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
き
引
き
続
き
修
正
・
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行
う
。

 
・
手

段
：

20
16

年
9
月
～

10
月
に
実
施
し
た
先
の
日
本
研
修
に
お
い
て
研
修
者
自
身
が
作
成
し
た
マ
ニ

ュ
ア

ル
に
つ

い
て
、
設
置
さ
れ
た
供
与
機
材
を
利
用
し
た
う
え
で
修
正
・
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行
う
。

 
・
状

況
：
テ

テ
工
科
大
学
に
お
い
て
は
、
今
回
供
与
・
搬
入
さ
れ
た
示
差
熱
分
析
器
を
利
用
し
た
実
習
を

行
っ

た
。
し

か
し
な
が
ら
、
今
回
の
研
修
で
の
同
機
器
の
使
用
は
機
器
の
動
作
確
認
が
主
体
と
な
り
、
マ

ニ
ュ

ア
ル
の

修
正
・
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大

学
に

お
い
て

作
成
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
薄
片
・
鉱
物
片
の
作
成
に
つ
い
て
で
あ
り
、
同
大
学
に
設
置
予

定
で

あ
る

SI
D

A
か
ら
供
与
さ
れ
た
薄
片
作
成
機
材
は
未
だ
保
管
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、

本
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
つ
い
て
も
同
修
正
・
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
。

 
 d.

 長
期

研
修

候
補
者
の
検
討

 
・
内
容
：
長

期
研
修
の
人
選
に
つ
い
て
、
第

1
フ
ェ
ー
ズ
に
引
き
続
き
検
討
を
実
施
す
る
。
今
回
の
人
選

で
も

、
こ
れ

ま
で
に
行
わ
れ
た
一
連
の
研
修
や
、
当
時
点
で
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
の
ニ
ー
ズ
な
ど
も
合
わ

せ
て

協
議
す

る
。

 
・
手

段
：
研

修
候
補
者
の

人
選
は
各
大
学
で
行
う
と
共
に
、
現
地
作
業
時
に
研
修
申
請
学
生
と
面
談
を
行

う
。

 
・
状

況
：
エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
に
お
い
て
は
、
秋
田
大
学
の
高
橋
助
教
お
よ
び
菅
原
教

授
と

共
に
７

名
の
候
補
者
と
面
談
を
実
施
し
た
。
面
談
で
は
候
補
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
内
容
や
日
本
に

お
い

て
実
施

し
た
い
研
究
内
容
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
、
候
補
者
に
対
す
る
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日
本
側

で
の

受
け
入

れ
先
の

研
究
室

や
研
究

内
容
の

妥
当
性

に
つ
い

て
確
認

し
た
。
テ

テ
工

科
大
学

に
お

い
て
、

候
補

者
は
選

定
中
で

あ
っ
た

。
 

 (3
) 
第

4
次

国
内

作
業
（

20
16

年
11

月
～

20
17

年
1
月
）

 
a.

 機
材

活
用

の
実
習

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
案

）
お
よ

び
機
材

の
維
持

管
理
マ

ニ
ュ
ア

ル
（
案

）
の
作

成
 

・
内
容

：
第

4
次
現

地
作
業

ま
で
に

各
大
学

の
担
当

教
官
と

技
官
を

主
体
に

し
て
作

成
さ
れ

た
両
マ

ニ

ュ
ア
ル
（
案

）
に
つ

い
て

、
フ

ェ
ー
ズ

2
そ

の
1
に
お

け
る

作
成
途

中
段
階

の
ド
ラ

フ
ト
版

マ
ニ
ュ

ア
ル

（
案
）

と
し

て
取
り

ま
と
め

る
。

 
・
手
段
：
第

4
次
現

地
作
業

ま
で
に

作
成
、
修

正
等
さ

れ
た
マ

ニ
ュ
ア

ル
に
つ

い
て
、
同
内

容
を
チ

ェ
ッ

ク
し
、
修
正
・
加
筆
等

を
実
施

す
る
。
修

正
・
加
筆

を
要
す

る
場
合
、
同
項

目
に
つ

い
て
各

大
学
担

当
者

に
指
摘

し
、

同
修
正

・
加
筆

を
行
う

よ
う
指

示
す
る

。
 

・
状
況
：
修
正
・
加
筆
に
つ

い
て

は
、
第

4
次

現
地
作

業
ま
で

の
作
成

時
に
都

度
指
摘

し
て
い

る
。
今

後

も
実
施

予
定

の
機
器

実
習
時

に
お
い

て
も
引

き
続
き

指
摘
し

、
都
度

改
訂
す

る
予
定

で
あ
る

。
 

 b.
 第

2
フ
ェ

ー
ズ

 そ
の

2
計
画

（
案
）

の
協
議

・
作
成

 
・
内
容

：
第

2
フ
ェ

ー
ズ
そ

の
２
の

活
動
を

第
1
フ

ェ
ー
ズ

、
第
２

フ
ェ
ー

ズ
そ
の

１
か
ら

発
展
さ

せ

る
流
れ

で
計

画
（
案

）
を
作

成
す
る

。
 

・
手
段
：
計

画
作

成
は
、
第

1
フ

ェ
ー

ズ
で
実

施
・
作

成
さ

れ
た
ワ

ー
キ
ン

グ
チ
ー

ム
の
ア

ク
シ
ョ

ン
進

捗
状
況

、
機

材
活
用

に
係
る

研
修
計

画
、
機

材
を

活
用
し

た
実
施
マ

ニ
ュ

ア
ル
（

案
）
、
機

材
維

持
管
理

マ
ニ
ュ

ア
ル

（
案
）

に
基
づ

き
行
う

。
 

 
こ
の
時
、

研
修
な

ど
に
参

画
す
る

秋
田
大

学
お
よ

び
貴
機

構
と
十

分
に
協

議
し
て

作
成
す

る
。

 
・
状
況

：
現

状
で
計

画
中
で

あ
り
、

20
17

年
4
月
に

計
画

中
の
秋

田
大
学

の
先
生

方
と
の

打
合
せ

に
お

い
て
、

今
後

の
計
画

を
協
議

予
定
で

あ
る
。

 
 

 
1-

3 
Ac

hi
ev

em
en

t o
f O

ut
pu

t 
・

be
 c

ur
re

nt
ly

 in
 p

ro
gr

es
s 

 1-
4 

Ac
hi

ev
em

en
t o

f t
he

 P
ro

je
ct

 P
ur

po
se

 
・

be
 c

ur
re

nt
ly

 in
 p

ro
gr

es
s 

 1-
5 

Ch
an

ge
s 

of
 R

is
ks

 a
nd

 A
ct

io
ns

 fo
r M

iti
ga

tio
n 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 1-

6 
Pr

og
re

ss
 o

f A
ct

io
ns

 u
nd

er
ta

ke
n 

by
 J

IC
A

 
 
今

後
JI

C
A
側
で

調
整

す
る
内

容
は
、
第

5
回
現

地
研
修

へ
の
秋

田
大
学

教
員
の

派
遣
の

調
整
、

20
17

年
第

3
回
本

邦
短
期

研
修
に

関
す
る

参
加
者

の
渡
航

調
整
、

長
期
研

修
者
に

係
る
渡

航
等
調

整
で
あ

る
。
 

 
こ
の
う
ち

本
邦
短

期
研
修

の
渡
航

調
整
に

関
し
て

は
、
第

5
次
現

地
作
業

時
の
打

合
せ
後

に
実
施

さ
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れ
る

。
ま

た
長
期
研
修
の
渡
航
調
整
等
に
関
し
て
は
、
資
源
の
絆
と
の
調
整
も
含
ま
れ
、
随
時
実
施
中
で

あ
る

。
 

 1-
7 

Pr
og

re
ss

 o
f A

ct
io

ns
 u

nd
er

ta
ke

n 
by

 U
ni

ve
rs

id
ad

e 
Ed

ua
rd

o 
M

on
dl

an
e 

(U
EM

) a
nd

 
In

st
itu

to
 S

up
er

io
r P

ol
ite

cn
ic

o 
de

 T
et

e 
(IS

PT
) 

 
現

時
点

で
エ

ド
ゥ

ア
ル

ド
・モ

ン
ド

ラ
ー

ネ
大

学
及

び
テ

テ
工

科
大

学
で

検
討

中
の

内
容

は
次

の
2

項
目

で
あ

る
。

 
・手

順
書

及
び

機
材

維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
の

準
備

 
・供

与
機

材
の

保
管

と
、

SI
D

A
か

ら
供

与
さ

れ
保

管
中

の
薄

片
作

成
機

材
の

設
置

(エ
ド

ゥ
ア

ル
ド

・
モ

ン
ド

ラ

ー
ネ

大
学

) 
 1-

8 
Pr

og
re

ss
 o

f E
nv

iro
nm

en
ta

l a
nd

 S
oc

ia
l C

on
si

de
ra

tio
ns

 (i
f a

pp
lic

ab
le

) 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

 1-
9 

Pr
og

re
ss

 o
f 

C
on

si
de

ra
tio

ns
 o

n 
G

en
de

r/P
ea

ce
 B

ui
ld

in
g/

Po
ve

rt
y 

Re
du

ct
io

n 
(if

 
ap

pl
ic

ab
le

) 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

 1-
10

 O
th

er
 r

em
ar

ka
bl

e/
co

ns
id

er
ab

le
 i

ss
ue

s 
re

la
te

d/
af

fe
ct

 t
o 

th
e 

pr
oj

ec
t 

(s
uc

h 
as

 
ot

he
r J

IC
A'

s 
pr

oj
ec

ts
, a

ct
iv

iti
es

 o
f c

ou
nt

er
pa

rts
, o

th
er

 d
on

or
s,

 p
riv

at
e 

se
ct

or
s,

 N
G

O
s 

et
c.

) 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

 2 
D

el
ay

 o
f W

or
k 

Sc
he

du
le

 a
nd

/o
r P

ro
bl

em
s 

(if
 a

ny
) 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 3 

M
od

ifi
ca

tio
n 

of
 th

e 
Pr

oj
ec

t I
m

pl
em

en
ta

tio
n 

Pl
an

 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

 4 
Pr

ep
ar

at
io

n 
of

 R
el

at
ed

 O
rg

an
iz

at
io

ns
 to

w
ar

d 
af

te
r 

co
m

pl
et

io
n 

of
 th

e 
Pr

oj
ec

t 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 
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PR
O

JE
C

T 
M

O
NI

TO
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N
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 S
HE

ET
 

 
Pr

oj
ec

t T
itl

e:
 T

he
 P

ro
je

ct
 o

n 
C

ap
ac

ity
 D

ev
el

op
m

en
t i

n 
M

in
er

al
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es
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rc
es

 S
ec

to
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Ve
rs

io
n 

of
 th

e 
Sh

ee
t: 

Ve
r.5

 （
Te

rm
: A

PR
, 2

01
7 

- S
EP

, 2
01

7）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

N
am

e:
 K

oi
ch

i T
AN

AK
A 

  
  

  
  

  
  

  
 

Ti
tle

: C
hi

ef
 A

dv
is

or
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
Su

bm
is

si
on

 D
at

e:
 S

EP
, 2

01
7 

  
  

  
  

  
I. 

Su
m

m
ar

y 
1 

Pr
og

re
ss

 
1-

1 
Pr

og
re

ss
 o

f I
np

ut
s 

 I
np

ut
は

本
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

に
係

り
作

成
・

合
意

さ
れ
た

PD
M

に
基

づ
く

想
定

で
あ

る
。

現
在

は
本

PD
M

に
基

づ
き
今

後
の
短
期

研
修
、
機

材
供
与

等
を
実

施
中
で

あ
る
。
長
期

研
修
員

と
し
て

11
名
を
本

邦
の
大

学
で

受
入
れ

済
み
で

あ
る
。

同
PD

M
を

Pr
oj

ec
t M

on
ito

rin
g 

Sh
ee

t I
と

し
て
添

付
し
た

。
 

 
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

全
体
工

程
は
下

表
に
示

す
と
お

り
で

あ
る

。
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1-
2 

Pr
og

re
ss

 o
f A

ct
iv

iti
es

 
1-

2-
1 

第
2
フ

ェ
ー
ズ
（
そ
の

2）
 

(1
) 
事
前

国
内
作
業

 (
20

17
年

1
月
～

5
月

) 
a.

 期
活

動
方

針
の
策
定

 
・
内
容
：
第

2
フ
ェ
ー
ズ
計
画
（
そ
の

2）
に
つ
い
て
秋
田
大
学
や
貴
機
構
と
も
協
議
を
行
い
つ
つ
活
動

方
針

を
策
定

す
る
。

 
・
手
段
：
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
側

C
/P

機
関
と
の
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
協
議
も
加
え
、
必
要
に
応
じ
て
第

2
フ

ェ
ー

ズ
（
そ

の
1）

で
改
定
し
た
ワ
ー
ク
・
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
も
修
正
を
行
う
。

 
・
状

況
：
活

動
方
針
及
び
計
画
に
つ
い
て
は

20
17

年
1
月
内
に
作
成
し
た
。
方
針
は
第

1
フ
ェ
ー
ズ
で

 
検
討

・
計
画

さ
れ
た
内
容
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
踏
襲
し
て
い
る
。

 
 b.

 M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
tの

作
成
及
び
提
出

 (
20

17
年

4
月

) 
・
内

容
：

20
16

年
10

月
～

20
17

年
3
月
の

Ac
tiv

ity
を
ま
と
め
、
同
期
間

中
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進

捗
状

況
を
報

告
す
る
。

 
・
手

段
：

JI
C

A
所
定
書
式
に
従
っ
て

M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
tを

作
成
す
る
。

 
・
状

況
：
別

添
1
の
と
お
り
作
成
し
た
。

 
 c.

 国
別

研
修

の
検
討
及
び
計
画

 
・
内

容
：
第

1
フ
ェ
ー
ズ
お
よ
び
第

2
フ
ェ
ー
ズ
（
そ
の

1）
で
実
施
さ
れ
た
研
修
を
ベ
ー
ス
に
、
第

2
フ
ェ

ー
ズ
（

そ
の

2）
20

17
年
期
（

1
月
～

12
月
）
の
国
別
研
修
内
容
を
検
討
・
計
画
す
る
。

 
・
手

段
：
基

本
的
に
は
第

1
フ
ェ
ー
ズ
お
よ
び
第

2
フ
ェ
ー
ズ
（
そ
の

1）
で
行
わ
れ
た
研
修
の
内
容
を

踏
襲

す
る
が

、
こ
の
時
点
で
は
機
材
調
達
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
調
達
機
材
の
利
用
を
考
慮
し
た

研
修

も
含
め

る
。
さ
ら
に
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
再
考
慮
す
る
。
検
討
お
よ
び
計
画

は
、
第

2
フ

ェ
ー
ズ
（
そ
の

2）
活
動
方
針
の
策
定
と
同
時
に
行
う
と
と
も
に
、
フ
ェ
ー
ズ

1
お
よ
び
第

2
フ

ェ
ー
ズ

（
そ
の

1）
と
同
様
に
秋
田
大
学
と
も
十
分
に
協
議
し
て
計
画
す
る
。

 
・
状

況
：
第

2
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
研
修
内
容
は
、

20
16

年
1
月

12
日
付
で
作
成
さ
れ
た
業
務
完
了

報
告

書
の
作

成
と
共
に
検
討
・
計
画
さ
れ
た
。
検
討
・
計
画
内
容
は
別
添

2
に
示
し
た
機
材
活
用
に
係
る

研
修

計
画
書

の
と
お
り
。

 
 (2

) 
第

5
次

現
地

作
業

 (
20

17
年

5
月

) 
a.

 調
達

さ
れ

た
機
材
設
置
状
況
の
確
認

 
・
内

容
：
調

達
さ
れ
た
機

材
が
、
適
切
に
配
置
さ
れ
運
用
さ
れ
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る

。
 

・
手

段
：
確

認
は
両
大
学
に
お
い
て
配
置
・
運
用
に
も
係
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
と
共
に
行
う
。
確
認
に

よ
り

不
具
合

な
ど
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、
改
善
に
係
る
指
示
を
行
う
。
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・
状

況
：

第
5
次
現

地
作

業
に
よ

り
、
調

達
さ
れ

た
機
材

の
う
ち
（

表
1）

、
エ
ド

ゥ
ア
ル

ド
・
モ

ン

ド
ラ

ー
ネ
大

学
へ
の

設
置
が

確
認
さ

れ
た
。

エ
ド
ゥ

ア
ル
ド

・
モ
ン

ド
ラ
ー

ネ
大
学

に
搬
入

さ
れ
た

機

材
は
、

同
機
材

の
開
封

後
、
所

定
の
場

所
に
配

置
さ
れ

た
う
え

機
器
の

動
作
確

認
を
行

っ
た
。

 
 

表
1 

エ
ド
ゥ

ア
ル
ド

・
モ
ン

ド
ラ
ー

ネ
大
学

へ
の
調

達
機
材

 

 

 b.
 現

地
短
期

研
修
の

実
施

 
・
内

容
：
現

地
短

期
研
修

を
調
整

、
実
施

す
る
。
研
修

内
容

は
こ
れ

ま
で
の

実
施
内

容
に
基

本
的
に

準
ず

る
が
、

調
達

さ
れ
た

機
材
に

係
る
機

材
活
用

・
維
持

管
理
に

関
す
る

研
修
を

主
体
に

行
う
。

 
・
手
段
：
研

修
の

講
師
は

秋
田

大
学
の

関
連
教

官
及
び

本
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
内
の

専
門
家

と
す
る

。
研

修
の

実
施
に

あ
た

っ
て
は

、
エ
ド

ゥ
ア
ル

ド
・
モ
ン

ド
ラ
ー

ネ
大
学

お
よ
び

テ
テ
工

科
大
学

の
現
状

で
の
リ

ソ

ー
ス
を

活
用

す
る
。
ま

た
、
エ
ド

ゥ
ア
ル

ド
・
モ

ン
ド

ラ
ー
ネ

大
学
に

お
い
て

は
石
油
・
ガ

ス
、
金

属
鉱

物
資
源

を
野

外
で
扱

え
る
フ

ィ
ー
ル

ド
ジ
オ

ロ
ジ
ス

ト
を
育

成
可
能

と
な
る

こ
と
、
テ

テ
工

科
大
学

に
お

い
て
は

石
炭

解
釈
を

行
え
る

人
材
を

育
成
可

能
と
な

る
と
い

う
観
点

か
ら
、
研

修
の

中
に
フ

ィ
ー
ル

ド
研

修
も
組

み
込

む
こ
と

と
す
る

。
対
象

フ
ィ
ー

ル
ド
は

テ
テ
工

科
大
学

の
所
在

地
で
あ

る
テ
テ

州
の
石

炭
フ

ィ
ー
ル

ド
と

す
る
。

 
・
状

況
：

20
17

年
5
月

16
日

(火
)か

ら
20

17
年

5
月

26
日

(金
)の

間
、
両
大
学

に
お
い

て
研
修

を
実

施
し
た

。
研

修
に
係

る
講
師

は
次
の

5
名
で

あ
っ
た

。
 

・
石

炭
ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ
ｰｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
(J

C
O

AL
) 

田
中

 耕
一

 
・
三

菱
ﾏ
ﾃ
ﾘ
ｱ
ﾙ
ﾃｸ
ﾉ
(M

M
TE

C
) 

宮
池

 周
作
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・
秋

田
大
学

 教
授

 
今
井

 亮
 

・
秋

田
大
学

 教
授

 
菅
原

 勝
康

 
・

秋
田
大
学

 助
教

 
加
藤

 貴
宏

 
 
研

修
日
程

と
日
程
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
別
添

3
に
示
す
。

 
 c.

 機
材

活
用

の
実
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
お
よ
び
機
材
の
維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
の
作
成

 
・
内

容
：
各

大
学
の
担
当
教
官
と
技
官
を
主
体
に
し
て
作
成
中
の
両
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま

で
に
検

討
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
き
引
き
続
き
修
正
・
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行
う
。

 
・
手

段
：

20
16

年
9
月
～

10
月
に
実
施
し
た
先
の
本
邦
短
期
研
修
に
お
い
て
研
修
者
自
身
が
作
成
し
た

マ
ニ

ュ
ア
ル

に
つ
い
て
、
設
置
さ
れ
た
供
与
機
材
を
利
用
し
た
う
え
で
修
正
・
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行
う
。

 
・
状

況
：
テ

テ
工
科
大
学
に
お
い
て
は
、
今
回
供
与
・
搬
入
さ
れ
た
示
差
熱
分
析
器
を
利
用
し
た
実
習
を

行
っ

た
。
こ

の
実
習
で
は
、
雰
囲
気
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
減
圧
器
の
取
り
扱
い
を
中
心
に
再
確
認
し
、
マ
ニ
ュ

ア
ル

の
改
定

を
行
っ
た
。
ま
た
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
は

薄
片
・
鉱
物

片
の
作

成
に
つ
い
て
で
あ
り
、
同
大
学
に
設
置
予
定
で
あ
る

SI
D

A
か
ら
供
与
さ
れ
た

薄
片

作
成
機

材
は
未
だ
保
管
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
も
同

修
正

・
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
。

 
 d.

 J
oi

nt
 C

oo
rd

in
at

io
n 

C
om

m
itt

ee
 （

JC
C
）
、

Te
ch

ni
ca

l C
oo

rd
in

at
io

n 
C

om
m

itt
ee

（
TC

C
）
の

開
催

 
・
内

容
：
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
鉱
物
資
源
省
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ

ー
ネ

大
学
お

よ
び
テ
テ
工
科
大
学
お
よ
び
貴
機
構
が
構
成
員
と
な
る

JC
C
を
開
催
す
る
。

 
・
手

段
：

JC
C

で
は
、
第

2
フ
ェ
ー
ズ
開
始
時
に
修
正
さ
れ
た
ワ
ー
ク
・
プ
ラ
ン
や
課
題
に
関
す
る
ア

ク
シ

ョ
ン
・
プ

ラ
ン
な
ど
を
ベ
ー
ス
に
し
た
現
状
、
さ
ら
に
機
材
配
置
に
係
る
大
学
側
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ

に
よ
る

作
業
の
現
状
な
ど
を
協
議
す
る
。

 
・
状

況
：
第

5
次
現
地
作
業
時
に

JC
C
を
実
施
し

、
上
記
に
従
い
協
議
し
た
。

JC
C
に
お
け
る
協
議
簿

を
別

添
4
に

示
す
。
 

 
 e.

 長
期

研
修

候
補
者
の
検
討

 
・
内
容
：
長

期
研
修
の
人
選
に
つ
い
て
、
第

1
フ
ェ
ー
ズ
に
引
き
続
き
検
討
を
実
施
す
る
。
今
回
の
人
選

で
も

、
こ
れ

ま
で
に
行
わ
れ
た
一
連
の
研
修
や
、
現
時
点
で
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
の
ニ
ー
ズ
な
ど
も
合
わ

せ
て

協
議
す

る
。

 
・
手

段
：
研

修
候
補
者
の

人
選
は
各
大
学
で
行
う
と
共
に
、
現
地
作
業
時
に
研
修
申
請
学
生
と
面
談
を
行

う
。

 
・
状
況
：
エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
に
お
い
て
は
、
秋
田
大
学
の
今
井
教
授
と
共
に

6
名
の

候
補

者
と
面

談
を
実
施
し
た
。
面
談
で
は
候
補
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
内
容
や
日
本
に
お
い
て
実
施
し
た

い
研

究
内
容

に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
、
候
補
者
に
対
す
る
日
本
側
で
の
受
け

入
れ

先
の
研

究
室
や
研
究
内
容
の
妥
当
性
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
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(3
) 
第

5
次

国
内

作
業
（

20
17

年
6
月
～

20
17

年
9
月
）

 
 a.

 本
邦

短
期

研
修
の

調
整

お
よ

び
実
施

 
・
内
容

：
第

2
フ

ェ
ー
ズ
で

の
第

2
次

国
内
作

業
で
の
研

修
に
引

き
続
き

、
第

3
回
目

の
本
邦

短
期
研

修
を
調

整
、
実
施
す

る
。
研

修
は

前
年
度

の
第

2
回

目
と

同
様
に

、
関

連
分

野
の
研

究
お
よ

び
運
営

の
マ

ネ
ー
ジ

メ
ン

ト
担

当
レ

ベ
ル

か
ら

研
究

や
実

験
機

材
の

実
務

担
当

レ
ベ

ル
ま

で
を
対

象
に
し

た
内

容
と

す
る
。

 
・
手

段
：
研

修
の

主
要
実

施
先
は

、
エ
ド

ゥ
ア
ル

ド
・
モ

ン
ド
ラ

ー
ネ
大

学
及
び

テ
テ
工

科
大
学

の
両
大

学
と
学

術
交

流
に
関

す
る
協

定
を
結

ん
で
い

る
秋
田

大
学
を

核
に
す

る
。
そ

の
ほ
か

研
修
先

と
し
て

、
前

回
と
同

様
に

秋
田

大
学

に
加

え
て

他
の

国
立

大
学

や
民

間
鉱

山
な

ど
の

リ
ソ

ー
ス
を

も
利
用

し
た

も
の

に
す
る

。
 

・
状
況

：
20

17
年

7
月

3
日

(月
)か

ら
20

17
年

7
月

28
日

(金
)の

間
、
両
大

学
関
係

者
5
名

を
日
本

に
招
聘

し
た

。
研
修

者
参
加

者
と
日

程
・
研

修
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
を
別

添
5

に
示

す
。

秋
田
大

学
に
お

い

て
、
エ

ド
ゥ
ア

ル
ド
・
モ
ン

ド
ラ
ー

ネ
大
学

に
つ
い

て
は

X
線

回
折
試

験
に
関

す
る
実

習
を
、
テ
テ

工
科

大
学
に

つ
い

て
は
示

差
熱
分

析
器
の

取
り
扱

い
お
よ

び
維
持

管
理
に

関
す
る

実
習
を

行
っ
た

。
 

 b.
 機

材
活
用

の
実
習

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
案

）
お

よ
び

機
材
の

維
持
管

理
マ
ニ

ュ
ア
ル
（

案
）
の

作
成
お

よ
び

改
定

 
・
内
容
：
第

5
次
現

地
作
業

ま
で
に

作
成
さ

れ
た
マ

ニ
ュ
ア

ル
（

案
）
の
改

定
お
よ

び
機
材

の
維
持

管
理

マ
ニ
ュ

ア
ル
（
案

）
の
作

成
と
、
新
規

項
目
の

実
習
マ

ニ
ュ
ア

ル
（
案

）
を

作
成
し

、
第

2
フ
ェ

ー
ズ
（
そ

の
2）

に
お

け
る
作

成
途
中

段
階
の

ド
ラ
フ

ト
版
マ

ニ
ュ
ア

ル
（
案

）
と
し

て
取
り

ま
と
め

る
。

 
・
手

段
：
マ
ニ
ュ

ア
ル
（

案
）
の
改

定
に
つ

い
て
は

、
示

差
熱

分
析
器

を
利
用

し
た
工

業
分
析

を
対
象

と

す
る
。
修
正
・
加
筆

を
要

す
る
場

合
、
同

項
目

に
つ
い

て
担
当

者
に
指

摘
し
、
同

修
正
・
加

筆
を
行

う
よ

う
指
示

す
る

。
 

マ
ニ
ュ

ア
ル
（

案
）
の
作

成
に

つ
い
て

は
、
示

差
熱
分

析
器
の

維
持
管

理
方
法

と
、

X
線
回

折
試
験

に
よ

る
鉱
物

同
定

と
す
る

。
マ
ニ

ュ
ア
ル

は
研
修

者
が
実

際
の
分

析
機
器

や
機
材

の
操
作

を
行
い

な
が
ら

作
成

す
る
。

 
・
状
況
：
エ

ド
ゥ

ア
ル
ド
・
モ

ン
ド
ラ

ー
ネ
大

学
か
ら

の
研
修

生
は
、
第

5
次

現
地

作
業
ま

で
に
作

成
さ

れ
た
「
示

差
熱
分

析
器
を

利
用
し

た
工
業

分
析
」
実

習
マ
ニ

ュ
ア
ル
（
案

）
に

測
定
結

果
の
解

析
方
法

を

追
記
し

同
マ

ニ
ュ
ア

ル
（
案

）
を

改
定
し

た
ほ
か

、
示

差
熱
分

析
器
の

維
持
管

理
マ
ニ

ュ
ア
ル
（

案
）
を

新
た
に

作
成

し
た
。
エ
ド
ゥ

ア
ル
ド
・
モ

ン
ド
ラ

ー
ネ
大

学
か
ら
の

研
修

生
は
、

X
線

回
折
試

験
の
た

め

の
試
料

調
整

、
機
器

操
作
及

び
解
析

方
法
に

関
す
る

実
習
マ

ニ
ュ
ア

ル
（
案

）
を
新

た
に
作

成
し
た

。
 

 c.
 長

期
研
修

者
の
支

援
の
実

施
 

・
内
容
：
資

源
の

絆
プ
ロ

グ
ラ

ム
の
長

期
研
修

員
と
し

て
モ
ザ

ン
ビ
ー

ク
人
留

学
生

6
名
（

エ
ド
ゥ

ア
ル

ド
・
モ

ン
ド

ラ
ー
ネ

大
学
教

員
1
名

、
国

営
石
油

会
社

1
名
、

国
家
鉱

山
研
究
所

職
員

1
名
、

エ
ド
ゥ

ア
ル
ド

・
モ

ン
ド
ラ

ー
ネ
大

学
卒
業

生
3
名

）
が
既

に
日
本

の
大
学

の
資
源

系
学
部

に
留
学

中
で
あ

り
、
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支
援

の
対
象

者
で
あ
る
。

 
さ
ら

に
、
こ

の
9
月
か
ら
は
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
教
員

1
名
と
テ
テ
工
科
大
学
教
員

1
名
が

新
た
に

来
日
し
た
。

 
・
手

段
：
長

期
研
修
員
に
つ
い
て
、
本
邦
短
期
研
修
へ
の
参
加
（
現
場
見
学
等
）
の
便
宜
を
図
る
。
ま
た
、

本
邦

短
期
研

修
時
の
長
期
研
修
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
支
援
な
ど
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
ヒ

ア
リ

ン
グ
や

日
本
で
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
。

 
・
状

況
：

20
17

年
7
月

3
日
（
月
）
か
ら

20
17

年
7
月

28
日
（
金
）
の
本
邦
短
期
研
修
時
、
秋
田
大

学
に

留
学
中

の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
長
期
研
修
員

4
名
（

1
名
は
国
営
石
油
会
社
、

3
名
は
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・

モ
ン

ド
ラ
ー

ネ
大
学
卒
業
生
）
と
面
談
を
実
施
し
、
そ
の
内

3
名
を

2
泊

3
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ

プ
に

同
行
さ

せ
た
。
ま
た
、
北
海
道
大
学
に
留
学
中
の
長
期
研
修
員

1
名
（
国
家
鉱
山
研
究
所
職
員
）
と

の
面

談
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
北
菱
美
唄
炭
鉱
見
学
に
同
行
さ
せ
た
。
さ
ら
に
京
都
大
学
に
留
学
中
の

1
名

（
エ
ド

ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
教
員
）
と
面
談
し
た
。

 
 
面

談
内
容

は
長
期
研
修
者
の
日
本
で
の
生
活
状
況
、
研
究
の
進
捗
状
況
、
生
活
・
学
業
全
般
の
満
足
度

に
つ

い
て
で

あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
研
修
者
も
現
状
で
の
生
活
や
学
業
状
況
に
満
足
し
て
い
る
と
共
に
、
研

究
の

進
捗
状

況
も
順
調
で
あ
る
。
ま
た
研
修
者
は
大
学
の
担
当
教
官
と
も
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図

れ
て
い

る
。

 
 

 1-
3 

Ac
hi

ev
em

en
t o

f O
ut

pu
t 

・
be

 c
ur

re
nt

ly
 in

 p
ro

gr
es

s 
 1-

4 
Ac

hi
ev

em
en

t o
f t

he
 P

ro
je

ct
 P

ur
po

se
 

・
be

 c
ur

re
nt

ly
 in

 p
ro

gr
es

s 
 1-

5 
Ch

an
ge

s 
of

 R
is

ks
 a

nd
 A

ct
io

ns
 fo

r M
iti

ga
tio

n 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

 1-
6 

Pr
og

re
ss

 o
f A

ct
io

ns
 u

nd
er

ta
ke

n 
by

 J
IC

A
 

 
今

後
JI

C
A
側

で
調
整
す
る
内
容
は
、
第

6
回
現
地
研
修
へ
の
秋
田
大
学
教
員
の
派
遣
の
調
整
、

20
18

年
第

4
回
本

邦
短
期
研
修
に
関
す
る
参
加
者
の
渡
航
調
整
、
長
期
研
修
者
に
係
る
渡
航
等
調
整
で
あ
る
。
 

 
こ

の
う
ち

本
邦
短
期
研
修
の
渡
航
調
整
に
関
し
て
は
、
第

6
次
現
地
作
業
時
の
打
合
せ
後
に
実
施
さ

れ
る

。
ま

た
長
期
研
修
の
渡
航
調
整
等
に
関
し
て
は
、
資
源
の
絆
と
の
調
整
も
含
ま
れ
、
随
時
実
施
中
で

あ
る

。
 

 1-
7 

Pr
og

re
ss

 o
f A

ct
io

ns
 u

nd
er

ta
ke

n 
by

 U
ni

ve
rs

id
ad

e 
Ed

ua
rd

o 
M

on
dl

an
e 

(U
EM

) a
nd

 
In

st
itu

to
 S

up
er

io
r P

ol
ite

cn
ic

o 
de

 T
et

e 
(IS

PT
) 

 
現

時
点

で
エ

ド
ゥ

ア
ル

ド
・モ

ン
ド

ラ
ー

ネ
大

学
及

び
テ

テ
工

科
大

学
で

検
討

中
の

内
容

は
次

の
3

項
目

で
あ

る
。
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・長
期

研
修

候
補

者
の

選
定

 
・手

順
書

及
び

機
材

維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
の

準
備

 
・S

ID
A

か
ら

供
与

さ
れ

保
管

中
の

薄
片

作
成

機
材

の
設

置
(エ

ド
ゥ

ア
ル

ド
・
モ

ン
ド

ラ
ー

ネ
大

学
) 

 1-
8 

Pr
og

re
ss

 o
f E

nv
iro

nm
en

ta
l a

nd
 S

oc
ia

l C
on

si
de

ra
tio

ns
 (i

f a
pp

lic
ab

le
) 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 1-

9 
Pr

og
re

ss
 o

f 
C

on
si

de
ra

tio
ns

 o
n 

G
en

de
r/P

ea
ce

 B
ui

ld
in

g/
Po

ve
rt

y 
Re

du
ct

io
n 

(if
 

ap
pl

ic
ab

le
) 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 1-

10
 O

th
er

 r
em

ar
ka

bl
e/

co
ns

id
er

ab
le

 i
ss

ue
s 

re
la

te
d/

af
fe

ct
 t

o 
th

e 
pr

oj
ec

t 
(s

uc
h 

as
 

ot
he

r J
IC

A'
s 

pr
oj

ec
ts

, a
ct

iv
iti

es
 o

f c
ou

nt
er

pa
rts

, o
th

er
 d

on
or

s,
 p

riv
at

e 
se

ct
or

s,
 N

G
O

s 
et

c.
) 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 2 

D
el

ay
 o

f W
or

k 
Sc

he
du

le
 a

nd
/o

r P
ro

bl
em

s 
(if

 a
ny

) 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

 3 
M

od
ifi

ca
tio

n 
of

 th
e 

Pr
oj

ec
t I

m
pl

em
en

ta
tio

n 
Pl

an
 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 4 

Pr
ep

ar
at

io
n 

of
 R

el
at

ed
 O

rg
an

iz
at

io
ns

 to
w

ar
d 

af
te

r 
co

m
pl

et
io

n 
of

 th
e 

Pr
oj

ec
t 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
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TO
 C

R 
of

 J
IC

A 
M

O
ZA

M
B

IQ
U

E 
O

FF
IC

E 
 

PR
O

JE
C

T 
M

O
NI

TO
RI

N
G

 S
HE

ET
 

 
Pr

oj
ec

t T
itl

e:
 T

he
 P

ro
je

ct
 o

n 
C

ap
ac

ity
 D

ev
el

op
m

en
t i

n 
M

in
er

al
 R

es
ou

rc
es

 S
ec

to
r 

  
 

Ve
rs

io
n 

of
 th

e 
Sh

ee
t: 

Ve
r.6

 （
Te

rm
: O

ct
, 2

01
7 

- M
AR

, 2
01

8）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

N
am

e:
 K

oi
ch

i T
AN

AK
A 

  
  

  
  

  
  

  
 

Ti
tle

: C
hi

ef
 A

dv
is

or
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
Su

bm
is

si
on

 D
at

e:
 M

AR
 2

0,
 2

01
8 

  
  

  
  

  
I. 

Su
m

m
ar

y 
1 

Pr
og

re
ss

 
1-

1 
Pr

og
re

ss
 o

f I
np

ut
s 

 I
np

ut
は

本
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

に
係

り
作

成
・

合
意

さ
れ
た

PD
M

に
基

づ
く

想
定

で
あ

る
。

現
在

は
本

PD
M

に
基

づ
き
今

後
の
短
期

研
修
、
機

材
供
与

等
を
実

施
中
で

あ
る
。
長
期

研
修
員

と
し
て

11
名
を
本

邦
の
大

学
で

受
入
れ

済
み
で

あ
る
。

同
PD

M
を

Pr
oj

ec
t M

on
ito

rin
g 

Sh
ee

t I
と

し
て
添

付
し
た

。
 

 
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

全
体
工

程
は
下

表
に
示

す
と
お

り
で

あ
る

。
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1-
2 

Pr
og

re
ss

 o
f A

ct
iv

iti
es

 
1-

2-
1 

第
2
フ

ェ
ー
ズ
（
そ
の

2）
 

(1
) 
第

5
次

国
内

作
業
（

20
17

年
6
月
～

20
17

年
9
月
）

 
a.

 M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
tの

作
成
及
び
提
出

 (
20

17
年

9
月

) 
・
内

容
：

20
17

年
4
月
～

20
17

年
9
月
の

Ac
tiv

ity
を
ま
と
め
、
同
期
間
中
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗

状
況

を
報
告

す
る
。

 
・
手

段
：

JI
C

A
所
定
書
式
に
従
っ
て

M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
tを

作
成
す
る
。

 
・
状

況
：
別

添
1
の
と
お
り
作
成
し
た
。

 
 (2

) 
第

6
次

現
地

作
業

 (
20

17
年

10
月
～

11
月

) 
a.

 現
地

短
期

研
修
の
実
施

 
・
内

容
：
現

地
短
期
研
修
を
調
整
、
実
施
す
る
。
研
修
内
容
は
こ
れ
ま
で
の
実
施
内
容
に
基
本
的
に
準
ず

る
が

、
調
達

さ
れ
た
機
材
に
係
る
機
材
活
用
・
維
持
管
理
に
関
す
る
研
修
を
主
体
に
行
う
。

 
・
手

段
：
研

修
の
講
師
は

秋
田
大
学
、
九
州
大
学
の
関
連
教
官
及
び
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
の
専
門
家
と
す

る
。
研
修

の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
お
よ
び
テ
テ
工
科
大
学
の
現

状
で

の
リ
ソ

ー
ス
を
活
用
す
る
。
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
に
お
い
て
は
石
油
・
ガ
ス
、
金

属
鉱

物
資
源

分
野
の
地
質
技
術
者
の
育
成
を
、
テ
テ
工
科
大
学
に
お
い
て
は
石
炭
解
釈
を
行
え
る
人
材
の

育
成

を
目
的

と
し
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
基
礎
的
な
知
識
か
ら
最
先
端
の
研
究
事
例
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し

た
秋

田
大
学

と
九
州
大
学
の
教
官
に
よ
る
モ
デ
ル
講
義
を
実
施
す
る
。

 
・
状
況
：

20
17

年
10

月
30

日
（
月
）
か
ら

20
17

年
11

月
9
日
（
木
）
の
間
、
両
大
学
に
お
い
て
研

修
を

実
施
し

た
。
研
修
に
係
る
講
師
は
次
の

6
名
で
あ
っ
た
。

 
・

石
炭
ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ
ｰｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
(J

C
O

AL
) 

田
中

 耕
一

 
・

三
菱
ﾏ
ﾃ
ﾘ
ｱ
ﾙ
ﾃｸ
ﾉ
(M

M
TE

C
) 

宮
池

 周
作

 
・

九
州
大
学

 教
授

 
今
井

 亮
 

・
秋

田
大
学

 教
授

 
菅
原

 勝
康

 
・

秋
田
大
学

 助
教

 
加
藤

 貴
宏

 
・

秋
田
大
学

 助
教

 
高
橋

 亮
平

 
 
研

修
日
程

と
日
程
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
別
添

2
に
示
す
。

 
 b.

 機
材

活
用

の
実
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
お
よ
び
機
材
の
維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
の
改
定

 
・
内

容
：
各

大
学
の
担
当
教
官
と
技
官
を
主
体
に
し
て
作
成
中
の
両
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま

で
に
検

討
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
き
引
き
続
き
修
正
・
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行
う
。

 
・
手

段
：

20
17

年
7
月
に
実
施
し
た
本
邦
短
期
研
修
に
お
い
て
研
修
者
自
身
が
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
つ

い
て
、

設
置
さ
れ
た
供
与
機
材
を
利
用
し
た
う
え
で
修
正
・
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行
う
。

 
・
状

況
：
テ

テ
工
科
大
学
に
お
い
て
は
、
供
与
示
差
熱
分
析
器
を
利
用
し
た
実
習
を
行
っ
た
。
こ
の
実
習

で
は
、

パ
ッ

キ
ン

の
清

掃
方

法
な

ど
の

維
持

管
理

に
関

す
る

指
導

と
石

炭
の

ガ
ス

化
反

応
測

定
を

実
施

し
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
改
定
を
行
っ
た
。
ま
た
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
に
お
い
て
は
、
新
た
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に
作
成

さ
れ

た
反
射

実
体
鏡

の
取
り

扱
い
マ

ニ
ュ
ア

ル
に
つ

い
て
、
内
容

の
確
認

を
行
っ

た
。
な
お

、
こ

れ
ま
で

に
作

成
さ

れ
て

い
る

岩
石

薄
片

／
鉱

石
片

作
成

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

、
同

大
学
に

設
置
予

定
で

あ
る

SI
D

A
か

ら
供

与
さ
れ

た
薄

片
作

成
機
材

は
未
だ

保
管
さ

れ
て
い

る
状
況

で
あ
っ

た
た
め

、
こ

れ
ら
を

利

用
し
た

マ
ニ

ュ
ア
ル

の
修
正

は
行
っ

て
い
な

い
。

X
線

回
折

試
験
に
よ

る
鉱

物
同
定

マ
ニ
ュ

ア
ル
に

つ
い

て
は
、

内
容

を
確
認

し
現
状

で
修
正

の
必
要

が
無
い

こ
と
か

ら
改
定

を
行
わ

な
か
っ

た
。

 
 c.

 長
期

研
修

候
補
者

の
検
討

 
・
内
容
：
長

期
研

修
の
人

選
に
つ

い
て
、
第

1
フ

ェ
ー

ズ
に
引

き
続
き

検
討
を

実
施
す

る
。
今

回
の

人
選

で
も
、
こ
れ

ま
で
に

行
わ
れ

た
一
連

の
研
修

や
、
現
時

点
で
の

モ
ザ
ン

ビ
ー
ク

側
の
ニ

ー
ズ
な

ど
も
合

わ

せ
て
協

議
す

る
。

 
・
手
段
：
研

修
候

補
者
の

人
選

は
各
大

学
で
行

う
と
共

に
、
現

地
作
業

時
に

研
修
申

請
学
生

と
面
談

を
行

う
。

 
・
状

況
：
エ
ド

ゥ
ア

ル
ド
・
モ
ン

ド
ラ
ー

ネ
大
学

に
お
い

て
は
、
九

州
大
学

の
今
井

教
授
、
秋

田
大
学

の

高
橋
助

教
と

共
に

5
名
の
候

補
者
と

面
談
を

実
施
し

た
。
面

談
で
は

候
補
者

の
こ
れ

ま
で
の

研
究
内

容

や
日
本

に
お

い
て
実

施
し
た

い
研
究

内
容
に

つ
い
て

ヒ
ア
リ

ン
グ
を

行
い
、
候

補
者

に
対
す

る
日
本

側
で

の
受
け

入
れ

先
の
研

究
室
や

研
究
内

容
の
妥

当
性
に

つ
い
て

確
認
し

た
。
な

お
、
テ
テ

工
科
大

学
の
お

い

て
は
候

補
者

を
検
討

中
で
あ

っ
た
。

 
 (3

) 
第

6
次

国
内

作
業
（

20
17

年
12

月
）

 
a.

 機
材

活
用

の
実
習

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
案

）
お
よ

び
機
材

の
維
持

管
理
マ

ニ
ュ
ア

ル
（
案

）
の
改

定
 

・
内
容
：
第

6
次
現

地
作
業

ま
で
に

作
成
さ

れ
た
マ

ニ
ュ
ア

ル
（
案

）
の

改
定

し
、
第

2
フ

ェ
ー

ズ
（

そ

の
2）

に
お

け
る
作

成
途
中

段
階
の

ド
ラ
フ

ト
版
マ

ニ
ュ
ア

ル
（
案

）
と
し

て
取
り

ま
と
め

る
。

 
・
手

段
：
マ
ニ
ュ

ア
ル
（

案
）
の
改

定
に
つ

い
て
は

、
示

差
熱

分
析
器

を
利
用

し
た
工

業
分
析

お
よ
び

維

持
管
理

マ
ニ

ュ
ア
ル

、
X
線
回

折
試
験

に
よ
る

鉱
物
同

定
マ
ニ

ュ
ア
ル

、
及
び

反
射

実
体
鏡

取
り
扱

い
マ

ニ
ュ
ア

ル
を

対
象
と

す
る
。
修
正
・
加
筆

を
要
す

る
場

合
、
同
項
目

に
つ

い
て
担

当
者
に

指
摘
し

、
同

修

正
・
加

筆
を

行
う
よ

う
指
示

す
る
。

 
・
状
況

：
修

正
・
加

筆
に
つ

い
て
は

、
第

6 
次

現
地

作
業
ま

で
の
実

験
実
習

時
等
に

都
度
指

摘
し
て

い

る
。
今

後
も

実
施

予
定

の
機

器
実

習
時

に
お

い
て

も
引

き
続

き
指

摘
し

、
都

度
改
訂

す
る
予

定
で

あ
る

が
、
現

時
点

の
最
新

版
の
マ

ニ
ュ
ア

ル
（
案

）
を
添

付
す
る

（
別
添

3）
。

 
 b.

 M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
tの

作
成
及

び
提
出

 (
20

18
年

3
月

) 
・
内
容

：
20

17
年

10
月
～

20
18

年
3
月
の

Ac
tiv

ity
を
ま

と
め
、

同
期
間

中
の

本
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
進

捗
状
況

を
報

告
す
る

。
 

・
手
段

：
JI

C
A
所

定
書

式
に
従

っ
て

M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
tを

作
成
す

る
。

 
・
状
況

：
本

紙
の
通

り
提
出

。
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1-
3 

Ac
hi

ev
em

en
t o

f O
ut

pu
t 

・
be

 c
ur

re
nt

ly
 in

 p
ro

gr
es

s 
 1-

4 
Ac

hi
ev

em
en

t o
f t

he
 P

ro
je

ct
 P

ur
po

se
 

・
be

 c
ur

re
nt

ly
 in

 p
ro

gr
es

s 
 1-

5 
Ch

an
ge

s 
of

 R
is

ks
 a

nd
 A

ct
io

ns
 fo

r M
iti

ga
tio

n 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

 1-
6 

Pr
og

re
ss

 o
f A

ct
io

ns
 u

nd
er

ta
ke

n 
by

 J
IC

A
 

 
今

後
JI

C
A
側

で
調
整
す
る
内
容
は
、
第

7
回
現
地
研
修
へ
の
秋
田
大
学
ほ
か
教
員
の
派
遣
の
調
整
、

20
18

年
第

4
回
本
邦
短
期
研
修
に
関
す
る
参
加
者
の
渡
航
調
整
、
長
期
研
修
者
に
係
る
渡
航
等
調
整
で

あ
る

。
 

 
こ

の
う
ち

本
邦
短
期
研
修
の
渡
航
調
整
に
関
し
て
は
、
第

7
次
現
地
作
業
時
の
打
合
せ
後
に
実
施
さ

れ
る

。
ま

た
長
期
研
修
の
渡
航
調
整
等
に
関
し
て
は
、
資
源
の
絆
と
の
調
整
も
含
ま
れ
、
随
時
実
施
中
で

あ
る

。
 

 1-
7 

Pr
og

re
ss

 o
f A

ct
io

ns
 u

nd
er

ta
ke

n 
by

 U
ni

ve
rs

id
ad

e 
Ed

ua
rd

o 
M

on
dl

an
e 

(U
EM

) a
nd

 
In

st
itu

to
 S

up
er

io
r P

ol
ite

cn
ic

o 
de

 T
et

e 
(IS

PT
) 

 
現

時
点

で
エ

ド
ゥ

ア
ル

ド
・モ

ン
ド

ラ
ー

ネ
大

学
及

び
テ

テ
工

科
大

学
で

検
討

中
の

内
容

は
次

の
3

項
目

で
あ

る
。

 
・長

期
研

修
候

補
者

の
選

定
 

・手
順

書
及

び
機

材
維

持
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

改
定

の
準

備
 

・S
ID

A
か

ら
供

与
さ

れ
保

管
中

の
薄

片
作

成
機

材
の

設
置

(エ
ド

ゥ
ア

ル
ド

・
モ

ン
ド

ラ
ー

ネ
大

学
) 

 1-
8 

Pr
og

re
ss

 o
f E

nv
iro

nm
en

ta
l a

nd
 S

oc
ia

l C
on

si
de

ra
tio

ns
 (i

f a
pp

lic
ab

le
) 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 1-

9 
Pr

og
re

ss
 o

f 
C

on
si

de
ra

tio
ns

 o
n 

G
en

de
r/P

ea
ce

 B
ui

ld
in

g/
Po

ve
rt

y 
Re

du
ct

io
n 

(if
 

ap
pl

ic
ab

le
) 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 1-

10
 O

th
er

 r
em

ar
ka

bl
e/

co
ns

id
er

ab
le

 i
ss

ue
s 

re
la

te
d/

af
fe

ct
 t

o 
th

e 
pr

oj
ec

t 
(s

uc
h 

as
 

ot
he

r J
IC

A'
s 

pr
oj

ec
ts

, a
ct

iv
iti

es
 o

f c
ou

nt
er

pa
rts

, o
th

er
 d

on
or

s,
 p

riv
at

e 
se

ct
or

s,
 N

G
O

s 
et

c.
) 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 



PM
 F

or
m

 3
-1
 

M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
t S

um
m

ar
y 

Pa
ge

 5
 

2 
D

el
ay

 o
f W

or
k 

Sc
he

du
le

 a
nd

/o
r P

ro
bl

em
s 

(if
 a

ny
) 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 3 

M
od

ifi
ca

tio
n 

of
 th

e 
Pr

oj
ec

t I
m

pl
em

en
ta

tio
n 

Pl
an

 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

 4 
Pr

ep
ar

at
io

n 
of

 R
el

at
ed

 O
rg

an
iz

at
io

ns
 to

w
ar

d 
af

te
r 

co
m

pl
et

io
n 

of
 th

e 
Pr

oj
ec

t 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 
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TO
 C

R 
of

 J
IC

A 
M

O
ZA

M
B

IQ
U

E 
O

FF
IC

E 
 

PR
O

JE
C

T 
M

O
NI

TO
RI

N
G

 S
HE

ET
 

 
Pr

oj
ec

t T
itl

e:
 T

he
 P

ro
je

ct
 o

n 
C

ap
ac

ity
 D

ev
el

op
m

en
t i

n 
M

in
er

al
 R

es
ou

rc
es

 S
ec

to
r 

  
 

Ve
rs

io
n 

of
 th

e 
Sh

ee
t: 

Ve
r.7

 （
Te

rm
: A

PR
, 2

01
8 

- S
EP

, 2
01

8）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

N
am

e:
 K

oi
ch

i T
AN

AK
A 

  
  

  
  

  
  

  
 

Ti
tle

: C
hi

ef
 A

dv
is

or
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
Su

bm
is

si
on

 D
at

e:
 S

EP
, 2

01
8 

  
  

  
  

  
I. 

Su
m

m
ar

y 
1 

Pr
og

re
ss

 
1-

1 
Pr

og
re

ss
 o

f I
np

ut
s 

 I
np

ut
は

本
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

に
係

り
作

成
・

合
意

さ
れ
た

PD
M

に
基

づ
く

想
定

で
あ

る
。

現
在

は
本

PD
M

に
基

づ
き
今

後
の
短
期

研
修
、
機

材
供
与

等
を
実

施
中
で

あ
る
。
長
期

研
修
員

と
し
て

11
名
を
本

邦
の
大

学
で

受
入
れ

済
み
で

あ
る
。

同
PD

M
を

Pr
oj

ec
t M

on
ito

rin
g 

Sh
ee

t I
と

し
て
添

付
し
た

。
 

 
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

全
体
工

程
は
下

表
に
示

す
と
お

り
で

あ
る

。
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1-
2 

Pr
og

re
ss

 o
f A

ct
iv

iti
es

 
1-

2-
1 

第
2
フ

ェ
ー
ズ
（
そ
の

2）
 

(1
) 
事
前

国
内
作
業

 (
20

18
年

1
月
～

5
月

) 
a.

 期
活

動
方

針
の
策
定

 
・
内
容
：
第

2
フ
ェ
ー
ズ
計
画
（
そ
の

2）
に
つ
い
て
秋
田
大
学
や
貴
機
構
と
も
協
議
を
行
い
つ
つ
活
動

方
針

を
策
定

す
る
。

 
・
手
段
：
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
側

C
/P

機
関
と
の
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
協
議
も
加
え
、
必
要
に
応
じ
て
第

2
フ

ェ
ー

ズ
（
そ

の
1）

で
改
定
し
た
ワ
ー
ク
・
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
も
修
正
を
行
う
。

 
・
状

況
：
活

動
方
針
及
び
計
画
に
つ
い
て
は

20
18

年
1
月
内
に
作
成
し
た
。
方
針
は
第

1
フ
ェ
ー
ズ
で

 
検
討

・
計
画

さ
れ
た
内
容
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
踏
襲
し
て
い
る
。

 
 b.

 M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
tの

作
成
及
び
提
出

 (
20

18
年

4
月

) 
・
内

容
：

20
17

年
10

月
～

20
18

年
3
月
の

Ac
tiv

ity
を
ま
と
め
、
同
期
間

中
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進

捗
状

況
を
報

告
す
る
。

 
・
手

段
：

JI
C

A
所
定
書
式
に
従
っ
て

M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
tを

作
成
す
る
。

 
・
状

況
：
別

添
1
の
と
お
り
作
成
し
た
。

 
 c.

 国
別

研
修

の
検
討
及
び
計
画

 
・
内

容
：
第

1
フ
ェ
ー
ズ
お
よ
び
第

2
フ
ェ
ー
ズ
（
そ
の

1）
で
実
施
さ
れ
た
研
修
を
ベ
ー
ス
に
、
第

2
フ
ェ

ー
ズ
（

そ
の

2）
20

18
年
期
（

1
月
～

12
月
）
の
国
別
研
修
内
容
を
検
討
・
計
画
す
る
。

 
・
手

段
：
基

本
的
に
は
第

1
フ
ェ
ー
ズ
お
よ
び
第

2
フ
ェ
ー
ズ
（
そ
の

1）
で
行
わ
れ
た
研
修
の
内
容
を

踏
襲

す
る
が

、
こ
の
時
点
で
は
機
材
調
達
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
調
達
機
材
の
利
用
を
考
慮
し
た

研
修

も
含
め

る
。
さ
ら
に
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
再
考
慮
す
る
。
検
討
お
よ
び
計
画

は
、
第

2
フ

ェ
ー
ズ
（
そ
の

2）
活
動
方
針
の
策
定
と
同
時
に
行
う
と
と
も
に
、
フ
ェ
ー
ズ

1
お
よ
び
第

2
フ

ェ
ー
ズ

（
そ
の

1）
と
同
様
に
秋
田
大
学
と
も
十
分
に
協
議
し
て
計
画
す
る
。

 
・
状

況
：
第

2
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
研
修
内
容
は
、

20
16

年
1
月

12
日
付
で
作
成
さ
れ
た
業
務
完
了

報
告

書
の
作

成
と
共
に
検
討
・
計
画
さ
れ
た
。
検
討
・
計
画
内
容
は
別
添

2
に
示
し
た
機
材
活
用
に
係
る

研
修

計
画
書

の
と
お
り
。

 
 (2

) 
第

7
次

現
地

作
業

 (
20

18
年

5
月
～

6
月

) 
a.

 現
地

短
期

研
修
の
実
施

 
・
内

容
：
現

地
短
期
研
修
を
調
整
、
実
施
す
る
。
研
修
内
容
は
こ
れ
ま
で
の
実
施
内
容
に
基
本
的
に
準
ず

る
が

、
調
達

さ
れ
た
機
材
に
係
る
機
材
活
用
・
維
持
管
理
に
関
す
る
研
修
を
主
体
に
行
う
。

 
・
手

段
：
研

修
の
講
師
は

秋
田
大
学
、
九
州
大
学
の
関
連
教
官
及
び
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
の
専
門
家
と
す

る
。
研
修

の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
お
よ
び
テ
テ
工
科
大
学
の
現

状
で

の
リ
ソ

ー
ス
を
活
用
す
る
。
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
に
お
い
て
は
石
油
・
ガ
ス
、
金

 
属
鉱

物
資
源

分
野
の
地
質
技
術
者
の
育
成
を
、
テ
テ
工
科
大
学
に
お
い
て
は
石
炭
解
釈
を
行
え
る
人
材
の
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育
成
を

目
的

と
し
、
こ

れ
ら

に
関
連

す
る
基

礎
的
な

知
識
か

ら
最
先

端
の
研

究
事
例

な
ど
を

テ
ー
マ

と
し

た
秋
田

大
学

と
九
州

大
学
の

教
官
に

よ
る
モ

デ
ル
講

義
を
実

施
す
る

。
 

・
状
況
：

20
18

年
5
月

28
日
（
月

）
か
ら

20
18

年
6
月

5
日
（
火

）
の
間
、
両

大
学

に
お
い

て
研
修

を
実
施

し
た

。
研
修

に
係
る

講
師
は

次
の

4
名

で
あ

っ
た
。

 
・
石

炭
ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ
ｰｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
(J

C
O

AL
) 

田
中

 耕
一

 
・
三

菱
ﾏ
ﾃ
ﾘ
ｱ
ﾙ
ﾃｸ
ﾉ
(M

M
TE

C
) 

宮
池

 周
作

 
・
秋

田
大

学
 教

授
 

菅
原

 勝
康

 
・
秋

田
大

学
 講

師
 

加
藤

 貴
宏

 
 
研
修
日
程

と
日
程

及
び
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム
を

別
添

3
に

示
す

。
 

 b.
 機

材
活
用

の
実
習

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
案

）
お
よ

び
機
材

の
維
持

管
理
マ

ニ
ュ
ア

ル
（
案

）
の
改

定
 

・
内

容
：
各
大

学
の

担
当

教
官
と

技
官
を

主
体
に

し
て
作

成
中
の

両
マ
ニ

ュ
ア
ル
（

案
）
に

つ
い
て

、
こ

れ
ま
で

に
検

討
さ
れ

た
内
容

に
基
づ

き
引
き

続
き
修

正
・
ア

ッ
プ
デ

ー
ト
を

行
う
。

 
・
手
段

：
20

17
年

7
月
に

実
施
し

た
本
邦

短
期
研

修
及
び

20
17

年
10

月
～

11
月
に

実
施
し

た
現
地

短
期
研

修
に

お
い
て

研
修
者

自
身
が

作
成
し

た
マ
ニ

ュ
ア
ル

に
つ
い

て
、
設

置
さ
れ

た
供
与

機
材
を

利
用

し
た
う

え
で

修
正
・

ア
ッ
プ

デ
ー
ト

を
行
う

。
 

・
状

況
：
テ

テ
工

科
大
学

に
お
い

て
は
、
供

与
示

差
熱
分

析
器
を

利
用
し

た
実
習

を
行
っ

た
。
こ

の
実
習

で
は
、
日
本
か

ら
持
参

し
た

3
種

類
の

石
炭
試

料
を
利

用
し
、
①
石
炭

中
の
水

分
量
の

違
い
の

原
因
、
②

3
種
類

の
石

炭
の
分

類
、
③

揮
発
分

量
と
石

炭
化
度

の
関
係

、
を
理

解
す
る

た
め
の

応
用
解

析
を
行

っ
た
。

ま
た
エ

ド
ゥ

ア
ル
ド

・
モ
ン
ド

ラ
ー
ネ

大
学
に

お
い
て

は
、

SI
D

A
か

ら
供

与
さ
れ

た
薄
片

作
成
機

材
が

実
験
室

に
設

置
さ
れ

、
学
生

実
験
等

で
正
常

に
使
用

さ
れ
て

い
る
こ

と
を
確

認
し
、
こ

れ
ま
で

の
短
期

研

修
で
得

た
薄

片
作
成

に
係
る

経
験
が

活
か
さ

れ
て
い

る
こ
と

を
確
認

し
た
。

 
 c.

 長
期

研
修

候
補
者

の
検
討

 
・
内
容
：
長

期
研

修
の
人
選

に
つ
い

て
、
こ

れ
ま

で
に
引

き
続
き

検
討
を

実
施
す

る
。
今

回
の

人
選
で

も
、

こ
れ
ま

で
に

行
わ
れ

た
一
連

の
研
修

や
、
現

時
点
で

の
モ
ザ

ン
ビ
ー

ク
側
の

ニ
ー
ズ

な
ど
も

合
わ
せ

て
協

議
す
る

。
 

・
手
段
：
研

修
候

補
者
の

人
選

は
各
大

学
で
行

う
と
共

に
、
現

地
作
業

時
に

研
修
申

請
学
生

と
面
談

を
行

う
。

 
・
状
況

：
エ

ド
ゥ
ア

ル
ド
・

モ
ン
ド

ラ
ー
ネ

大
学
に

お
い
て

、
57

名
、

テ
テ
工
科

大
学
に

お
い
て

3
名

の
候
補

者
と

面
談
を

実
施
し

た
。
面

談
で
は

候
補
者

の
こ
れ

ま
で
の

研
究
内

容
や
日

本
に
お

い
て
実

施
し

た
い
研

究
内

容
に
つ

い
て
ヒ

ア
リ
ン

グ
を
行

い
、
候

補
者
に

対
す
る

日
本
側

で
の
受

け
入
れ

先
の
研

究
室

や
研
究

内
容

の
妥
当

性
に
つ

い
て
確

認
し
た

。
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(3
) 
第

7
次

国
内

作
業
（

20
18

年
6
月
～

20
18

年
9
月
）

 
a.

 本
邦

短
期

研
修
の
調
整

 
・
内

容
：
第

1
フ
ェ
ー
ズ
、
第

2
フ
ェ
ー
ズ
で
の
研
修
に
引
き
続
き
、
第

4
回
目
の
本
邦
短
期
研
修
を

調
整

、
実
施

す
る
。
研
修
は
前
年
度
の
第

3
回
目
と
同
様
に
、
関
連
分
野
の
研
究
お
よ
び
運
営
の
マ
ネ
ー

ジ
メ

ン
ト
担

当
レ
ベ
ル
か
ら
研
究
や
実
験
機
材
の
実
務
担
当
レ
ベ
ル
ま
で
を
対
象
に
し
た
内
容
と
す
る
。

 
・
手

段
：
研

修
の
主
要
実
施
先
は
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
及
び
テ
テ
工
科
大
学
の
両
大

学
と

学
術
交

流
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
い
る
秋
田
大
学
を
核
に
す
る
。
そ
の
ほ
か
研
修
先
と
し
て
、
前

回
と
同

様
に

秋
田

大
学

に
加

え
て

他
の

国
立

大
学

や
民

間
鉱

山
な

ど
の

リ
ソ

ー
ス

を
も

利
用

し
た

も
の

に
す

る
。

 
・
状

況
：
状

況
：
本
邦
短
期
研
修
の
日
程
及
び
参
加
者
の
調
整
を
実
施
し
た
。
調
整
に
お
い
て
日
程
予
定

は
20

18
年

10
月

1
日
（
月
）
か
ら

29
18

年
10

月
26

日
（
金
）
の
間
と
し
、
参
加
者
予
定
は
エ
ド

ゥ
ア

ル
ド
・

モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
か
ら

2
名
、
テ
テ
工
科
大
学
か
ら

2
名
と
し
た
。

 
 b.

 長
期

研
修

者
の
支
援
の
実
施

 
・
内
容
：
資

源
の

絆
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
長
期
研
修
員
と
し
て
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
人
留
学
生

7
名
（
エ
ド
ゥ
ア
ル

ド
・

モ
ン
ド

ラ
ー
ネ
大
学
教
員

1
名
、
テ
テ
工
科
大
学
教
員

2
名
、
鉱
物
資
源
公
社
職
員

1
名
、
エ
ド

ゥ
ア

ル
ド
・

モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
卒
業
生

3
名
）
が
既
に
日
本
の
大
学
の
資
源
系
学
部
に
留
学
中
で
あ

り
、

支
援
の

対
象
者
で
あ
る
。

 
・
手

段
：
長

期
研
修
員
に
つ
い
て
、
本
邦
短
期
研
修
へ
の
参
加
（
現
場
見
学
等
）
の
便
宜
を
図
る
。
ま
た
、

本
邦

短
期
研

修
時
の
長
期
研
修
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
支
援
な
ど
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
ヒ

ア
リ

ン
グ
や

日
本
で
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
。

 
・
状

況
：

20
18

年
8
月

31
日
（
金
）
、

JI
C

A
本
部
に
お
い
て
資
源
の
絆
に
係
る
留
学
生
に
よ
る
留
学

内
容

の
発
表

会
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
際
、
秋
田
大
学
に
留
学
中
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
長
期
研
修
員

3
名
（

3
名
共

に
エ
ド

ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
卒
業
生
、
う
ち

1
名
は
現
在
テ
テ
工
科
大
学
教
員
）
と
面

談
を

実
施
し

た
。

 
 
面

談
内
容

は
長
期
研
修
者
の
日
本
で
の
生
活
状
況
、
研
究
の
進
捗
状
況
、
生
活
・
学
業
全
般
の
満
足
度

に
つ

い
て
で

あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
研
修
者
も
現
状
で
の
生
活
や
学
業
状
況
に
満
足
し
て
い
る
と
共
に
、
研

究
の

進
捗
状

況
も
順
調
で
あ
る
。
ま
た
研
修
者
は
大
学
の
担
当
教
官
と
も
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図

れ
て
い

る
。

 
 1-

3 
Ac

hi
ev

em
en

t o
f O

ut
pu

t 
・

be
 c

ur
re

nt
ly

 in
 p

ro
gr

es
s 

 1-
4 

Ac
hi

ev
em

en
t o

f t
he

 P
ro

je
ct

 P
ur

po
se

 
・

be
 c

ur
re

nt
ly

 in
 p

ro
gr

es
s 
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1-
5 

Ch
an

ge
s 

of
 R

is
ks

 a
nd

 A
ct

io
ns

 fo
r M

iti
ga

tio
n 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 1-

6 
Pr

og
re

ss
 o

f A
ct

io
ns

 u
nd

er
ta

ke
n 

by
 J

IC
A 

 
今

後
JI

C
A
側
で

調
整

す
る
内

容
は
、
第

8
回
現

地
研
修

へ
の
秋
田

大
学

教
員
の

派
遣
の

調
整
及

び
長

期
研
修

者
に

係
る
渡

航
等
調

整
で
あ

る
。

 
 
ま
た

長
期

研
修

の
渡

航
調

整
等

に
関

し
て

は
、

資
源

の
絆

と
の

調
整

も
含

ま
れ
、

随
時
実

施
中

で
あ

る
。

 
 1-

7 
Pr

og
re

ss
 o

f A
ct

io
ns

 u
nd

er
ta

ke
n 

by
 U

ni
ve

rs
id

ad
e 

Ed
ua

rd
o 

M
on

dl
an

e 
(U

EM
) a

nd
 

In
st

itu
to

 S
up

er
io

r P
ol

ite
cn

ic
o 

de
 T

et
e 

(IS
PT

) 
 

現
時

点
で

エ
ド

ゥ
ア

ル
ド

・モ
ン

ド
ラ

ー
ネ

大
学

及
び

テ
テ

工
科

大
学

で
検

討
中

の
内

容
は

次
の

3
項

目
で

あ

る
。

 
・長

期
研

修
候

補
者

の
選

定
 

・手
順

書
及

び
機

材
維

持
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

の
準

備
 

・カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
定

の
準

備
 

 1-
8 

Pr
og

re
ss

 o
f E

nv
iro

nm
en

ta
l a

nd
 S

oc
ia

l C
on

si
de

ra
tio

ns
 (i

f a
pp

lic
ab

le
) 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 1-

9 
Pr

og
re

ss
 o

f 
Co

ns
id

er
at

io
ns

 o
n 

G
en

de
r/P

ea
ce

 B
ui

ld
in

g/
Po

ve
rt

y 
Re

du
ct

io
n 

(if
 

ap
pl

ic
ab

le
) 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 1-

10
 O

th
er

 r
em

ar
ka

bl
e/

co
ns

id
er

ab
le

 i
ss

ue
s 

re
la

te
d/

af
fe

ct
 t

o 
th

e 
pr

oj
ec

t 
(s

uc
h 

as
 

ot
he

r J
IC

A'
s 

pr
oj

ec
ts

, a
ct

iv
iti

es
 o

f c
ou

nt
er

pa
rt

s,
 o

th
er

 d
on

or
s,

 p
riv

at
e 

se
ct

or
s,

 N
G

O
s 

et
c.

) 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 
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 2 
D

el
ay

 o
f W

or
k 

Sc
he

du
le

 a
nd

/o
r P

ro
bl

em
s 

(if
 a

ny
) 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 3 

M
od

ifi
ca

tio
n 

of
 th

e 
Pr

oj
ec

t I
m

pl
em

en
ta

tio
n 

Pl
an

 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

 4 
Pr

ep
ar

at
io

n 
of

 R
el

at
ed

 O
rg

an
iz

at
io

ns
 to

w
ar

d 
af

te
r 

co
m

pl
et

io
n 

of
 th

e 
Pr

oj
ec

t 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 
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R 
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U
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O
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PR
O

JE
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M

O
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TO
RI

N
G

 S
HE

ET
 

 
Pr

oj
ec

t T
itl

e:
 T

he
 P

ro
je

ct
 o

n 
C

ap
ac

ity
 D

ev
el

op
m

en
t i

n 
M

in
er

al
 R

es
ou

rc
es

 S
ec

to
r 

  
 

Ve
rs

io
n 

of
 th

e 
Sh

ee
t: 

Ve
r.8

 （
Te

rm
: O

C
T,

 2
01

8 
- M

AR
, 2

01
9）

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
N

am
e:

 K
oi

ch
i T

AN
AK

A 
  

  
  

  
  

  
  

 
Ti

tle
: C

hi
ef

 A
dv

is
or

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

Su
bm

is
si

on
 D

at
e:

 M
AR

, 2
01
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I. 
Su

m
m

ar
y 

1 
Pr

og
re

ss
 

1-
1 

Pr
og

re
ss

 o
f I

np
ut

s 
 I

np
ut

は
本
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

に
係

り
作

成
・

合
意

さ
れ
た

PD
M

に
基

づ
く

想
定

で
あ

る
。

現
在

は
本

PD
M

に
基

づ
き
今

後
の
短
期

研
修
、
機

材
供
与

等
を
実

施
中
で

あ
る
。
長
期

研
修
員

と
し
て

11
名
を
本

邦
の
大

学
で

受
入
れ

済
み
で

あ
る
。

同
PD

M
を

Pr
oj

ec
t M

on
ito

rin
g 

Sh
ee

t I
と

し
て
添

付
し
た

。
 

 
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

全
体
工

程
は
下

表
に
示

す
と
お

り
で

あ
る

。
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1-
2 

Pr
og

re
ss

 o
f A

ct
iv

iti
es

 
1-

2-
1 

第
2
フ

ェ
ー
ズ
（
そ
の

2）
 

(1
) 
第

7
次

国
内

作
業

 (
20

18
年

9
月

) 
a.

 M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
tの

作
成
及
び
提
出

 (
20

18
年

9
月

) 
・
内

容
：

20
18

年
4
月
～

20
18

年
9
月
の

Ac
tiv

ity
を
ま
と
め
、
同
期
間
中
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗

状
況

を
報
告

す
る
。

 
・
手

段
：

JI
C

A
所
定
書
式
に
従
っ
て

M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
tを

作
成
す
る
。

 
・
状

況
：
別

添
1
の
と
お
り
作
成
し
た
。

 
 (2

) 
第

8
次

国
内

作
業

 (
20

18
年

10
月
～

11
月

) 
a.

 本
邦

短
期

研
修
の
実
施

 
・
内

容
：
第

2
フ
ェ
ー
ズ
で
の
第

5
次
国
内
作
業
で
の
第

3
回
本
邦
短
期
研
修
に
引
き
続
き
、
第

4
回

目
の

本
邦
短

期
研
修
を
実
施
す
る
。
研
修
は
前
年
度
の
第

3
回
目
と
同
様
に
、
関
連
分
野
の
研
究
お
よ
び

運
営
の

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
担

当
レ

ベ
ル

か
ら

研
究

や
実

験
機

材
の

実
務

担
当

レ
ベ

ル
ま

で
を

対
象

に
し

た
内

容
と
す

る
。

 
・
手

段
：
研

修
の
主
要
実
施
先
は
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
及
び
テ
テ
工
科
大
学
の
両
大

学
と

学
術
交

流
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
い
る
秋
田
大
学
を
核
に
す
る
。
そ
の
ほ
か
研
修
先
と
し
て
、
前

回
と
同

様
に

秋
田

大
学

に
加

え
て

他
の

国
立

大
学

や
民

間
鉱

山
な

ど
の

リ
ソ

ー
ス

を
も

利
用

し
た

も
の

に
す

る
。

 
・
状

況
：

20
18

年
10

月
1
日

(月
)か

ら
20

18
年

10
月

26
日

(金
)の

間
、
両
大
学
関
係
者

4
名
を
日

本
に

招
聘
し

た
。
研
修
参
加
者
と
日
程
・
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
別
添

2
に
示
す
。
秋
田
大
学
に
お
い

て
、
エ

ド
ゥ

ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
に
つ
い
て
は
岩
石
の
年
代
測
定
を
目
的
と
し
た
鉱
物
分
離
手

順
に

関
す
る

実
習
を
、
テ
テ
工
科
大
学
に
つ
い
て
は
示
差
熱
分
析
器
を
用
い
た
反
応
速
度
解
析
、
滴
定
法

に
よ

る
水
質

分
析
、
機
器
分
析
に
関
す
る
実
習
を
行
っ
た
。
こ
の
う
ち

1
名
は
、
北
海
道
大
学
お
よ
び
九

州
大

学
に
お

い
て
大
学
施
設
の
視
察
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
に
係
る
面
談
、
民
間
企
業
に
お
い
て
鉱
山
見

学
や

石
炭
関

連
施
設
の
視
察
を
行
っ
た
。

 
 b.

 機
材

活
用

の
実
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
お
よ
び
機
材
の
維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
の
作
成
お
よ
び

改
定

 
・
内
容
：
第

7
次
現
地
作
業
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
お
よ
び
機
材
の
維
持
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
（
案

）
の

改
定
と
、
新
規
項
目
の
実
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
を
作
成
し
、
第

2
フ
ェ
ー
ズ
（
そ
の

2）
に
お

け
る
作

成
途
中
段
階
の
ド
ラ
フ
ト
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
。

 
・
手

段
：
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
示
差
熱
分
析
器
を
利
用
し
た
工
業
分
析
お
よ
び
維

持
管

理
マ
ニ

ュ
ア
ル
（
案
）
、

X
線
回
折
試
験
に
よ
る
鉱
物
同
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
、
実
体
顕
微
鏡
取

り
扱

い
マ
ニ

ュ
ア
ル
（
案
）
を
対
象
と
す
る
。
修
正
・
加
筆
を
要
す
る
場
合
、
同
項
目
に
つ
い
て
担
当
者

に
指

摘
し
、
同
修
正
・
加
筆
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
。
ま
た
、
各
大
学
に
て
予
定
さ
れ
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
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ラ
ム
改

定
に

お
い
て

、
供

与
さ
れ

た
機
材

が
講
義

、
実

習
等

に
用
い

ら
れ
る

予
定
で

あ
る
こ

と
か
ら

、
こ

れ
ら
の

実
習

マ
ニ
ュ

ア
ル
（

案
）
を

作
成

す
る
。
対

象
は

、
示

差
熱
分

析
器
等

を
用
い

た
実
験
・
実

習
手

順
と
実

体
顕

微
鏡
を

用
い
た

ジ
ル
コ

ン
等
鉱

物
分
離

手
順
と

す
る
。
マ

ニ
ュ

ア
ル
は

研
修
者

が
実
際

の
分

析
機
器

や
機

材
の
操

作
を
行

い
な
が

ら
作
成

す
る
。

 
・
状

況
：
テ

テ
工

科
大

学
の

研
修
生

は
、
①

示
差

熱
分
析

器
を
用

い
た
反

応
速
度

解
析
、
②

滴
定

法
に
よ

る
水
質

分
析

、
③

炭
素
・
硫

黄
同

時
分
析

、
IC

P
発
光

分
析
お

よ
び
原

子
吸
光

分
析
の

原
理
、
測

定
、
解

析
に
関

す
る

実
習
マ

ニ
ュ
ア

ル
（

案
）
を
新

た
に
作

成
し
た

。
エ

ド
ゥ
ア

ル
ド
・
モ

ン
ド
ラ

ー
ネ
大

学
か

ら
の
研

修
生

は
、
岩

石
の
年

代
測
定

を
目
的

と
し
た

ジ
ル
コ

ン
等
鉱

物
分
離

の
た
め

の
試
料

調
整
お

よ
び

X
線
回
折

試
験
や

、
光

学
・
実

体
顕
微

鏡
、
走

査
型

電
子
顕

微
鏡
の

利
用
方

法
に
関

す
る
実

習
マ
ニ

ュ
ア

ル
（
案

）
を

新
た
に

作
成
し

た
（
別

添
3）

。
 

 c.
 長

期
研
修

者
の
支

援
の
実

施
 

・
内
容
：
資

源
の

絆
プ
ロ

グ
ラ

ム
の
長

期
研
修

員
と
し

て
モ
ザ

ン
ビ
ー

ク
人
留

学
生

6
名
（

テ
テ
工

科
大

学
教
員

2
名
、
モ
ザ

ン
ビ
ー

ク
鉱
物

資
源
公

社
1
名

、
エ
ド

ゥ
ア
ル

ド
・
モ

ン
ド

ラ
ー

ネ
大
学

卒
業
生

3
名
）
が

既
に

日
本
の

大
学
の

資
源
系

学
部
に

留
学
中

で
あ
り

、
支
援

の
対
象

者
で
あ

る
。

 
・
手
段
：
長

期
研

修
員
に
つ

い
て
、
本
邦

短
期
研

修
へ
の

参
加
（
現
場

見
学

等
）
の

便
宜

を
図
る

。
ま

た
、

本
邦
短

期
研

修
時
の

長
期
研

修
員
と

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
に
よ

り
、
支

援
な
ど

に
関
す

る
ニ
ー

ズ
ヒ

ア
リ
ン

グ
や

日
本
で

の
生
活

な
ど
に

つ
い
て

意
見
交

換
を
行

う
。

 
・
状
況
：

20
18

年
10

月
1
日
（

月
）
か

ら
20

18
年

10
月

26
日
（

金
）
の
本

邦
短

期
研
修

時
、
秋

田

大
学
に

留
学

中
の
モ

ザ
ン
ビ

ー
ク
長

期
研
修

員
5
名
（

2
名

は
テ

テ
工
科

大
学
教

員
、

3
名

は
エ

ド
ゥ
ア

ル
ド
・
モ
ン
ド

ラ
ー
ネ

大
学

卒
業

生
）
と
面

談
を
実

施
し
た

。
さ
ら

に
、
北
海

道
大
学

に
留
学

中
の
長

期

研
修
員

1
名
（

モ
ザ

ン
ビ
ー

ク
鉱
物

資
源
公

社
）
と

の
面
談

を
実
施

し
た
。

 
 
面
談
内
容

は
長
期

研
修
者

の
日
本

で
の
生

活
状
況

、
研

究
の
進
捗

状
況

、
生
活
・
学

業
全

般
の
満

足
度

に
つ
い

て
で

あ
っ
た

。
い
ず

れ
の
研

修
者
も

現
状
で

の
生
活

や
学
業

状
況
に

満
足
し

て
い
る

と
共
に

、
研

究
の
進

捗
状

況
も
順

調
で
あ

る
。
ま

た
研
修

者
は
大

学
の
担

当
教
官

と
も
良

好
な
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

を
図
れ

て
い

る
。

 
 (2

) 
第

8
次

現
地

作
業

 (
20

18
年

11
月

～
12

月
) 

a.
 現

地
短
期

研
修
の

実
施

 
・
内

容
：
現

地
短

期
研
修

を
調
整

、
実
施

す
る
。
研
修

内
容

は
こ
れ

ま
で
の

実
施
内

容
に
基

本
的
に

準
ず

る
が
、

調
達

さ
れ
た

機
材
に

係
る
機

材
活
用

・
維
持

管
理
に

関
す
る

研
修
を

主
体
に

行
う
。

 
・
手
段
：
研

修
の

講
師
は

秋
田

大
学
の

関
連
教

官
及
び

本
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
内
の

専
門
家

と
す
る

。
研

修
の

実
施
に

あ
た

っ
て
は

、
エ
ド

ゥ
ア
ル

ド
・
モ
ン

ド
ラ
ー

ネ
大
学

お
よ
び

テ
テ
工

科
大
学

の
現
状

で
の
リ

ソ

ー
ス
を

活
用

す
る
。

エ
ド
ゥ

ア
ル
ド

・
モ
ン

ド
ラ
ー

ネ
大
学

に
お
い

て
は
石

油
・
ガ

ス
、
金

 
属
鉱
物

資
源

分
野
の

地
質
技

術
者
の

育
成
を

、
テ
テ

工
科
大

学
に
お

い
て
は

石
炭
解

釈
を
行

え
る
人

材
の

 
育
成
を

目
的

と
し
、
こ

れ
ら

に
関
連

す
る
基

礎
的
な

知
識
か

ら
最
先

端
の
研

究
事
例

な
ど
を

テ
ー
マ

と
し

 
た
秋
田

大
学

の
教
官

に
よ
る

モ
デ
ル

講
義
を

実
施
す

る
。
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・
状
況
：

20
18

年
11

月
19

日
（
月
）
か
ら

20
18

年
11

月
30

日
（
金
）
の
間
、
両
大
学
に
お
い
て

研
修

を
実
施

し
た
。
研
修
に
係
る
講
師
は
次
の

5
名
で
あ
っ
た
。

 
・

石
炭
ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ
ｰｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
(J

C
O

AL
) 

田
中

 耕
一

 
・

三
菱
ﾏ
ﾃ
ﾘ
ｱ
ﾙ
ﾃｸ
ﾉ
(M

M
TE

C
) 

根
岸

 義
光

 
・

秋
田
大
学

 教
授

 
菅
原

 勝
康

 
・

秋
田
大
学

 講
師

 
加
藤

 貴
宏

 
・

秋
田
大
学

 助
教
 
 
 
高
橋

 亮
平

 
 
研

修
の
日

程
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
別
添

4
に
示
す
。

 
 
テ

テ
工
科

大
学
に
お
い
て
は
、
供
与
し
た
示
差
熱
分
析
器
を
利
用
し
た
実
習
を
行
っ
た
。
こ
の
実
習
で

は
、
①

石
炭

の
工
業
分
析
に
お
け
る
測
定
再
現
性
の
確
認
、
②
シ
ュ
ウ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
用
い
た
反
応
速

度
解

析
の
実

習
を
行
っ
た
。
ま
た
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
に
お
い
て
は
、

20
18

年
10

月

に
実

施
し
た

本
邦
短
期
研
修
に
お
い
て
作
成
し
た
「
ジ
ル
コ
ン
等
鉱
物
分
離
お
よ
び
年
代
測
定
マ
ニ
ュ
ア

ル
（

案
）
」
に
基
づ
き
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
に
設
置
さ
れ
て
い
る
供
与
機
材
等
を
利

用
し

て
ジ
ル

コ
ン
等
鉱
物
分
離
実
習
を
行
っ
た
。
な
お
、
本
邦
短
期
研
修
の
際
に
秋
田
大
学
で
行
わ
れ
た

実
習

で
使
用

さ
れ
た
機
材
や
薬
品
の
一
部
は
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
で
は
保
有
さ
れ
て

い
な

い
。
そ

こ
で
、
同
大
学
で
使
用
可
能
な
機
材
等
の
み
を
用
い
る
手
順
を
実
習
に
て
指
導
し
た
。

 
 b.

 機
材

活
用

の
実
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
お
よ
び
機
材
の
維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
の
改
定

 
・
内

容
：
各

大
学
の
担
当
教
官
と
技
官
を
主
体
に
し
て
作
成
中
の
両
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま

で
に
検

討
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
き
引
き
続
き
修
正
・
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行
う
。

 
・
手
段
：

20
18

年
10

月
に
実
施
し
た
本
邦
短
期
研
修
及
び

20
18

年
5
月
～

6
月
に
実
施
し
た
現
地
短

期
研

修
に
お

い
て
研
修
者
自
身
が
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
、
設
置
さ
れ
た
供
与
機
材
を
利
用
し

た
う

え
で
修

正
・
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行
う
。

 
・
状

況
：
こ

れ
ま
で
の
実
習
で
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
う
ち
、
示
差
熱
分
析
器
等
を
用
い
た
実
験
・
実

習
手

順
に
つ

い
て
、
手
順
中
の
一
部
の
数
式
等
に
誤
り
が
あ
っ
た
た
め
、
微
修
正
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で

に
作

成
さ
れ

た
そ
の
他
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
完
成
版
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。

 
 c.

 長
期

研
修

候
補
者
の
検
討

 
・
内
容
：
長

期
研
修
の
人
選
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
検
討
を
実
施
す
る
。
今
回
の
人
選
で
も
、

こ
れ

ま
で
に

行
わ
れ
た
一
連
の
研
修
や
、
現
時
点
で
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
の
ニ
ー
ズ
な
ど
も
合
わ
せ
て
協

議
す

る
。

 
・
手

段
：
研

修
候
補
者
の

人
選
は
各
大
学
で
行
う
と
共
に
、
現
地
作
業
時
に
研
修
申
請
学
生
と
面
談
を
行

う
。

 
・
状
況
：
エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
・
モ
ン
ド
ラ
ー
ネ
大
学
お
よ
び
テ
テ
工
科
大
学
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

1
名
の

候
補

者
と
面

談
を
実
施
し
た
。
面
談
で
は
候
補
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
内
容
や
日
本
に
お
い
て
実
施
し
た

い
研

究
内
容

に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
候
補
者
に
対
す
る
日
本
側
で
の
受
け
入
れ
先
の
研
究
室
や

 
研
究

内
容
の

妥
当
性
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
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 d.
 J

oi
nt

 C
oo

rd
in

at
io

n 
C

om
m

itt
ee

（
JC

C
）
の

開
催

 
・
内
容
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
進

捗
状
況

を
確
認

す
る
た

め
、
鉱

物
資
源

エ
ネ

ル
ギ
ー

省
、
エ

ド
ゥ

ア
ル
ド
・

モ
ン
ド

ラ
ー

ネ
大
学

お
よ
び

テ
テ
工

科
大
学

お
よ
び

貴
機
構

が
構
成

員
と
な

る
JC

C
を
開

催
す
る

。
 

・
手
段

：
JC

C
で
は
、

第
2
フ

ェ
ー
ズ

開
始
時
の

ワ
ー
ク

・
プ
ラ
ン

や
課

題
に
関

す
る
ア

ク
シ
ョ

ン
・

プ
ラ
ン

な
ど

を
ベ
ー

ス
に
し

た
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の
現

状
、
さ

ら
に
供

与
機
材

や
同
機

材
を
ベ

ー
ス
に

し
た

研
修
の

現
状

、
大

学
側

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

プ
ラ

ン
に

基
づ

く
作

業
の
現

状
な
ど

を
協

議
す

る
。

 
・
状
況

：
第

8
次

現
地
作
業

時
に

JC
C
を

実
施
し

、
上
記

に
従
い
現

状
の

説
明
と

協
議
を

行
っ
た

。
説

明
で
は

こ
れ

ま
で
の

研
修
の

経
緯
と

成
果
、
課

題
を

示
し
た

う
え
、
今

後
大
学

側
が
短

期
～
長

期
的
に

行

う
べ
き

事
項

に
つ
い

て
協
議

が
成
さ

れ
た
。

 
 (3

) 
事
前

国
内
作

業
（

20
19

年
1
月
～

3
月
）

 
a.

 2
01

9
年

の
研
修

計
画
の
作

成
 

・
内
容
：
本
年

は
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

最
終
年

に
あ
た

る
。
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
を

効
果
的

に
終
了

さ
せ
る

た
め
、

研
修
や

最
終

報
告
会

等
の
計

画
を
行

う
。

 
・
手
段
：
こ
れ
ま
で
に

実
施

実
施
済

の
研
修

等
の
内

容
や
経

緯
に
基

づ
き
、

5
月

に
予
定

し
て
い

る
第

9
次
現
地

調
査
（

現
地
短

期
研
修

）
お

よ
び

9
月

に
予

定
し
て

い
る
第

10
次
現
地

調
査
（
最

終
報
告

会
等
）

の
計
画

を
作

成
す
る

。
 

・
状
況
：
現
在
、
関
係
者
内

で
調

整
・
計
画

中
で
あ
り

、
計

画
内

容
に
基

づ
き
第

9
次

現
地

調
査
に

お
け

る
現
地

短
期

研
修
を

実
施
す

る
。
一

方
、
第

10
次
現
地

調
査
の

計
画
に

つ
い
て

は
、
第

9
次
現

地
調
査

時
に
、
鉱
物

資
源

エ
ネ
ル

ギ
ー
省

、
エ

ド
ゥ

ア
ル
ド
・
モ

ン
ド

ラ
ー
ネ

大
学
、
テ

テ
工

科
大
学

お
よ
び

貴

機
構
モ

ザ
ン

ビ
ー
ク

事
務
所

と
も
協

議
し
、

内
容
の

調
整
を

行
う
こ

と
と
す

る
。

 
 1-

3 
Ac

hi
ev

em
en

t o
f O

ut
pu

t 
・

be
 c

ur
re

nt
ly

 in
 p

ro
gr

es
s 

 1-
4 

Ac
hi

ev
em

en
t o

f t
he

 P
ro

je
ct

 P
ur

po
se

 
・

be
 c

ur
re

nt
ly

 in
 p

ro
gr

es
s 

 1-
5 

Ch
an

ge
s 

of
 R

is
ks

 a
nd

 A
ct

io
ns

 fo
r M

iti
ga

tio
n 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 1-

6 
Pr

og
re

ss
 o

f A
ct

io
ns

 u
nd

er
ta

ke
n 

by
 J

IC
A

 
 
今

後
JI

C
A
側
で

調
整

す
る
内

容
は
、
第

9
次
現

地
作
業

へ
の
秋
田

大
学

教
員
の

派
遣
の

調
整
及

び
長

期
研
修

者
に

係
る
渡

航
等
調

整
で
あ

る
。

 
 

PM
 F

or
m

 3
-1
 

M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
t S

um
m

ar
y 

Pa
ge

 6
 

 
ま
た

長
期

研
修

の
渡

航
調

整
等

に
関

し
て

は
、

資
源

の
絆

と
の

調
整

も
含

ま
れ

、
随

時
実

施
中

で
あ

る
。

 
 1-

7 
Pr

og
re

ss
 o

f A
ct

io
ns

 u
nd

er
ta

ke
n 

by
 U

ni
ve

rs
id

ad
e 

Ed
ua

rd
o 

M
on

dl
an

e 
(U

EM
) a

nd
 

In
st

itu
to

 S
up

er
io

r P
ol

ite
cn

ic
o 

de
 T

et
e 

(IS
PT

) 
 

現
時

点
で

エ
ド

ゥ
ア

ル
ド

・モ
ン

ド
ラ

ー
ネ

大
学

及
び

テ
テ

工
科

大
学

で
検

討
中

の
内

容
は

次
の

3
項

目
で

あ

る
。

 
・長

期
研

修
候

補
者

の
選

定
 

・手
順

書
及

び
機

材
維

持
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

整
備
の
最
終
調
整

 
・カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

定
の

準
備

 
 1-

8 
Pr

og
re

ss
 o

f E
nv

iro
nm

en
ta

l a
nd

 S
oc

ia
l C

on
si

de
ra

tio
ns

 (i
f a

pp
lic

ab
le

) 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

 1-
9 

Pr
og

re
ss

 o
f 

C
on

si
de

ra
tio

ns
 o

n 
G

en
de

r/P
ea

ce
 B

ui
ld

in
g/

Po
ve

rt
y 

Re
du

ct
io

n 
(if

 
ap

pl
ic

ab
le

) 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

 1-
10

 O
th

er
 r

em
ar

ka
bl

e/
co

ns
id

er
ab

le
 i

ss
ue

s 
re

la
te

d/
af

fe
ct

 t
o 

th
e 

pr
oj

ec
t 

(s
uc

h 
as

 
ot

he
r J

IC
A'

s 
pr

oj
ec

ts
, a

ct
iv

iti
es

 o
f c

ou
nt

er
pa

rts
, o

th
er

 d
on

or
s,

 p
riv

at
e 

se
ct

or
s,

 N
G

O
s 

et
c.

) 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

 2 
D

el
ay

 o
f W

or
k 

Sc
he

du
le

 a
nd

/o
r P

ro
bl

em
s 

(if
 a

ny
) 

・
Th

er
e 

ar
e 

no
 s

pe
ci

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

 a
t t

he
 p

re
se

nt
 m

om
en

t. 
 3 

M
od

ifi
ca

tio
n 

of
 th

e 
Pr

oj
ec

t I
m

pl
em

en
ta

tio
n 

Pl
an

 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

 4 
Pr

ep
ar

at
io

n 
of

 R
el

at
ed

 O
rg

an
iz

at
io

ns
 to

w
ar

d 
af

te
r 

co
m

pl
et

io
n 

of
 th

e 
Pr

oj
ec

t 
・

Th
er

e 
ar

e 
no

 s
pe

ci
al

 c
on

si
de

ra
tio

ns
 a

t t
he

 p
re

se
nt

 m
om

en
t. 

    



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

III)   Minutes of Joint Coordination Committee 

(JCC) Meeting（和文版） 

 
 
  



1 
 

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

国
鉱

物
資

源
分

野
に

お
け

る
能

力
強

化
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 

20
15

 Jo
in

t C
oo

rd
in

at
io

n 
Co

m
m

itt
ee
（

JC
C）

 
議

 事
 録

 
 日
に

ち
：

20
15

年
5
月

29
日

（
金

）
 

時
 

間
：

9:
20
～

11
:0

0 

場
 

所
：

M
IR

EM
E 

計
画
協

力
局

会
議

室
 

参
加

者
：

 

M
IR

EM
E：

 M
r. 

Fr
an

ci
sc

o 
Lu

ís
 Ju

ni
or
（
計

画
協
力

局
）

 

 
 

D
r. 

D
au

d 
Li

ac
e 

Ja
m

al
（

地
質

鉱
物
研

究
所

副
所

長
）

 

U
EM

：
 

D
r. 

Es
te

vã
o 

Su
m

bu
ra

ne
（

地
質

学
科

長
）

 

IS
PT

：
 

D
r. 

Be
rn

ar
do

 M
ig

ue
l B

en
e（

学
長

）
 

在
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
日
本
大

使
館

：
伊

藤
哲

郎
（
一

等
書

記
官

）
 

JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所

：
 

森
田

千
春

（
次

長
）
、
青

木
一

誠
（

所
長

補
佐

）
 

 
M

r. 
Si

m
õe

s V
ic

to
rin

o（
Pr

og
ra

m
 O

ffi
ce

r）
 

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：
田
中

耕
一

（
JC

O
A

L）
、

根
岸

義
光
（

M
M

TE
C）

、
阿

部
晶
子

（
通
訳

）
 

 

1.
 開

会
 

冒
頭

に
簡

単
な

自
己

紹
介
を

行
っ

た
。

 

 JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
説

明
。
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
1
年

前
に

JI
C

A
と

M
IR

EM
E
で
締

結
し

開
始

さ
れ

た
。
こ

れ
ま

で
に

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

側
の

4
名

が
長
期

研
修

と
し

て
北

大
と
京

大
に

修
士

課
程

と
博

士
課

程
で

留
学

中
で

あ
る

。
 

 U
EM

：
 Lo

ng
 te

rm
に

関
し

て
、

現
状
で

の
人
数

枠
と

そ
の

内
訳

は
ど

の
よ

う
に
な

っ
て

い
る

か
？

 

 JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

「
資

源
の

絆
」

の
ス
キ

ー
ム
で

の
人
員

枠
は

12
人
で

あ
る
。

そ
の
う

ち
の

4
名

の
枠

は
大

学
で

あ
る
。

現
在
は

U
EM

か
ら

1
名

（
博

士
）
、

IS
PT

か
ら

1
名

（
修

士
）
の

計
2
名

が
派

遣
さ
れ

て
い
る

。
そ

の
た

め
大

学
か

ら
の

残
り

の
枠

は
2
名

で
あ

る
。

博
士

で
も

修
士

で
も

良
い
。

広
く

大
学

院
教

育
を
対

象
と

し

て
い
る
。

残
り
の

8
名
の

枠
は

省
庁

か
ら

で
あ
る

。
た

だ
し

こ
の
省

庁
枠

を
大

学
に

割
り

当
て

る
こ

と
も

可
能
で
あ

る
。

 

他
の

枠
は

「
A

BE
 In

iti
at

iv
e」

の
ス

キ
ー

ム
で
あ

る
。

こ
ち

ら
の
枠

は
30

名
で
あ

る
。
対

象
は
修

士
課

程
で

あ
る

。
 

 U
EM

及
び

IS
PT

：
 

2 
 

何
名

が
研

修
（

Lo
ng

-te
rm

 tr
ai

ni
ng
）

に
参

加
で

き
る

の
か
ど

う
か
に

つ
い

て
、

明
確

化
し

て
欲

し
い
。

こ
れ

ら
枠

の
次

期
の

申
請

は
い

つ
行

っ
た

ら
良
い

の
か

？
  

JI
CA

 (M
oz

am
bi

qu
e 

O
ffi

ce
) :

 研
修

は
20

14
年
か

ら
開

始
さ

れ
て

お
り
、

昨
年

は
第

1
バ

ッ
チ
と

し
て

8-
9
月

頃
に

応
募

用
紙

な
ど

が
準

備
さ

れ
た

。
そ

の
た
め

、
そ

の
頃
ま

で
に

は
候

補
者

の
準

備
を

す
る
こ

と

が
望

ま
し

い
。

 

 2.
 ワ

ー
ク

・
プ
ラ

ン
 

W
or

k 
Pl

an
の

う
ち

、
特

に
実

際
の

実
施

内
容

（
Sh

or
t-t

er
m

 tr
ai

ni
ng

と
機

材
供

与
）

と
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
概

要
に

つ
い

て
コ

ン
サ
ル

タ
ン

ト
が
説

明
し
、

以
下

に
つ

い
て

確
認

し
た

。
 

 U
EM

及
び

IS
PT

：
 

こ
れ

ま
で

に
説

明
を

受
け

て
お

り
（

M
IR

EM
E、

U
EM

で
の

個
別

ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
）、

こ
の

内
容

で
了
解

し
た

。
懸

念
と

し
て

、
日

本
で

の
短

期
研

修
で
大

学
は

毎
年

5
名
を

派
遣

出
来

る
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
対

象
は

2
大

学
で

あ
る
た

め
、

一
つ

の
大

学
で

3
名
、

他
方

の
大

学
で

2
名

と
な

る
。

こ
れ

は
大

学
間

で
競

争
し

て
し

ま
う

こ
と

に
な
る

。
日

本
へ

の
短

期
派
遣

者
数

は
偶

数
（

6
名

派
遣

）
に
し

て
い

た
だ

く
方

が
、

望
ま

し
い

。
 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

当
方

ら
の

帰
国

後
、
本
件

を
JI

C
A
本

部
の

担
当

に
伝

え
る

。（
→

 会
議

後
、
本

件
に
つ

い
て

JI
C

A
モ

ザ

ン
ビ

ー
ク

事
務

所
か

ら
本

部
に

伺
っ

た
と

こ
ろ
、

6
名

派
遣

で
良

い
と
の

回
答

を
得

た
）

 

 3.
 ワ

ー
キ

ン
グ
・

チ
ー

ム
 

W
or

ki
ng

 T
ea

m
形
成

の
目

的
に

つ
い

て
コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
が

説
明
し

、
以

下
に

つ
い

て
確

認
し

た
。

 

 U
EM

及
び

IS
PT

：
 

各
大

学
に

ワ
ー

キ
ン

グ
チ

ー
ム

を
設
置

し
、

Fo
ca

l P
oi

nt
や

研
修
・

実
験

室
な

ど
の

担
当

者
を

指
定

す
る

こ
と

で
了

解
し

た
。

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

来
週

の
各

大
学

で
の

会
合

に
て

、
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
の
人

員
に

つ
い

て
相
談

し
、
担

当
者

を
決

定
し

た

い
。

 

 U
EM

及
び

IS
PT

：
 

了
解

し
た

。
 

 4.
 モ

ニ
タ

リ
ン
グ

シ
ー

ト
 

M
on

ito
rin

g 
Sh

ee
tの

作
成

目
的

と
作
成

時
期

、
作
成

テ
ン

プ
レ

ー
ト
の

概
略

に
つ

い
て

コ
ン

サ
ル

タ
ン
ト

が
説

明
し

、
以

下
に

つ
い

て
確

認
し

た
。

 



3 
  コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

テ
ン

プ
レ

ー
ト

内
項

目
へ

の
記

載
に
つ

い
て

、
一

旦
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

側
が
記

載
し
、
そ

ち
ら

で
の
記

載

事
項

や
内

容
に

つ
い

て
指

示
を

す
る

。
こ

れ
に
つ

い
て

は
都

度
メ
ー

ル
で

や
り

取
り

を
行

う
。

一
回

目
の

作
成
は

9
月

内
で

あ
る
。

 

 U
EM

及
び

IS
PT

：
 

記
載

の
方

法
が

わ
か

ら
な

い
の

で
、
そ

の
指

示
を

待
っ

て
こ

ち
ら

も
対

応
す
る

旨
了

解
し

た
。

 

 5.
 短

期
研

修
 

本
件

の
人

員
に

つ
い

て
は

W
or

k 
Pl

an
説

明
時
に

も
質

疑
さ
れ

た
。

以
下

に
つ
い

て
確

認
し

た
。

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

研
修

は
基

本
的
に

2
回

／
年

（
日

本
、

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

、
各

1
回
）

行
い

、
こ

れ
が

5
年

間
続
く

。
1
回

目
の

tra
in

in
g
は

10
月

に
日
本

で
行
う

。
そ

の
内

容
は

今
回

の
ba

se
lin

e
調

査
の

結
果

を
踏

ま
え

て
秋

田
大

学
と

も
相

談
し

て
決

め
る

。
た

だ
し

、
tra

in
in

g
は

1
回

目
で

も
あ
り

、
来

日
時

に
供

与
す

る
機

材
に
つ

い

て
も

相
談

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
そ

の
た

め
参
加

者
と

し
て

は
、
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

機
材

等
に

関
し

て
意

見
を

言
え

る
方

が
望

ま
し

い
。

参
加

者
の

リ
ス
ト

を
来

週
の

面
談
時

に
示

し
て

欲
し

い
。

 

 U
EM

及
び

IS
PT

：
 

了
解

し
た

。
研

修
は

5
年

続
く

と
い
う

こ
と

で
、

そ
の

内
容

は
進

展
に

応
じ
て

変
わ

っ
て

い
く
の

か
？

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

変
わ

っ
て

い
く

。
  

 IS
PT

：
 あ

る
程

度
の

責
任
者
（

自
分
）
が

研
修

に
参
加

す
る

と
な
る

と
、
本

研
修
の

3
週

間
全
て

へ
の

参
加

は
厳

し
い

。
た

と
え

ば
研

修
上

重
要

な
最

初
の

1
週
間

の
み

に
参

加
す
る

と
い

う
こ

と
に

は
な

ら
な

い
か

？
 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

そ
れ

は
難

し
い

と
考

え
ら

れ
る

が
、
帰

国
後

に
検

討
し

て
み

る
。

 

 6.
 長

期
研

修
 

長
期

研
修

の
派

遣
者

数
や
申

請
等

に
つ

い
て

の
質

疑
は
、
会

議
冒

頭
の

JI
C

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
説

明
時

に
成
さ

れ

た
。
こ

こ
で
は

以
下

に
つ

い
て

確
認
さ

れ
た

。
 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

4 
 

研
修

候
補

者
の

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

や
申
請

で
は

、
候

補
者

が
ど

の
よ

う
な
研

究
を

行
い

た
い

の
か
が

重
要
で

あ
る

。
こ

れ
が

後
々

の
大

学
間

共
同

研
究

に
リ
ン

ク
す

る
。

リ
ス
ト

ア
ッ

プ
で

は
そ

の
点

を
考

慮
し

て
も

ら
い

た
い

。
来

週
の

面
談

時
ま

で
に

候
補

者
の
概

要
（

ア
ジ

ェ
ン
ダ

内
に

記
載

）
を

示
し

て
も

ら
え

た
ら

あ
り

が
た

い
。

 

 U
EM

及
び

IS
PT

：
 

了
解

し
た

。
 

 7.
 閉

会
 

1)
 機

材
供

与
に
関
す

る
質

疑
 

JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

機
材

供
与

す
る

場
合

、
南
ア

か
ら

搬
入

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
そ

の
場

合
の

税
金

は
ど

う
な

る
か

？
機

材

供
与

に
つ

い
て

、
機

材
を

日
本

か
ら

搬
入

す
る
場

合
は

無
税

で
あ
る

。
 

 M
IR

EM
E
及

び
IS

PT
：

 

教
育

目
的

の
場

合
は

ど
こ

か
ら

搬
入
し

て
も

無
税

だ
。
た

だ
し
、
機
材

の
見

積
書

を
受

け
取

っ
た

後
、
同

レ
タ

ー
を

政
府

に
提

出
し

て
審

査
す

る
必

要
が
あ

る
。

 

 IS
PT

：
 テ

テ
で

Va
le
社

が
機

材
を

供
与

し
た
際

も
機

材
を

南
ア

か
ら

搬
入

し
て

お
り
、
無
税

で
あ

る
。（

→
 後

の

IS
PT

と
の

面
談

で
確
認

し
た
と

こ
ろ
、

Va
le
社

か
ら

の
機
材

供
与
は

IS
PT

に
対

す
る
も

の
で

は
な

く
、

M
oa

tiz
e
の

職
業

訓
練

校
に

対
す

る
も
の

で
あ

っ
た

）
 

 2)
 今

後
の

ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

に
関

す
る

確
認

 

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

今
後

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
と

し
て

、
次

回
の

JC
C
は

11
月

の
モ

ザ
ン
ビ

ー
ク

で
の

tra
in

in
g
時

に
行
う

。
場

所
は

M
IR

EM
E
と

す
る

。
 

 M
IR

EM
E、

U
EM

及
び

IS
PT

：
 

特
に

IS
PT

は
テ

テ
か
ら

来
る
の

で
厳
し

い
が

了
解

し
た

。
11

月
の

い
つ
に

行
う

の
か

、
日

時
を
決

め
て

早
く

連
絡

し
て

欲
し

い
。

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

了
解

し
た

。
 

 3)
 M

IR
EM

E
挨

拶
 

M
IR

EM
E：
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今
回

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
も

含
め

て
、
こ

れ
ま

で
の

JI
CA

, J
O

G
M

EC
, J

CO
A

L
に

よ
る

支
援

に
つ
い

て
大

変
に

感
謝

し
て

い
る

。
今

後
も

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
上

手
く

進
む
よ

う
願

っ
て

い
る

。
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モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

国
鉱

物
資

源
分

野
に

お
け

る
能

力
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

（
第

2
フ

ェ
ー

ズ
）

 
20

16
 Jo

in
t C

oo
rd

in
at

io
n 

Co
m

m
itt

ee
（

JC
C）

 
議

 事
 録

 
 日

に
ち

：
20

16
年

9
月

2
日
（

金
）

 

時
 

間
：

9:
00
～

12
:0

0 

場
 

所
：

M
IR

EM
E 

計
画
協

力
局

会
議

室
 

Pa
rti

ci
pa

nt
s：

 

M
IR

EM
E：

 M
r. 

Eu
ge

ni
o 

Si
m

bi
ne
（

計
画

協
力

局
局

長
）

 

 
M

r. 
M

ah
oq

ue
 L

ui
s A

lb
er

to
（

計
画
協

力
局

上
級

専
門

員
）

 

U
EM

：
 

D
r. 

Es
te

vã
o 

Su
m

bu
ra

ne
（

地
質

学
科

長
）

 

IS
PT

：
 

D
r. 

Be
rn

ar
do

 M
ig

ue
l B

en
e（

学
長

）
 

在
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
日

本
大

使
館

：
 花

輪
晃

二
（

一
等
書

記
官

）
 

JI
C

A
モ
ザ

ン
ビ
ー

ク
事

務
所
：

 
須

藤
勝

義
（

所
長
）
、

森
田
千

春
（

次
長

）、
有
馬

弥
生

（
専

門
員

）
 

  
M

r. 
Si

m
oe

s V
ic

to
rin

o（
Pr

og
ra

m
 O

ffi
ce

r）
 

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

田
中

耕
一

（
JC

O
A

L）
、

根
岸

義
光

（
M

M
TE

C）
、

玉
井

京
子

（
通

訳
）

 

 1.
 開

会
 

始
め
に

JC
O

A
L
田

中
に

よ
る

本
JC

C
の

目
的
と

議
事

進
行
に

つ
い

て
A

ge
nd

a
に
沿

っ
て
説

明
し
た

。
そ

の
後

JI
C

A
須

藤
所

長
に

よ
る

挨
拶
（

ポ
ル
ト

ガ
ル

語
）
が

行
わ

れ
、
以

下
に

つ
い
て

進
捗

確
認

と
意
見

交
換

等
が

成
さ

れ
た

。
 

 2.
 機

材
調

達
状
況

と
意

見
交
換

 

資
料

に
て

U
EM

と
IS

PT
へ

の
機

材
供

与
内

容
、

調
達

及
び

輸
送
状

況
に

つ
い

て
説

明
、

以
下

の
質
疑

が
成
さ

れ
た

。
 

 M
IR

EM
E：

 

機
材

の
供

与
に

つ
い

て
感

謝
す

る
。
ま

た
本

機
材

に
よ

り
モ

ザ
ン

ビ
ー
ク

側
で

有
効

に
活

用
さ
れ

る
こ
と

を
期

待
し

て
い

る
。

 

両
大

学
で

の
機

材
利

用
は

い
つ

頃
か

ら
出
来

る
よ

う
に

な
る

の
か
？

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

IS
PT

の
分

析
器

の
場

合
、
研

修
を

経
て

本
格

的
に
は

1
年

後
く

ら
い

だ
ろ

う
。

U
EM

へ
の

資
機
材

は
複

雑
な

も
の

で
は

な
い

の
で

す
ぐ

に
利

用
で

き
る
。
た

だ
し

U
EM

の
場

合
、
同
機

材
を

利
用

し
て

ど
の
よ

う

な
研

究
や

実
験

を
行

う
か

が
課

題
で

あ
る

。
 

 M
IR

EM
E：
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輸
送

の
問

題
で

一
部

の
材

料
を

取
り

換
え

る
と

い
う

の
は

ど
の

よ
う

な
事

か
？

こ
れ

に
よ

り
研

修
内

容

を
変

更
し

な
い

と
い

け
な

い
の

か
？

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

レ
ジ

ン
で

あ
り

、
輸
送
上

の
発

火
危

険
品

と
し
て

認
定

さ
れ

て
し
ま

っ
た

。
こ

れ
に

よ
り

内
容
が

変
更
に

な
る
こ
と

は
な
い
。

 

 M
IR

EM
E：

 

今
回

の
機

材
供

与
に

よ
る

経
済

効
果

は
ど
の

く
ら

い
あ

る
の

か
？

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

IS
PT

の
場

合
、
今

回
の

分
析
器

に
よ
り

自
ら

が
分

析
を

出
来

る
よ
う

に
な

れ
ば
、
同
地

が
石

炭
地

帯
で

も

あ
り

、
石

炭
会

社
か

ら
分

析
を

委
託

さ
れ

る
こ
と

も
あ

り
得

る
。
ま

た
U

EM
に

つ
い
て

も
同
様

で
あ

り
、

現
状

で
薄

片
作

成
は

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

コ
ス

ト
削

減
に

な
る

。
ま

た
、

す
ぐ

に
薄

片
試

料
を

使
っ

た
観

察
等

出
来

る
の

で
、

研
究
が

ス
ピ

ー
ド

ア
ッ
プ

す
る

。
 

ち
な

み
に

、
今

回
の

JI
C

A
供

与
機

材
の

金
額

は
凡

そ
1,

40
0
万
円

で
あ

る
。

 

 U
EM

：
 少

し
補
足

す
る

と
、

U
EM

の
機

材
は
学

生
教

育
に

使
わ

れ
、
特

に
新
し

い
顕

微
鏡

は
こ

の
教

育
に

有
効

。
 

薄
片

作
成

に
つ

い
て

は
、
ま

だ
SI

D
A
か

ら
供

与
さ
れ

た
機

材
の

セ
ッ
テ

ィ
ン

グ
が

終
わ

っ
て
い

な
い

が
、

セ
ッ

テ
ィ

ン
グ

は
設
置
場

所
の

屋
根

と
電

源
の
改

修
が

終
わ

れ
ば
す

ぐ
に

終
わ

る
。

 

薄
片

作
成

を
自

ら
で

行
う

こ
と

が
出

来
れ
ば

、
U

EM
が
薄

片
作

成
を

外
部

か
ら

受
託
す

る
こ

と
も
出

来

る
。

 

 M
IR

EM
E：

 

実
験

室
を

改
修

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
事
を

了
解

し
た

。
現

状
の
国

の
状

態
で

は
予

算
の

捻
出
は

厳
し
い

が
出

来
る

限
り

サ
ポ

ー
ト

す
る

。
 

 3.
 ワ

ー
ク

・
プ
ラ

ン
 

1)
 ワ

ー
ク

・
プ

ラ
ン

の
説

明
 

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

第
2
フ
ェ

ー
ズ

内
容

に
つ

い
て

、
第

1
フ

ェ
ー

ズ
時

の
内

容
か

ら
変

更
に

な
っ

た
点

は
、
研
修

の
回

数
を

増
や

し
た

こ
と

で
あ

る
。

第
1
フ
ェ

ー
ズ

の
昨

年
度

の
段

階
で

は
、

第
2
フ

ェ
ー

ズ
に

お
け

る
研

修
の

回

数
は

、
現

地
と

日
本

で
の

短
期

研
修

は
そ

れ
ぞ

れ
1
回

／
年

で
あ
っ

た
。

変
更

点
は

研
修

の
う
ち

現
地

2

回
／

年
と

し
た

こ
と
で

あ
る

。
そ

の
理

由
と

し
て

、
機

材
の

研
修
と

し
て

U
EM

で
は

薄
片

作
成

、
IS

PT

で
は

工
業

・
元

素
分

析
が

重
要

と
な

っ
た

。
こ

れ
ら

に
係

る
機

材
の

一
部

は
既

に
す

で
に

両
大

学
に

揃
っ

て
い

る
も

の
の

、
未

だ
に

使
わ

れ
て

い
な

い
状

況
で

あ
る

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

研
修

に
お

い
て

こ
れ

ら
機

材
の

扱
い

と
ノ

ウ
ハ

ウ
を

得
る

た
め

に
は

、
両

大
学

に
設

置
さ

れ
る

機
材

と
日

本
研

修
で

利
用

さ
れ

る
機

8 
 

材
が

ほ
ぼ

同
じ

機
材

で
あ

る
こ

と
が

有
効

で
あ
る

と
考

え
ら

れ
た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
残

り
期

間
3

年
を

考
え

た
場

合
、
研

修
回
数

は
当
初

予
定
の

現
地

と
日

本
で

各
1
回

／
年

で
は
足

り
な

い
だ
ろ

う
と

な
っ

た
。

 

こ
の

よ
う

に
計

画
は

、
U

EM
で

は
地
質

研
究

の
基

礎
で

あ
る

薄
片

作
成
が

可
能

と
な

り
、

IS
PT

で
は

石

炭
分

析
の

基
礎

と
な

る
工

業
分

析
が

可
能

と
な

る
こ

と
を

第
一

に
考

え
て

作
成

し
た

。
そ

し
て

こ
れ

ら
を

基
礎

に
し

て
両

大
学

で
新

た
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
が

作
成

さ
れ

る
こ
と

ま
で

含
め

た
。

 

こ
の

ほ
か

、
今

回
の

研
修

に
お

い
て

は
U

EM
で
は

残
念
な

が
ら
薄

片
作

成
の

実
習

に
至

ら
な

か
っ
た

。

し
か

し
、

供
与

予
定

の
機

材
設

置
場

所
に

つ
い

て
実

験
室

職
員

と
一

緒
に

確
認

し
た

。
ま

た
昨

日
は

今
井

教
授

の
講

義
が

行
わ
れ

26
名
の

参
加
を

得
た
。

質
疑

も
多
く

な
さ
れ

盛
況

で
あ

っ
た
。

今
後

の
研

修
も

基

本
的

に
こ

の
パ

タ
ー

ン
で

継
続

し
て

い
く

。
 

IS
PT

に
お

い
て
は

、
8
月

初
め

に
日
本

を
出

荷
し

た
分

析
器

が
昨

日
到
着

し
た

と
の

連
絡

が
あ
っ

た
。
そ

の
た

め
来

週
に

は
分

析
器

の
セ

ッ
ト

ア
ッ

プ
を

行
え

る
見

込
み

で
あ

る
。

こ
こ

で
菅

原
教

授
と

加
藤

助
教

を
含

め
て

セ
ッ

ト
ア

ッ
プ

し
て

動
作

開
始

す
る
予

定
で

あ
る

。
ま
た

IS
PT

で
も

菅
原
教

授
と

加
藤

助
教

に

よ
る

石
炭

分
析

と
関

連
機

材
の

講
義

を
予

定
し
て

い
る

。
U

EM
と

同
様

、
今

後
IS

PT
で

の
研

修
も
実

習

と
講

義
の

2
本

立
て

で
継

続
す

る
。

 

 2)
 短

期
研

修
と
石
炭

政
策

研
修

 

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

日
本

で
の

研
修

参
加

者
は
、
教

官
と
技

官
を

ペ
ア

と
し

て
2
名

／
大

学
と

し
て

い
る

。
こ
の

時
教
官

に
は

秋
田

大
学

に
限

ら
ず

、
他

大
学

で
の

資
源

系
教

育
の

状
況

を
視

察
し

て
も

ら
う

。
ま

た
技

官
は

秋
田

大
学

に
お

い
て

機
材

の
実

習
を

行
う

と
い

う
パ

タ
ー
ン

で
あ

る
。

今
回

9
月

末
か

ら
の

研
修

で
は

技
官

3
名
と

な
っ

た
。

こ
の

際
、

秋
田

大
学

で
の

研
修

で
は

、
各

技
官

に
機

材
利

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
各

々
作

成
し

て
も

ら
い

、
大

学
自

ら
が

扱
え
る

よ
う

に
す

る
。

 

こ
の

ほ
か
、
日

本
で
の

短
期
研

修
と
し

て
本
年

6
月
ま

で
に

石
炭

政
策
研

修
を

行
っ

た
。
本
研

修
の

対
象

は
M

IR
EM

E
で

あ
っ

た
。

本
研

修
で

は
広

範
に

わ
た

る
石

炭
関
連

講
義

や
見

学
を

1
か

月
間
実

施
し

た
。

今
後

M
IR

EM
E
で

は
本

研
修
を

有
意
義

に
活

用
す

る
こ

と
を

期
待

し
て
い

る
。

 

 M
IR

EM
E：

 

研
修

の
内

容
や

意
図

、
先

の
石

炭
政

策
研
修

に
つ

い
て

も
了

解
し
た

。
3
名

の
技

官
と

の
こ

と
だ

が
、

こ

れ
は

毎
回

別
の

技
官

が
行

く
こ

と
に

な
る

の
か
？

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

現
時

点
で

は
毎

回
別

の
職

員
が

行
く

と
考
え

て
い

る
。

 

 M
IR

EM
E：

 

毎
回

別
の

職
員

と
の

こ
と

だ
が

、
各

回
毎
に

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
し
て

い
く

と
い

う
研

修
は

無
い

の
か
？

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

  

今
回

の
研

修
を

行
い

な
が

ら
、
以

後
は
習

得
度

合
を

考
慮

し
て

検
討

し
て

い
き

た
い
。
例

え
ば
、
工

業
分
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析
を

習
得

し
た

ら
次

は
石

炭
分

析
、

薄
片

作
成

を
習

得
し

た
ら

次
は

薄
片

等
を

利
用

し
た

よ
り

高
度

な
分

析
な

ど
で

あ
る

。
し

か
し

こ
れ

ら
の

分
析

や
作

成
に

つ
い

て
は

ノ
ウ

ハ
ウ

が
必

要
な

の
で

、
こ

れ
ら

の
習

得
だ

け
で

も
2
年

～
3
年

は
要

す
る
と

考
え

て
い

る
。

 

 M
IR

EM
E：

 

供
与

さ
れ

る
機

材
だ

が
、
例
え

ば
機
材

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
、
あ

る
い

は
故
障

に
よ

り
新
部

品
を

要
す

る
な

ど
、

こ
の

場
合

に
つ

い
て

フ
ォ

ロ
ー

し
て

く
れ

る
の

か
？

非
常

に
起

こ
り

得
る

こ
と

な
の

で
非

常
に

心
配

で
あ

る
。

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

新
部

品
等

の
予

算
は

基
本

的
に

本
プ

ロ
グ
ラ

ム
に

は
な

い
。
た
だ
、
多

少
の

ス
ペ

ア
に

つ
い

て
は

研
修

期

間
内

に
調

整
す

る
こ

と
は

可
能

と
考

え
て

い
る
。

し
か

し
そ

れ
も
プ

ロ
グ

ラ
ム

期
間

内
で

あ
る

。
 

 JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

基
本

的
に

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
は

な
い

の
で

、
大

学
内

に
機

材
管

理
者

を
置

い
て

き
ち

ん
と

管
理

し
た

り
、

大
学

内
で

独
自

に
予

算
を

計
画

・
確

保
す

る
と
い

っ
た

努
力

を
し
て

も
ら

い
た

い
。

 

 U
EM

：
 管

理
方
法

に
し

て
も

単
に

壊
れ

た
か

ら
部
品

を
交

換
す

れ
ば

良
い
わ

け
で

な
く

、
例
え

ば
何

ヶ
月

お
き

に

フ
ィ

ル
タ

ー
を

交
換

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

か
、

そ
の

よ
う

な
こ

と
も

実
習

に
含

め
て

教
え

て
も

ら
い

た
い

。
 

 JI
C

A
：

 管
理

体
制

を
整

え
る

こ
と

が
大

切
と

考
え
る

。
使
用

者
と
メ

ン
テ
ナ

ン
ス

担
当

者
と

い
う

よ
う

に
役
割

分

担
す

る
の

が
良

い
。

日
本

で
も

そ
の

よ
う

に
役
割

分
担

し
て

い
る
の

で
は

な
い

か
？

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

管
理

方
法

に
つ

い
て

は
日

本
で

の
実

習
で
含

ま
れ

る
。
ま
た

日
本
の

場
合

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
管

理
は
実

際

に
利

用
す

る
研

究
者

が
自

身
で

行
え

る
ケ

ー
ス

が
多

い
。

そ
こ

に
は

実
験

機
器

を
使

う
に

あ
た

っ
て

の
ノ

ウ
ハ

ウ
が

あ
り

、
今

回
の

実
習

で
は

こ
の

ノ
ウ
ハ

ウ
も

含
ま

れ
る
。

 

 U
EM

：
 実

習
に
は
、
壊

れ
た
時

に
ど
う

す
る
か

、
電

流
が

安
定
し

な
い

時
は

ど
う

す
る

か
、
熱
を

持
っ

た
り

し
た

際
に

ど
う

す
る

か
、

使
用

に
あ

た
っ

て
い

ろ
い

ろ
な

状
況

が
起

こ
り

得
る

。
そ

の
よ

う
な

こ
と

を
教

え
て

ほ
し

い
。

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

そ
の

た
め

に
秋

田
大

か
ら

先
生

が
両

大
学
に

来
て

研
修

し
て

く
れ
る

。
そ

こ
で

は
機
器

使
用

状
況

を
確

認
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し
、

そ
の

う
え

で
技

官
の

手
順

書
作

成
を

支
援
し

て
く

れ
る

と
い
う

こ
と

に
な

る
。

 

 U
EM

：
 日

本
に
行

き
実

験
室

を
見

学
し

た
際

、
機

器
の

一
部

を
触

ら
せ

て
く

れ
な

か
っ

た
り
、
掃

除
等

を
す

る
場

合
、

そ
こ

は
こ

ち
ら

で
行

う
か

ら
良

い
と

言
わ

れ
た

り
す

る
。

日
本

で
の

研
修

で
は

気
遣

い
な

く
、

機
器

操
作

の
全

て
や

管
理

方
法

を
実

習
さ

せ
て

欲
し
い

。
 

 M
IR

EM
E：

 

石
炭

政
策

研
修

は
内

容
が

非
常

に
良

か
っ

た
。

し
か

し
そ

の
内

容
量

か
ら

し
て

研
修

期
間

が
短

か
っ

た
。
 

こ
の

よ
う

な
研

修
を

一
つ

の
モ

ジ
ュ

ー
ル

と
し

、
盛

り
沢

山
な

研
修

で
あ

れ
ば

詰
め

込
み

式
の

内
容

で
は

な
く

、
他

の
研

修
や

実
習

を
組

み
合

わ
せ

て
リ
ン

ク
し

て
も

ら
い
た

い
。

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

確
か

に
そ

う
だ

が
当

初
石

炭
政

策
研

修
は
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
は
別

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
だ

っ
た

。
こ

の
研

修
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
第

1
フ

ェ
ー

ズ
の
途

中
か

ら
含

ま
れ

た
。
こ

の
研

修
は

そ
の

よ
う

な
制

約
の
下

で

実
施

し
て

お
り

、
期

間
等

に
つ

い
て

も
有

意
義

な
こ

と
を

全
て

盛
り

込
ん

だ
も

の
に

な
っ

た
。

い
ず

れ
に

し
て

も
本

研
修
は

20
16

年
6
月

で
終
了

し
て

お
り

、
当

方
ら

と
し

て
も
終

了
は

残
念

で
あ

る
。

 

 M
IR

EM
E：

 

こ
の

石
炭

政
策

研
修

は
非

常
に

良
く

て
、
本
研

修
に

参
加

し
た

自
分

と
し

て
は

、
鉱

山
環

境
に

係
る

内
容

が
非

常
に

良
か

っ
た

。
こ

の
内

容
を

省
内

の
他

の
職

員
や

他
省

の
職

員
に

も
伝

え
た

い
と

考
え

て
い

る
。

そ
の

た
め

に
同

研
修

資
料

と
さ

れ
た

ビ
デ

オ
や
説

明
用

資
料

を
も
ら

う
こ

と
は

出
来

な
い

か
？

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

資
料

に
つ

い
て

後
に

準
備

し
て

お
渡

し
で

き
る

と
思

う
。

石
炭

政
策

研
修

に
つ

い
て

、
も

し
M

IR
EM

E

で
ま

だ
継

続
の

要
望

が
あ

れ
ば

、
別

途
JI

CA
に

相
談

し
て

も
ら

い
た

い
。

 

 3)
 長

期
研

修
 

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

資
源

の
絆

で
の

現
在

の
留

学
者

や
こ

の
後

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

留
学

者
に

つ
い

て
は

引
き

続
き

フ
ォ

ロ

ー
し

て
い

く
。

ま
た

こ
の

後
、

次
年

度
か

ら
の

新
規

留
学

生
に

つ
い

て
の

選
定

の
時

期
に

な
っ

て
く

る
。

U
EM

と
IS

PT
か

ら
は

引
き
続

き
推
薦

し
て

も
ら

い
た

い
。

 

 U
EM

：
 昨

年
U

EM
か
ら

は
3
名

応
募

し
た
が

今
回

留
学

出
来

る
の

は
1
名
で

あ
っ

た
。

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

の
留

学

生
枠

は
多

い
と

聞
く

の
で

、
希

望
者

を
皆

留
学

出
来

る
よ

う
に

し
た

い
。

加
え

て
修

士
課

程
の

枠
を

多
く

し
て

も
ら

い
た

い
。

今
後

の
教

官
と

な
る

若
い

世
代

は
皆

修
士

課
程

か
ら

留
学

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

博
士

課
程

へ
の

留
学

だ
と

、
す

で
に
家

庭
を

有
し

て
い

た
り

し
て

留
学
す

る
こ

と
の

難
し

い
職
員

が
多

い
。
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そ
の

他
、

留
学

で
は

な
く

、
学

卒
者

の
た

め
の

短
期

研
究

生
的

な
プ

ロ
フ

ェ
シ

ョ
ナ

ル
・

コ
ー

ス
な

ど
が

あ
れ

ば
非

常
に

良
い
。

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

確
か

に
良

い
が

、
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
短
期

コ
ー

ス
は

無
い

。
ま
た

3
名

応
募

し
た

う
ち

の
不
採

択
の

2

名
だ

が
、

こ
れ

は
秋

田
大

側
の

都
合

で
あ

っ
て

不
採

択
者

の
問

題
で

は
な

い
。

応
募

者
が

希
望

す
る

専
門

内
容

と
秋

田
大

学
側

で
対

応
で

き
る

教
官

の
専

門
内

容
が

少
し

ず
れ

て
い

た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

そ
の

た
め

次
回

は
応

募
前
に
大

学
側

と
事

前
に

良
く
相

談
す

る
の

が
良
い

。
 

 U
EM

：
 次

回
は
事

前
に

日
本

側
の

教
官

と
良

く
相
談

す
る

。
 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

9
月

末
か

ら
の

日
本

で
の

研
修

で
は
他

大
学

も
視

察
す

る
。

そ
の
際

に
こ

れ
ら

大
学

の
教

官
と
実

際
に
話

し
て

専
門

内
容

に
つ

い
て

情
報

収
集

し
、

そ
の

後
候

補
者

に
つ

い
て

教
官

と
事

前
相

談
し

た
う

え
で

応
募

す
る
の
が

良
い
。

 

 4.
 そ

の
他

 

U
EM

：
 U

EM
か

ら
JI

C
A
に
対

し
て

博
士

課
程

候
補

者
の

相
談

を
し

て
い
た

が
そ

の
後

ど
う

な
っ

た
か
？

一
人
応

募
し

た
い

が
、

昨
年

の
段

階
で

は
修

士
課

程
が

修
了

し
て

い
な

か
っ

た
。

今
回

修
了

し
た

の
で

、
博

士
課

程
と

し
て

正
式

に
応
募
で

き
る

。
 

 JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

検
討

中
で

あ
る

。
 

 5.
 閉

会
 

M
IR

EM
E：

 

今
回

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

非
常

に
感
謝

す
る
。

本
JC

C
は

JI
C

A
や

日
本

大
使
館

と
も

意
見

交
換
で

き
る

非
常

に
大

切
な

会
議

で
あ

り
、

今
回

の
会
議

で
今
後

3
年

間
の
活
動

や
課

題
を

確
認

出
来
た

。
本

分

野
で

の
関

係
者

の
飛

躍
を

願
っ

て
い

る
と

こ
ろ
で

あ
る

。
本

プ
ロ
グ

ラ
ム

で
の

機
材

供
与

に
つ

い
て

、
今

後
の

活
用

方
法

や
研

修
と

の
リ

ン
ク

に
つ

い
て
も

確
認

出
来

た
。

 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

は
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
内
の

鉱
物

資
源

分
野

に
と
っ

て
重

要
な

U
EM

と
IS

PT
の

両
大
学

が
参

加
し

て
い

る
こ

と
も

非
常

に
大

き
な

成
果
で

あ
る

。
今

後
も
鉱

物
資

源
分

野
に

お
い

て
課

題
を

克
服

し
た

う
え

で
拡

大
を

図
っ

て
ゆ

く
。

現
在

国
で
は

原
料

炭
の

マ
ス
タ

ー
プ

ラ
ン

を
作

成
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
本

日
会

議
で

の
内

容
と

マ
ス

タ
ー
プ

ラ
ン

の
活

動
内
容

と
が

合
致

し
て

い
る

こ
と

も
確

認
出

来
た

。
こ

の
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
実

現
の
た

め
に

も
、

今
回

の
人
材

育
成

で
対

象
と

な
る

関
係

者
の

活
躍

を
期
待
し

て
い
る
。
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我
々

も
今

回
提

示
さ

れ
た

ワ
ー

ク
プ

ラ
ン
を

今
後

し
っ

か
り

と
実
施

し
て

ゆ
く

。
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モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

国
鉱

物
資

源
分

野
に

お
け

る
能

力
強

化
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 

（
第

2
フ

ェ
ー

ズ
）

 
20

17
 Jo

in
t C

oo
rd

in
at

io
n 

Co
m

m
itt

ee
（

JC
C）

 
議

 事
 録

 
 日
に
ち
：

20
17

年
5
月

15
日

（
月

）
 

時
 
間
：

13
:0

0～
15

:0
0 

場
 
所
：

JI
CA

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

事
務
所

会
議

室
 

参
加
者
：

 
M

IR
EM

E 
: 

M
r. 

M
ah

oq
ue

 L
ui

s A
lb

er
to
（

計
画
協

力
局

上
級

専
門

員
）

 

U
EM

 : 
D

r. 
Es

te
vã

o 
Su

m
bu

ra
ne
（

地
質

学
科
長

）
 

IS
PT

 : 
D

r. 
Be

rn
ar

do
 M

ig
ue

l B
en

e（
学

長
）

 

JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所

：
須

藤
勝

義
（

所
長

）
、

青
木

英
剛

（
次

長
）
、

戸
村

浩
之
（

所
長

補
佐

）
 

 
M

r. 
Si

m
oe

s V
ic

to
rin

o（
Pr

og
ra

m
 O

ffi
ce

r）
 

秋
田

大
学

：
今

井
亮
（
国

際
資

源
学

部
教

授
）

 

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：
田
中

耕
一

（
JC

O
A

L）
、

宮
池

周
作
（

M
M

TE
C）

、
玉

井
京
子

（
通
訳

）
 

 1.
 開

会
 

始
め
に

JI
C

A
か

ら
本

JC
C
の

目
的
と

議
事

進
行

に
つ

い
て

A
ge

nd
a
に

沿
っ

て
説

明
し

た
。
そ

の
後

JI
C

A
及

び
M

IR
EM

E
双

方
に
よ

る
挨

拶
が

行
わ

れ
、

以
下

に
つ

い
て

進
捗

確
認

と
意
見

交
換

等
が

成
さ
れ

た
。

 

 2.
 供

与
機

材
の
状

況
 

資
料

に
て

U
EM

と
IS

PT
へ

の
機

材
供

与
内

容
、

調
達

及
び

輸
送
状

況
に

つ
い

て
説

明
、

以
下

の
質
疑

が
成
さ

れ
た
。

 

 M
IR

EM
E：

 

IS
PT

に
つ

い
て

は
M

IR
EM

E
技

術
者

に
よ
っ

て
供

与
機
材

の
設

置
状

況
を
確

認
済

み
、

一
方

U
EM

へ

は
今
後
実

施
す
る
。

 

 U
EM

：
 JI

CA
供

与
機

材
は

昨
年

11
月

の
受

け
入
れ

予
定

で
あ

っ
た

が
、
通

関
に

時
間

を
要

し
12

月
に

大
学

に

到
着
し
た

。
一
方
、

SI
D

A
供

与
機

材
に

つ
い

て
は

、
未

だ
設

置
に
至

っ
て

い
な

い
。

 

SI
D

A
機

材
の

使
用

方
法

説
明

に
は
南

ア
か

ら
技

術
者

が
派

遣
さ

れ
る
予

定
で

あ
る

が
、

設
置
で

き
て
い

な
い

た
め

遅
れ

て
い
る
。

  

 JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

屋
根

の
修

理
は

い
つ

頃
完

了
す

る
の

か
。
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 U
EM

：
 先

週
金
曜

日
に

は
、

ほ
ぼ

完
成

す
る

予
定
で

あ
っ

た
。

 

 3.
 短

期
研

修
 

1)
 モ

ザ
ン

ビ
ー
ク
で

の
短

期
研

修
 

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

第
5
次
現

地
短

期
研

修
の

作
業

日
程

を
説
明

し
た

。
U

EM
に

つ
い
て

は
、

供
与

機
材

の
検

収
及

び
設
置

と
今

井
教

授
に

よ
る

特
別

講
義

を
実

施
し

、
IS

PT
に

つ
い
て

は
、
供

与
機

材
の

故
障

原
因

の
確

認
と
秋

田

大
学

菅
原

教
授

ら
に

よ
る

取
扱

指
導

と
特

別
講
義

を
実

施
す

る
。

 

 IS
PT

：
 野

外
実
習

に
つ

い
て

は
、

同
じ

場
所

か
？

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

昨
年

実
施

し
た

ル
ー

ト
で

別
の

研
修

内
容
を

実
施

す
る

予
定

で
あ
る

。
 

 U
EM

：
 5/

18
の
特

別
講

義
に

つ
い

て
は

、
学

内
に

告
知
す

る
た

め
に

で
き
る

だ
け

早
く

情
報

を
頂

き
た

い
。

 

 M
IR

EM
E：

 

IP
ST

に
M

IR
EM

E
職

員
が
訪

問
し
、

設
置

状
況

を
確

認
し

た
。

同
職
員

に
よ

る
と

供
与

機
材
の

ほ
か
、

実
験

室
設

備
の

補
強

を
要

望
さ

れ
て

い
る

と
の
報

告
を

受
け

て
い
る

。
 

 IS
PT

：
 一

部
に
つ

い
て

は
、

既
に

購
入

済
み

で
あ
る

。
 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

今
回

の
渡

航
中

に
菅

原
教

授
、
加

藤
助
教

と
相

談
し

て
、
今

後
必
要

に
な

る
と

思
わ

れ
る

設
備

、
資

機
材

を
確

認
し

た
い

。
 

 JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

JI
CA

細
井

専
門

員
が

IS
PT

を
5/

27
～

29
ま

で
、

U
EM

、
M

IR
EM

E
を

5/
29
～

31
ま

で
訪

問
し

、
各

種

協
議

を
行

う
予

定
で

あ
る

。
 

 2)
 本

邦
短

期
研
修

 

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

研
修

内
容

に
つ

い
て

は
、

U
EM

は
Ｘ
線

回
折

試
験
（

X
RD

）
と

し
、

IS
PT

に
つ

い
て

は
引

き
続
き

工
業

分
析

に
関

す
る

研
修

を
継

続
す

る
。
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ま
た

教
員

に
つ

い
て

は
、

秋
田

大
学

、
九

州
大

学
、

北
海

道
大

学
で

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

関
す

る
調

査
、

協
議

や
国

内
の

鉱
山

、
工

場
等

を
見

学
す
る

予
定

で
あ

る
。

  

 IS
PT

：
 今

回
は
、

Co
ss

a
技
官
、

Ba
nd

a
技
官

の
2
名

を
再

度
派

遣
し

て
、

技
術

の
習
得

を
目

指
す

。
 

 U
EM

：
 提

案
さ
れ

た
内

容
で

お
願

い
し

た
い

。
 

 秋
田

大
学

今
井

教
授

：
 

X
RD

に
関

す
る
研

修
に

つ
い
て

は
、
高

橋
助

教
が

研
修

の
準

備
を

進
め
て

い
る

。
 

 4.
 本

邦
長

期
研
修

 

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

IP
ST

か
ら

2
名

（
M

s. 
El

sa
 P

an
sil

va
ni

a 
Ca

nd
re

 M
an

ja
te
、

M
s. 

Eu
cl

es
ia

 P
au

lin
a 

Fr
an

ci
sc

o 
Co

ss
a）

を
20

17
年

秋
か

ら
秋
田

大
学
に

て
長
期

研
修

を
開

始
す

る
。

 

 秋
田

大
学

今
井

教
授

：
 

El
sa

氏
は

川
村

教
授

、
Eu

cl
es

ia
氏

は
今

井
教

授
が

担
当

教
官

と
な
る

。
JI

CA
本

部
か

ら
両

名
と

の
TV

会
議

に
よ

る
面

接
を

行
っ

て
欲

し
い

と
の

要
望

が
あ

る
。

メ
ー

ル
で

の
や

り
取

り
な

ど
で

も
十

分
で

は
な

い
か
。
帰

国
後
に

JI
C

A
本

部
と

協
議
す

る
。

 

U
EM

か
ら

の
2
名
（

M
r. 

D
av

id
 A

ug
us

to
 B

en
e 

U
ng

an
ai
、

M
r. 

M
an

ue
l A

ug
us

to
 M

an
ue

l N
op

ei
a）

に

つ
い

て
は

、
20

17
年

3
月

に
来

日
し

て
い

る
。

8
月
に

現
地

調
査

を
実
施

し
、

10
月

か
ら

修
士

課
程
で

こ

れ
ら

の
研

究
を

進
め

て
い

く
。

 

こ
の

う
ち

、
1
名
は
構

造
地
質

学
を
希

望
し

て
い

た
が

、
受

け
入

れ
体
制

が
整

わ
ず

、
高

橋
助
教

か
ら
鉱

床
学

の
専

攻
で

あ
れ
ば
受

け
入

れ
る

こ
と

が
で
き

る
と

提
案

し
、
本

人
の

承
諾

を
得

た
経

緯
が

あ
る

。
 

 U
EM

：
 U

EM
で

は
学

士
課

程
を

卒
業

す
る

学
生

が
多

く
、

長
期
本

邦
研
修

の
候

補
者

が
多

く
い

る
。

地
球
物

理

学
の

修
士

課
程

を
ノ
ル
ウ

ェ
ー

で
修

了
し

た
M

r. 
Ja

on
o 

U
ng

ua
na

を
博

士
課

程
に
進

め
た

い
。

 

 秋
田

大
学

今
井

教
授

：
 

京
都

大
学

か
九

州
大

学
が

受
け

入
れ

先
と
な

る
と

考
え

る
。

 

20
16

年
11

月
に

U
EM

で
8
名

を
面
接

し
、
内

2
名

が
20

17
年

3
月

か
ら
来

日
し

て
い
る

。
こ

の
ほ
か

、

1
名

（
M

r. 
Pe

dr
o 

Jo
ao

 U
ai

te
 C

hu
va
）

を
文
部

科
学
省

の
国
費

留
学
生

制
度

に
推

薦
し

て
い

る
。

 

 IS
PT

：
 来

年
度
の

本
邦

長
期

研
修

へ
の

参
加

人
数
を

教
え

て
欲

し
い

。
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  JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

JI
CA

本
部

に
確

認
す
る

。
 

 秋
田

大
学

今
井

教
授

：
 

こ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

以
外

に
資

源
の

絆
、

A
BE

イ
ニ

シ
ア
テ

ィ
ブ
、
文
部

科
学

省
国

費
留

学
生
の

制
度
が

あ
る

。
 

 5.
 ワ

ー
ク

・
プ
ラ

ン
 

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

第
2
フ
ェ

ー
ズ

（
20

16
年
）
内

容
か
ら

大
き

な
変

更
は

無
い

。
 

20
17

年
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

業
務

実
施
項

目
で

あ
る

、
各

大
学

の
①
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
善
に

か
か
る

指
導

を
、

②
モ

デ
ル

授
業

を
通

じ
た

教
育

人
材

の
指

導
と

、
③

供
与

機
材

の
使

用
方

法
、

維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

、
改

定
を

行
う

。
 

 M
IR

EM
E：

 

４
章

の
ワ

ー
ク

プ
ラ

ン
（

表
）

の
電

子
デ
ー

タ
の

共
有

を
お

願
い
し

た
い

。
 

 IS
PT

：
 教

員
の
派

遣
に

つ
い

て
、
も
う

少
し

短
い

期
間
で

派
遣

し
た

い
。
来

年
度

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に
検

討
し
て

頂
き

た
い

。
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

見
直

し
は

20
19

年
か

ら
運
用

す
る
予

定
で

あ
る

（
4
年
制

か
ら

5
年
制

へ

の
変

更
）
。

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

教
員

の
派

遣
期

間
を

短
く

す
る

こ
と

は
、

20
18

年
の

実
施
計

画
で

検
討

し
た
い

。
 

 M
IR

EM
E：

 

IS
PT

の
技

官
は
機

材
の

使
用
方

法
を

研
修

し
て
き

た
が

、
維

持
管

理
方

法
に

つ
い

て
は

不
十

分
な
部

分
が

あ
る

よ
う

だ
。

次
回

の
本

邦
短

期
研

修
の

際
に
、

維
持

管
理

方
法
に

つ
い

て
も

研
修

を
お

願
い

し
た

い
。

 

日
本

で
実

習
し

た
手

順
が

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

で
は

資
機

材
が

不
足

し
て

、
出

来
な

い
工

程
も

あ
る

よ
う

だ
。
 

 JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
だ

け
で

な
く

、
他

ド
ナ

ー
も

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
し

て
供

与
機

材
を

活
用

し
て

欲
し

い
。
 

 秋
田

大
学

今
井

教
授

：
 

日
本

で
も

補
助

金
を

利
用

し
て

分
析

装
置
を

導
入

し
て

も
、
そ

の
後

の
維

持
管

理
費

は
別

で
捻
出

し
な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
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 6.
 閉

会
 

JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

こ
れ

ま
で

の
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
研

修
し
た

人
材

が
モ

ザ
ン

ビ
ー
ク

で
活

用
さ

れ
、
ま
た

そ
の
活

動
内
容

が
JI

C
A
に

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク
さ

れ
る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 

 M
IR

EM
E：

 

本
邦

短
期

研
修

参
加

者
の

評
価

方
法

を
検
討

し
て

頂
き

た
い

。
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モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

国
鉱

物
資

源
分

野
に

お
け

る
能

力
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

（
第

2
フ

ェ
ー

ズ
）

 
20

18
 Jo

in
t C

oo
rd

in
at

io
n 

Co
m

m
itt

ee
（

JC
C）

 
議

 事
 録

 
 日
に
ち
：

20
18

年
11

月
30

日
（
金
）

 
時
 
間
：

9:
00
～

11
:1

5 
場
 
所
：

M
IR

EM
E 

別
館
会
議
室

 
参
加
者
：

 
M

IR
EM

E：
 M

r. 
Fr

an
ci

sc
o 

Lu
is

 Ju
ni

or
（
計

画
協
力

局
）

 

U
EM

：
 

D
r. 

D
au

d 
Li

ac
e 

Ja
m

al
（

地
質

学
科
准

教
授

）
 

IS
PT

：
 

D
r. 

Be
rn

ar
do

 M
ig

ue
l B

en
e（

学
長

）
 

JI
C

A
モ
ザ

ン
ビ
ー

ク
事

務
所

：
遠

藤
浩

昭
（

所
長

）
、

戸
村

浩
之

（
所

長
補

佐
）

 

秋
田

大
学

：
高

橋
亮

平
（

国
際

資
源

学
部

助
教
）

 

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

田
中

耕
一

（
JC

O
A

L）
、

根
岸

義
光
（

M
M

TE
C）

、
玉

井
京
子

（
通
訳

）
 

 1.
 内

容
 

始
め

に
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
側

か
ら
本

PJ
の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
、
こ

れ
ま

で
の

研
修

の
経

緯
、

10
月
の

秋
田

大
で

の
短

期
研

修
内
容

、
今
回

の
IS

PT
及

び
U

EM
で

の
研

修
・
活

動
状
況

、
こ

こ
ま

で
の

成
果

を
説
明

し
、
以
下

に

つ
い

て
確

認
と

意
見

交
換

が
行

わ
れ
た

。
 

 2.
 協

議
 

IS
PT

：
 短

期
研
修
は

20
19

年
で

終
了
と

し
て

、
長

期
研
修

は
こ

の
後

も
継
続

す
る

の
か

？
 

 JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

絆
で

の
留

学
は

今
後

も
し

ば
ら

く
は

継
続
す

る
。

 

 IS
PT

：
 絆

へ
の
応

募
に

あ
た

り
申

請
書

内
に

は
指
導

教
員

の
記

入
欄

が
あ
る

。
こ

れ
ま

で
は

本
PJ

に
よ

る
支
援

で
指

導
教

員
の

情
報

が
得

ら
れ

た
。

ま
た

秋
田

大
と

最
近

で
は

北
大

と
も

繋
が

り
を

得
た

。
今

後
、

別
の

大
学

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

、
JI

CA
に

よ
る

窓
口
的

な
支
援

は
受

け
ら

れ
る

の
か

？
今

後
、
指

導

教
員

を
探

す
こ

と
は

非
常

に
労

力
を

要
す

る
し

、
ど

の
大

学
に

ど
の

よ
う

な
教

員
が

い
る

の
か

も
分

か
ら

な
い

。
 

 JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

現
状

で
の

大
学

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
継
続

し
、
そ
こ

か
ら

研
究

等
内
容

に
応

じ
て

別
の

教
員
や

大
学
等

、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
広

げ
て

い
く

こ
と

が
大

切
。

JI
C

A
も

ど
の

大
学
に

ど
の

よ
う

な
教

員
が

要
る

の
か
の

把
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握
は

容
易

で
は

な
い
。

 

 M
IR

EM
E：

 

来
年

以
降

の
短

期
研

修
に

つ
い

て
ど

の
よ
う

に
考

え
て

い
る

か
？
全

く
無

し
に

な
る

の
か

？
 

 JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

ま
ず

は
本

PJ
（

短
期

研
修

）
は

終
了
し

、
同

様
の

PJ
継

続
は

考
え
て

い
な

い
。

今
後

各
大

学
に

は
供
与

し
た

機
材

を
し

っ
か

り
と

維
持

管
理

、
使

っ
て

も
ら

い
た

い
。

そ
の

う
え

で
既

に
結

ん
で

い
る

秋
田

大
と

の
協

定
の

下
で

大
学

、
研

究
活

動
を

進
め

て
も

ら
い

た
い

。
ま

た
、

絆
の

制
度

を
活

用
し

、
留

学
生

を
通

じ
て

教
員

同
士

の
研

究
交

流
を

継
続

し
て

も
ら

え
る

。
本

制
度

で
は

日
本

の
教

員
が

留
学

生
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

の
た

め
に

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

を
訪

問
で
き

る
。

 

 U
EM

：
 本

PJ
に

改
め

て
感
謝
す

る
。本

PJ
に

よ
り

ラ
ボ

機
能

が
向
上

さ
れ
、
今

後
の
活

用
に

も
期
待

し
て
い

る
。

試
料

前
処

理
の

方
法

等
に

つ
い

て
、

教
員

と
技

官
の

両
方

を
指

導
し

て
も

ら
い

感
謝

。
ま

た
講

義
に

つ
い

て
、

関
連

研
究

の
新

し
い

考
え

方
を

知
る

良
い

機
会

だ
っ

た
。

そ
の

う
え

で
、

今
後

も
日

本
側

と
の

共
同

研
究

と
い

う
形

で
進

め
て

い
け

た
ら

良
い

と
考
え

て
い

る
。

 

本
PJ

は
こ

の
後

終
了

す
る

が
、
今

後
は

科
学

研
究

を
向

上
さ
せ

て
い

き
た

い
。

U
EM

の
新
し

い
St

ra
te

gy

で
は
、
南

部
ア

フ
リ
カ

だ
け
で

な
く
世

界
か

ら
認

め
ら

れ
る

研
究

機
関
に

な
る

こ
と

で
あ

る
。
一

方
、

U
EM

と
し

て
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
で

の
問

題
を

科
学

的
に

解
決

す
る

よ
う

な
研

究
活

動
を

進
め

て
行

く
こ

と
が

大
切

だ
と

考
え

て
お

り
、

こ
れ

は
や

ら
な

い
と

い
け

な
い

。
こ

の
よ

う
な

国
の

問
題

を
解

決
す

る
よ

う
な

研
究

を
日

本
側

と
共

同
研

究
出

来
れ

ば
非

常
に

有
意

義
で

あ
る

。
分

野
と

し
て

は
例

え
ば

生
活

水
等

に
係

る
問

題
。

 

本
PJ

に
関

し
て

は
満

足
し

て
い

る
が

、
今

回
対

象
の

主
体
は

大
学
で

あ
り

、
一

方
で

M
IR

EM
E
に

つ
い

て
は

職
員

や
地

質
研

究
所

の
レ

ベ
ル

の
向

上
が
急

務
で

あ
る

。
そ

の
た
め

に
引

き
続

き
JI

CA
か

ら
の

支
援

を
お
願
い

し
た
い
。

 

 JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

我
々

と
し

て
も

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

の
問

題
の
解

決
を

支
援

す
る

こ
と
は

大
き

な
使

命
で

あ
り

同
感

。
こ

れ
は

資
源

だ
け

の
問

題
で

は
な

く
水

の
問

題
も

同
じ
。
先

ほ
ど

次
の

PJ
は

無
い

と
説

明
し

た
が

、
そ

れ
は
本

PJ

が
基

本
的

に
は

目
的
を
果

た
し

た
と

考
え

て
い
る

か
ら

で
あ

る
。

JI
C

A
と

し
て

は
今

後
も

U
EM

と
IS

PT

を
支
援
で

き
る
。

 

昨
日

留
学

生
の

帰
国

報
告

会
が

あ
り

、
U

EM
の

M
ag

ai
a
講

師
も

発
表

し
た
。
そ
れ

で
分

か
っ

た
の
は

留

学
生

に
よ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

大
切

さ
で

あ
る
。

今
回
の

PJ
に

関
連

す
る

ラ
ボ

や
そ

の
他

で
は

ダ
ム
等

、

ハ
ー

ド
面

の
支

援
と

い
う

の
も

あ
る

が
、

人
と

の
関

係
づ

く
り

を
含

む
ソ

フ
ト

面
で

の
支

援
が

本
質

的
な

協
力

に
繋

が
り

大
切

で
あ

る
。

長
期

研
修

（
留
学

）
に

関
し

て
は

絆
の
ほ

か
に

A
BE

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ
ブ

が

あ
る

が
、

A
BE

は
ビ
ジ

ネ
ス
関

係
で

の
協

力
。
大

学
教

員
の

能
力

向
上

と
言
う

こ
と

で
は

A
BE

に
も

注
目

し
て

申
請

し
て

も
ら

う
と

良
い

。
 

20
 

 

そ
の

他
の

JI
C

A
で

の
研

修
は

資
源

だ
け

で
は

な
い

が
60

コ
ー

ス
／

年
あ

り
、

こ
の

よ
う

な
情

報
を

M
IR

EM
E

か
ら

関
連
大

学
や

機
関

な
ど

に
伝

え
て

も
ら

う
こ

と
を
お

願
い

し
た

い
。

応
募

で
は

良
い
人

材

の
確

保
が

重
要

だ
が

、
秋

田
大

と
の

提
携

で
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
も

活
用

し
た

う
え

で
留

学
・

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

応
募

し
て

も
ら

う
こ

と
が

良
い

。
 

 M
IR

EM
E：

 

自
分

も
A

BE
で

早
稲

田
大

学
修

士
課

程
へ

と
2
年

間
の

留
学

と
な
っ

た
が

非
常

に
良

か
っ

た
。

 

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

 

本
日

議
題

3.
の

長
期

研
修

に
も

関
連

す
る
が

、
来

年
の

留
学

応
募

の
〆

切
は
来

月
（

12
月

）
中

旬
、
今

回

Be
ne

先
生

は
既

に
同
応

募
用
紙

を
持
っ

て
来

て
い

る
と

の
こ

と
で

、
U

EM
も
早

急
に

提
出

し
て

も
ら
い

た

い
。

 

 IS
PT

：
 A

BE
に

し
て

も
絆
に

し
て

も
、

JI
CA

と
し

て
秋

田
大

学
以
外

に
も
他

の
大

学
と

の
協

定
締

結
に

関
す
る

支
援

を
し

て
く

れ
る

の
か

？
今

回
東

京
で

秋
田

大
の

シ
ン

ポ
で

講
演

し
た

際
、

他
大

学
の

方
と

も
話

す
機

会
が

あ
り

、
大

学
間

協
力

の
可

能
性

を
感

じ
た
。

 

 JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

JI
CA

と
し

て
特

定
の

大
学

間
協

定
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

こ
と

は
無

い
。

大
学

間
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

る

信
頼

関
係

が
重

要
で

あ
り

、
そ

の
延

長
線

で
の
協

定
締

結
と

考
え
る

。
 

 IS
PT

：
 こ

れ
ま
で

は
秋

田
大

に
お

世
話

に
な

り
、
最

近
で

は
長

期
研

修
に

関
連
し

て
北

大
と

も
コ

ン
タ
ク

ト
を
取

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

来
た

。
さ

ら
に

関
係

を
広

げ
た

い
の

で
、

大
学

と
コ

ン
タ

ク
ト

を
取

る
最

初
の

一
歩

に
つ

い
て

支
援

を
も

ら
え

る
と

あ
り

が
た

い
。

 

 M
IR

EM
E：

 

大
学

に
コ

ン
タ

ク
ト

す
る

と
し

て
も

相
手
が

分
か

ら
な

い
と

出
来
な

い
、

そ
こ

の
支

援
と

い
う

こ
と
。

 

 JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

そ
の

た
め

に
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

大
切

で
あ

り
、

相
手

側
も

会
っ

た
人

で
な

い
と

（
信

頼
関

係
が

無
い

と
）

引
き

受
け

な
い

だ
ろ

う
。

 

 秋
田

大
学

高
橋

助
教

：
 

実
際

に
共

同
研

究
を

行
う

と
し

て
も

、
研

究
に

係
る
関

係
を

築
い

て
い
る

こ
と

で
研

究
協

定
等
を

結
べ
る

。

そ
れ

が
大

学
間

の
協

定
と

も
な

れ
ば

、
そ
れ

ま
で

の
共

同
研

究
の

実
績

等
も

求
め

ら
れ

る
。
具

体
的

に
IS

PT

の
大

学
と

の
繋

が
り

の
つ

な
が

り
と

い
う

点
で
、
現
在

Co
ss

a
が

当
研

究
室

に
い

る
が
、
そ

の
際

の
フ
ィ

ー
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ル
ド

ワ
ー

ク
は

現
在
九
州

大
の

今
井

先
生

と
一
緒

に
行

っ
て

い
る
。
そ

の
意

味
で
は

、
現

在
IS

PT
が

持
っ

て
い

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

秋
田

大
、

北
大

、
九
大

と
い

え
る

。
 

ち
な

み
に

、
日

本
に
地
質

系
の

学
科

を
含

む
大
学

は
数

多
く

あ
る
が

、
そ

の
中

で
も

鉱
物

資
源
分

野
の
学

科
を

含
む

大
学

は
こ
の

3
大

学
が

主
体

で
あ

る
。

 

 JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

大
学

同
士

の
協

定
も

非
常

に
重

要
だ

が
、
そ
の

際
の

W
in

-W
in

の
関

係
も

重
要

で
あ

る
。
こ

の
点

を
踏
ま

え
て

大
学

間
で

話
し

を
す

る
こ

と
が

大
切

。
 

そ
の

他
、

将
来

も
大

切
だ

が
こ

れ
ま

で
も
大

切
。

今
回

の
PJ

で
は
人

材
育

成
と

共
に
機

材
供

与
を

行
っ

て
い

る
が

、
今
後

こ
の

人
材
と

機
材
が

き
ち

ん
と

管
理
・
運

用
さ

れ
て
い

く
の

か
、
こ

の
点
を

JI
CA

は
今

後
も

経
過

観
察

す
る

。
こ

の
観

察
は

M
IR

EM
E
に

も
お
願

い
し

た
い

し
、
そ

の
う
え

で
JI

CA
の

PJ
の

良

い
点

等
、

他
機

関
等

に
対

し
て

公
に

し
て

伝
え
て

も
ら

い
た

い
。
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モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

国
鉱

物
資

源
分

野
に

お
け

る
能

力
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

（
第

2
フ

ェ
ー

ズ
）

 
20

19
 Jo

in
t C

oo
rd

in
at

io
n 

Co
m

m
itt

ee
（

JC
C）

 
議

 事
 録

 
 日
に
ち
：

20
19

年
11

月
15

日
（
金
）

 
時
 
間
：

9:
00
～

11
:0

0 
場
 
所
：

M
IR

EM
E 

別
館
会
議
室

 
参
加
者
：

 
M

IR
EM

E：
 M

r. 
A

nt
on

io
 E

ug
en

io
 M

an
da
（

計
画
協

力
局

長
）

 

 
 

M
r. 

Fr
an

ci
sc

o 
Lu

is
 Ju

ni
or
（
計

画
協
力

局
）

 

U
EM

：
 

D
r. 

El
id

io
 M

as
su

an
ga

nh
e（

地
質

学
科

長
）

 

IS
PT

：
 

D
r. 

Be
rn

ar
do

 M
ig

ue
l B

en
e（

学
長

）
 

JI
C

A
モ
ザ

ン
ビ
ー

ク
事

務
所

：
遠

藤
浩

昭
（

所
長

）
、

M
r. 

Ro
be

rty
 Z

ef
an

ia
s（

企
画

調
整

員
）

 

秋
田

大
学

：
菅

原
勝

康
（

理
工

学
部

教
授

）
、
加

藤
貴

宏
（

理
工

学
部

講
師

）
 

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
：

田
中

耕
一

（
JC

O
A

L）
、

根
岸

義
光
（

M
M

TE
C）

、
玉

井
京
子

（
通
訳

）
 

 1.
 内

容
 

事
前

に
ア

ナ
ウ

ン
ス

し
て

い
た

次
の
内

容
に

従
い

説
明

と
協

議
等

が
行
わ

れ
た

。
 

 

a)
 

前
回

JC
C
以

降
の

活
動

（
研
修

）
内

容
の

確
認

 

b)
 

供
与

機
材

の
状

況
確

認
（

前
回

JC
C
以

降
）

 

c)
 

こ
れ

ま
で

の
活

動
内

容
の

確
認

（
20

15
年

～
20

19
年

）
 

d)
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

完
了

報
告

書
（

フ
ァ
イ

ナ
ル

レ
ポ

ー
ト

）
の
内

容
確

認
 

e)
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
及

び
フ

ァ
イ

ナ
ル

レ
ポ
ー

ト
内

容
の

承
認

 

 会
議

で
は

、
上

記
に

つ
い

て
コ

ン
サ

ル
タ
ン

ト
側

か
ら

説
明

を
行
っ

た
う

え
、
双
方

で
質

疑
・
協

議
等

意
見

を
交

換
し

た
。

会
議
で

の
同

内
容
は

次
の
と

お
り

。
 

 2.
 質

疑
・

協
議
等

 

M
IR

EM
E：

 

昨
日

の
最

終
セ

ミ
ナ

ー
は

成
功

し
、
非

常
に

良
い

発
表

会
で

あ
っ
た

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
し
っ

か
り
と

や
っ

て
も

ら
い

JI
CA

や
関

係
者

に
対
し

て
、
省

を
代

表
し

て
大

変
に

感
謝

す
る
。
本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は

得
る

も
の

が
大

き
く

、
例

え
ば

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

側
に

実
験

機
材

を
供

与
し

て
も

ら
っ

た
う

え
で

、
日

本
で

同
様

の
機

材
に

よ
る

研
修

や
留

学
を

行
っ

た
こ

と
は

非
常

に
有

益
で

あ
っ

た
。

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

内
で

の
実

験
は

中
々

出
来

な
い

。
 

同
時

に
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
側

の
実

験
室
も

改
善

さ
れ

、
実

験
室

が
予

算
を
作

る
場

に
も

成
り

得
る
こ

と
が
現

実
的

に
な

っ
て

来
た

と
思

う
。
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  U
EM

：
 説

明
さ

れ
た
内

容
に

つ
い

て
、

U
EM

に
つ

い
て

は
行

っ
て

来
た
こ

と
と

一
致

し
て

い
る

。
今

回
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
良

か
っ

た
こ

と
は

、
供

与
機

材
と

研
修

が
セ

ッ
ト

に
な

っ
て

い
た

こ
と

で
あ

る
。

供
与

さ
れ

た
機

材
に

は
関

連
補
強
資

材
も

含
ま

れ
て

お
り
、

U
EM

の
ラ

ボ
を
補

強
す

る
も

の
に

な
っ

て
い

る
。
一

方

で
PD

M
に

示
さ

れ
た

計
画

に
よ

る
成

果
等
に

つ
い

て
は

様
々

な
見
方

が
あ

る
と

思
う

が
、
機
材

供
与

に
よ

る
研

修
等

に
よ

り
、

教
育

と
研

究
活

動
す

る
環

境
が

確
実

に
良

く
な

っ
た

こ
と

は
明

ら
か

で
あ

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

へ
の

盛
り

込
み

に
つ

い
て

も
卒

論
の

学
生

が
実

際
に

実
体

鏡
を

利
用

し
て

研
究

を
行

っ
て

い
る

。
 

一
方

、
実

験
室

環
境
の
維

持
に

つ
い

て
仮

に
今
後

評
価

が
低

く
な
る

こ
と

が
あ

っ
た

と
し

て
も

、
そ

の
理

由
が

関
連

資
材

の
不

足
に

よ
る

場
合

も
あ

る
。

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

で
は

資
材

を
注

文
し

て
も

す
ぐ

に
入

荷
さ

れ
な

い
ケ

ー
ス

が
多

い
。

現
実

と
し

て
、

現
在

薄
片

作
成

に
関

わ
る

資
材

と
し

て
ス

ラ
イ

ド
ガ

ラ
ス

の
在

庫
が

無
く

な
っ

て
い

る
。

本
ガ

ラ
ス

を
注

文
し

て
い

る
が

中
々

入
荷

し
な

い
。

そ
の

た
め

、
実

験
室

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

低
下

の
理

由
が

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ
低

下
だ

と
は

言
え
な

い
。

 

い
ず

れ
に

し
て

も
供

与
機

材
の

利
用

を
今
後

も
し

っ
か

り
と

継
続
す

る
こ

と
、
研

修
や
留

学
し
た

教
員
の

知
識

や
経

験
を

学
内

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る
こ

と
、

こ
れ

ら
を
し

っ
か

り
と

行
っ

て
い

く
。

 

 IS
PT

：
 説

明
さ
れ

た
内

容
に

つ
い

て
、

IS
PT

も
一

致
し

て
い

る
。

こ
の

間
、

IS
PT

へ
の

供
与

機
材

と
そ
の

利
用

に
つ

い
て

、
秋

田
大

菅
原

教
授

に
し

っ
か

り
と

指
導

し
て

も
ら

っ
た

。
ま

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

訂
に

つ
い

て
も

同
様

で
、
本

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
で
得

た
実

習
等

内
容

が
20

21
年

に
改

訂
予

定
と

な
っ
て

い
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

内
に

組
み

込
ま

れ
て

い
る

。
 

PD
M

等
に

示
さ

れ
る

成
果
に

つ
い

て
は

一
概

に
は

言
え

な
い

が
、

教
育

環
境

が
確

実
に

良
く

な
っ

た
こ

と
は

明
ら

か
で

あ
る

。
ま

た
、

秋
田

大
や

北
大

と
の

協
定

等
、

日
本

と
の

繋
が

り
が

出
来

た
こ

と
も

大
き

い
。

今
後

は
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
一

部
成

果
や

留
学

生
に

よ
る

研
究

等
、

学
術

的
な

公
的

発
表

を
行

っ
て

い
き

た
い

。
 

一
方

、
予

算
確

保
は
難

し
い
問

題
だ
が

、
引

き
続

き
確
保

に
努

め
る
。
当
面

は
国

際
的
な

承
認

な
く

て
も

出
来

る
外

部
か

ら
の

委
託

分
析

を
や

り
、

IS
PT

の
プ

レ
ゼ
ン

ス
を
上

げ
て

予
算

確
保

を
し

て
行

き
た
い

。

ま
た

来
年

は
世

銀
へ

と
予

算
申

請
を

し
て

実
験
室

を
更

に
強

化
し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

 

 秋
田

大
学

菅
原

教
授

：
 

現
在

こ
ち

ら
の

研
究

室
に
は

U
EM

か
ら

１
名

、
IS

PT
か

ら
１

名
の

留
学
生

を
引

き
受

け
て

い
る
。
う

ち

１
名

は
修

士
過

程
か

ら
留

学
し

、
来

年
度

に
博

士
課

程
に

進
学

を
予

定
し

て
い

る
。

も
う

１
名

は
新

た
に

博
士

課
程

か
ら

入
学

す
る

。
両

名
共

に
非

常
に

取
り

組
ん

で
お

り
、

日
本

学
生

に
と

っ
て

も
刺

激
に

な
っ

て
い

る
。

 

供
与

機
材

に
し

て
も

、
搬

入
・
設

置
当

初
は

装
置

の
動

作
・
運

用
に

係
わ

り
、
例

え
ば
部

屋
の
空

調
の
件

や
キ

ャ
リ

ア
ガ

ス
の

件
等

々
、
様

々
な

不
具

合
が

あ
っ

た
。
し

か
し

、
特

に
Be

ne
学

長
に

は
常

に
迅
速

に

対
応

し
て

改
善

し
て

も
ら

い
、

無
事

運
用

に
至

っ
た

こ
と

に
非

常
に

感
謝

す
る

。
こ

れ
ら

の
経

験
を

通
し

て
、

今
後

も
供

与
機

材
を

大
切

に
使

っ
て

も
ら
え

る
も

の
と

思
う
。
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  JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

M
an

da
局

長
が

言
及

さ
れ

た
よ

う
に

、
実

験
室

で
の

活
動

が
予

算
を

作
る

場
に

も
な

る
点

に
つ

い
て

、
そ

の
通

り
で

あ
る

。
ま

た
、

El
ig

io
学

科
長

が
言

及
し

た
機

材
の

供
与
と

実
習

と
が

セ
ッ

ト
に

な
っ

た
技
術

支

援
は

、
日

本
に

よ
る

援
助

ス
タ

イ
ル

の
大

き
な
特

徴
で

あ
る

。
20

15
年

か
ら

行
っ

た
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は

今
回

終
了

す
る

が
、

今
後

は
供

与
機

材
を

維
持
し

て
も

ら
い

、
更
な

る
向

上
を

図
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

能
力

継
続

に
つ

い
て

、
海

外
大

学
と

の
共

同
研
究

等
を

含
む

繋
が
り

が
非

常
に

重
要

で
あ

る
。
今

後
資
源

の
絆

に
よ

る
留

学
支

援
は

継
続

す
る

予
定

で
あ

り
、

引
き

続
き

秋
田

大
等

と
の

関
係

を
継

続
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

 3.
 閉

会
 

JI
C

A
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
事

務
所
：

 

本
JC

C
は

最
後
と

な
る

が
、
結

果
の
最

終
確

認
に

よ
り

充
実

し
た

意
見
交

換
が

出
来

た
。
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク

と
日

本
と

は
古

く
か

ら
の

友
人

と
し

て
友

好
関
係

し
て

き
た

が
、
今

後
も

関
係

を
継

続
す

る
。

JI
CA

は
資

源
分

野
の

動
向

を
重

要
視

し
て

い
る

。
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
側

で
は

他
の

ド
ナ

ー
を

含
め

て
本

分
野

を
充

実
し

て
い

っ
て

も
ら

い
た

い
。

 

 U
EM

：
 U

EM
地

質
学

科
の

将
来

的
な

ビ
ジ

ョ
ン

と
し

て
、

本
学
科

の
存

在
を

国
際

的
に

も
認
知

し
て

も
ら
う

こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

そ
の

一
環

と
し

て
昨

日
の

セ
ミ

ナ
ー

で
も

説
明

し
た

と
お

り
、

野
外

実
習

場
と

し
て

マ
ニ

カ
と

テ
テ

に
お

け
る

キ
ャ

ン
プ

サ
イ

ト
の

設
立

、
実

験
室

を
含

む
新

棟
建

設
に

よ
る

研
究

環
境

の
充

実
を

計
画

中
で

あ
る

（
新

棟
の
地

鎮
祭

は
実

施
済
、

建
設

開
始

は
20

20
年

予
定

）
。
他

の

支
援

・
協

力
が

あ
れ

ば
是

非
受

け
入

れ
た

い
。

 

 IS
PT

：
 M

IR
EM

E
含

め
て

大
変
に

感
謝

し
た

い
。

IS
PT

の
今

後
と
し

て
、
近

い
将

来
修

士
課

程
コ

ー
ス

を
開
始

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。
こ

れ
に

係
わ
り

IS
PT

の
博

士
教
員

は
ま
だ

３
名

の
状

況
で

あ
り

、
今

後
博
士

を

有
す

る
教

員
を

増
加

さ
せ

た
い

。
ま

た
供

与
さ

れ
た

機
材

に
つ

い
て

、
他

の
既

存
機

材
も

使
い

つ
つ

予
算

を
作

る
活

動
を

続
け

て
い

く
。

 

 M
IR

EM
E：

 

今
後

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

の
鉱

物
資

源
分

野
が
豊

か
に

な
り

、
本

分
野

の
人
材

も
豊

か
に

な
れ

ば
良
い

と
思
う

。

日
本

は
過

去
か

ら
様

々
な

国
を

誠
実

に
国

際
支

援
し

、
そ

の
結

果
同

国
々

が
豊

か
に

な
っ

た
こ

と
を

良
く

知
っ

て
い

る
。

例
え

ば
マ

レ
ー

シ
ア

等
の

国
々

は
良

い
例

で
あ

る
。

今
回

も
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
誠

実
に

対
応

し
て

も
ら

っ
た

。
今

後
も

継
続

す
る

資
源

の
絆

等
、

引
き

続
き

関
係

を
継

続
し

、
本

分
野

で
豊

か
に

な
る

こ
と

を
期

待
し

た
い

。
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

、
目

に
見

え
る

形
で

の
レ

ガ
シ

ー
が

残
っ

た
と

確
信

し
て

お
り

、
JI

C
A

ほ
か

関
係

者
に

大
変

に
感

謝
す

る
。
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  4.
 そ

の
他

 

現
在

実
施

中
の

ド
ラ

フ
ト

版
フ

ァ
イ

ナ
ル
レ

ポ
ー

ト
の

モ
ザ

ン
ビ
ー

ク
側

に
よ

る
内

容
チ

ェ
ッ

ク
・
コ
メ

ン
ト
に
つ

い
て
、

11
月

内
に

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
に

コ
メ

ン
ト

バ
ッ
ク

す
る

。
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